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    零章　楽園計画


    



    



    　断頭台に、私の首は固定されていた。


    　錆さびた鉄の環が私の首を締めつけ、両手は木の枷かせで後ろ手に拘こう束そくされている。神への贖しよく罪ざいの姿を模した処刑作法らしいが、なんとも時代錯さく誤ごだ。


    　神か楽ぐら暦れき一八七五年に終わったはずの魔法使い狩りが、百二十七年後の神聖イージェス教国の片隅で復活していたのだ。


    　眼下の広場を眺める。古い街並みの間に、民衆が集まっている。顔、顔、顔。振り上げられた拳。床の石いし畳だたみが見えないほどに民衆が集まっている。憎悪と怒りの瞳を並べ、人々は吠えたてていた。


    「悪魔に仕える魔法使いめ！」


    「神を冒ぼう瀆とくする背教者め！」


    　私の胸中に暗い沼のような感情が広がる。この国は、人々は中世から一歩も進んでいない。


    　恩恵に与あずかりながら、私の咒じゆ式しきを原理不明な魔法とする二重基準を、疑問に思わないのだろうか。私を捕まえた技も、咒式士協会の武装査さ問もん官かんの紡いだ咒式だったのだが。


    　私は自分が死ぬ原因を探ってみる。


    　小さいころから、私には世界の有様が不思議だった。


    　私たちの間では争いが起きている。いつも、どの時代も。


    　それは戦争などという大きなものでなくとも、日常的に起こっている。


    　幼年時代から少年時代になると、すでに争いが起こっていた。将来に対してなんの役に立つのか意味不明な、足の速さや喧けん嘩かの強さを競う同級生たち。女の子たちは似合わない化粧をし、媚こびを売る。さらに思春期にもなると、成績や運動能力や容よう貌ぼう、会話や服装や人気で競争が続いた。


    　社会に出れば、いい年をした大人が地位と財産を求めて、同どう僚りようや上司や部下を蹴落とそうとし、罵ののしっている。無自覚に自分も同じことをしていることも、不思議でならなかった。


    　私は考えた。理由を探した。


    　どこにも答えはなかった。人間は本来邪悪であると本に書いてあったが、赤ん坊ではあるまいし、いつまでも裸の本能で生きている人間など存在しない。


    　心理学は一冊目で投げた。要約すると「人がそうするのは、そうしたいからだ」という循じゆん環かん論法しかなく、心理分析とやらをどこまでしてみても、緻ち密みつな呪術儀式の作さ法ほうを見ている気分にしかならない。


    　たしかに食料や資源、つまり生存に関する争いもあるだろう。


    　解決するために、咒じゆ式しきで脳の生存限界まで寿じゆ命みようが伸びようと、驚異的な肉体修復能力を持とうと、限界がある。争い自体があるかぎり、長寿も頑健な肉体も無益だ。人と人との争いでいくらでも消滅させられる。


    　食料や資源を巡っての争いはなくならないが、一方で世界的に見ても栄養状態がいい状態の部族ほど好戦的である。


    　歴史を見ていると、栄華を極め、不老不死に近くなっても、人は争うとしか思えない。


    　争いの問題が食料問題なら、店で出るポロック揚あげの肉の量で殺しあいにはならないのはなぜなのだ？　逆に、列の順番や駐車場の場所の取りあいが争いになり、肩が当たったくらいのことが時には殺しあいにまでなるのはなぜなのだ？　物語や歌の主題に、深刻な問題たる食料不足や飢うえが歌われることが少ないのはなぜなのだ？


    　争いの原因、私たちが求めているものは、本当はなんであろうか？


    　人類から争いをなくすために、聖者と賢者が色々な手段を講じた。宗教で道徳で、法律で教育で、ことごとく失敗した。科学者と医師と技術者が遺伝子を改造し、脳外科手術をし、神経系を変換した。こちらの一部は成功したが、植物か機械のように無気力な人間を生んだだけだった。


    　完全なる人間はいまだに現れず、作れなかった。


    　誰もが自分という牢ろう獄ごくを保つことに必死で、他人の牢獄に構う余裕がない。そして、暗い牢獄からは他者を覗のぞけない。


    　無理解と利己心の牢獄。これはどうしようもない生物の特性。生物と脳は、平和を熱愛し、抽象的な真理に従うようには作られていない。人間であるかぎり、争いの根源は消えない。


    　生存に関する争いの他に、もうひとつの原因があることは分かってきた。どうしても、双ふた子ごの片割れがつきまとうのだ。


    　私は人類にある争いの根源を消失させるよりは、目的を手に入れられたように錯さつ覚かくさせ、安定させるほうが簡単なのではないかと考えた。


    　それはとても素敵な方法だったと思えた。私は生しよう涯がいをその研究と開発に費やすことにした。


    　他者に、憎悪し嫌悪し嫉妬し僻ひがむ必要のなくなる方程式、偉大なる装置を作ることはなんと崇すう高こうな作業だろう。


    　私は人間の体にある約二百七十四種類の細胞を研究した。脳の機能を研究した。心が絶対的に統合されたものではなく、いくつもの簡単な機能単位が統合されたものだと分かった。


    　私の研究をどこから聞きつけたのか、一人の咒じゆ式しき士しが訪ねてきたこともあった。


    　放ほう浪ろうの賢けん人じんとだけ名乗った咒式士は、虹色の瞳をしていた。


    　私の研究を面白がり、理論を支えるための高度な咒式を大量に授けてくれた。私が知る一段上の咒式や脳理論、最新の咒式技術や咒式具。各種の〈異い貌ぼうのものども〉や竜の検体を授けられた。


    　たった一日のことだったが、研究は別次元にまで到達していた。賢人は最後に言葉を残した。


    「分析は正しい。人を高く完璧にしようとする試みは、すべて失敗した。だが、君の研究も最後は退屈さに敗北する」


    　私は笑うべきか哀しむべきか迷った。結局、無言で見送るだけだった。


    　賢人の来訪から二十年ほど経って、試作機が完成した。さらに研究を重ねた。副産物が生まれ、密かに自分にも試してみた。


    　予想したように、人々は私の研究と結果、指し示す未来を嫌悪した。悪魔の業わざだ、神への冒ぼう瀆とくだ、人間の否定だと誹そしり糾きゆう弾だんし、研究成果を打ち壊した。ついに私は無理解な人々に逮たい捕ほされた。


    　そして断頭台に乗せられている現在につながる。


    　軛くびきに囚われた私の前に、教会の説教師が立っていた。巻物を広げて、「最後に神への懺ざん悔げをせよ」や「審判の日だ」などと言っていたが、私には繰くり言ごととしか思えなかった。


    　退屈さに沈黙をしている私の態度を侮ぶ辱じよくと感じたのか、説教師の顔が青ざめた。正比例するように民衆の怒りが沸ふつ騰とうしていく。


    　それらの感情の根源も理解できる。指摘したところで無意味であることも理解していた。


    　どこまでも予定通りであることはいいのだが、予想の範囲を何一つ越えない存在には吐き気すら催もよおす。簡単な方程式を延々と解かされている気分は、退屈というよりも恐怖に近いのかもしれない。


    　説教師が手を振る。三角錐の覆ふく面めんを被った処刑執行人が、断頭台の側そばに立つ。綱が引かれ、鋭利な鋼の刃が滑る音を遠くに聞いた。


    　奇跡は起こらず、予定したように私の首が落ちた。


    　回転して落ちていく私の両の目は、胴体の断面から鮮血が噴きあがる光景を一瞬だけ視界に捉えた。次に広場の石いし畳だたみに落下して、広がる空を眺めていた。頭部だけになってしまった。


    　憤怒と憎悪と殺意に満ちた民衆が、私の首を見下ろしていた。


    　次に粗末な靴くつの裏が見え、振り下ろされて私の鼻筋を砕いた。頭の内部でガラスが割れるような音が響く。続いていくつもの足が私の首を踏みしだき、蹴りつけた。殺到した鋤すきや鍬くわが私の目や口や頰ほおを串くし刺ざしにし、高々と掲げる。


    　残った右目で私は民衆を睥へい睨げいする。血と泥と鉄の味を口こう腔こうに感じながら、予定したように声を紡ぐ。


    「……君たちには」


    　肺が失われたため、言葉は囁ささやきにしかならなかった。


    「愛が足りない」


    　そこで予定通り私の意識が途と絶だえ、肉体は滅びてしまった。


    　私の名はベギンレイム。誰にも見えず、誰にも覚えられることがない者。


    　そして人の可能性を説く背信者。

  


  
    一章　優しい女たち


    



    



    　立ち去ることを願いもせず


    　嘆きの声はもはや聞かれず


    　傷きず痕あとは癒いやされず


    　涙が拭ぬぐわれることもなく


    　我らは零こぼれていく


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「我らの断片」皇こう暦れき四八八年

    


    



    



    



    　荒い呼吸。嫌な汗が背中と両脇を流れ、疲労と恐怖に絡まる足を進める。


    　陽光を遮り、幾いく重えにも重なる葉と梢が作る緑の天てん蓋がい。足元にうねる大樹の根。苔こけや下生えが、緑の絨じゆう毯たんとなって大地を覆おおっていた。


    　獣や〈異い貌ぼうのものども〉の鳴き声が、遠く近くに聞こえる。


    　蔦つたを絡ませた大樹に、叩きつけるように自らの背を預ける。俺の姿を完全に隠す太さの幹で、背後からの奇襲を遮断。さらに周囲に視線を走らせ、感覚器官を研ぎすまし、追跡者の位置を探る。


    　自分の荒い呼吸と跳ねあがる心拍が、騒音に感じられた。


    　落ちつけ自分、落ちつけガユス・レヴィナ・ソレル。


    　光と闇の複雑な連なりのなかで、緑の森林は迷宮となっていて、追跡者の姿を摑つかめない。


    　長く握りつづけ、体温と同じ温度になった魔ま杖じよう剣けんの柄つかに意識が集中する。柄の先、機関部の弾だん倉そうに十二発、薬室に一発が装そう塡てんされている咒じゆ弾だん。


    　生命線である咒弾が最初から空からであるという、無力さを再確認するだけだった。攻性咒式士にとって、咒式展開の媒ばい介かいたる咒弾がない状態は、全裸でいるような不安をもたらす。


    　ましてや、俺を追ってくる敵は、最強の捕食者だ。両掌てのひらの中の〈断罪者ヨルガ〉の八〇二ミリメルトルの刀身も、頼りない針にしか感じられない。


    　右方の茂みから響く音に弾かれたように振りむく、と見せて、左からの風切り音へと、デリビウム咒じゆ銀ぎん合ごう金きん製の刀身を放つ。


    　白銀の切っ先が捉えたのは、投げられた木の枝。罠だと理解する前に前転し、その場を離脱。


    　回転する俺の視界の端で、大樹の幹が轟音とともに破は砕さい。破片を散らす光景が見えた。


    　破片の奔ほん流りゆう。幹を貫通した白い人間の指先が見えた瞬間、右へと動く。破砕音と軋きしむ音が響き、均きん衡こうを崩くずした大樹が斜めに傾いていく。さらに後方へと跳躍した俺の傍かたわらで、梢と葉を鳴らして大木が倒れた。木の葉と土煙が噴きあがる。


    　着地し、膝をついた姿勢のまま、魔杖剣の切っ先を前方へ掲げる。刃やいばが指し示す先、大樹があった場所に、追跡者は姿を現した。


    　掲げられた大理石の指先に、木の破片が握られ、上腕、肩と発達した筋肉が続く。


    　背景の白銀の髪、同色の瞳の中には、俺を揶や揄ゆするような笑みの成分があった。


    　百九十四センチメルトルという長身の死神。俺の相棒、ギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフという、不吉な呪文のように長い名前の天敵。


    「ガユスよ、背後の壁が安全だと思うのは甘すぎる。貴き様さまの軟弱な常識で、咒式剣士の力を測るな」


    　掲げられたギギナの右の五指で木の破片が砕かれ、乾いた音が響く。


    「ご親切にどうも」


    　俺は緩かん慢まんながらも、隙すきをつかれない動作で膝を大地から離し、立ちあがっていく。


    「そろそろ、俺とクソであるギギナの長年の腐くされ関係に決着をつけよう」


    　魔杖剣も上昇していく。


    「クソは肥ひ料りようになるという用よう途とで役立つが、しかしギギナはまだ生きていて肥料になれない。早く死んで天職に就け」


    「私も、貴様を肉片に変えることを長年の楽しみにしていた」


    　ギギナの右の瞳を跨またぐ、青い竜と炎の刺青いれずみが不敵な笑みに合わせて身を[image: ]よじる。銀ぎん嶺れいの鼻筋、鮮血色の唇くちびるが完璧な配置で納まった白皙の美び貌ぼうが、殺意の微笑を構成していた。


    　猛獣に相あい対たいした獲物のような恐怖と、むしろ一息に嚙かみ殺して楽にして欲しいという誘惑を俺に生じさせる。剣士として対たい峙じした者たちも、そう思いながら死んでいったのだろうか。


    「殺してやるよ」


    　怯えを押し殺して右足先に体重を乗せていき、魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握りこむ。ギギナの双そう眸ぼうに、責めるような色が混じった。


    「握りが違う。掌しよう底てい全体が柄の上部にかかるようにし、小指と薬指を締め、他の指は締めず緩ゆるめず、卵を握るように添えるだけだ」


    「余裕で講釈か。俺を舐なめすぎだよ」


    　ギギナの静かな指摘に、内心で激げつ昂こうしつつも従う。緊張で基本的なことも忘れていたらしい。


    　続きを思い出す。左親指の第一関節を臍へそ前まえにして、右自然体の構え。左右の親指と人差し指の間が、刃背の延長上になるように手首を締めつつ、優しく握る。よし、できた。魔杖剣ヨルガの切っ先を、ギギナへと向け、右へと一歩を踏み出す。靴くつの裏で苔こけや木の葉が潰つぶれる。


    　暗い森のなかで、俺とギギナは緩やかな円を描く。


    「俺の嫌いなものの順位表は、借金、人じん糞ぷん、ギギナの順だ。しかし、最近その順位に大変動があるようだ」


    「貴様に好かれるなど気き色しよく悪い」


    　両者の殺意が無音で衝突し、円は緩やかな螺ら旋せんとなり、距離が縮まっていく。動く最中も、俺は慎重に間合いを計測する。


    　魔杖剣を握る俺に対し、ギギナは屠と竜りゆう刀とうも持たない、まったくの無手である。木ぼつ剣けんと素手では俗に三倍と言われ、現実的に勝負にもならない。ついでに今は真剣対素手だ。


    　さらに生体咒じゆ式しき士したるギギナは、極限まで筋肉組織を行使し、人体構成自体が通常の人間とは違う。先ほど大木を貫通したことで証明されたように、圧倒的な剛ごう力りきを誇る。


    　そして、空間把握能力、速度、胆力、戦闘技術、筋力。近接戦闘に必要とされる要素、そのすべてにおいて俺はギギナに遠く及ばない。


    　しかし、やるしかない。抵抗もせずに殺やられるのは家畜の流りゆう儀ぎであって、俺の流儀ではない。


    　螺ら旋せん運動を直進に変換。孤こ剣けんを抱えた俺の突進。


    　剣の間合いと斬ざん撃げき力の利点を活かした渾身の刺し突とつを、ギギナの顔面へと放つ。渾身の力をこめた剣先を、ギギナが右人差し指で軽々と弾く。続く連撃も指先のみで軽やかに捌さばかれる。


    　動脈のある右手首の内側を狙って刃やいばを降り下ろすが、振られた指先で大きく左へ弾かれる。ギギナが半歩進み、俺の間合いに進入してくる。


    　待っていた好機。左下に流れていた魔杖剣を切りかえし、ギギナの右胴へと叩きこむ！


    　絶対の攻撃は、しかし衝突音とともに停止した。


    　ギギナが落とした右肘と掲げた右膝の間に挟まれ、刃は停止していた。


    「遅い」


    　咄とつ嗟さに魔杖剣を離し、沈んだ俺の頭上を、颶ぐ風ふうをまとったギギナの左人差し指が、貫通していく。俺は低空体当たりしようと突進。迎撃してくる左膝を躱かわし、ギギナの腹に頭を当てる。鍛えられた腹筋に、俺の頭ず蓋がい骨こつのほうが壊れそうだ。


    　このまま押したおし、寝技に持ちこむしかないが、ギギナを倒せるわけもない。俺は半分諦あきらめながら全体重をかける。やはりギギナは動かない。


    　俺を舐なめてるのかっ！


    　左脇に頭を押しこむ。右足をギギナの左膝裏にかけ、投げ技に移行しようとした瞬間、衝撃とともに視界が暗転した。


    



    



    　昼下がりのエリダナの街角。ネレス通りに面したレストランの横手には、道路に向けて屋外席が広がっていた。


    　日ひ傘がさの下に設しつらえられた食卓が八つほど。通りに一番近い席には、女たちが座っていた。四人の女性は仕事の休み時間に昼食をとっているらしく、背広や制服姿で料理をつついていた。


    「だからあの人はダメだって言ったじゃない。ユピカは夢を見すぎなのよ」


    「ロザニーだって前の彼氏が左さ遷せんされたくせに。前彼が飲酒運転で逮たい捕ほされるなんて最悪～」


    「だからすでに前の彼氏になっている。前々から酒癖が悪かったけど、左遷される前に手を切った。私はユピカとは違う賢い選択なのです」


    「賢い選択である次の相手が、年下の音楽家志望ってのも納得できないけど。つか、それって別れた前の相手と同じ失敗じゃないの？」


    　ユピカがストローで豆乳を飲みながら、先輩を責める。後輩にやられたロザニーが顔を右に向ける。


    「そういえばシエリエの不倫はどうなの？　二十歳年上の父親みたいな相手だとか」


    「お互いに割りきっているから問題はない」北方系の女が食叉フオークで刺したレタスを口に運びつつ、言いきった。「ただ、いつまで続けられるのかを考えると、不安にならないわけでもない」


    「別れたほうがいいんじゃないの？」


    「げー非情。殺し屋ロザニーだ」


    「訳わからん。私は単に普通に幸せになれよ、と思っているだけ」


    　ユピカの揶や揄ゆに対し、ロザニーが椅い子すに肘を乗せてもたれる。青い目が正面の相手を捉える。半アルリアン人の同どう僚りようがいた。白金の髪に緑の目。同性のロザニーから見ても美人の部類に入るが、男運は最悪だった。


    　三人のかしましい食事の横をウェイトレスが抜けていく。額には紋もん章しようが刻まれている。


    「たしかあれは〈擬人クンスツ〉というんだっけ」


    「ねぇねぇ、ジヴーニャ」


    　ジヴーニャの意識を、ユピカの声が呼びもどす。もっとも若いユピカが食卓に肘をつき、掌てのひらに顎あごを乗せる。


    「そういえば、ジヴーニャの彼氏って攻こう性せい咒じゆ式しき士しだっけ？」


    「んーまぁそういう感じでもなくはない」


    　ジヴーニャはパスタを飲みこみながら答えた。


    　ロザニーたちも、ジヴーニャが巻きこまれた〈古き巨人エノルム〉と勇者ウォルロットの事件を知っている。ロザニーはあえて口に出さないが、ユピカにとってはまだ熱い興味の範囲だったのだ。


    「どういう人なの？」


    　前のめりの問いに、ジヴーニャは笑う。


    「あれはあれで、いい人」真ま面じ目めな声になる。「だと思うけどね」


    「詳細を聞かなくても、前彼のクラナスのほうがいい人だったと思うけどね」ロザニーが前髪を搔かきあげ、小さく息を吐く。「仕事ができて、優しくて誠実。少し鈍感。クラナスとは友人だったし、残念」


    　ロザニーの意見に、シエリエにユピカも賛成する表情を並べていた。それほどクラナスの評価は高いようだった。


    「なにがあなたとクラナスの別れの原因なのか、今でもさっぱり分からない」


    「それはその、あれは……」


    　過去の話にジヴーニャの表情が曇る。


    　ロザニーの顔にも憂慮の色があった。女の言葉も問いかけとなっていた。


    「ジヴーニャ、あなたは幸せになるべきよ。年々男を見る目がなくなっているような気がしてならない」


    「それは……」


    　ジヴーニャ本人も自覚しているようだった。


    「言いすぎた。ごめん。今の恋人さんもいい人だと思う」


    　ロザニーが口に手を当てる。口出しすべき領域ではなかったと、女は横を向く。実際、問われたジヴーニャ本人も答えを持ちあわせていなかったように見えた。


    　妙な場の空気にユピカが魚を飲みこむ。表情には気づき。


    「そういえば、ジヴーニャと恋人さんが歩いていた場面を、前に街角で見たことあるよ」


    　ユピカの発言に他の二人の注目が集まる。ジヴだけは苦笑。二人の興味の目にユピカが続ける。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しらしくない感じだった。眼め鏡がねで細い人。個人的な印象では、頼りない予備校の講師といったところだったかな」


    　同どう僚りようたちの言いぐさにもジヴーニャはさらに苦笑するだけだった。


    　全員が笑うと、八つの屋外席の弛し緩かんした空気を貫く警報。視線を動かすと、屋外席からも通りで警報を鳴らして走る青と白の車体、警察車しや輌りようが見えた。二台が連なって走り、車の列の間に消えていった。


    「最近はよく事件が起こっていてイヤな感じだ」


    　遠い目でシエリエがつぶやく。ユピカが力強くうなずいてみせ、続ける。


    「〈異い貌ぼうのものども〉の発生や殺人事件ばっかり」ユピカが自分の言葉で連想する。「そういう事件って春にもなかった？　そういえば去年の冬にも秋にも、夏にもあった」


    「毎年ある。エリダナは貿易都市で、人の出入りが激しいから事件が多い」


    　エリダナ出身のロザニーが退屈そうに言う。指先で髪の毛を巻く。


    「地下住民や不法滞在者を入れて百万人の人口は、大陸のあらゆる人種の坩る堝つぼだしね」声には疲労があった。「龍りゆう皇おう国こくに同盟という大国の貿易の結けつ節せつ点てんで、膨大な富が生まれる場所でもあるから、事件が多いに決まっている」


    「うえ。田舎いなかから出てきて二年の私にはどうせ分かりませんですよ」


    　ロザニーの感慨に、ユピカは理解不能といった顔。シエリエは興味なし。ロザニーと同じくエリダナと近郊が地元であるジヴーニャだけが顎あごを引いて肯定する。


    　女の緑の瞳がエリダナの通りに向けられる。勤め人に主婦、学生に自由業の人間が交差点の横断歩道を進む。雑ざつ踏とうが途切れることがない、巨大都市だった。


    　同時に凄まじい悪意と殺意を抱いた人間も数多くいるということだ。悪意と殺意の一端に触れたジヴーニャが生還できたのは、運か機き知ちか恋人の力ゆえのことなのか。


    　拗すねたように、ユピカが最後の肉を飲みこむ。平然とした顔のシエリエが食叉フオークの先端でジヴーニャを指し示す。


    「それこそ、事件にはジヴーニャの彼氏の出番では？　竜も殺人犯も正義の咒じゆ式しきでえいってやっつける、みたいな」


    　単純なシエリエの言葉に、ジヴーニャは答えない。


    　ジヴーニャの恋人であるガユスは、攻性咒式士として犯罪や〈異い貌ぼうのものども〉に関わって追跡する。そして、少し前には〈古き巨人エノルム〉と、同時に指輪を持った自分も追跡対象だった。その前は〈大禍つ式アイオーン〉との戦いで咒式兵器にエリダナが、ラズエルという企業の島が狙われた。さらに前にも連続殺人と要人の暗殺未み遂すい。


    　エリダナという街に事件は絶えることなく、攻性咒式士も次から次へと出てくる犯罪者や〈異貌のものども〉を追っている。だからこそ大事件に関与したジヴーニャであっても、すでにほとんどの人々の興味の外となっている。


    「あの人は攻性咒式士としてはまぁまぁ有能らしいけど、それでも」


    　そこでジヴーニャは息を吐く。


    「危険なことにはあまり関わってほしくない、というのが本音かな」


    　女の顔には諦あきらめのような微ほほ笑えみがあった。緑の瞳は、エリダナの青い空を眺めていた。片手に握った鳥の足を囓かじる。


    



    



    　鼻先の鉄臭い臭気、続いて苔こけの表面を這はう赤黒く長い虫。百足むかでの歩ほ脚きやくが見えた。


    　足を五本まで数えて、意識が戻っていることに気づいた。


    　緑やら黄土色が視界に広がり、それが草や大地だと脳がようやく認識した。


    　思考が少しずつ戻っていき、自分が倒れていることを自覚した。その途端、胃の奥から、強烈な吐き気が湧きあがる。


    　両手をついて上半身を起こし、昼間に食った携帯食と木の実の混こん沌とんを吐きだす。苦い胃液まで吐く。手をついた姿勢のまま、胃が蠕ぜん動どうする嘔おう吐と感と苦痛を必死に耐える。


    　ようやく呼吸が落ちついてきた。袖そでで口くち許もとを拭ぬぐって向きなおると、茜あかね色の夕日が目に眩まぶしかった。


    　俺が倒れていたのは、森の外れにある傾斜地だった。


    　視線の先には鬱うつ蒼そうとした森が茂って視界を塞ふさいでいた。木々の足元には、乗ってきたヴァンの銀色の車体が鎮ちん座ざしていた。バルコムＭＫⅥはかなり旧式な車で、今の俺と同様に傷つきくたびれていた。


    　ヴァンの前方、木々の幹の間から、ギギナが姿を現す。片手に提さげた屠と竜りゆう刀とうが鮮血に濡れている。どうやらヒマつぶしに〈異い貌ぼうのものども〉でも狩っていたらしい。


    「凶暴な〈異貌のものども〉が溢あふれる、辺境の森で寝るとは。貴様は意外に勇気があるのか、新あら手ての小銭拾いかどちらだ？」


    「役作りだよ。死体の。つーか、誰のせいで寝たと思っている」


    　まだ立てない俺の叫びに、ギギナが心外だといった顔をしながら坂を登ってくる。


    「単に首筋への手刀だ」


    　ギギナが俺を見下ろして、心から愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべる。


    「達人が精密に計算して打っても、たまに死ぬ急所だ。真ま似ねは薦すすめない」


    「万が一にも死ぬような攻撃を、相棒にするなっ！　それに、訓練で使うのは人差し指だけだと約束しただろうがっ！」


    「気にするな。約束も確率論だ」


    　ギギナが無感情に屠竜刀を一振り。血ち糊のりを払ってから、納刀していく。キギナの片手に、鎖が切れた手て錠じようがついていないことが不思議でたまらない。俺は不満ながらも立ちあがり膝ひざや裾すそに付着した雑草を払うが、足元がふらつく。


    「努力しろガユス、『今年こそは、真まっ直すぐ歩けるようになりたいです』という大目標を忘れたのか？」


    「そんな目標を立てるか。ギギナこそ『今年こそは人間に進化したいです』という涙ぐましい目標が、ぎりぎりで達成できていないようで残念」


    　お互いに鼻を鳴らして相手を牽けん制せいする。俺とギギナの間の大気が圧縮され、硬度を増した。無言のままでヴァンへと向かい、俺は左から、ギギナは右扉から乗りこむ。車体はギギナの体重で沈みこみ、戻る。


    　俺の運転で車が走りだす。


    　左手に木々の連なりを眺めながら、ヴァンは山さん麓ろくの坂道を上がっていく。舗ほ装そうもクソもないので、道の起伏ごとに車体が不規則に揺れる。


    　山麓の長い坂を登ると、広大な森の天てん蓋がいを見晴らせた。


    　森の上では、〈異貌のものども〉の一種、飛蛇の群れが、悲鳴のような鳴き声をあげて滑空していく。


    　森の梢が爆発したように散らされ、天へと急速に伸び上がる帯。大おお長なが蟲むしが体節を伸ばし、何匹かの飛蛇を大おお顎あごに捕らえる姿だった。


    　捕食されなかった飛蛇が、耳みみ障ざわりな悲鳴をあげて逃げていき、大おお長なが蟲むしは、口から飛蛇の血と肉片の円弧を描きながら、森へと沈んでいく。


    　そんな平凡な辺境の風景が、ヴァンの背後へと流れさっていく。


    「ピャルカナ森で恒例の戦闘訓練をしたが、退屈だったな」


    「町中で攻こう性せい咒じゆ式しきの実地発動や、ギギナの破壊力を全力で発はつ揮きしてもらっても困る。また借金が増える」


    　二人の会話が車内に漏もれる。車体は緑の木々の間を抜ける。


    「今回は、課題だった近接戦闘能力の改善を目指し、二日ほどやってみたのだが」俺は相棒に問いかけてみる。「それで、どうだった？」


    　呻しん吟ぎんする詩人のような顔をしてギギナが思考する。


    「上達はしているが、あまりに微量にすぎる。貴き様さまを見ていると、猿と別れて進化して人間になったという説が理解できなくなってくる」


    「ギギナを見ていると、人間は猿との分岐以前に戻るという新説を、学会に提出したくなる」


    「最近は強い敵がいなくて退屈だ。ガユスの訓練など、遊びにもならん」


    　ギギナの声が沈む。俺のほうも同様だ。ギギナ講師の採点はあまり芳かんばしくもなかったようだ。


    「企業の取引や重役の護衛が待っていて、素晴らしい毎日だと思うけど？」


    「最低な予定だ。ドラッケンの諺ことわざでいう〝血で錆さびる刃やいばより、宝物倉で錆びる刃を恥じよ〟という状態が辛つらい」


    「平和が大事。鳩はとでも見ていろよ。鳩の目って白と黒の二重丸で気持ち悪いぞ」息を吐く。「明後日に迫ったミデストルの取引の立ち会いというクソ仕事も、そろそろ止やめにしたいし」


    　レメディウス事件、世間的には〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉や〈古き巨人エノルム〉の事件以降、俺たちの事務所は、市や企業からの依頼と契約が増えた。外からはラズエル社を守り、ダリオネートという大投資家を護衛したように見えたらしい。不況時に助かるのだが、ギギナには不満かもしれない。


    　俺の隣で、ドラッケン族が笑みを浮かべる。抜き身の刃物の笑みだ。


    「そういえば、最近、エリダナ北部辺境で〈長命竜アルター〉が飛行している姿が発見されたそうだ。今度はその竜と戦いたいものだ」


    　ギギナの瞳が燃え上がっているのが、横目に捉えられた。


    「危険思想は禁止だ。ついでに俺は絶対に参加しない」


    　俺は切って捨てる。可能ならさらに焼しよう却きやく処分をしたい言葉だ。


    〈長命竜〉や翼将、〈大禍つ式アイオーン〉や〈古き巨人〉といった強敵と戦って痛感させられたのだが、どれほど強力な遠えん隔かく咒式も、発動する前に殺されては意味がない。


    　ギギナという最高の前衛がいるから、今まではなんとかなっていたが、俺自身の脆ぜい弱じやくさが弱点になってきている。運頼りではいつか行きづまる。相棒の言うとおり、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにどうなるわけもないが、先行きは暗い。


    「しかし、よく考えると、ギギナを、人差し指以外も使わざるをえない状況に追いこめたのだ。少しは強くなっているんじゃないのか？」


    　俺の言葉にもギギナは黙ったままで、窓についた手に顎あごを載せていた。


    「だって、焦あせっていただろ、おまえ？」


    「そういうことにしておこう。自己満足だということが、実戦で死ぬときに分かるだろう」


    　そこで車内の会話は絶えた。山をヴァンは進む。


    　俺の訓練も、結局は無意味な足あ搔がきかもしれない。強さや賢明さでなにかが解決したことなどないし、これからもないだろう。車はさらに山さん麓ろくを横切っていく。エリダナへと進路を取るべく、坂を下る。


    　ギギナは車の前に手を伸ばす。立体光学映像を展開。


    　いつものように賞金首を探しはじめる。一番見ることが多いエリウス郡賞金首名めい簿ぼ。他州から流れてくる犯罪者などの龍りゆう皇おう国こく指名手配犯名簿、同盟側からの七都市同盟越えつ境きよう指名手配一覧を見る。だいたいはいつもの顔ぶれと、新顔だった。


    　ギギナが欠伸あくびをする。俺にしても運転は単調だった。


    　ついでに、ギギナは大陸最高の危険人物たちである〈最重要指名手配の二十八人〉を見ている。出てくるのは人類の敵だった。


    　世界各地の破壊活動組織に資金や武器を援助し、国家転てん覆ぷくを謀はかるロホロス・クインダリア。地下経済をしきる黒社会の組織のなかでも、巨大化が著いちじるしいアイビス極光社の長であるダルセーノ。人体実験を繰り返し、ベギンレイムの尻しり尾おと呼ばれる異端の咒じゆ式しき学者たちの長は、名前も不明。


    　さらには、南オルトバ共和連邦国を政変で乗っとり、大陸を汚染する麻薬の王として君くん臨りんするカディス将軍は国家の敵。ラカンナム市を消失させたイルソミナス、咒式を求めて軍事研究所を襲ったワーリャスフあたりは動く災害だ。


    　それぞれ人類の敵には、十億イェン級の賞金がかかっている。元々は三十人だったが、ここ二十年ほどで二人だけ逮たい捕ほされたそうだ。一人は、逮捕されるまで戦争によらず九百人近くを殺害し、信徒が同じく殺人を行っているとされる最悪の殺人王、ザッハド・ダノン・イエッガ。もう一人は呪われたギルレイン。二人が逮捕されただけ、世界は少し平和になったそうだ。


    　通称は〈世界の敵の二十八人〉。俺たち市し井せいの賞金稼かせぎが出会うこともない大物たちだ。国家や軍隊に、特殊部隊や特別捜査官、武装査さ問もん官かんあたりにがんばってもらいたい。


    　合法ではない私設賞金首指定の一覧を見ると、個人やら黒社会の組織やら様々なものが、さまざまな人物の首に賞金をかけていた。ドラッケン族がかけた賞金十億イェンという超大物もいる。名前と顔を見ておきたい。


    「音だ」


    　ギギナのつぶやきで、俺の視線が動く。同時に俺は欠伸をする。あれだけ気絶したのに眠いとは、人体の神秘は不合理だ。


    「死ぬときって、死に音がするのかな？」


    「いいから聞け。自然の音ではない」


    　街道から外れたこの道を、通るものも少ないはずだが、俺は耳を澄ます。ヴァンの駆動音と開けはなしの窓からの風切り音以外には、なにも聞こえない。


    「遠くない。左だ」


    　ギギナが視線を左へと移す。木々が並ぶ森が広がる。たしかになにかの音が聞こえた。俺がさらに待つと、左側にある木々の連なりの向こうから小さな破裂音が聞こえた。疾走するヴァンの前方上空を、飛蛇が怯えたように飛ひ翔しようしていく。


    　轟音。


    「爆裂咒じゆ式しき、か？」


    　続いて、向こうの森から、炎と黒煙があがる。さらに轟音と悲鳴が遠く届いてくる。


    「人間同士の争いか、〈異い貌ぼうのものども〉に襲われているのかな？」


    「行けガユス。困っている人間がいたら助ける。それが攻こう性せい咒式士の仕事だ」


    　横目で相棒の横顔を確認。殊しゆ勝しような言葉とは裏腹に、闘争の予感で輝いていやがる。


    　一方で本当に誰かが襲われていたら、俺の寝覚めも悪い。


    「貴き様さまはいつも私の非常識を責めるが、行動もできない口先野郎なのか？」


    「ああ、クソっ、ドラッケン族の安い挑発に乗ってやるよ！」


    　内心の葛かつ藤とうを振り切るように、俺は操縦環ハンドルを左へと切る。


    　木々の幹の間を抜け、蔦つたを突き破り、傾斜した悪路にヴァンが跳ねる。爆裂音に向かって、暗い森を疾走。最大加速で森を抜け、夕日を目指して飛翔する。


    



    



    　ヴァンの衝撃吸収装置に悲鳴をあげさせながら、大地に着地。振動で全身が軋きしむが、後輪を滑らせて無理やり急停止させる。


    　森を抜けた街道は、緋色の炎に染めあげられていた。咒式による炎が蛇行する街道を炎上させていた。いくつもの車しや輌りようを炎に包んでいた。車体の横に描かれた、陽気な中年女の顔と「脱出の女王コルッペン一座」という文字が、塗装とともに炎で溶け崩くずれていく。


    　足元には、逃げおくれた人間の死体がいくつも転がっていた。


    　爆裂咒式により頭ず蓋がいが割られ、自らの脳のう漿しようと真紅の血溜まりに横たわる肥満体の女。雷らい撃げき咒式により、目や口や鼻び孔こうから、黒血と蒸気をあげている女。


    　俺は思わず死者の傍かたわらに屈かがみこむ。手を伸ばし、指先で顔に触れる。生前は優しい笑顔だったであろう女の両目を閉じてやった。沸ふつ騰とうした血が指先に熱かった。


    　炎と黒煙が視界に充満している。遠く逃げまどう人々が影絵のようにしか見えなかった。


    　攻性咒式の爆裂音と、人々の悲鳴がそこかしこから響いていた。轟々と唸うなる炎の壁から、火をまとった影が転げだしてくる。


    　咄とつ嗟さに駆けより、転げまわる影の火の粉こを払う。抱えおこすと、煤すすに塗まみれた中年女が咳せきこむ。右半分が焼けただれた顔には、恐怖と混乱が張りついていた。


    「なにが起こった？」


    　恐きよう慌こう状態を起こされる前に、質問をぶつける。


    「わか、分からない。アタシらは単なる旅芸人の一座で、突然襲われて……」


    　舌が廻まわりきらない女の言葉。だが、喋しやべっているうちに、瞳に強い意志が急速に宿っていく。


    「それ、それよりあの子は、あの子はどこっ!?」


    　俺を置いて、力強く女が立つ。燃えさかる炎を睨にらみつけ、決心したかのように灼熱の壁へと走りだす。


    　俺が止めようと手を伸ばした瞬間、女の体が大きく痙けい攣れんした。


    　女の胸から背へと抜けたのは、血染めの鋼はがねの槍。仰あお向むけに倒れる女の呆ぼう然ぜんとした視線が、俺の目と絡みあう。


    　倒れる女を受け止める俺、女の頭上を飛ひ翔しようしてくる鋼の槍。反射的に抜き打ちの魔ま杖じよう剣けんで払う。左にある炎の壁から影が飛翔してくる。槍は囮おとりか！


    　致命傷だけは回避しようと、刀身を切りかえした俺へと迫る刃やいば。冷たい刀身が、横に流れる。


    　襲撃者の腹部に、屠と竜りゆう刀とうの刃が吸いこまれていた。そのままガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刀身が獣のように跳ねあがり、襲撃者の胴体が両断。上半身と下半身に分かたれた人体が、内臓と黒血を撒まき散らしながら天空に舞いあがる。落下して、体液と血を散らす。汚らしい血の花弁を大地に咲かせていった。


    　銀の円弧を描くように屠竜刀を一振りさせて、ギギナは血ち脂あぶらを払う。


    「油断するな」


    「分かっている」見下ろす俺の視線の先には、少し古い型の魔杖剣に積せき層そう装そう甲こうという男の死に顔。「こいつらは何者だ？」


    　大地に伏す襲撃者は、俺たちと同じ攻性咒式士だった。


    「クソ海のクソがっ、攻性咒式士が街道強盗かよっ！」


    　苦さを吐きすてる。俺の腕のなかで中年女が、血ち反へ吐どを吐く。


    「おい……」


    　それ以上に言える言葉がなかった。槍に左肺と心臓付近を貫通されて、咒式士でもない一般人が助かる可能性はない。即死していないことが不思議な傷だった。女の目が俺を見上げる。


    「あアタ、アタシはいいから、あの子、を助けて、一座は女しかいな、いないから、おねお願い……」


    　血ち泡あわ混じりの声。女の双そう眸ぼうからは、怒りも恐怖も苦痛も消えていった。


    　亡なき骸がらを静かに大地に横たえて、俺は立ち上がる。ギギナがうなずき、俺たちは走りだす。


    　轟々と鳴る炎と咒式の残ざん酷こくな交響曲が、憤怒の足音を搔かきけしていった。


    



    



    　炎と煙を突きぬける。


    　街道には、咒式士たちの積せき層そう鎧よろいや甲こう殻かく鎧よろいに包まれた背中。包囲されている旅芸人の一座らしき一団が見えた。


    　崖と横転した車を背にした弱き人々が、それでも棒切れや、包丁を振り上げて戦っていた。


    　酒焼けをした赤ら顔の冴えない中年女、普段は人と喋しやべることも苦手で内気そうな女、まだ玩具おもちやで遊んでいるのが似合いそうな少女。


    　戦う女たちの顔には、なにかを守ろうとするような必死の表情が浮かんでいた。


    　しかし、棒きれを持っただけの素人しろうとが覚悟すれば戦闘の専門家を倒せるなど、現実にはありえない。咒じゆ式しき士したちの非情な咒式や剣の前に、一人、また一人と、嬲なぶり殺され、倒れていく。


    　俺は、黒い溶よう岩がんに似たものを腹ふつ腔こうに感じ、作用量子定数に干かん渉しよう。局所的に変異させ、熱量の不確定性を、時間の不確定性に反比例させる。


    　魔ま杖じよう剣けんの先端に紡がれた、化学錬れん成せい系咒式〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉が発動。トリメチレントリニトロアミンの秒速約八千メルトルの爆風に乗った鉄片が、襲撃者たちの背後から襲いかかる。


    　驚きよう愕がくの表情を振り返る顔に浮かべる間もなく、引きちぎられ、破は砕さいされ、咒式士たちは肉片へと変わり、街道沿いの地面にブチ撒まけられていく。


    　爆風の余波を突き破り、ギギナが突進していく。


    　屠と竜りゆう刀とうが唸うなりをあげて空を疾走。白銀の円弧が、迎撃してきた機き剣けん士しと剛ごう槍そう士しの胸板を水平に両断。飛び跳ねる四つの肉片と血ち霧ぎりの間を、ギギナが驀ばく進しん。獣じゆう化か士しの熊の腕力と爪を宿した剛腕を、右肘ひじの辺りで両断。


    　下方から翻ひるがえった屠竜刀が、左脇に吸いこまれる。刃は胸きよう腔こう、右肩へと駆けぬける。ギギナの突進の後に、獣化士の獣毛に覆われた上半身が落下し、血の尾を引いて跳ねる。


    　鋼ごう甲こう士しが必死に化学鋼こう成せい系第一階位〈斥楯ジルド〉を展開。大地から放たれた鉄の壁が、ギギナの刃を受け止める。


    「おあるるるるううううっ！」


    　雄お叫たけびをあげるギギナの強化筋肉が、極限まで膨ぼう張ちよう。金属の防壁を叩き割り、咒式士の兜かぶとから股こ間かんまでを抵抗などないかのように、一気に斬り下げる。


    　断面から黒々とした小腸や肝かん臓ぞうを零こぼし、地獄の門が体内で開かれたように、死者は左右に分かれていく。血霧の間を、ギギナが滑空するように突進していく。俺も広い背を追いながら咒式を紡ぎ、旅芸人の一座が抵抗した場所に到着。


    　折り重なる優しき人々の亡骸なきがら。死者たちの顔には苦痛と哀しみ、そしてなにかを守りきったように安らかな表情があった。


    　呻うめき声。


    　俺は死者の山に駆けよった。死者の腕や足や胴体を搔かき分け、生存者を探す。


    　死者の間に、燕えん尾び服ふくに包まれた背中が見えた。広い背中や肩から、何本もの刃を生やした女が突っ伏している。急いで腕を差し入れる。亡骸の間から上半身を抱え上げると、堂々とした貫かん祿ろくの女だった。車体の側面に描かれていたコルッペンの顔だった。


    「コルッペンか！　生きているか？」


    「おお」女の大きな顔が、苦痛に歪ゆがむ。「いかにも、私こそ、その名も高き脱出女王コルッペ、ペンですよ」


    　中年女の目が、俺を見つめる。


    「こ、これはいい男に助けられた、ものね。わた、私の死んだ旦だん那なの若いころにそっく、りり、だ……」


    　血染めの顔を歪ゆがめながら、コルッペンが言葉を吐きだす。女の顔に光が射す。


    「わた、私は、いいっ！」


    　治療咒じゆ式しきを発動しようとしたギギナを、女が厳しい声で制した。


    「私の下にいる子は、ぶ、無事かか見て？」


    　女の大きな胸の下を見ると、小柄な体が見えた。コルッペンは気力を振り絞しぼり、太い腕で死体の間から子供を掲げようとする。俺も急いで手を差しいれ、あまりに軽い体を受けとる。


    　煤すすと泥、コルッペンの血に塗まみれた全身。引きむすばれた唇くちびる、青白い頰ほお、伸びた琥こ珀はく色の髪の間には、呆ぼう然ぜんとしたような瞳。


    　青い瞳どう孔こうだけが、真まっ直すぐに俺を見つめていた。


    　魂たましいまで覗のぞきこむような瞳から目を離し、急いで子供の呼吸と脈拍を確認。頭髪の間から血が流れていたため、専門家のギギナに交替する。ギギナが親指の母ぼ指し球きゆうを指先でこすって、顎あごの筋肉に収縮がないか確認。


    「収縮がないので、脳圧も高くない。頭部の重大損傷はない」ギギナの冷静な目が、子供の全身を一いち瞥べつする。「見るかぎり、擦すり傷や切り傷だけで命に別状はない」


    「大丈夫だ」俺はコルッペンへ向き直る。「あなたや他の方々の、勇気ある行動のお蔭かげで無事のようだ。だから、あなたも死ぬな！」


    　コルッペンへと必死で呼びかける。


    「脱出女王こ、コルッペンの、最後の魔術はは、大成功、ね」


    　コルッペンは血塗れの太い口くち許もとに、満足げな微笑みを浮かべた。


    　夏の青空のような笑顔だった。


    　こんないい女が、こんなところで死んではいけない。そんな世界は間違っている。


    「すま、ない、い、けど、私がこの子にかけた、脱出魔術は、まだ終わって、いない。お客さ、さん、す、少し手伝ってくれ、るかな？」


    　軽いお手伝いでも頼むようなコルッペンの言葉に、俺は迷いなくうなずいた。


    「必ずこの子の脱出魔術を成功させる」


    「いい男、は、そうでなくち……」


    　コルッペンの笑顔が、そのまま俺の左肩へと落ちてくる。


    　なにも言えずに、俺はその姿勢のままでいた。


    　急速に冷えていくコルッペンの体温と、胸に抱えた子供の熱い体温が、俺の胸中で嵐となっていた。


    「ガユス、まだ終わってはいない」


    　ギギナの声に振りかえる。


    　炎上する車や周囲の木々の間から、鈍い輝きが覗のぞいた。魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍そうなどの禍まが々まがしい輝きだった。続いて咒じゆ式しき発動の凶器を握った攻性咒式士たちが、姿を現してきた。


    　魔ま杖じよう剣けんを握る銀の籠こ手て。鬼や竜を模した兜かぶと。積せき層そう鎧よろいに甲こう殻かく鎧よろいが軋きしむ。使し役えき獣じゆうに使役蟲ちゆうが唸うなり声をあげ、咒符や知覚眼鏡クルークブリレが夜闇を照らす炎の緋ひ色いろを反射する。魔杖剣の一振りが、〈平穏の担い手バロレック〉系九四式だということに気づき、俺は吐き気がしてきた。ツェベルン系だけでなく、バッハルバ系にイージェス系のアルリアン人。先ほどほぼ破は綻たんしたピエゾ系の咒式士の姿もある。


    　知覚眼鏡クルークブリレで確認するまでもなく、六十八名の攻性咒式士が崖以外の三方からの包囲網を作っていた。


    　俺は偉大なるコルッペンの大柄な体を静かに横たえた。続いて、子供を左脇に抱えながら立ち上がる。前方を睨にらんで、口が憎悪に歪ゆがむ。


    「わあお、驚くべきことに俺は少し怒っている」


    「ああ、ガユスと同じとは不ふ愉ゆ快かいだが、私も似たような感情を抱いている」


    　屠と竜りゆう刀とうを掲げて、俺の横に立つギギナが答える。


    　包囲網の一人、巨漢の剛ごう斧ふ士しが大振りな魔杖斧を肩口に担ぐ。


    「どこのお節せつ介かいか知らないが、その子供を我らに渡して去れ」


    　反対側からは魔杖長槍を抱え、全身を積層鎧で覆った重じゆう機き槍そう士しが笑声をあげる。


    「楽に殺すという意味だがな」


    「いやいや、かわいい尻を全員に貸すなら、助けてやってもいいぜ」
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    　陣じん笠がさを目ま深ぶかに被った蠱こ蟲ちゆう士しが下品な嘲笑を投げかけ、幾人かが唱和して嗤わらい、何人かが唾つばを吐く。


    　抱えた子供が咒じゆ式しき士したちの殺気を察し、震える手で俺の左肩を摑つかんでくる。なぜ狙われ襲われたのか分からないが、コルッペンと旅芸人たちが託たくしたこの子を絶対に守らねばならない。俺はそう確信していた。


    　刺客たちの包囲網が緩ゆるやかに縮まっていくが、俺たちは動けない。


    　相手は素人しろうとではなく、攻性咒式士だ。爆裂や砲弾咒式で活路を作ろうとしても、即座に両側面から襲われる。向こうにしても、俺たちの実力を量れずに動けない。


    　考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、考えろ、なにか手があるはずだ。


    「簡単だな」


    　ギギナの言葉に、俺と木々の間に並ぶ咒式士たちから、憤怒と殺意が沸きあがる。


    「私はドラッケン族の剣けん舞まい士しギギナ、隣の眼め鏡がねはガユスだ」


    　攻性咒式士たちの間に、衝撃と驚嘆の波は紋もんが広がっていく。


    「春先の枢すう機き卿けい長ちようの護衛で、刺客を倒した二人組か！」


    「〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉事件で、あのラルゴンキンと組んだという咒式士たちか！」


    「〈古き巨人エノルム〉をも倒したという話も聞くぞ」


    　攻性咒式士たちが動どう揺ようしている。いくら俺とギギナが十三階かい梯ていの咒式士とはいえ、この数の咒式士集団に対し、生きて帰れるとは思えない。


    　だが、向こうも同じだ。俺たちを相手にしては、中位程度の咒式士たちでも、半数は死ぬ。


    　ここで交渉というわけか。少しだけギギナを見直した俺が交渉を受けもつ。


    「そこで、だ……」


    「かかってこないのか牛ぎゆう糞ふん面づらのくせに？　全員刻んで、人糞程度には見えるようにしてやろうという私の親切心が分からないのか？」


    　ギギナが笑う。


    「落ちついてギギナさん？　子供を守るという善人役を、勝手に悪役に変更しないでもらえます？」


    　ギギナの現状無視の言いぐさに、俺は慌あわてる。剣舞士は他人の思惑を無視。


    「惨みじめな弱者らしく名無しで群れているのだ。無能かつ低能で不ぶ細さい工くであるのは、恥ずかしいことではない。だからこそ、数で来い」


    「……おもしろい」


    　銀月のような魔ま杖じよう鎌がまを下げた腐ふ毒どく士しが、頰ほおを歪ゆがめて嗤った。


    「ここいる咒式士の半数以上は死ぬが、それでも生き残った咒式士が、ギギナとガユスを倒したという名声と報ほう酬しゆうを総取りだな」


    　巨大な獣を従えた使し獣じゆう士しが、猛獣のような笑みを口の端に浮かべる。


    「あのラルゴンキンやパンハイマに並ぶ好機か。ならば命を張るには充分。これは早い者勝ちだっ！」


    　獅し子しの兜かぶとを被った機き剣けん士しが木々の間を抜けて、突進を開始する。続いて両隣の咒じゆ式しき士したちがつられて走りだす。森の木々の間から、咒式士たちが雪崩なだれのように突進してくる。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうを正せい眼がんに構える。


    「これで生きる目が出てきた。包囲戦から乱戦に移れば勝てる」


    「噓うそーっ!?」


    　俺は思わず相棒に叫んでいた。


    「向こうもおまえも、どうして交渉ができないんだよっ！」


    　頭に蛆うじが湧いていて当たり前の攻性咒式士に、命の大切さや折せつ衷ちゆう策を求める、そんな俺の常識のほうが異常なのかもしれない。絶望的な状況に視界が暗くなっていく。


    　いや、風景自体が闇に閉ざされていた。攻性咒式士たち、森の木々、地面、炎上する遠景すべてに影が落ちていた。


    　見上げると、夜空に浮かぶ月を縦に切り裂く影。巨大物体の高速落下が見えた瞬間、俺の後方跳躍にギギナが先んじて移動していた。


    　続いて、耳を聾ろうする大音声。濁音の衝撃波が森と街道を吹きぬけ、炎を吹きけしていく。


    　俺は爆風から立ち上がる。舞い上がる爆煙が、生なま温ぬるい夜風に晴れていく。


    　攻性咒式士たちが先ほどまでいた地点は一変していた。大地には、巨大な擂すり鉢ばち状の大穴が穿うがたれていた。


    　外縁部には、落下に巻きこまれなかった咒式士たちの姿。衝撃波で意識が朦もう朧ろうとしながらも、立ちあがろうとする。


    　上空からの大だい瀑ばく布ふが、三人の攻性咒式士を高硬度の鎧よろいごと圧あつ搾さく。一瞬で血と骨混じりの挽ひき肉にくと化させていた。大穴の外縁部で、人間だったものを踏みつける五指の爪は、大槍の穂先よりも、長く、鋭く。


    　前まえ肢あしから肩までの筋肉は、巨木を[image: ]よじりあわせたように隆起し、太く。巨塔のような長首が直立し、先端に傲ごう然ぜんと掲げられた頭部は、古代の恐竜のようだった。


    　銀鱗に覆われた、巨大な肉体の神殿が建造されたような圧迫感。


    　それは竜だった。


    　しかも、俺の知覚眼鏡クルークブリレで測定した、尾から頭部までの全長は三二・一三メルトル。ＤＤＭＭ、いわゆる汎はんドラッケン式竜測定法式に従うのなら、千三百歳を越える、正真正銘の〈長命竜アルター〉だった。


    　王冠のように頭部に何本も屹きつ立りつした角。下に鎮座する物もの憂うげな瞳が俺たちを見下ろす。視線だけで、俺たちは瞬きすら許されずに硬直させられた。口が開き、蒸気の息が漏もれる。


    「……人の子らよ」


    　幾いく星せい霜そうを重ねた声が、俺の鼓膜から脳に響く。


    「その子を渡せ。否と言えば、我が敵とみなす」


    　爬は虫ちゆう類るいにも似た舌と口こう腔こう構造で、滑らかに人じん語ごを連ねる竜は初めてだった。


    　俺は言葉の意味も分からず、ただ呆ぼう然ぜんと立っていた。攻性咒式士どもが襲いかかり、〈長命竜アルター〉が空から落ちてきて、子供を要求する？　ノルアドレナリンが過剰分泌されて、脳の過剰興奮や活性が生じ、情報が混乱。判断力・思考力が低下して、恐怖が俺に咒じゆ式しきを紡がせる。ダメだ、暴発すれば終わる。だが、止まらない。


    「冷静になれ」


    　傍かたわらのギギナが、腰の後ろの屠と竜りゆう刀とうを俺の背中へと向けるのが感じられた。回転弾だん筒とうを押さえたままで、静音発動。俺の内部に、生体強化系咒式第一階位〈鎮静フーシ〉が展開。縫ほう線せん核かくを中心としたセロトニン神経から、一秒間に二、三回の周期で分泌されるセロトニンを合成。青せい斑はん核かくに直接作用し、ノルアドレナリンの分泌を抑えて俺の恐慌を防ぐ。


    　ギギナが作ってくれた冷静さで、さらに時間を稼ぐべく、俺の口先が自動的に動く。


    「否だと言ったら怖そうだから、言わないような気がしたり、しなかったり、だからといって従わないわけではなく、善処の方向へと立ち向かいつつあり、俺の発言で、なにかが上う手まくいくと思っている論理的根拠は？　と思うだろうがそれには実は裏の意味があって……」


    　俺の言葉の裏表を追って、竜の瞳に混乱した成分が混じる。刹せつ那な、竜の全身に爆裂が殺到。


    　爆煙は鋼はがねの鱗うろこに弾かれ、虚しく渦うず巻まくだけだった。


    　竜への恐怖のあまり、一人の咒式士が反射的に咒式を発射してしまったのだ。続いて、隣の雷らい鳴めい士しの一団によって連射された雷撃も、鱗の表面で紫し電でんを散らすだけだった。竜の巨体は揺るぎもしない。


    「い、行けっ、この人数なら竜にも勝てるっ！　名誉と金が欲しくないのかっ！」


    　符咒士が悲鳴とも叫びとも分からない声をあげつつ、数十枚の咒符を放つ。


    　咒符は飛ひ燕えんの群れとなって飛ひ翔しようし、竜の結界を抜けて鱗の表面に突き刺さる。即座に、数法系咒式第五階位〈解咒過界絶陣シ・トリー〉を発動。竜の干かん渉しよう結界に逆干渉をかけていく。


    　干渉結界は、咒式発動前の咒符には反応しないがゆえの手筋。それは高位の〈異い貌ぼうのものども〉との戦闘に慣れた攻性咒式士の戦術だ。


    　勢いづいたのか、恐怖に耐えられなくなったのか、攻性咒式士たちが魔ま杖じよう剣けんを掲かかげて咒式を発動。


    「話し中だ。少し静まれ」


    　竜が身じろぎもせずに、干渉結界の出力をあげた。それだけで、青白い炎をあげて咒符が灼やききれる。続いて殺到した攻撃咒式の嵐、爆裂が、雷撃が、鋼の槍が、毒ガスが、結界の表面で作用量子定数を戻され、消失していく。


    「怯ひるむな！　接近戦から入れっ！」


    　獣じゆう操そう士しが傍らにいた剣けん歯し虎こを放ち、蠱こ蟲ちゆう士しが抱えた壺つぼから食肉蟲の群れを飛びたたせ、獣じゆう化か士しが獣毛をまといながら突進していく。竜の巨きよ軀くの四方から、先行した剣歯虎や食肉蟲が殺到する。


    　竜が見つめると、獣たちの動きが変化。空中の剣歯虎が、爪で自らの喉のどを搔かきむしって絶命。食肉蟲どもは互いに喰らいあう。


    「なん、だ？」


    　俺は事態が理解できない。


    「竜の権能、〈異い貌ぼうのものども〉への精神支配か！」


    　ギギナの苦い声で思い出せた。竜が〈異貌のものども〉を支配する王と呼ばれる特殊能力だ。竜の目を直視すると、精神に量子干渉をかけられるとされる。俺は手を掲げて、竜の目を視界に入れないようにする。


    　死し骸がいを隠れ蓑みのに、獣化士二人が飛ひ翔しようしていた。生体変化系咒じゆ式しき第三階位〈虎化軆身ジェイ・シン〉と〈狼化軆身ホクイルド〉により、四し肢しを猛虎と餓が狼ろうに変換した姿だった。竜の背後の樹木に後ろ肢あしをつき、上空から無防備な頭部へと挟きよう撃げきを行う。


    　長い首を振って竜が爪そう牙がを回避。ひるがえった鎌かま首くびが強襲し、空中の咒式士を二人ごと大おお顎あごに銜くわえる。


    　上下に並んだ牙が、獣毛と強きよう靱じんな筋組織を、表と裏から貫通。悲鳴をあげることすら許さずに、大顎の間で胴体が両断され、小腸を零こぼしながら二つの下半身が落下。鮮血を散らす。


    　竜の大顎が振られた。弾丸となった死者の上半身が、咒式を紡いでいた雷らい鳴めい士しの頭部と、隣にいた腐ふ毒どく士しの腹部に命中。頭ず蓋がい骨こつが砕かれ、腹ふつ腔こうが背後まで破れ、血と脳のう漿しようと内臓の雨が、背後の咒式士たちに吹きつける。


    　悲鳴に近い雄お叫たけびがあがった。魔ま杖じよう剣けんや魔杖槍を抱えた前衛咒式士たちが、弾かれたように突撃を開始していく。恐怖に耐えきれず、突進してしまったのだ。俺は唇くちびるを嚙かみしめて耐えた。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを構えて、膝ひざを撓たわめたままだった。


    　前方では竜と攻性咒式士の戦闘が開始されていた。雷らい剣けん士しが電磁雷撃系咒式第一階位〈灼剣ソーン〉によって電磁熱をまとった刃やいばを振るう。雷らい槍そう士しは電磁系の〈電加ゴイル〉で、穂先を電磁加速。竜の側面へ向かう。


    　疾風。


    　なにかが咒式剣士たちの胸板に叩きこまれたのが見えた瞬間、衝撃で吹き飛ばすどころか、積せき層そう鎧よろいごと肉体を血ち霧ぎりへと爆散させた。


    　超高硬度の鱗に覆われた長大な尾が、高速で放たれたのだ。


    　戦車の全力突進くらいの破壊力があるのだろうか、尾の一撃は止まらず、背後の大木に命中。頑がん丈じようなセルロース構造を破は砕さいし、叩き折っていく。


    　木々が倒れる轟音が、夜の森に響いていく。


    　悲鳴に怒号。恐きよう慌こう状態が攻性咒式士たちに急速伝染していった。


    　精神の均きん衡こうを破壊し、咒式士たちが反射的に、次々に咒式を放っていく。すでに、冷静な判断ができなくなっているのだ。


    　俺は、以前にもこういう光景を何度か見たことがある。たとえばテッセナ村で、竜を相手にした六十三人もの攻性咒式士たちが、一分そこそこで殲せん滅めつさせられた惨劇。


    　あの場の竜は六百歳級だったが、眼前の竜は違う。以前出会った竜の倍もの星せい霜そうを重ねた、本物の〈長命竜アルター〉なのだ。


    「咒まじない士らよ。鋼竜ムブロフスカの力で滅することを光栄だと思え」


    　〈長命竜アルター〉は自らの名乗りをあげ、口こう腔こうを開く。刃のような牙が並ぶ口腔の奥の、巨大な咒じゆ印いん組成式が示すものに、俺は総毛立つ。


    　即座に反撃用の咒式は諦あきらめ、〈遮熱断障檻フオエニク〉を展開。さらに耐熱咒式を重ねていく。異変を察したギギナが俺と子供を抱えて、後方飛翔。森から街道に突きでた大枝に着地。


    「間に合わぬ！」


    　ギギナが真横へと再跳躍。逃げた瞬間、竜の口腔から輝く白光が放射された。


    　生体変化系咒式第二階位〈空輪[image: ]ゲメイラ〉によって、ギギナがその背中に生成した噴射口から、圧縮空気を噴出させ、距離を稼かせぐ。


    　ギギナに連れられていく俺の足の先。輝く白色の濁流が、大地を突撃していく咒式士たちに激突、鎧よろいや人体の輪りん郭かくも残さず飲みこんで、迸ほとばしっていく。


    　輻ふく射しや熱ねつと膨張した大気圧が、耐熱壁ごと空中の俺たちを吹き飛ばしていく。


    　後方にいた十数人の後衛職である攻性咒式士たちの姿も、怒ど濤とうの射線に搔かき消される。


    　それでも白き奔ほん流りゆうは停止せず、轟音とともに背景の森林に衝突。大木の幹が吹き飛び、息い吹ぶきは森林を貫通していく。


    　乱流に翻ほん弄ろうされたギギナが、手近な木の梢を摑つかみ、撓たわませて急制動。隣の大木の頂上近くにあった枝に俺たちを着地させる。


    　眼下の光景は信じられないものだった。


    　竜の息吹は、森を横断し、炎上させる朱色の線となっていた。


    　炎の終点は、遙か彼方の森の端まで届いていた。


    　理解したくはないが、竜の吐息の最悪の正体が予測できた。比重十九・三で、融ゆう点てんが三千四百度という重金属のタングステンを、五千七百度の沸ふつ点てんにして吐きだされる灼熱の奔流。


    　わずかに付着しただけでも、金属板に穴を穿うがち、可燃物を燃えあがらせる高温。太陽表面温度に近い超高熱の物体は、赤を通り越して白く輝いて見えるのだ。息吹の質量自体が大きいため、巨大な鉄球並みの衝撃となる。ここまでの破壊力は個人の装備では防御不可能。軍事拠点をも破壊する、超級の攻性咒式だった。


    　竜の息吹の研究から、同様の化学鋼成系第七階位〈煌皇釛沸灼鏖嗔息アー・モーン〉が、理論的には構築されている。


    　だが、人間個人の咒力では、分子が高速移動している高熱状態を、しかもここまで膨ぼう大だいに呼びだすことはできない。


    　沸ふつ騰とうした膨大なタングステンの五千七百度という超高熱により、大地の土や岩盤が溶解し沸騰し、蒸気を噴きあげている。射線上にいた攻性咒式士たちの体は、沸騰する大地のどこかに混ざっているのだろう。


    　直撃せずとも、熱風の範囲にいた攻性咒式士たちの全身は火ひ脹ぶくれに覆われていた。破裂した傷口から、溶けた脂肪が滴したたり落ち、高温になった地面の上で蒸発。無惨な死体となって倒れていく。


    　かつてのテッセナ村の惨劇も比較にならない、風景を一変させる極大の破壊。ゾレイゾ・ゾが見せた雷の咒じゆ式しきもそうだが〈異い貌ぼうのものども〉の最強種の力は、まさに怒れる神の鉄てつ槌ついだ。人間が対抗できるものではない。


    　恐るべきことに、着地した地点から竜のムブロフスカは一歩も動いてもいなかった。死の息い吹ぶきと輻ふく射しや熱ねつから、偶然によって遠く離れていて生き残った咒式士たちは、ただ呆ぼう然ぜんとして惨劇を眺めるしかなかった。


    　巨木の梢の先で、俺とギギナも戦せん慄りつに背筋を貫かれながら破壊の光景を見下ろしていた。抱えた子供も恐怖に硬直していた。


    〈長命竜アルター〉ムブロフスカが、樹上の俺たちへと視線を向けてくる。ほぼ同じ高さ、水平の位置に、深い淵ふちのような竜の双そう眸ぼうがあった。両目を直視しないように目を逸そらす。


    「汝なんじらが躱かわせるように、速度と範囲を手加減した。その子を手放せという警告だ」


    　竜の言葉は、死神の宣告となって俺たちに吹きつける。畏い怖ふと恐怖に、肺が押しつぶされ、呼吸すらままならない。


    　竜の圧力に出そうになる悲鳴を、喉のどの奥で嚙かみ殺す。自分と子供を守るように、右手の魔ま杖じよう剣けんを突き出す。


    「さあ、その子をこちらへ……」


    　竜の巨大な瞳に、畏おそれのような色が広がっていった。視線は俺の右手にそそがれていた。


    「〈宙界の瞳〉だと？」


    　ギギナの視線も俺の手元へ向けられた。ギギナも思い出していたのだろう。


    　かつて、異界の〈大禍つ式アイオーン〉たる、アムプーラとヤナン・ガランも、眼前の竜と同じような反応を示していたことを。


    　腐くされ枢すう機き卿けい長ちようの置き土産は、俺をどこまでも面倒に巻きこんでいく。


    「なぜ、汝がそれを!?」


    「いったい、なんなんだこれは!?」


    　竜と俺の疑問が、まったく同時に空中に放たれる。妙な沈黙の後、蒸気とともに竜が言葉を漏もらす。


    「……汝が知る必要はない」


    　竜の瞳どう孔こうには、形容しがたい感情が浮かんでいた。


    「子供と、その指輪を我に渡すがよい。それは汝の、人の手に余るものだ」


    　悲鳴。


    　生き残った攻性咒式士たちが、正気と魔杖剣を投げ捨てて、逃走しはじめていた光景が見えた。竜の右目が一瞬だけそちらへ流れ、俺たちへと戻ってくる。


    　抱えた子供の顔を俺の胸板で覆い〈光閃コヴア〉を発動。マグネシウム粉と硝しよう酸さんナトリウムをポリエステルレジンで固めた物体が燃焼。爆光を生みだし、夜の森を漂白する。


    　同時に俺とギギナは枝から後方へと跳躍。子供を抱えたままで、早く移動はできない。移動のうちに、ギギナが子供を抱えた俺を摑つかんで木々の間を飛ひ翔しようする。目を灼やかれた竜がくぐもった咆ほう哮こうをあげ、大気や梢の葉が振動する。


    　背後で硬い音。見なくても分かる、竜の顎あごが閉じられた不吉な音だった。視覚から、瞬時に嗅きゆう覚かくや聴覚に切り換えたらしい竜の大おお顎あごが、的確に俺たちを追跡してくる。


    　枝から枝へと飛翔して、俺たちは崖の前の空間を逃げる。そして、木々を薙なぎ倒し、攻こう性せい咒じゆ式しき士しを踏みつぶして〈長命竜アルター〉が追ってくる。


    　耳元で唸うなる風が恐怖を増加する。


    　あんな怪物に勝てるわけがない。完全装備の咒式化軍隊を呼べよっ！　だからといって、コルッペンの託たくした子供を理由も語らぬ竜に渡す気もないっ！


    　左手に抱えた子供の体温が熱い。


    　俺は背後に向かって〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉を放つ。竜は干かん渉しよう結界を起動させるより、鱗うろこの強度で耐えられると判断して突進を選んだ。


    　しかし爆裂咒式は竜の傍かたわらで炸裂した。右上方の崖の表面で。重低音が響いたと思った瞬間、土ど砂しや崩くずれが発生。土と岩石の奔ほん流りゆうが竜の背に降りそそぐ。


    　さらに連鎖的に崩れた莫大な質量の土砂が、数万から数十万トーンの波濤となって竜の巨きよ軀くに激突。激流と竜の怒号が夜空に響く。


    　好機を逃さず、俺は化学鋼成系第五階位〈劣吁婪鎗弾射エリゴール〉を発動。高速の金属塊が、強力な干渉結界に質量を減げん殺さいされながらも、竜の下顎を内側から射抜く。


    　生成された劣れつ化かウラン弾は、高熱を発する焼しよう夷い効果もあり、戦車の通常の主砲に使われるタングステンカーバイド砲弾以上の超破壊力を発はつ揮きする。干渉結界と鱗の二重防壁がなければ、竜の顎さえ貫通する。


    　巨大な竜とその苦く鳴めいをも巻きこんで、土色の雪崩なだれが走っていく。


    　ギギナに抱えられた俺たちは、遠く離れた森の大地に着地。脇目もふらずに落ち葉を踏みちらしながら、逃走していく。


    　単なる破壊咒式では、一瞬にして竜の治ち癒ゆ咒式が働いて回復される。だが、俺の合成した、劣化ウラン弾に含まれる高濃度の放射性物質の粉末は電離作用が強く、微量でもアルファ線を出して、重じゆう篤とくな体内被ひ曝ばくを起こす。


    　被曝すれば、遺伝子を破壊し細胞分裂不全を起こして細胞死を起こす可能性がある。放射性物質を無毒化する化学反応は存在せず、いくら竜でも汚染範囲をすべて除去し、肉体を修復するには時間がかかる。もちろん法律的には禁きん忌きの境界線上の咒式だが、そんなこと言ってはいられない。


    　逃走方向にヴァンがある幸運を思い出し、疾走を右寄りに方向修正。銀色の車体を見つけたことに安あん堵どしながら飛び乗る。


    　吐き気にも似た恐怖を堪こらえながら動力を起動。後退して方向転換、鬱うつ蒼そうとした夜の森へと車体を突っこませる。


    　前方灯もつけずに、木々の間を跳ねるようにヴァンが疾走していく。突きでた枝や葉に、車体が搔かきむしられる耳障りな衝撃と音が生まれるごとに、俺の心臓が縮みあがる。


    「ガユス、あの竜が死んだと思うかっ!?」


    「その根拠皆かい無むな楽観主義に乾杯、するかっ！　いいから、ご自慢の超視力で障害物を指示しつづけろっ！　木の幹にぶつかって炎上でもしたら、竜に見つかってそこでお終しまいだっ！」


    　ギギナと俺の押し殺した怒号が、車内に行き交う。


    　時を合わせたかのように、森の木々を揺らす竜の咆ほう哮こうが轟とどろきわたる。続いて、爆裂咒じゆ式しきや雷撃咒式の遠鳴り、魂たま切ぎる絶叫が重なっていく。


    　幸運なことに、竜は逃げた襲撃者たちを俺たちだと勘かん違ちがいして追ってくれたようだ。これで、俺たちが逃げる時間が稼げるかもしれない。


    　攻性咒式士どもの正体は分からないが、コルッペン一座を殺した罪をその腐くされ命でたっぷり払いやがれ。


    　俺の思考も、ようやく混乱から怒りにまで回復してくる。


    　加速板アクセルを踏みっぱなしにした俺の膝ひざの上と肩に熱。すでに気絶したらしく、子供がうなだれていた。紅茶色の髪に包まれた小さな頭が、俺の左肩に乗っていた。


    「クソっ、毎度のことながら、なにがどうなっているんだっ!?」


    　操縦環ハンドルを切りながら、俺は吐きすてるしかなかった。


    　竜の咆ほう哮こうが轟いた。森中の〈異い貌ぼうのものども〉が、王に唱和するかのように、あちこちで遠吠えをあげる。


    　森の夜はあまりに暗く、そして長いだろう。

  


  
    二章　小さな掌


    



    



    　　もっとも強い感情と問われて、「憎悪」をあげるのは当然だ。


    　　だが、答えるものが老人なら、苦笑しつつも、「憎悪」の隣に「嫉妬」を並べる。


    　　憎むべき人間が、自分の望むものを手に入れるのを眺めるときの、あの焼けるような胸苦しさを知っているから。


    　　それにより台無しになった自分の人生に、今はただ力なく笑うしかないということも。


    
      ボラフェス・リド「失敗と敗北の秘ひ訣けつ」同盟暦三三年

    


    



    



    「それで、徹夜で竜から逃げたわけか。なにが嫌かというと、ガユスにだけはなりたくない」


    　警部補は苦笑していた。


    「まあ、珈琲コーヒーでも飲んで目覚ましにしろ」


    　ベイリックの差しだした安っぽい紙杯を、俺は欠伸あくびまじりで受けとる。


    　昼下がりのエリダナ市東警察署、一階奥の廊ろう下か。俺は長椅子ベンチに腰掛け、紙杯のなかの珈琲を眺めていた。蛍けい光こう灯とうの下で、黒い水面が揺れている。


    　ギギナはといえば、冷たい強化コンクリの壁に背を預け、目を閉じていた。そのまま永久に開かなければ世界平和の第一歩だ。


    　長い息を吐き、俺は紙杯に口をつける。離すと苦い意見が出ていく。


    「たしかに目覚ましにはなるな。あいかわらず、素晴らしく衝撃的な味だ。食ったことはないが、疫えき病びようで死んだ豚の蹄ひづめはこんな味がするのだろう」


    「いつまでも口の腐った男だな」


    　四角いベイリックの顔に、苦笑が浮かぶ。警官のくせに人間臭い笑みができる珍しい男だ。


    「しかし、その口に気をつけろよ。イアンゴも心配していた」


    「イアンゴが俺たちを心配する、ね。毎季節ごとに、ヴォックル競技で俺とベイリックと賭かけをしている、あのイアンゴが」俺は小さく笑う。「熱狂的なタルフォルズ好きで、万年最下位のタルフォルズの一点にしか賭けないから、俺たちに金を毟むしりとられている大マヌケに、よりにもよって心配されるのか」


    「だが、咒じゆ式しき弁護士としては、エリダナでも一、二を争う腕利きで、法ほう曹そう界かいにも顔が広い」


    　ベイリックの目に真剣な光が宿っていた。


    「イアンゴの情報によれば、おまえに対して咒式士協会が動いているらしい。大昔の事件のようにはなるなよ」


    「分かっている。イアンゴの情報とおまえの忠告は受けとっておくよ」


    　ベイリックが、俺に情報を漏もらすことは、本当は警察法違反なのだろう。


    　持つべきものは……共犯者だ。


    「しかし、咒式士協会が俺個人に動きだすとは、いったいなにがあったのだ？　まさか、昔話のトリトメスやギルフォイル事件のようなことになるとは思いたくないが」


    「貴様は、心当たりが多すぎて絞しぼりきれないだろうな」


    　ギギナが瞑めい目もくしたままで笑っていた。


    「私に言わせれば、不景気面づら規制法違反、公然猥わい褻せつ顔面罪、あと眼め鏡がね存在罪といったところか？」


    　不味まずい珈琲コーヒーを啜すすりながら、俺も言いかえす。


    「存在自体が、国際条約違反であるおまえが言うな。ついでに、ここが婚姻前の性交渉を死刑とする、イージェス教圏けんでないことに感謝しろ」


    　自分の猟りよう色しよく趣味を反省することもなく、ギギナが鼻先で笑いやがった。


    「とにかく、貴様には妖精が関わるような不思議な理由で死ぬことを薦すすめる」


    「ギギナが死ね。身体中に肛こう門もんができる奇病で死ね」


    　くだらない軽口の応おう酬しゆうに、ベイリックが呆あきれたような顔をしていた。


    　それでもベイリックが意図的に会話を逸そらしたことに気づかないほど、俺もバカでもない。


    「それで、昨夜の現場はどうだった？」


    　俺の直球の問いに、ベイリック警部補の頰ほおが強こわ張ばる。


    「捜査班と現場に行ってみたが、あれは酷ひどいものだったよ」


    　ベイリックが、自分の紙杯に口をつけた。褐色の液体と言葉とを流しこむ。


    「コルッペン一座も、一座を襲った攻こう性せい咒じゆ式しき士したちも、おそらく全滅だ。森や街道に肉片や内臓が散乱していて、誰が誰だか判明するには時間がかかる。永遠の半分くらいの時間がな」


    　珈琲コーヒーの湯気の向こうにあるベイリックの目に、恐怖の色が浮かぶ。


    「そいつらも悲ひ惨さんだが、〈長命竜アルター〉の吐息を浴びたやつは、細胞一つすら残っていないだろう。吐息で溶けた地面が溶岩となって、いまだに森を燃やしつづけている」


    　竜の吐息の光景を思い出すと、今でも俺の背に怖おぞ気けが生まれる。傍かたわらのギギナも同様の回想をしているのか、険しい横顔になっていた。


    　すべてを破壊する、怒れる神の一撃。あんなものに二度と関わりたくはない。


    「死んだ攻性咒式士たちは、単なる街道強盗にしては数がそろいすぎていた」身にまとわりつく恐怖を振りはらうように、俺は疑問を口にする。「そういえば、どこかの誰かに雇われて、コルッペン一座を襲ったと言っていたが？」


    「辺境の雇われ攻性咒式士か。努力はするが、襲撃者から背景をたどることは難しいだろうな」


    　攻性咒式士たちと竜が、ともに子供を狙っていたという事実を、ベイリックに言うべきかどうか迷った。


    　だが、言っておいたほうがいいだろう。


    「子供のことだが……」


    「あの子供か」


    　ベイリックのつぶやきが冷たい床に落ちるのと同時に、悲鳴があがった。


    　続いて廊ろう下かの奥の扉が吹き飛ぶように開かれた。扉の陰からは、小さな人影が転げでてくる。


    　廊下に四つ足で這はうのは、煤すすと泥と血に塗まみれた衣装。あの子供だった。


    　扉からは、憤然とした顔の女性警察官が追いかけるように姿を現す。子供と女性警察官が、扉の前の廊下で対たい峙じする、奇妙な絵ができていた。ベイリックの目が二人を見比べる。


    「どうしたイザーレナ巡査？　子供になにをしたんだ？」


    「したのは、あの子ですっ！」


    　イザーレナ巡査と呼ばれた女性警察官が、夏用制服の袖そでから伸びる白い二の腕を示す。桃色の引っ搔かき傷が痛々しかった。


    「煤やら血やらの汚れを拭ふいてあげようとしたら、あの子が引っ搔いてきたんですよっ！」


    　女性警察官の泣きそうな声に、少し色気を感じた。女性警察官の前に這う、子供に目線を戻す。長く伸びた髪の間から、憎悪が燃えあがる目を覗のぞかせていた。


    　子供の瞳が、激しく動き、逃げ道を必死に探していた。周囲のすべてが敵だと感じている、逃げ場をなくした獣なのだ。


    「落ちつけ、私たちはなにもしない」


    　両手を広げて敵意はないという動作で、ベイリックが近寄ろうとするが、それだけで子供は弾かれたように廊下の奥へと一歩後退する。俺は重い溜ため息いきを吐ついて、腰を上げる。ベイリックは子供の扱いが下へ手たくそすぎる。俺はこれでも予備校講師で、多少は慣れている。


    　ゆっくりと歩いていって、獣の姿勢をとる子供に近づく。警戒の目が俺にそそがれ、子供の喉のどの奥からは、威い嚇かくするような唸うなり声があがっていた。


    　俺は子供の前に屈かがんで、小さく笑う。


    「元気か？」


    　長い髪から覗のぞく目と、俺の目が水平に出会う。


    「元気か？」


    　再び問うと、喉の奥からの、怯えた猫のような威嚇音が消えていく。最後には、細い顎あごを引いて小さくうなずいた。俺が自分を助けたことを覚えていてくれたようだ。


    「それでは、珈琲コーヒーでも飲むか？」


    　紙杯の上を持って差しだすと、髪を振り乱して小さな顔をわずかに左右に振る。


    「苦いのは嫌いか？」


    　今度は、前よりも少しだけ大きく、上下に動いた。


    「そうか、まあ、警察署の珈琲は泥水と変わらない味だからな。君は嗅きゆう覚かくに敏感だ。将来は料理人になれるかもね」


    　子供の全身から、張りつめていた力が緩ゆるむ。


    「それでは、俺とお話ししよう。みんなは君の手助けをしたいんだよ？」


    　微ほほ笑えみとともに左手を差しだす。髪の間にある目が、不思議なものでも見るように眺めていた。続いて、俺の顔へと視線を向けてくる。
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    　人跡未み踏とうの南の海のような、綺き麗れいな青の瞳だった。透明な眼まな差ざしだった。


    「俺にすべてを任せろ。な？」


    　長い時間がかかって、子供は、煤すすと血と泥に塗まみれた右手をおずおずと伸ばしてきた。そして俺の手に指先を乗せてきた。優しく握ると、子供の手は熱かった。大人と違って代たい謝しやが活発なのだ。


    　俺が膝ひざを伸ばして立ちあがると、子供も倣ならう。惨劇のときに抱えた軽さから、子供だと思っていたが、俺の胸までの身長はあった。


    　手を離すと、子供は獣のような敏びん捷しような動きで俺の背後へと回りこんでいった。


    　背後を見下ろすと、子供の恥ずかしそうな左目が、俺の左脇下から前方を見据えていた。泥塗れのままの小さな手が、俺の上着の裾すそをぎゅっと摑つかんでいた。


    「大丈夫だ。誰も君を傷つけない。そんなことをする悪いやつがいたら、俺が不味まずい珈琲コーヒーを飲ませてやる」


    　俺が笑うと、下から小さく微ほほ笑えむ目があった。


    「上う手まいものだな。いや、ちょっとしたものだ」


    　ベイリックが感心したようにつぶやき、隣の婦警もうなずいていた。俺は解説してやる。


    「手を広げてなにもしないよと近づいても、子供には大きく見えて威い嚇かくにしかならない。それに、視線の高さを子供に合わせることも常識だろうが？」


    　壁から一歩も動こうとしなかったギギナが、喉のどの奥で笑っていやがった。


    「児童誘ゆう拐かい犯はんとしての、一流の素質があるな」


    「なにもしなかった無能が喋しやべるな。ドラッケンの対人関係の文明度は、石器時代なのか？」


    　ギギナが苦い顔をして黙りこむ。交渉については俺が窓口だ。脇にいる子供に視線を戻す。


    「それで、君の名前を教えてくれると俺もみんなも嬉うれしいけど？」


    　優しく呼びかける。子供は、口を開いて必死に声を出そうとするが、言葉は紡がれない。掠かすれた呼吸音が出るだけだ。


    「喋ろうとしているから、元々喋られないというわけではないな」俺は子供を確認し、ベイリックに横目を向ける。「事件の衝撃で、一時的な失語症になっているのか？」


    　ベイリックは首を振るだけだった。隣のイザーレナ巡査が後を続ける。


    「私も専門家ではないのですが、おそらくガユスさんが言われるように一時的な失語症だと思います」


    　警察官にしておくには勿もつ体たいないイザーレナ巡査のかわいらしい顔に、戸惑った成分が表出する。


    「ただ、ずっとその調子なので、身元が分からないのです。コルッペン一座の、どの親の子かも分からないので、いまだに親族もたどれません。明日、明後日になれば戸こ籍せき関係の資料が届くと思いますが……」


    「それでも分からなかったら、この子はどうなる？」


    　俺の言葉に、ベイリックの顔が曇る。紙の杯で珈琲コーヒーを飲もうとして、すでに空からだったことに気づき、言葉を続けるしかなかった。


    「おまえは気に入らないだろうが、エリダナの児童支援施設か、孤児院行きだろうな」


    「残念ながら、俺はその手の施設を信用していない」


    　胸の奥に苦いものを感じた。


    「身寄りのない子供を助けようという趣しゆ旨しは正しいが、エリダナ市の児童養護施設は、特にお粗末極きわまりない。数も熱意も足りない人間が大勢の子供を育てて、愛情が届くとは思えないが？」


    　責めるような俺の言葉が廊ろう下かに落ちた。ベイリックの目には峻しゆん厳げんさがあった。


    「だからといって、他にどんな解決方法がある？」


    「俺はただ……」


    　言葉の先を続けられなかった。


    「まさか、おまえが引きとって、育てるとでも？　攻こう性せい咒じゆ式しき士しのおまえが？」


    　内心を見透かすようなベイリックの指摘に、返す言葉もなかった。他の手段を提示もせず、自分で責任もとらないのは、最低の人間の第一条件だろう。


    　俺の裾すそを、子供の指がさらに強く握っていく。俺にはこの子を引きとって育てるような、力も熱情もない。いくら強かろうといくつかの事件を解決していようと、俺は社会的には二十代の若造にすぎないのだ。第一、攻性咒式士のようないつ死ぬか分からない職業の人間に、市や裁判所の託たく児じ許可は下りない。


    　いや、それ以前に、俺のような人間に、人一人の人生を引きうける資格がない。


    「その子のことを考えろ。最善とはいわんが、現実的な道が他にあるか？」


    「それは」


    　警部補としてのベイリックの言葉に、俺は反論ができなかった。ベイリックが顎あごで示すとともに、警察官が進みでる。


    「こっちにおいで。お姉さんたちが、しばらくあなたを預かることになったから」


    　離されることを察した子供が、俺の背後に隠れる。警察官が優しく肩に触れようとすると、手で激しく打ちはらう。恐怖からの拒否だった。


    　俺は子供の細い肩に手を添え、前に押しだす。


    「あの人たちはいい人だ。俺よりもあの人たちに任せたほうがいい」


    　子供は大きく首を振って、拒否を示す。俺の裾を摑つかむ手の五本の指は、真っ白になるまで力がこめられていた。


    「ダメだ。君のためだ。行きなさい！」


    　首を振りつづける子供の目は、潤うるんでいた。目尻に涙が零こぼれそうに溜まる。


    　俺は右手で、裾を摑む指先を剝はがしていく。一本、また一本と指を剝がすごとに、俺は痛みを感じていた。俺を頼る手を剝がすことは、自らの肉を裂くことに等しい。


    「俺は、意地悪で怖い大人だ！　向こうへ行きなさい！」


    　左手を振り上げて、俺は殴なぐりつける真ま似ねをする。頭と腹を庇かばって掲げられた子供の腕の間かから、裏切りに深く傷ついた目が俺を見上げていた。


    　隙すきができた瞬間に、イザーレナ巡査が子供を抱えて、俺から引きはなす。ベイリックも協力して子供を押さえる。二人の大人の腕に抱えられ、子供が手足を振り乱して暴れる。尋じん常じようではない恐怖を感じているようだが、声は出ない。


    　俺の側そばへと戻ろうと、空中で手足を必死に動かす。声なき絶叫が、子供の口から溢あふれていた。


    　小さな手が、俺を求めるように空間を必死に摑つかみ、落ちては、また摑もうとする。


    　耐えられなくなった俺が、一歩を踏みだそうとすると、ギギナが右腕を突きだした。


    「一時の感傷に流されるな。この場はベイリックが正しい」


    　あまりに冷たい言葉に、ギギナへの反発が噴出しそうになった。同時に相棒の言葉がどこまでも正しいことも理解していた。


    「いいから、早く行けガユスっ！　おまえがいると、この子がいつまでも諦あきらめられないっ！」


    　ベイリックの鋭い叫びが俺を打った。腕に抱えた子供の狂乱に、警察官とベイリックも限界に来ている。全身を拘こう束そくされた子供へと目を向ける。


    　必死に助けを求める、悲痛な海の青。


    　裏切られてなお、俺を求める幼い瞳の色。


    　俺は振りきるように身をひるがえし、足を進める。俺の翻ほん意いを防ぐかのように、ギギナが後ろに続いた。


    　廊ろう下かに、子供の手足が暴れる音が響く。


    　声なき悲鳴に、「俺にすべて任せろ」と言った自分の約束に、耳を塞ふさぐように。


    　俺の歩みは早足になり、最後は駆けだしていた。


    　昼になり混雑しはじめた警察署の受付の人波を抜け、出口を抜けた。


    　俺の言動を責めるかのように、夏の太陽が目を灼やいた。


    



    



    　視界には、文字が見えた。


    　朦もう朧ろうとした意識でたどる。


    「女学生や看護師の姿をした〈擬人クンスツ〉の天使が」視線が二行目に移る。「あなたのお注射を待っています。六十分、二万五千イェンから」とあった。ひどい文章だ。


    　いつも窓から目に入る、隣の風俗ビルの看板だ。ということは、ここは俺の自宅のひとつだ。窓から射しこむ夕日が目に痛く、再び目を閉じる。背中には、二人掛けの応接椅い子すの肘ひじ掛かけに張られたビニルの感触があった。


    　警察署を出て、近くの隠れ家がのひとつに帰り、倒れこむように応接椅子に座ったのを思い出した。ひどい疲労と失意で、そのまま横向きに寝たらしい。


    　昨夜から今日にかけて、辛つらいことが多かった。


    　コルッペンと旅芸人たちの死、竜の息い吹ぶきによって生まれた地獄の光景、恐怖の森での逃走、警察署での子供の泣き顔。やりきれないので、最近の楽しい記憶を思い出して、誤ご魔ま化かすことにする。


    　…………………………………………………………………………………………とくにない。


    　軽く自殺したくなっていると、右膝ひざの下にある違和感。右手を伸ばして人差し指の先に引っかけると、金属の環わだった。薄目を開けて眺めると、女物の銀製の耳環ピアスがあった。


    　ジヴのものではなかった。


    　目を閉じると、甘い感傷が蘇よみがえってくる。たしか今年の最初に、一回だけ抱いた女のものだ。


    　名前はたしかエヴェリンだったか。道端で泣いていた彼女を放っておけなくて、慰なぐさめているうちに、婚約者が別の女に走ったという話を聞かされた。そしてなんだか流されて抱いてしまったのだ。


    　最後には吹っきれて笑っていたが、あの夜以来、一度も会っていない。元気になっているといいな。


    　ただ、その後すぐにジヴに浮気が発覚して、蹴られたり、応接椅い子すを焼けと言われたり、大変な騒動になったが。


    　その夜のジヴが、嫉妬か憎しみかで妙に激しく、喧けん嘩かのように交わったのを思い出すと、自然と笑みが零こぼれてくる。喧嘩が前ぜん戯ぎになっているとしたら、我ながら末期症状だ。


    　よし、ドン底な精神が復調してきた。


    　途端に、耳みみ障ざわりな音が聞こえた。ここは雑居ビルの八階なのだが、地上の繁華街を行き交う車の音と、階下で開店準備を始めた風俗店の点てん呼この声が聞こえてくる。さらに重なる声。


    「ティエンルン条約を即刻破は棄きせよ！」


    「竜と人の間に、なんの約やく定じようが成立するというのか！」


    　反竜団体の行進の叫びまでもが響いてくる。竜に反対する前に、近所の住民がおまえたちの騒音に反対すると気づけ。


    　とどめに薄いビニルが擦こすれる音と、誰かが慎重に足を運ぶような音に気づいた。片目を開けると、緑の布地が動いているのが視界の端に見えた。瞬間的に魔ま杖じよう剣けんを引きよせ、応接椅子の上に跳ね起きる。


    「あ、起こしちゃった？」


    　見上げると、俺を見下ろす緑の瞳があった。


    「ジヴか」


    　安あん堵どして、応接椅子の背に凭れる。


    「驚かせるなよな。刺客かと思ったよ」鼻先から落ちかけていた知覚眼鏡クルークブリレを、指先で押し上げ、魔杖剣を足元に投げだす。緊張感がありすぎる台詞せりふは打ち消しておこう。「ほら俺ってあまり人気者ではないし」


    　寝ている俺を起こさないように、傍かたわらをジヴが忍び足で抜けようとしていたらしい。


    「こんなかわいらしい殺し屋はいませ～ん」


    　ジヴが微笑みを浮かべ、座ったままの俺へと身を屈かがめてくる。白金の髪に包まれた美び貌ぼうが、俺の視界一杯に広がる。


    「いいよ、疲れているみたいだし、そのまま寝ていて」


    「いや、起きる。それは？」


    　俺の視線の先、屈んだジヴの片手には、膨ふくれたビニル袋が下がっている。一方、ジヴの背後では、壁時計が夜の七時を指していた。


    「そうか。六時から会って、俺が夕食を作る約束だったな。竜から逃げたり、子供を救ったりで寝過ごした」欠伸あくびを嚙かみ殺して、眠気の残ざん滓しを振りはらう。「すまないな、一時間も退屈させてしまって」


    　左手を伸ばして、ジヴの白金の髪を撫なでる。くすぐったそうなジヴの表情の両脇で、尖とがった耳が喜びを表現するように動いた。


    「そうでもないわ。ガユスのアホっぽい寝顔を見られて、楽しかったし」


    「趣味が悪いな。だが、子供のとき、近所のお姉様たちに、天使の寝顔とまで言われた俺をつかまえてアホ……」


    「どうしたの？」


    　ジヴの疑問にも、俺は続く言葉を失って、硬直していた。


    　お姉様たちに添い寝してもらった、子供時代のあの夏の昼下がり、その日の午後の記憶がない。まったくない。


    　はっきり思い出すと、すごーく怖いことになりそうなので強制停止し、永久削さく除じよ。


    「……いや、なんでもない。それで、俺の高貴な寝顔の見物料金は？」


    　言った途端、ジヴが俺の顎あごに手をかけて、引きよせていく。唇くちびるが軽く重ねられた。柔らかな感触をしばし楽しんでいると、ジヴの顔が離れていく。


    「はい、支払い終了～」


    「お客さま、誠に残念ながら、料金が不足しております」


    　俺はジヴの腰に手を回して引きよせる。俺の膝ひざの上に、ジヴの柔らかい体が落ちてくる。手からビニル袋が離れ、人にん参じんや玉たま葱ねぎや酒瓶やらが転がっていく。ジヴがかわいい悲鳴をあげるので、抱えたままで唇を奪う。


    　離れたジヴの陶とう然ぜんとした瞳が、俺を見つめていた。右手でジヴの白い頰ほおを撫でようとして、すぐに気づき、慌あわてて引っこめようとしたが、遅い。


    「なに、これ」


    　氷点下の声とともに、ジヴの左手が俺の右手を摑つかむ。人差し指に嵌はまった銀の耳飾りを、緑の鬼火を宿した双そう眸ぼうが睨にらみつけていた。


    「たしか、今年これで浮気が発覚して、揉もめたわね。まだ捨ててなかったのかしら？」


    　耳環ピアスから、俺の顔へとジヴの顔が水平移動してくる。満面の笑顔だった。


    　しかし、こんなに力の入った、瘴しよう気きをまとった笑顔は、笑顔ではない。法廷で争ってもいい。


    「も、もうもう一方の耳環だって、ほら、あのときに見つからなかったものが、今ごろ出てきたんだ！　ほほ本当だって！」


    　俺の腕に抱えられたジヴが、疑わしそうな目をしていた。


    「証拠は被告に不利ね。ちなみに、我がジヴーニャ法廷では有罪の対価は死刑、もしくは、去勢だけど？」


    「お願いですっ！　推定無罪の精神を思い出してくださいっ！」


    「噓うそよ」ジヴが明るく笑う。「知ってるって。浮気した表情を完全に隠せるほど、ガユスは頭良くないし、邪悪でもないもの」


    　ジヴの情状酌しやく量りよう判決に、俺は胸に溜まっていた重い息を吐きだす。だが、ジヴの顔は冷気をまとった笑顔のままだった。


    「ただし、次はないわよ」


    　俺の胸に冷たい言葉の刃が突き立てられる。ときどき心臓に悪い女だ。


    「分かっていますよ」


    　俺はジヴの唇くちびるを奪い、そのまま応接椅い子すに押したおしていく。ジヴの滑らかな首筋に唇を這はわせつつ、半袖の上着を脱がしていく。緊張感のある関係は嫌いではない。


    「またそうやって、やーらしーことで誤ご魔ま化かそうとするところが、大嫌いなのよ」


    　言葉とは裏腹に、ブラをずらす俺の手をジヴは止めようとはしない。嗜し虐ぎやく的な衝動に支配された俺は、ブラを荒々しく毟むしりとり、雪山のような双そう丘きゆうを現出させた。俺の下から逃げようとする女の動きで、柔らかな二つの塊かたまりが跳ねる。


    「やっ、もう、強ごう姦かんごっこのつもり？」


    　桃色の先端を強く齧かじると、途端にジヴの言葉は甘い悲鳴に変わる。俺の顔が跳ね上がって、女の視線と見つめあう。耐えきれずに逸そらしたのは俺のほうだった。


    「嫌ならすぐに止やめるよ」


    　俺の唇から、押し殺した声が出ていた。


    「もうっ、言わせないでよ」


    　承諾の言葉に、反射的に俺はジヴの唇を奪う。スカートの留め具に手をかけ、左手で薄青色のショーツをずらしていく。ジヴがくすぐったそうに腰を浮かせて逃げる。動きに合わせて一気に脱がせる。協力されると微妙に萎なえるので、二人の息が合った高度な技術だ。


    　ジヴが右脚を引きぬき、左膝から先へは俺の右手が協力してさしあげる。上着を脱いだ俺は、応接椅子に寝そべるジヴの肩の横に掌てのひらをつき、見下ろした。


    　応接椅子からはみ出て、コンクリ床に下ろされた長い左足。重力に逆らって天井を見上げる乳房、雪原のような腹部。応接椅子の上に横たわるジヴの白い裸身は、眩まぶしいほどに綺き麗れいだ。思わず見とれてしまった。


    　神はこの世界にいないし、信じないが、異性生せい殖しよくを始めた原始生物は崇拝したい。


    　正直な欲望に従って、腹部から下へと視線を向けようとすると、ジヴが上半身を起こして、俺に抱きついてくる。


    　右手でジヴをまさぐると、窓へと向けている紅潮した耳と頰ほおが顔の間近にあった。目線を合わそうとはしないが、ジヴの呼吸が速まり、俺の指先を熱く濡らしはじめていた。


    「あの、恥ずかしいから、窓と紗幕を閉めて」


    　消えいりそうなジヴの声が、あまりにかわいかったので、知覚眼鏡クルークブリレを外して窓際に置くついでに従った。


    　部屋の明るさは、あんまし変わらなかった。


    



    



    　俺が動くたびに、ジヴの口から熱く甘い悲鳴が断続的にあがる。


    　汗ばんだ彼女の背中に手を回して、俺の膝ひざの上へと起こしてやる。続く俺の動き以上に、ジヴの腰が不規則に跳ね、抱きついてくる。


    「わ、私ばっ、かり、あっ、攻めっ、られて、ガユ、ス、狡ずるいっ」


    　堪こらえきれずに出る喘あえぎ声の間から、ジヴが必死に言葉を紡ぐ。


    「狡いとか、意味、分からない、よ」


    「えい」


    　ジヴが抱きついたまま俺へ体重をかけてくる。俺は後方へと倒れ、肘ひじ掛けに頭を預けることになる。ジヴが俺に跨またがる格好になり、悪戯いたずらっぽい目をして、腰で求めてくる。彼女の動きに合わせて跳ねるそれぞれの乳房を、下から両手で摑つかむ。


    　俺の内部に潜む凶暴ななにかが、柔やわ肉にくに爪を立てさせた。目を閉じたジヴの顔に、苦痛と快楽を同時に生じさせた。


    　一ひと際きわ高い悲鳴を放って、ジヴの背が反り返り、そして俺の胸へと倒れてくる。ジヴ自身の意志では制せい御ぎよできない腰と内臓の痙けい攣れんに、俺もくぐもった声をあげて彼女に続いた。まだ出ている。凄すごい幸福感だった。


    　夕暮れよりも薄暗い部屋には、獣のような二人の荒い呼吸音だけが漂っていた。


    　やがて、俺の腹部に感じられたジヴの腹筋のうねりも静まり、跳ねまわっていた二人の心拍も落ちついていく。汗が蒸発して体温が下がっていくのに合わせ、俺の罪悪感も去っていく。


    　消えろクエロ、出てくるなアレシエル。


    　思い出を振りきるように、俺の胸に乗せられたジヴの頭頂部、白金の髪に鼻先を埋める。


    　ジヴが見上げてきたので、俺は滑らかな額に口づけをする。そして、胸板にうつむいたジヴの、小さな小さな溜ため息いきが漏もれた。


    「ガユスって、ホントろくでなしだけど、これだけはなかなか……」


    「なかなかって、なにが～？」


    「もう、独り言を聞かないでよっ！　本当に大嫌いっ！」


    　怒ったジヴが俺の首筋へと嚙かみついてきて、白い歯を立てる。俺はくすぐったくて笑う。


    「まあ、俺の数ある取り柄のひとつだな」


    「あなたの取り柄は二つだけで、あと一個しか残っていないわ」


    「なに？　咒じゆ式しきか？」


    「違うわよ、そんなくだらないお遊ゆう戯ぎは、どーでもいいわ。それより、お腹空すいたからもうひとつの取り柄、料理の腕を発はつ揮きしろ」


    　ジヴの口が命令してきた。俺はジヴの額にかかる髪のなかに、わざと熱い息を吹きつける。


    「みぎゃー」と、漫画のような悲鳴をあげたジヴの頭が、俺の胸の右へと逃げていく。


    「では、遅い夕飯にしますか」


    　身を起こすと、背中に張りついていたビニルが剝はがれる。続いて、俺とつながっていたジヴを離す。ジヴが短く甘い声をあげたのがかわいかったので、また額に口づけしながら立ちあがる。


    　下着とジーンズに足を通し、床に散らばっていたジヴの服を拾って、ひとつ親切を思いついた。ジヴへ行くと見せかけて、紗幕を開けてから、持ち主に渡す。


    「まだ開けるな、馬鹿ガユスっ！　ルップフェット！」


    　ひったくるように服を奪い、夜のネオンの光からジヴが裸身を隠し、指で印を切る。アルリアン人の魔ま除よけのおまじないまで出てくるということは、かなり混乱している。


    「死ねっ、あんたなんか本当に死ねっ！　絶対別れてやる！」


    　耳まで緋ひ色いろに染めて俺を蹴ってくる。その様子がまたおかしくって、腹から笑ってしまう。


    　時期を合わせるように、玄関から呼び鈴りんが鳴った。続く呼び鈴も無視してシャツに腕を通していると、今度は金属製の扉を叩く音が響いた。


    　夜の訪問者にろくな思い出がない。無視したいがまた鳴る。仕方ない。裸足はだしに靴くつを履きながら、部屋の右手にある玄関へと向かう。まだ叩く音が続く。蛍けい光こう灯とうをつけながら、扉の横の監視装置を覗のぞくと、外にはあの子供がいた。


    　汚れて土色になった髪の間から、助けを求めるような青い目が覗いており、左手で扉を叩いていた。右手には、保護したときに俺が提出した書類と住所欄が見えた。


    　扉を叩く音は鳴りやまない。俺は、ただ立ちつくしていた。


    「誰だったの？」


    　背後から、服を着ながらのジヴの声が投げかけられた。


    「昨夜、俺が救った子供が来ている」


    　返答しながら、俺は自らに問うた。


    　この子は、警察署か児童養護施設から逃げだし、俺を追ってきたのだろう。俺が離した手を、それでも頼ってきたのだ。


    　だが、俺はその手を取れない。ここで子供の手をとれば、引きかえせない。


    　もう一度、握って、そして離せば、この子の心は砕かれる。信じた人に裏切られた子供が、どうなるか。


    　そう、俺は、俺自身の救いがたい傷をもって知っている。過去は今でも俺を苛さいなむ。


    　責任がとれないのなら、今朝のように冷たく突きはなし、ベイリックに今すぐ通報すべきなのだ。それがあの子のためなのだ。


    　固く決心して、俺はジヴに返答する。


    「なにか事情があるみたいだから、ちょっと入れるけど、いいか？」


    　ジヴが言ったように、やはり俺は頭が良くないようだ。


    「いいけど、ちょっと待っ……」


    　ジヴの返事とともに慌あわただしい物音が聞こえた。服を着ようとして転んだのだろうと思いながら、何重もの咒じゆ式しき錠じようを外す。迷うことなく扉を開ける。


    　子供は扉を叩く姿勢のまま、右手を掲げて立っていた。まるで孤独が人の形をとっていたかのようだった。


    「どうした？」


    　俺は軽く膝を屈め、視線の高さを合わせて問いかける。血と泥と煤すすが落ちていない姿のままで、子供の青い目は泣きそうだった。俺の手は掲げられたままだった子供の手に触れる。


    「分かった。事情は聞かないから入りなさい」


    　小さな手を摑つかんだままの姿勢で、部屋へと戻る。


    　転んだ姿勢からジヴが、ちょうど上着の裾すそを下ろしたところだった。


    「こんにちは。私はジヴーニャです。よろしくね」


    　応接椅い子すから立ち上がってジヴが挨あい拶さつするも、子供は言葉も返さずに黙りこくっていた。俺の視線で、ジヴは一瞬で事情を察して笑顔を絶やさない。突然、ジヴの顔に雷光が横切り、弾かれたように動いた。暗い夜の街に向かって窓を開ける。


    「ああー、今日は光合成日び和よりねー！」


    　男女の交わりの直後に特有の生臭い臭気が、部屋に漂っていたことに気づいて、俺も狼ろう狽ばいしてしまう。


    「ま、まずは汚れを落とそう、それからだねっ！」


    　部屋の奥にあるバス室の前へと子供を連れていく。手助けのためにジヴが寄ってくる。


    「はい、手を挙げて」


    　俺とジヴとで、子供の胸元の釦ボタンを外す。乾いた血と泥で固まった上着を苦労して脱がしていく。下のシャツまで血が染みており、コルッペンの死を思い出して俺は辛つらくなった。


    「上は自分で脱げるだろ」


    　下の半裾のジーンズを脱ぐのを手伝う。俺の上では、子供がシャツを脱いでいた。


    「ガユスって、子供の扱いだけは上う手まいわね」


    　俺の頭越しに子供から血に濡れたシャツを受けとったジヴの声が下りてくる。見上げると、ジヴの頰ほおが硬直していた。背後では衣きぬ擦ずれの音が続く。


    「ガユス、今、後ろを向いたら殺すわよ」


    「なぜ？」


    　俺が振りかえると、子供の裸身があった。


    　傷一つない滑らかな肌に細い首。胸はかすかに膨ふくらみ、肋ろつ骨こつは薄く浮きでていた。滑らかな腹部が続き、違和感を抱きながらも目線を下ろしていくと髪と同色の薄い翳かげりと割れ……


    　首に衝撃。ジヴの回し蹴りだと気づいたときには、剝むきだしのコンクリ床の冷たさを頰に感じていた。


    「こ、こ、こんな年とし端はもいかない、女の子を脱がすなんて、ガユスを見損なったわ！　この変態、幼児愛好癖へき者、少女強ごう姦かん犯っ！」


    　ジヴが子供、いや少女の裸身を隠すように抱えて、俺を見下ろしていた。


    「そんなの知らなかったんだって」


    　首の骨と頰ほおが痛かった。疑問は綺き麗れいに忘れてしまった。


    



    



    「本当に俺は知らなかったんだって。第一、ジヴだって男の子だとしか思っていなかったから、いっしょに手伝ったのだろうが！」


    　火ひ鍋なべを振りながら、背中越しに声をかける。声を出すだけでジヴの回し蹴りを受けた首と、倒れて床にぶつけた頰が痛む。ジヴの返事はない。


    「ヒマなときにジヴに請われて護身用の格闘技を教えていたけど、なにが目的なのかが、ようやく分かったよ」


    　痛む首と頰をさすりながら、つぶやきが口を衝ついてでる。


    「これ以上強くなられると、敵か味方か微妙なギギナの危険にジヴまで加わることになる」


    「はい、こちらを向いてもよし」


    　格闘教室が、講師の身の危険により閉鎖されたことも知らずに、ようやくジヴの呼び声があがった。俺は火を消して鍋の中身を皿に移す。皿とともに、調理場から顔を出していく。


    　ジヴの前に立っていたのは、大きさの合わない俺のシャツとジーンズに着られている、まごうかたなき少女だった。合わないジーンズの腰を革帯で縛っていた。


    　琥こ珀はく色とも紅茶色ともいえる長い髪は、ジヴの髪留めで頭の左右でまとめられ、側面から流れていた。外に晒さらされた小さな顔は、乳白色の肌。かわいらしい鼻筋に、少し不安げに引きむすばれた唇くちびるは薔薇の蕾つぼみ。


    　印象的な少女の青い瞳が、怯えたように俺を見ていた。折れそうに細い体は、十代半ばか少し届かないといったところか。


    「かわいいね」


    　俺が微ほほ笑えみかけると、少女の口くち許もとが綻ほころび、恥ずかしそうに小さく微笑んだ。笑ったことが恥ずかしいのか、すぐにうつむき、大きすぎてずり落ちるシャツの袖そでを上げはじめる。


    「ガユス、やっぱりあなた……」


    　少女の背後に立つジヴの顔が、青ざめるのを通り越して白くなっていく。


    「違うって、そういう意味じゃないってっ！」


    　ジヴの内部で、俺の男としての株価が下落しきっている。このままでは、赤字転落し、破産宣告され、恋愛市場でのガユス株は取引停止になるだろう。


    「まず飯にしよう。腹一杯になれば冷静になる。この子の事情も聞きたいし。なっ？」


    　疑いの目をしたままのジヴと、戸惑いぎみの少女の背を押して、食卓がある調理場の隣の部屋へと誘導する。


    　ジヴーニャが、感嘆の声をあげながら、少女も驚きの目で座席についた。


    　央おう華か風冷れい麵めん。冷風野菜の盛り合わせ。蒸した鶏とり胸肉の、胡ご麻まソース和あえ。海草と山菜の冷スープ。海え老び味み噌その金色炒飯チヤーハン。子豚肉と香こう草そうの一口包み揚あげ。氷の皿の上には、チョコレートソースとナッツを振りかけた乳氷菓子アイスクリーム。


    　狭いが清潔な白い布を敷いた食卓に並んだ皿。料理の山を、ジヴと少女が目を輝かせて魅入っていた。


    「ちょっと作りすぎたが、遠えん慮りよせずにどうぞ召しあがれ」


    　俺が言いおわるよりも早く、肉叉フオークや匙スプーンが料理に襲いかかっていた。作っているだけで満腹感が出てきたので、俺はおざなりに口に運ぶだけだったが、ジヴの猛烈な食欲は次々と料理を飲みこんでいく。料理を頰ほお張ばったジヴが聞いてくる。


    「これはなに？　やたらおいしいけど？」


    「カラメルが入っているんだよ。砂糖を百数十度に加熱すると発生し、糖類が熱で分解したり、重合したりして着色するだけでなく、特有の甘い香りが生まれる」


    　俺の説明をジヴは聞いているのかいないのか、ひたすら飲みこんでいく。


    「糖類とアミノ酸が一いつ緒しよに反応すると、メラノイジンという褐色の物質になり、香ばしさを出す。この褐かつ変ぺん物質には酸化を抑える作用が……」


    「あー、もういいわ。咒じゆ式しき士しと食事するとこれだから嫌なのよ」


    「そうですか」


    　ま、俺もそんな気はしていた。少女を見ると、俺たちのアホ会話に口くち許もとを緩ゆるめていた。俺の視線に気づくと、すぐに顔を伏せて、料理をつつく作業に戻っていった。


    「あいかわ、らず、ガユ、スの料理は、最高、ね」


    　冷麵を啜すすりあげ、包み揚あげを咀そ嚼しやくしながら、切れ切れに出てくるジヴの言葉。先に食べおわった俺は苦笑して答える。


    「ソレル家には、母の味というものがあまりなくてね。まあ、早くから母が家事を放ほう棄きしたからだけど。とにかく二人の兄、そして妹も、俺の料理で大きくなったんだよ」


    　すでに聞いていないジヴが、さらに料理を襲撃していく。


    　少年期には、雑事としか思えなかった料理が、自らの生活の基本となり、さらに女を口く説どいたり、喜ばせたりするとは思わなかった。こういうところが、ギギナに「攻性咒式士失格」と言われる理由なのだろう。


    　何回もあったジヴとの破局寸前の状態を、口先と料理で乗り切ってきたような気もしないでもない。


    　俺の胸きよう裡りに懐かしさが掠かすめる。そういえば、クエロも、妹のアレシエルも俺の料理が好きだった。一いち抹まつの胸の痛みと感傷に心を奪われていると、ジヴの肉叉フオークの動きが止まったことに気づいた。


    　残る料理を、ジヴが親の仇かたきでも見るように凝ぎよう視ししていた。


    「多かったら残せばいいよ？」


    　俺が忠告してやると、ジヴは半泣きになった。


    「ヤだ。美お味いしいから、意地でもぜんぶ食べる！」


    「だから体重が増えているんだよ。この夏こそは減量するって言ってなかったか？　春にも冬にも、去年の夏にも言っていなかったかな？」


    「いい。後悔は後でする！」


    　俺の苦笑を無視して、ジヴは料理に挑みかかる。さすがにジヴについていけない少女は、肉叉フオークを静かに食卓に置いた。


    　皿から上がった少女の目や頰ほおからは、硬さがとれてきていた。


    「美味しかったかい？」


    　俺の投げかけた言葉に、少女は律りち儀ぎに頭ごとうなずいた。頭の左右で留められた髪が尾を曳ひいて跳ねる。


    　態度とは裏腹に、少女は俺の料理をほとんど食べていなかった。美味しいと感じてもいないだろう。


    　俺は知っている。親しい人や愛する人が死ぬということは、そういうことだ。


    　妻や子供や親の死体の横でも美味しく飯が食えるようになれば、一流の攻こう性せい咒じゆ式しき士し、ようするに糞くそ野や郎ろうだ。


    　右手を伸ばす。少女が警戒したが、俺の手が近づくに任せる。俺の人差し指で、薔ば薇らの蕾つぼみのような唇くちびるについたソースを拭ぬぐってやる。少女は恥ずかしそうにうつむいた。


    「そういえば、君の名前を聞いていないな。俺は〝君〟ではなく、名前で呼びたいな」


    　そのまま、右手を少女へと差しだしながら、俺は問いかける。


    「俺はガユス、ガユス・レヴィナ・ソレル。よろしく」


    　俺の言葉と手に、少女の青い双そう眸ぼうがそそがれていた。少女は喘あえぐように息を呑のみこみ、そして口を開いた。


    「……あ……ヤ……」


    「ん？」


    　俺は静かに微ほほ笑えみ、少女は必死な形相で、目元に涙を溜めながらも口を開く。


    「……あた……ピヤ」


    「もう少しだ。がんばれ」


    　ジヴの手が止まり、口の中へと麵めんを飲みこみながら、少女へと視線を移す。ジヴも応援していた。


    　少女は肩を上下させて、大きく呼吸し、絞しぼりだすように声を出す。


    「……あたし、アナピヤ！」


    　掠かすれながらも、はっきりと名乗った。


    「よろしく、アナピヤ」


    　戸惑いながらも、アナピヤが右手を伸ばし、俺の指先を握ってくる。俺は小さな掌てのひらを握り返す。


    「あの、あたしも、よろしく、ガユスさん」


    　泣きそうになっているアナピヤに、安心させるように呼びかける。


    「ガユスって呼び捨てでいいよ。みんなそう呼んでいる」


    「じゃあ、あの、ガユスさ……」


    「ガユス」


    　息を呑のみこんで、アナピヤが決断する。


    「よろしく、ガユス」


    　アナピヤが、小さく小さく微ほほ笑えんだ。俺とジヴもつられて口を綻ほころばせた。


    　わお、なんだこの温ぬるーい緩ゆるーい空気。映画でしか見たことないぞ。


    　だが一方で俺は、こんな笑いもたまにはいいかなと思っていた。

  


  
    三章　蝶と炎の青


    



    



    　むかしむかし。ひどい王さまがいました。詩人がやってきて、王さまに言いました。


    「王さま、あなたはまちがっている」


    「詩人よ。きみの言うことはすべて正しい。だが、私に言うのは、まちがいでバカだ」


    　詩人は王さまに首をはねられました。


    　王さまは死ぬまで王さまでした。


    
      バレオラ・アレオ・クスナン「王さまと詩人」皇こう暦れき三九九年

    


    



    



    　目覚めると、いつの間にか自宅の応接椅い子すに座っていた。ついでに膝ひざが重かった。


    　見下ろすと、俺の両膝の上に、白金の髪の清流に包まれたジヴの頭があった。


    　彼女は唇くちびるの端から涎よだれを流して熟睡していた。昨日は寝顔を見られているので、眺めかえしておこう。


    　ふと名案が出たので、遊んでみる。ジヴの肩までの髪を手前に持ってきて、顎あごの下で結ぶ。これでは意外性に欠けると、美術評論家に言われそうだ。分かっている、分かっていますとも。すぐに別の髪の房をいくつか持ってきて、鼻の下、鼻筋と額ひたいの上で結ぶ。


    　おお、前衛芸術！　題名は「髪まみれ女の哀しみ」で、小うるさい評論家も失禁するよ。俺は今からでも芸術家に転身すべきだと思う。女体芸術専門で。


    　ジヴへのおちょくりを朝から堪たん能のうしきった俺は、起こさないようにそっと両手で頭を支えて体をずらす。枕代わりに畳んだ毛布を、応接椅い子すとジヴの頭の間に挿そう入にゆう。移植手術は成功。患者の状態も安定。安らかに寝ていてくれ。


    　ジヴとは、昨夜から言葉を取りもどした少女、アナピヤとその身元について深夜まで話していたのだ。結局なにも分からなかったが、そのまま全員が眠ってしまったのだ。


    　欠伸あくびをしながら立ち上がり、背を伸ばす。背筋が痛む。最近は長椅子で寝ることが多くなっている。再度の欠伸をしながら左を見る。奥の部屋の床に、アナピヤの足首が見えた。


    　首を回しながら近寄っていく。窓から射しこむ朝の光に照らされ、床に直じかに座っている少女がいた。両りよう脛すねを太ふと股ももの横に引き寄せ、両手を床につけ、まるで小犬のような恰かつ好こうだ。


    　アナピヤの周囲には、俺の家にある本や資料が雑然と広げられている。少女の瞳が、興味深そうに見入っていた。


    「おはようアナピヤ」


    　俺が声をかけると、アナピヤの顔が跳ね上がる。恥ずかしそうに迷っていたが、それでも小さい返事が漏もれてくる。


    「あの、おはようございます」


    　控えめな笑顔でアナピヤが見上げてくる。


    　コルッペンや一座の惨劇を忘れたわけではないだろう。だが、自分が元気になったように見せかけるまでには、回復してきたようだ。健けな気げだが痛ましい。哀しいときは哀しんでいいのだ。


    「驚かせたようですまないな」


    　俺は小さなアナピヤを守ってやりたくなった。思わず膝ひざをついて、胸で頭を抱きしめた。


    「怖かったけど、今は大丈夫」


    　アナピヤが胸のなかで微ほほ笑えんだ。やっと安心したような笑顔だった。


    「なにを散らかしていたんだ？」


    「二人を起こしてはいけないと思って、部屋にあった本や写真を見ていたの」


    「片づけますか」


    「うん」


    　アナピヤがこくんとうなずく。アナピヤを放して横の床に右膝をつき、二人で落ちていた本や写真を拾っていく。


    　料理の指南書に時代遅れのジグムントの詩集、少し前の業界誌『咒じゆ式しき士しの友　七月号・咒式士と法律特集』に、俺の咒式研究の端はし書がき。


    　偶然開いていた研究資料の頁ページに挟まっていた物体に、俺の脈拍が一気に跳ね上がり、硬直したように動けなくなった。


    　俺の左肩におずおずと細い顎あごを乗せ、アナピヤが覗のぞきこんでくる。


    「あの、さっきもこれを見たの」肩越しにアナピヤの指が動く。「今より若いけどこれがガユス？　不機嫌そうなのは一いつ緒しよに助けてくれたギギナさんで、こっちのおじさんとこっちのお兄さん、この女の人は誰なの？」


    　アナピヤが指で示すのは、ジオルグ・ダラハイドにストラトス・ローエン・クンデラ。そしてクエロ・ラディーン。とっくに無くしたと思っていた、ジオルグ咒じゆ式しき士し事務所の記念写真が、こんな所に残っていたとは。


    　俺はもつれる舌で返事を紡ぐ。


    「昔の仲間」自然に聞こえるように声の跳ねを抑える。「……そして好きだった女だよ」


    「活発そうなジヴーニャさんとはまた違う、落ちついた感じの女の人だね」


    　食い入るように、アナピヤの目は写真のなかに立つクエロを眺めていた。灰白色の髪に、蜂はち蜜みつ色の滑らかな肌。紫と鳶とび色を宿したクエロの柔らかな瞳が、懐かしさで俺の心臓を射た。


    「今はどうしているの？」と無言で問いただすようなアナピヤの無邪気な視線に、俺は答えられない。


    　栄光と流血、友情と恋の日々。五人で黄金の時代をともに生き、剣を並べ、食べ、笑い、吐息を重ねた。


    　五人でいるだけで、俺と世界は完全だと思えた。


    　そのすべてが、今では胸を貫く痛みしか生まない。苦い結末はまだ俺の胸を痛みで疼うずかせる。


    「……まあ、いろいろとあってね」


    　ようやく口を衝ついてでたのは、バカみたいな言葉。アナピヤの好奇心を刺激するだけの言葉だった。


    「いろいろって？」


    「ガーユースー」


    　怨おん念ねんの声とともに、ジヴが戸口に現れていた。額ひたいと鼻び梁りよう、鼻の下、顎で髪が結ばれた異様な姿で。


    　アナピヤが耐えきれずに吹きだした。俺は真剣な表情を作った。


    「ああ、ジヴどうしたんだ、そのおもしろ哀しい姿は？　未来型の寝相？」


    「死なすっ、キシャー！」


    　ジヴの奇声つきの突進からの見事な回し蹴りが、俺の首筋に炸さく裂れつした。ジヴの今日の下着は水色なんだねと思いながら、俺は倒れた。


    　クエロの写真を、本の間に閉じながら。


    



    



    　エリダナの街には、夏の日射しが叩きつけるように降りそそぐ。


    　街路には人々が行き交っている。額の汗を手で拭ぬぐい、日傘の下で眠そうな顔をし、それぞれの目的地と涼気を求めて彷徨さまよう。


    　夏であろうと、事件があろうと、エリダナは一秒も止まることがない。


    　交差点の横断歩道の群衆のなかを、ジヴーニャが歩いていた。白金の髪は夏の日射しで輝くように透きとおる。緑の目には生き生きとした光。左手で資料を広げ、右手に握った携帯で話しながら、道を進んでいる。


    「ベロニアス商会からの技術提携の件でしたら、イリャコフのほうに回していただけると」とジヴーニャが答えると、携帯の相手が弾んだ声で答える。話をまとめた女の顔にも笑み。「ええ、彼なら適任です。ラズエルとの間に立てる人材です」


    　携帯で説明しながらジヴーニャは進んでいく。


    「では良い結果になることを祈っております」


    　相手の感謝の言葉を聞いてから携帯が切られる。広げていた映像資料に目が留まる。複数の企業が絡む巨大な計画の一部の一部の一部らしいが、理解できない。ただ、求められるままに彼女の立場からの意見が言えるだけだった。ジヴーニャなど、企業という巨大な機械の歯車どころか螺ね子じの一本でしかない。


    　資料をまとめて鞄かばんに戻し、またジヴーニャは歩を進める。歩道を渡りきり、左折。歩道を進んでいく。前方には家族連れが歩いている。母親と父親に挟まれた子供の笑顔で、ジヴーニャの足が止まる。


    　ジヴーニャの脳裏では、アナピヤは年頃の女の子らしい服が似合うとして、着せ替えが行われていた。むしろ大会となっていた。


    　右折して、待ちあわせ場所である百貨店の方向に足を向ける。朝に別れたガユスとアナピヤは、角を曲がった先にいる。ジヴーニャの自己分析は、自らを娘のことを考える母親のようだとしていた。


    「誰が母親だ、って誰が父親になるのよ」と自分で突っこんでおく。周囲の人々の反応が目に入り、自らの思考が外に言葉として漏れていたことに気づかされる。足早に進んでその場を去る。女の尖とがった耳は薄い桜色に染まっていた。


    　ジヴーニャも、自分と恋人の間との未来を夢想しないわけではない。


    　もちろん、ジヴーニャも恋人が自分との将来を考えてくれていることも理解している。指輪を渡そうとしていたことも、以前の事件のときに気づいた。最悪の事件たちが、二人の間の溝を作っていた。本当は事件が問題ではない。なんでもない日常が、二人の溝となっていた。跨またげそうな幅に見えるが、無限の長さと深さがあった。


    　ジヴーニャの足が、妄想を否定するようにアスファルトを踏みしめる。


    　人はそれでも乗り越えられるはずだ。困難を乗り越えて人は成長し、絆きずなは深まる、と戯画的なことをまだ信じていたかった。


    　道みち端ばたを行く人々にジヴーニャも混じる。人の流れのなかに違和感があった。ジヴーニャが気づくと、一部の視線が一点に向けられていた。視線をたどっていくと、路傍に設置された自動販売機、その前に立つ人影に行きつく。


    　白と黒に塗りわけられた奇妙な服を着た人物が立っていた。街の人たちが通りすぎていくように、ジヴーニャも通りすぎていく。魔ま杖じよう剣けんに全身甲かつ冑ちゆうの攻こう性せい咒じゆ式しき士しが歩き、愛玩動物化された小型の〈異い貌ぼうのものども〉を引き連れることが流行し、派手な姿を競うエリダナにおいては、奇妙な姿などありふれている。服が左右で白黒程度など、気にする要素がない。


    　道を右折するときに、また男が目に入る。奇妙な人物の横顔。白い頰ほおに黒く長い髪。奇妙な人物はまだ自販機の前で立っていた。右手には硬貨を握って、入れる場所を探している。使用方法が分からないようだった。


    　誰かが助けるだろうとジヴーニャは進む。角を曲がった女の足が止まる。


    「ああもう。そうですよ、アナピヤを救ってあの人を見捨てる倫理が変ですよね」とつぶやいて方向転換。わざわざ歩道を戻る。


    　自動販売機の前、奇妙な人影の横にジヴーニャは立つ。


    「失礼ですが外国の方ですか？　余計なお世話かもしれませんが、使い方を説明しましょうか？」


    　ジヴーニャの問いかけに、人影は動かない。横顔を見ると、白い頰や額ひたいは石像のようだった。通った鼻筋に赤い唇くちびる。瞳は自販機を見据えたまま、男か女か判別がしがたい美び貌ぼうだった。全体の雰囲気でようやく男だと判別できる。


    「できれば、ご教示願おう」声には老人の落ちつきと子供のような稚気が含まれていた。「これは我が概念として知る数十年前の自販機とは違っている。もはや悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいだ」


    　深みのある声が語るのは、日常の雑事が分からぬという事実。ジヴーニャは男の悩みに微笑む。


    「最新の自販機は防犯のために携帯からの振りこみすら古く、本人認証で銀行口座からの引き落としになっています」


    　ジヴーニャが携帯を握った右手を掲げると、自販機が反応。反対側の左手を掲げると、また反応して商品が点滅する。男は携帯を持っていないらしく、女に倣ならって手を掲げる。体内に埋めこまれた本人認証素子が作動して、購入が可能となる。


    　男が支払いを選ぶと機械が作動。白玉の手が取りだしたのは、水が入った樹脂製の瓶びん。男の目は機械と瓶を眺めていた。


    「進化は進歩ではなく単なる環境への適応というが、特異環境への順応は奇形化に近いな」


    　ジヴーニャが知るかぎりでは、ギギナという勇壮な美貌の持ち主がいる。しかし眼前の人影はそういった美とは違っていた。非人間的な美。人とはこういったものであろうと、異次元や異世界の芸術家が作った彫像にも見えた。


    　横顔はいつの間にか正面顔となっていた。青い目はジヴーニャを見据えていた。


    「皇都である男と、ある賭かけをして負けたのだ。そこで『水を買ってきてくれ』と言われた。侍女に取りよせを頼もうとすると、相手は『君が取ってきたエリダナの水が飲みたい』と言った。そこで数十年ぶりに自販機を使うこととなった」


    「わざわざ皇都からエリダナへ？　水を買うためだけに来た、と？」


    　ジヴーニャの目には驚き。男は苦笑だけで肯定した。恐ろしい距離と手間に、ジヴーニャは信じられなかった。だが、相手の物腰に冗談めいたものはなかった。数十年ぶりに自販機を使うというありえなさは、言葉の綾あやだろうと無視した。男の目はエリダナの空を見上げていた。


    「あのものは性格が悪い。賭かけ事の結果を遂行しなければ東方の剣士を使って首を斬ると言ってきた。本人は冗談でも、剣士のほうは我の首を喜んで斬る。一度斬られたが、あれは痛い」


    　男の左手は自らの首を撫なでる。目は空の先、皇都を眺めていた。


    「最大の敵でもあるし、味方でもある。向こうも我のことをそう思っているだろう」


    「大変な関係のようですね」


    　ジヴーニャが息を吐く。理解不能だったが、自らの状況も同じだった。


    「知りあいにもそういう人が、そして似たような関係の二人がいます」


    「だとしたら汝なんじは大変であろう」


    　男の言葉でジヴーニャは口元を綻ほころばせる。


    「ええ。本当に大変ですよ」


    　複雑な含みを持たせた言葉で、男の非人間的な美び貌ぼうに嵌はまる目が変化する。青から赤、紫から緑と虹のように変化する。口元が半月を作る。よく観察しなければ、それが笑みであることは分からなかった。


    「汝は良きことであるようにする女であるな」


    「え、はあ」


    　ジヴーニャは意味も分からずにうなずいてしまう。男の虹の目が赤く変化する。赤い唇くちびるは花が腐食するように歪ゆがむ。


    「なるほど、この波長はあれの関係者か」


    　意味不明の納得とともに男が歩を前に進める。


    「偶然奇縁。いや、そんなものではない。賭かけを理由として観光にやってきたが、おもしろいものたちに引きよせられたようだ」


    　男の周囲には八つの宝玉が出現し、浮遊していた。赤や青、緑や黄色、紫や橙だいだい色の宝玉が、惑星の周囲にある衛星のように斜めの軌道で浮遊する。滑らかな宝玉の表面を見据えると内部に動きがあった。球の内部から、いくつもの目がジヴーニャを見返していた。蛇のように瞳どう孔こうが細くなり笑ったように見えた。異様さへの恐怖に、思わずジヴーニャの足が後ろに下がる。


    　女の背中が自販機の横の壁に当たる。逃げ場がない。男は顔を前に出す。鼻と鼻が付きそうなほどの接近だった。


    「おもしろき汝に、三つほどおもしろきことを教えてやろう」


    　非人間的で抽象的な美貌が、ジヴーニャの視界を埋めつくす。街路を行き交う人々が周囲にいるはずなのに、消失していた。誰も視界に入らない。ジヴーニャの視界では、赤く厚い天鵞絨ビロードの幕が左右に引かれ、舞台が現れる。舞台では別の次元への扉が開くかのように、男の瞳の青だけがあった。


    「まず、遙か昔に我が戯たわむれに助力した種が芽吹き、予想外の奇形の実となった。それは汝らを分かち、分かたれるだろう」


    　青は広がる。


    「さらに、言えることは、汝なんじや我が存在する現在は、繰り返された世界だ」


    「繰り返された世界？」


    　ジヴーニャの唇くちびるは、男の意味不明な言葉を繰り返すだけだった。


    「以前に存在した状況が、同じ人物たちで再演されている」男の唇が皮肉に歪ゆがむ。「いや、何人かの配役は変わっている。それは誤差であり必然である」


    　男の目がさらに青く染まる。人間の思惑とは関係なく動く物理法則、無慈じ悲ひな宇宙の暗い青だった。ジヴーニャは相手の言葉に反論することすらできない。圧倒的な事実性が支配していた。


    「世界はひとつではない」


    　宇宙の青はジヴーニャの視界を埋めつくす。足あし下もとが消えたような無重力感に襲われる。上下左右が消失した世界で、ただジヴーニャと男だけが対たい峙じしていた。


    「多次元宇宙があることとは別に、誰にとっての世界であるかによって世界は様相を変える。それだけのことだ。それだけのことが大惨事となっている」


    　声は極寒の宇宙を渡る流星のように流れていく。


    「そして世界を人の力によって変えることはできない。どのような偉人や発明も世界を決定しているわけではない。いずれ他の誰かが同じことをなす」


    　男の目はジヴーニャの内面を覗のぞこうとしていた。無ぶ遠えん慮りよな解剖医の目線だった。


    「そのような人の行いに意味がないから考えない、行動しないという愚かさもあろう。しかし考えず行動しないということも選択の一種である。世界はそれらすべてを取りこんで、大河のうねりとなって流れる」


    　問いかけの言葉は確認の言葉でもあった。ジヴーニャには分からない。


    「世界の流れは変えられない。だからこそ人には世界に参加し、流れを速めることができる。そして二度目のこの世界は違う速さで違う流れとなった」


    　男の目の呪じゆ縛ばくに対し、ジヴーニャは唇を嚙かむ。痛みが意識を回復させた。


    「あなたは、何者ですか？　意味深に意味不明なことを言って相手を困らせる人？　それとも単なるおバカさん？」


    「なるほど、これは予想以上。我の世界の一端に触れてまだ強がれるか」


    　男が周囲に展開していたのは干渉結界。量子干渉が周囲の光を歪わい曲きよくさせていた。同時にジヴーニャの肌の産うぶ毛げの先が量子干渉で光となっていく。意識が抵抗してそれ以上は量子分解されないが、物質的な圧力は確実に存在していた。


    「我は少し長生きしているだけの、単なる旅行者で、この場には偶然居合わせただけだ」


    　男の笑みに対し、ジヴーニャの目は深い緑の恐怖の色となる。男の目にも自らを振りかえる色が浮かぶ。女の足がアスファルトを踏みしめる。視界に広がっていた舞台が夢のように消失する。


    「あなたが単なる変質者ではなく、交換条件としてなにかを伝えようとしているのは分かります」ジヴーニャは息を吸う。「それゆえに私はそのなにかを拒否します」


    　足の踵かかとで大地を踏みつけて、女は体を捻ひねる。相手の視界から自分の目を強引に離す。一度離れると体が動かせる。膝ひざが笑って倒れそうになるも、耐える。


    　膝を伸ばし、その場から逃げる。走っていくジヴーニャの背中に言葉。


    「汝なんじの選択が誰かの心を変える。ただそれだけのことだが、世界の流れは加速する」


    　男の言葉を無視し、ジヴーニャは走る。耳を塞ふさぐように、拒否するように走る。


    「なぞなぞには答えません！」


    「隠しているのは世界ではない。汝自身が隠す。人が隠す。汝の想い人のように隠す」


    　声は連なり、言葉を大気に刻む。感情もなく、事実だけを告げるように。ジヴーニャは聞かずに逃げる。


    「最後に、世界の流れは誰にも変えられぬため、近いうちに汝が愛するものはまた死ぬであろう」


    　意外な言葉にジヴーニャの足が止まり、大気を切り裂くように振りかえる。


    　謎の人物の姿は街角から消失していた。残ったのは一陣の風だった。街に人々が戻っていた。先ほどのように、勤め人が主婦が学生たちが、夏の暑気に炙あぶられて歩いていく。雑踏を行き交う人々は、誰が消失していようと気にしない。いつ消えたのか、誰が消えたとしても分からない。


    　ジヴーニャは息を吐く。心拍が上昇して胸の内部で踊る。耳の後ろで脈拍が銅ど鑼らのように鳴っている。ほんの数分のことが、彼女の動どう悸きを荒らげさせていた。息を吸って吐いて、落ちつかせる。


    　エリダナでは奇妙な人物が多い。意味深な言葉でなにも伝えないことも、地下迷宮にいる迷めい導どう士しの手口。ジヴーニャは自らを強引に納得させた。


    　ジヴーニャはまたエリダナの街を進み、角を曲がる。


    　エリダナのツァマト百貨店の前では、人々が群れていた。店の横手にある時計の下に向かうと、見知った赤毛と青い目、優しい顔。ガユスが立っていた。目はジヴーニャの接近に気づき、柔らかな微ほほ笑えみ。青年の隣ではアナピヤが手を掲げ、自らの居場所を主張していた。


    　人の波の間をジヴーニャは歩いていき、二人の前で立ち止まる。雑踏のなかで、二人が出会った。


    「お久しぶり」


    　ガユスが微笑む。ジヴーニャも微笑む。愛するものの安否を確認できた微笑でもあった。


    「朝に会ったばかりだけどね」


    　ガユスが左手を出す。気づいてジヴーニャの右手も上がる。エリダナの街で、二人の手が重ねられる。夏の暑さのなかで、それでもなお二人の手は熱さで結ばれる。


    　二人が百貨店へと歩きだす。アナピヤは二人のあとを跳ねてついていく。複雑な深い青の目の色で、少女はついていく。気づいてガユスとジヴーニャが手を離す。二人の間に開く空間。


    　そしてガユスの左手がアナピヤの右手を摑つかみ、ジヴーニャの右手がアナピヤの左手を摑む。


    　アナピヤの目にあった憂慮の色が消えた。少女は二人の間で、満面の笑みでうなずいた。ガユスとジヴーニャも微ほほ笑えんだ。


    「なんかこういうのも……」


    　ガユスが言葉を切った。続く言葉はなかった。ジヴーニャは緑の瞳で青年を見つめる。


    「あれ？　もしかして今、幸福とか思っちゃっている？」


    　ガユスは顔を逸そらした。それほど平和で平凡な幸福な三人の姿だった。恥ずかしいほどの直球で、青年は幸福感に包まれていた。時計台の前で、青年の右手が懐ふところに入る。目は傍かたわらで笑いあう恋人と少女を見つめていた。


    「ジヴ」


    「ん？」


    　女の顔が上がる。緑の目が青年を見返していた。ガユスの唇くちびるが戸惑い、言葉を探していた。ジヴーニャの顔に緊張感が生まれる。行き交う人々の声や足音が消失した。


    　意を決したように一人でうなずき、ガユスがジヴーニャを見据える。青年の青い瞳には覚悟。


    「ここで言うのはなんだけど、ジヴ。俺と」


    「早く行こう！」


    　朗ほがらかなアナピヤの声が響き、二人の手を引いて進む。青年の言葉はそこで途切れ、懐ふところから右手が抜かれる。ガユスは少し苦笑し、そして少女の歩みについていく。ジヴーニャは少しだけ寂しそうな顔をし、つながった手に引かれるように進む。


    　三人は人々の流れを抜けていく。ジヴーニャの脳裏を、先ほどの謎めいた人物の言葉が掠かすめた。しかし人々の流れは、彼女の思考も押し流していった。


    



    



    「それでベイリックは、貴様が子供を預かることを了りよう承しようしたのか？」


    　事務所で、ギギナは呆あきれ顔だった。


    「まあな。アナピヤが、児童養護施設の職員たちを引っ搔かいて蹴倒して逃げたらしくてな。どこの施設も受け入れを嫌がっていて、向こうを説得する間だけでも俺が預かっていろとさ」


    　いつもの俺たちの事務所、いつもの応接椅い子すに、俺とギギナが向かいあわせで座っていた。


    　俺は、足を投げだして天井を見ており、ギギナは屠と竜りゆう刀とうネレトーの整備に専念していた。


    「ついでにベイリックが言っていた、咒じゆ式しき士し協会が動いているという情報は本当のようだ」


    「ＥＭＥＳか、ＥＮＯＫかどちらだ？」


    　屠竜刀を分解しながら、ギギナが聞いてくる。


    「事態は常に最悪で、咒式士最高諮し問もん法院だ。情報屋のヴィネルによると、査さ問もん官かんがエリダナに来ているそうだ」


    「厄やつ介かいだな」


    　ギギナが顔を上げてきた。美び貌ぼうには煩わずらわしそうな懸け念ねんが表われていた。


    「咒式士最高諮問法院か」


    　ギギナが自ら確認していく。


    「諸国家から独立して咒じゆ式しきを監視し、不正使用に対しては裁定を下す権限を持つ、強力な組織だ」


    　俺はうなずく。報道や銀幕の物語で見た、歴史もある組織だ。


    「やつらは単なる咒式法違反では動かない」銀の目が俺を見据えた。「国際条約級の咒式法違反や組織的咒式犯罪、禁きん忌き咒式の使用といった、大きなものだけのはずだが？」


    「最近エリダナ市内で、国際条約違反級の禁忌咒式を使った咒式士は何人かいるだろう。だが、人に見られる場所で使った咒式士は俺くらいだろうな」


    　ラズエル島の上での気化燃料爆弾咒式と〈古き巨人エノルム〉との戦いで使った咒式の数々は、何人かに見られている。


    「映画の中で見た正義の味方に追われるかもしれない、ということか」


    　実態はいまいち不明ではあるが、咒式士最高諮し問もん法院は、咒式犯罪者を追う正義の味方として物語の主役によくなっている。広域もしくは凶悪犯罪を追う特別捜査官にも似た扱いだ。


    　重い溜ため息いきとともに俺は知覚眼鏡クルークブリレを外し、天井を見ながら両の瞼まぶたと目頭を揉もむ。


    　最近は、いや、攻性咒式士になってからは、いつも頭が痛くなることばかりだ。自分の人生は、自ら選択したものでしかないので誰を責めようもない。


    　だがしかし、俺を街の攻性咒式士に引きこんだギギナを、責めたくなる気持ちが湧きあがってくる。俺の黒い感情をこめた視線を向けると、ギギナが平気な顔で受け止めた。


    「安心しろ、貴様が捕まっても、牢ろう獄ごくに面会に行ってやる」


    　ギギナの銀の瞳には、俺が考案した優しさ成分であるヤサシニウムが確認できなかった。


    「女どもを連れていって、『これが世紀の珍獣、眼め鏡がね男だ』と動物園見物ができる」


    「ありがたいね。おまえの女関係を全部ブチ撒まけてから捕まるつもりだから、お隣さんになるだろう。まったくギギナは十人中百人が嫌いになれる負の傑けつ物ぶつだ」


    　嫌味を返して、俺は眼鏡を戻す。ギギナは猛獣の顔で無視した。こんな俺たちで、よく共同経営が続いているものだと思う。なぜ続いているのか、それはもう思い出したくない。


    「また喧けん嘩かする。本当に、あなたたちの性格はどこまで腐っているの？」


    　買い物袋を開けながらジヴの声が放たれる。ギギナが眠そうな瞳で返す。


    「日々の弛たゆまぬ努力があるからこその結果だな」


    「そうそう、これも俺がジヴを愛するからこそ、仕方なく血けつ涙るいを堪こらえてやっているんだよ。オレ、ジヴスキ、ゴミヨリスキ」


    「努力するな！　そしてそんな腐りきった愛などいるかっ！　二つともどこかに捨ててきなさいっ！」


    　ジヴの手が、怒りに震えて買い物袋を引き裂き、凄すごい目で睨にらんできた。俺とギギナは揃そろって目を逸そらした。瞳から放射される本気の殺意が、肌に突き刺さっているのを感じる。


    「ジヴ、怖い」


    「どこのどなたのせいかしらね？　あ、ちょっと説教したくなってきた！」


    　ジヴが拳こぶしを固めて一歩を踏み出した時、鈴のような声が割って入った。


    「あの、喧けん嘩かはダメだと思います」


    　小さな声は、俺たちの横にいるアナピヤの唇くちびるから搾しぼりだされていた。少女は胸の前で服を抱きしめた。昼に三人で買った服だ。わざわざジヴは仕事を早く切りあげてくれたのだ。


    　俺たちとジヴの視線の間で、一時休戦決議が満場一致で採択される。ジヴからアナピヤへと視線を向ける間に、顔面の表情筋肉を緩ゆるめて笑顔に変える。


    「喧嘩なんかしてないよ。なあジヴ、ギギナ？」


    「え？　ええ。私とガユスは、もう本当に心の底から嫌になるくらい仲良しよ」


    「ああ、そうとも言えないこともない、ということにしておこう。今だけ。一時的に」


    　怪け訝げんそうに首を傾かしげるアナピヤ。二人とも、もう少し上う手まく演技してくれよ。


    　俺がさらに視線でうながすと、ギギナもジヴも、引きつりながらも笑顔で肯定する方向に切り換えてくれた。よし、それが大人の態度だ。


    「それより、持っている服が似合っているところを、早く見てみたいな」


    　アナピヤの顔に春の日だまりのようなものが広がり、大きくうなずいた。横に控えたジヴは、真剣な目でアナピヤ用の服を選んでいた。


    「では、これからいきましょう」


    　ジヴから服を受けとったアナピヤは、ともに奥の事務室へと向かっていく。軽かろやかな足どりの途中で俺たちへと振りかえり、頭を下げてくる。


    「あの、服をありがとう。どうやってお礼したらいいのか……」


    「いえいえ、かわいらしいお嬢じようさんに貢ぐのは男の三大義務の一つですので、どうぞお気になさらずに。ついでに着替えを覗のぞくことは我慢します」


    　左手を胸に当て、右手を挙げて俺が厳げん粛しゆくに宣せん誓せいすると、アナピヤが喉のどを鳴らして小さく笑う。アナピヤはジヴとともに事務室へと着替えに向かう。


    　朝食の後、いつまでも俺の服ではかわいそうだと思い、アナピヤの服を買いにジヴと外出。そして、事務所で披ひ露ろう会かいとなっていた。俺は息を吐く。


    「あの子の身の振り方が決まるまでは、俺たちで預かろうと思う」


    　屠と竜りゆう刀とうの整備をしているギギナへ、提案を再開する。


    「たち？　私もか？」


    「ギギナも責任をとるべきだろう？」


    「女にもそんなことを言われたことはないのが、私の自慢なのだが」


    「自慢にするな。誠実とか真ま面じ目めとかいう単語の意味を、少しでも思い出せ」


    「女に好かれない男が大事にしそうな単語だな」


    　ギギナの正しい言葉が俺の耳に痛い。誠実さと真面目だけが女の評価基準なら、世の男は聖人を目指す。


    「話がずれてきた。預かるとは言ったが、いつまでもアナピヤを置いておくことはできない。となると、やはり、あの子の親族を探すべきだろうな」


    「ああ、それでいい」


    　ギギナは一向に興味がないらしく、屠と竜りゆう刀とうを整備しつづけていた。


    「珍しいな。ギギナは一時預かりでも、絶対に反対すると思ったが？」


    　ギギナが手元から顔を上げてきた。美び貌ぼうには、獰どう猛もうな肉食獣の表情が浮かんでいた。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しの集団に〈長命竜アルター〉までもが、あの子供を狙っていたのだぞ？」


    　真しん珠じゆ色の犬歯を鳴らして、ギギナが笑いやがった。


    「論理的帰結としてアナピヤを手元に置いておけば、強い敵が向こうからやってくる。これほどおもしろい餌えさを放っておけるか？」


    　狂戦士の顔が闘争の予感に輝き、美しさを増していた。ギギナの不吉な言葉と表情に、俺の意識が遠くなりそうになる。


    　そうだった。アナピヤには最高に厄やつ介かいなおまけがあったのだ。さらに俺の相棒は、進んでその血ち塗まみれの展開に嵌はまろうとしている。暗あん澹たんとする気持ちを、何とか現実に引き戻す。ギギナが喜ぶような事態は、人類としてはなんとしても避けねばならない。


    「なあ、アナピヤ」


    　俺の呼びかけで、扉の間からアナピヤが小さな顔を出してくる。


    「あたしを呼んだ？」


    　首を傾かしげる動作が、どことなく小動物に似ている。


    「その、両親や一座のことは大変だったが、他の親族はどこにいる？」


    　途端に、アナピヤの表情が曇る。少女は雨に濡れた小犬のようにうつむいてしまう。


    「いや、今のはなしだ。まだ辛つらいなら言わなくてもいい」


    「ううん、大丈夫」


    　アナピヤが頭の両横の髪を振って、否定する。


    「あの、その、コルッペン一座には、あたしの両親はいないの」


    　俺とギギナの顔に、疑問符が並ぶ。アナピヤが思い出しながら答える。


    「あたしはちょっと前に、コルッペンおばさんと女の人ばかりの一座に拾われて、みんなの子供として過ごしたの。コルッペンおばさんはいつも手品を見せてくれて、モウラさんは優しくて、とても親切にしてもらって……」


    「その前は」俺は止めた。「もういい、続きは明日にしよう」


    　涙ぐむのを堪こらえるアナピヤの瞳に耐えられない。今はまだ思い出させる必要もない。


    「ううん、あたしは大丈夫よ」


    　アナピヤが顔を上げて、明るく微ほほ笑えんでみせた。記憶を、存在の拠より所どころを失って、俺だったらこんな風に笑えるだろうか？　アナピヤに気を遣つかわれているようでは、大人失格だ。


    「でも、その前は覚えていないの。川辺で倒れていたから流されたのだろうけど。だから、家名も分からない、ただのアナピヤという自分の名前しか思い出せない。自分でも不思議だけど、頭に霞かすみがかかったような感じがしていて……」


    　これでは、ベイリックと警察による身元調査も望み薄だ。俺たちも動きようがない。


    　アナピヤに自分の状態を認識させるべきなのかも知れない。


    「いいかアナピヤ。君の状態を整理しておこう」


    　俺はアナピヤに向かって、真面目な声を投げる。アナピヤも聞き入る姿勢となる。


    「長期記憶は、情動回路から視床下部や前頭葉に送られて保存される。海かい馬ばは主に時間と場所、つまり思い出を記憶し、運動領野は自転車の乗り方や泳ぎ方などの体で覚えた手続き記憶を保存し、視床は計算や文章などを一時的に記憶する部分だ。それら膨ぼう大だいな記憶が脳の内部で複雑に絡みあっている」


    　俺は頭を指してそれぞれの位置を示す。


    「アナピヤが陥おちいっている記憶の喪失にはいろいろな原因があるが、過か負ふ荷かも要因のひとつだろう。感情が動くと、扁へん桃とう体たいが刺激されて活性化する。激しい刺激は、近くにある海馬に伝わって神経伝達物質であるグルタミン酸の過か剰じよう分ぶん泌ぴつを起こす。グルタミン酸は興奮性の強い物質で、多すぎると細胞を破壊してしまう。脳細胞は再生されない細胞であるため、こうなると生しよう涯がいにわたる重度の記憶障害が起こる」


    　最後の言葉を聞いた途端、アナピヤの顔に失望が浮かぶ。俺は慌あわてて補足する。


    「だが、通常は脳細胞が破壊されないように抑制物質のアデノシンが分泌され、グルタミン酸の過剰分泌を抑制する。しかし、グルタミン酸の分泌があまりに多すぎると、アデノシンも過剰分泌され、海馬でグルタミン酸の欠乏が起きる。こうなると海馬が機能停止し、意識障害、いわゆる気絶や言語障害などが発生する」


    　さらに希望も語っていく。


    「海馬の機能は時間とともに回復していく。個人差もあるけど、数日から数週間で回復すると言われている。数日間の一時的な記憶障害がこれだ。最初にアナピヤが上う手まく会話ができなかったことも、海馬が一時的な機能障害を起こしたことによる言語障害だと思われる。今は回復が見られるから、脳細胞そのものが損傷したわけでもない」


    　アナピヤは真しん摯しに耳を傾けてはいるが、論ろん旨しがいまひとつ摑つかめていないようだ。俺の長ちよう広こう舌ぜつは有害無む益えきだと気づき、言葉を切り換える。


    「分かりやすくいうと、回路が焼ききれる前に、電流制御機ブレーカーが落ちて保護されたようなものだ。ただし、一度電源が落ちたために、電流制御機を戻しても、機能回復に時間がかかっているだけだ」


    　アナピヤに微ほほ笑えみかけると、ようやく理解してきた。少女は微笑みを返してくる。


    　自分の記憶が戻るということに、アナピヤは安あん堵どしている。俺は少女が記憶を取りもどすことが、良いことなのか悪いことなのかは分からないという言葉を飲みこんだ。


    　脳は辛つらい記憶を忘ぼう却きやくする機能がある。苦痛を伴う記憶は薄れやすく、楽しい記憶は残りやすい。大きな精神の傷は、揺りもどしで蘇よみがえることもあるが、さらに限界以上の過負荷がかかるような、あまりに辛い記憶は遮断してしまう。


    　つまり、記憶をなかったことにするのだ。その上に自己に都合のいい記憶の物語が再構成されていき、精神の安定を保つ。脳の損傷がない以上、アナピヤの過去はあまり愉ゆ快かいなものではない可能性がある。分かっているのかいないのか、アナピヤは自信なさそうな表情を浮かべる。


    「その、だから記憶喪失になっている、今のあたしが言うことを、あまり信用しないでね？」


    「分かっているよ」


    「ガユスの藪医者ごっこはもういいわね。今度は、私がアナピヤと相談する番よ」


    　ジヴの声に呼ばれて、アナピヤは俺に頭を下げ、扉の向こうへ引っこんでいく。


    　それからは、ジヴによるアナピヤの着せ替え劇場だった。


    　フリルと刺し繡しゆうに彩られた少女趣味ドレスから、清せい楚そな学生服風、修道女服から侍女服まで、ジヴの扮装趣味はよく分からない。まあ、夜が楽しいからいいのだけど。


    　最後にアナピヤが選んだのは、最初に着た大きさがまるで合わない、俺の丸まる襟えりシャツとジーンズだった。


    「もっとかわいい服があるのに」


    　応接室に立ったアナピヤを前に、ジヴは不満そうだった。いや、ジヴの趣味は特殊だから。


    「……これが好きだから」


    　アナピヤが俺を見つめて、はっきりと言った。


    　一歩を踏みだそうとして、アナピヤは自分のジーンズの裾すそにつまずく。瞬時に俺は立ちあがって、アナピヤの細い体を支える。


    「ごめんなさい」


    　俺の胸元で、アナピヤが顔を真っ赤にしながら謝ってくる。熱い体温。


    「いいよ。でもちょっと長いから、裾を切ろうか？」


    　アナピヤが嬉うれしそうに大きくうなずき、左右の髪の房ふさが小馬の尻尾しつぽのように跳ねる。


    　俺が応接椅い子すに座り、アナピヤがその前に立つ。うながすと、アナピヤが右足を差しだす。俺は魔ま杖じよう短剣マグナスを取りだして、鋭利な刃を布地に当てる。足首を傷つけないように、慎重に丁てい寧ねいに布地を切断していく。名刀を裁断用の鋏はさみに使う咒じゆ式しき士しは、俺くらいだろう。


    「あの、あたし、跳ねまわるから、動きやすいように、もう少し上で切りたい」


    　アナピヤの声が降ってくる。


    「さいですか。では自分でどうぞ」


    　短剣を渡すと、アナピヤが自らのジーンズの布地を切っていく。右のジーンズを切りつめると、眩まぶしいまでに白い足が根元まで露あらわになる。満足したようにアナピヤがうなずき、左も同様に切りつめて、マグナスを返してくる。刀身を腰の後ろの鞘さやに戻しながら俺は笑う。


    「おとなしそうに見えたけど、本当はお転てん婆ばさんか。そのうち本性を見せてもらうとするか」


    　横では、俺の視線を見ているジヴの厳しい緑の目があった。


    「ちょっと狙いすぎじゃない？」


    「なに？　子供に嫉妬しているのかな？」


    「そんなわけないでしょ！」


    　ジヴが横を向いて、尖とがった耳を見せる。アナピヤは丸首シャツの半袖だが、脇からは薄い胸板が見えそうになっている。そして切りつめたジーンズは足が出すぎて、真夏の海にいるのが似合いそうな姿になっていた。


    「ちょっと体の線が出すぎだな。待っていろ」


    　俺の体に合わなくなった、夏用の袖そでがない半外套を取りだしてきて、アナピヤに着させる。アナピヤが前を留める。


    　できあがったのは、冒険活劇にでも出てきそうな、見習い少女咒じゆ式しき士しだった。


    　アナピヤが、くるくると裾すそをひるがえして回る。応接室の鏡の前で、自らの後ろ姿を見る。


    　窓からの夏の日射しが塵ちりや埃ほこりを白く浮かばせ、回転する少女の姿を演出していた。静かな絵画のような光景に、俺とギギナ、ジヴが見とれていた。


    　若く美しく、傲ごう慢まんで繊せん細さいな少年や少女の時代が、かつて俺たちにもあったのだ。


    　全員がアナピヤの姿に、胸苦しいまでに郷きよう愁しゆうを搔かきむしられていたのかもしれない。


    「ガユスとおそろいだね」


    　アナピヤの回転軌道がずれてきた。軸足に左足が追いつかず、転げそうになる。俺とギギナが同時に椅い子すから腰を浮かせ、左右からアナピヤの腕を支える。


    　少女が立とうとしないので、俺たちの腕にもたれた格好になった。二人が腕を上げても、アナピヤが離さない。まるで、俺とギギナの腕の枝にぶら下がる小猿だ。


    「えっと、もう少しだけこのままで。……ダメ？」


    　請うような瞳で見上げてくるアナピヤ。見つめられると、離れなさいと言うなど論外、なんでも許したくなってくる。


    「しかし、本当にどうするかな？」


    　アナピヤを下げたまま、俺はギギナへと視線を向ける。俺以上に人間関係が破は綻たんしているギギナに名案があるはずもなく、無言で首を振ってくるだけだった。


    「このまま、ずっとガユスのところにいたいな」


    「俺の年で、こんな大きな子持ちはないだろう？」


    　小猿となったアナピヤの意見は、とりあえず却きやつ下かしておく。


    「子供じゃないよ」


    「では、ぶら下がり禁止」


    　俺は苦笑しつつ腕を下ろす。応接椅子へと尻を落としたアナピヤが、愉ゆ快かいそうな顔をする。やはり元気な性格が本性らしい。本性が出てくるということは、少しだけ回復してきたようだ。


    　俺は躍るように手を伸ばし、傍かたわらにいたジヴの腰を抱き寄せる。


    「まあ、アナピヤはギギナに任せて、俺とジヴは、休日の午後を楽しむのでよろしく」


    「だから、なぜ私が？」


    「昨夜は俺、今夜はおまえ。これぞ責任分担、平等の精神」


    　立ちつくすギギナの何とも言えない顔と、椅子に座るアナピヤの寂しそうな表情が斜めに並べられた。俺がジヴの手をとり出口へと向かおうとしたのと同時に、事務所の電話が鳴りだす。


    　ギギナが出るわけもないので、俺が出て応対するしかない。怒声で説明が続き、切ると同時に振りかえる。


    「ジヴ、前々からの仕事を忘れていたから、午後の予定は……」


    　不満そうな感情をジヴは、必死に隠していた。


    「いいよ、いつものことだし」


    　どこか諦あきらめたような表情だった。俺は少し悪い気がして、懐ふところに手を突っこみながら、ジヴへと歩みよる。


    「ジヴ、手を出して」


    　中にあった物を取りだして、素直に差しだしてきたジヴの手に握らせる。


    「これを俺だと思って受けとってくれ」


    　ジヴが手を開くと、掌てのひらの上に灰色の小石が乗っていた。ジヴの眉根が疑念に寄る。


    「ただの小石に見えるけど……」ジヴの瞳に気づいたような光が灯る。「もしかして、なにかの宝石の原石？」


    「ああ」


    　俺は遠い目をする。


    「愛するジヴのために真心をこめて拾った、どっかの小汚い小石」


    　ジヴが思いっきりブン投げる石を躱かわした俺は、魔ま杖じよう剣けんを摑つかんで玄関へと疾走。


    「ごめん、すぐに終わらせて迎えに来るから、そこで待っていてくれ！」


    　玄関口で振りかえってジヴに言うと、呆あきれた緑の瞳があった。寂しげな笑みに変わるジヴが気になったが、急いで外に出る。いつもはこんな感じでどうにかなるのだが。


    　すでに外で待っていたギギナを無視し、事務所前に停めていたヴァンに乗る。扉を閉めようとすると、俺の膝ひざの上へ、アナピヤが飛び乗ってきた。


    「そうか、忘れていた。アナピヤは事務所でお留守番か、ジヴとともに……」


    「あたしも連れていって！」


    　退どかそうとすると、俺の膝上のアナピヤが身を硬くする。


    「……あの、置いていかれるのはイヤなの」


    　俺は仕方なく、車の外に立つ呆あきれ顔のギギナへと目を向ける。


    「ギギナ、アナピヤを連れていってもいいか？」


    「例の仕事なら、車に置いていけば問題もない。貴様が今夜も預かるというのなら、私にはなんの不満もないが？」


    　美しい悪魔の横顔があった。最近、このアホも悪知恵をつけてきていやがる。


    「ああ、もう、後ろに乗れっ！」


    　アナピヤの腰に手をかけ、前部座席の間から、後部座席に軽い体を投げる。甲かん高だかい悲鳴をあげてヴァンの天井や壁に蹴りを入れつつ、アナピヤが放りこまれる。


    「意地悪っ！」


    「わーい、子供に嫌われちゃった。これで俺も、立派な大人の仲間入りをしたというものだ」


    　俺はヴァンを急発進。ギギナの姿が取り残される。


    「貴様、私を置いていく気か？」


    「アナピヤのお守もりをするなら乗せてやるよ」


    　苦々しげな表情のギギナが一飛びで窓を摑つかみ、後部座席に乗りこんできた。同時に急加速し、後部座席で逆さになったままのアナピヤと乗ってきたギギナが激突する。


    　アナピヤの悲鳴を伴奏に、エリダナの街角を疾走していく。


    　少女の悲鳴が、いつしか笑い声になっていった。女の子の感覚はよく分からない。


    



    



    　モスオー川を左に、支流のミデテス川に沿ってヴァンが曲がる。俺が操縦環ハンドルを握り、後部座席では、ギギナとアナピヤが向かいあわせに座っている。


    「私の顔の刺青いれずみでも気になるのか？」


    　後ろ見の鏡に映っていたのは、アナピヤが両膝ひざの上に小さな顎あごを乗せている光景。瞳は、ギギナを真っ正面から見つめている。


    「……ギギナさんの顔って、すっごく綺き麗れい。神様みたい」


    　熱っぽい溜ため息いきが、少女の口から漏もれた。対してギギナは、鼻先に皺しわを寄せた。


    「こんなものが……」


    　ギギナの右手が、自らの竜と炎の刺青をたどる。


    「いいとは限らない」


    　鋼の双そう眸ぼうは、アナピヤも現実も見ておらず、自らの内面へと向けられているようだった。己の沈黙に気づき、不安げな少女へとギギナの瞳の焦点が戻る。


    「アナピヤ、いずれおまえにも分かる。だが、今でなくてもいい」謎なぞめいた言いまわしに、アナピヤはますます混乱するが、ギギナは苦笑混じりに続ける。「それにギギナさんは止やめろ。私もギギナでいい。もしくは年寄りが呼ぶように家名のアシュレイ・ブフだ」


    「じゃあ、ギギナさ、いえ、ギギナ」


    　アナピヤが返答し、少し恥ずかしそうに視線を外した。


    「……あの、顔に触っていい？」


    　沈黙。俺の背筋まで寒くなる無む謀ぼうな言葉だった。ギギナから女に触れることはあっても、けっして自分の体には触らせない。命が惜しければ、それだけはやってはいけないのだ。


    「噓うそ。言ってみただけ。あんまり綺麗だから、その……」


    　アナピヤの消え入りそうな声が途切れ、長い静寂が生まれた。俺の呼吸も止まる。


    「好きにしろ」


    　ギギナが眠気を欠伸あくびに変え、長い睫まつ毛げを伏せて目を閉じた。


    　アナピヤは息を呑のんで中腰になって指先を伸ばす。人差し指が、ドラッケン族の頰ほおに触れた。アナピヤの指先が、貪むさぼるようにギギナの前髪や鼻筋を触っていく。俺の呼吸も戻っていった。


    「ギギナの全方位女性吸引機が発動か？」


    「黙れ」


    　一言で返された。


    　ギギナなりに、これでアナピヤの元気が出ればいいと思ったのだろう。


    　こう暑いと、少女の願いを断るほうが、気力と体力を消耗するというのが正解だろうが。ギギナの顔や髪で遊んでいるアナピヤは、楽しそうなのでそれでもいい。


    　公園前の道に車が差しかかる。緑が目に染みるような並木道を徐行して進む。


    「そういえば待ちあわせの相手って？」


    「ミデストルという名の美術蒐しゆう集しゆう家かだ」アナピヤの問いに、俺は強い苦味をこめてつぶやいた。「といっても、蒐集しているのは、堕だ胎たいされた胎児の標本や斬ざん首しゆ刑けいにされた生首など、最低の趣味の物ばかり。金払いがいい上得意客でなければ、関わりたくない性癖だ」


    　俺は続ける。


    「当然、取引相手も最低の人種で、足元を見ては値を釣り上げたり襲いかかってきたりする危険性がある。取引の立会人だか護衛だかを、たまに引きうけているわけだ」


    　ミデテス橋の手前に停車する。ギギナから手を離したアナピヤが、好奇心丸出しの目。


    　俺とギギナがヴァンから降りた。いつもの相手は、自分に似ている名前で選んだという待ちあわせ場所の橋にいなかった。


    「ミデストルは神経質で時間にうるさい」俺はさらに見回す。「電話で時間通りの到着を念押しまでしてきたのに、姿がないとは……」


    「異常事態だな」


    　俺とギギナが、視線で確認したとき、男の悲鳴があがった。間違いなくミデストルの声だ。さらに車から出てきたアナピヤが硬直した。


    「アナピヤ、車に戻っていろ！」


    　魔ま杖じよう剣けんと屠と竜りゆう刀とうを抜ばつ刀とうしつつ、俺とギギナが欄らん干かんを乗り越える。コンクリで舗ほ装そうされた川岸に飛び下りる。


    　背後に続く足音。俺が振りかえるよりも早く、左脇からアナピヤが怯えたような顔を出す。


    「……あの、だって、一人で待っているのは怖いから」


    　呆あきれた俺とギギナが周囲を見渡す。コンクリの護岸壁から川を横断する橋の下から、再度の悲鳴があがった。視線を向けると、橋の下の影から中年男が悲鳴をあげながら走りでてくる。怯えた顔は、護衛相手のミデストルだった。


    　行く手を阻はばむような俺たちの姿に、怯えた小動物の顔で走っていたミデストルが急停止。俺とギギナの顔を確認し、締まりのない顔に安あん堵どの表情を浮かべた。


    「良かった、ガユスにギギナか！　助け……」


    　丸い顔が硬直した。ミデストルは安堵の表情を浮かべたまま前方へ傾斜していき、コンクリ床に倒れた。小柄な体の背と腹部から、大量の血潮が溢あふれた。夏の陽射しに漂白されたコンクリに、真紅の絨じゆう毯たんを広げていく。


    　堪こらえきれず、アナピヤが喉のどの奥で悲鳴をあげていた。俺は蒼白な顔のアナピヤを引きよせて、背後に隠す。


    　鮮血を吐きだすミデストルの背には、墓標のように巨大な刃が刺さっていた。


    　長い平行四辺形のように歪ゆがみ、人間が隠れられそうな幅と長さの巨大な刃。長い柄えが、天へと突きたてられていた。


    「ああいう常識と遠えん慮りよと慎つつしみをまとめて忘れたような剣を、どこかで見たことがあるな」


    　俺の言葉と同時に、ギギナの奥歯が嚙かみしめられる音が響く。


    「つまらぬ男だ」


    　低音の声とともに、橋が作る影から手が伸びてきた。腕の先の白い五指が握られ、長大な柄を摑つかむ。粘着質の音をあげながら、巨刃が蒐しゆう集しゆう家かの死体から引きぬかれ、半回転。血ち脂あぶらを振りすてながら、人影が陰から一歩を踏みだした。


    　短たん冊ざくのような布を重ねた背外套マントと、長い鋼はがね色の髪を背後になびかせていた。虹色の鎧よろいに身を包んだ長身。髪と同色の鋼の瞳に、真紅の唇くちびる。夏の陽射しを撥はねかえす、氷点下の美び貌ぼう。


    　残雪のような白い額ひたいから眉み間けん、鼻び梁りようにかけて、横向きの青い蝶ちようの刺青いれずみが羽を広げていた。


    「人体蒐集家というから請われて会ってみれば、単なる屑くずだった。誇り高さのかけらすらない」


    　男の視線は、ミデストルの亡骸なきがらを冷たく見下ろしていた。


    「なんなんだおまえは!?」俺たちには意味が分からない。「なぜミデストルを殺した!?」


    「問われれば、我が名はユラヴィカ・イシュドル・タルク・エルレイン・ゾソ」


    　男の名乗りに、事実が連結されていく。


    「その刺青にふざけた長い名前、ドラッケン族か？」


    　俺は間の抜けた声を出していた。ギギナ以外のドラッケン族を見たのは、これが初めてではない。地上最強生物たる竜を狩る、戦闘民族ドラッケン。酸さん鼻びな戦場で、〈異い貌ぼうのものども〉の前で、彼らの雄姿を見ないことがない。


    「下がっていろガユス」


    　ギギナが長大な屠と竜りゆう刀とうネレトーを下段に構え、戦闘態勢に入っていた。


    「我が名はギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフ」


    　呼応するように、男も自らの長大な屠竜刀を上段に掲げ、二匹の剣けん鬼きが向きあう。


    　夏の気けだるい大気が、悽せい愴そうの気を帯び、硬質化していく。


    「ダメ、あの人はダメ！」


    　俺にしがみつくアナピヤが、震える叫びをあげていた。アナピヤに言われるまでもなく、最悪の相手だと俺の直感も告げている。ユラヴィカと名乗った剣士が、眉間の刺青を歪ゆがめて笑う。


    「ここで我が一族の者と出会えるとはな。しかも見たことがないほどの上じよう物もの」


    「その眉間の刺青、同胞殺しのユラヴィカか。たしかドラッケン族全体に追われているはずだが、まだ生きているとはな」


    　ギギナの足裏が、コンクリの床を踏みしめる。


    　俺はようやく思い出す。最高額の賞金を首にかけられているのは、ドラッケン族を狩るドラッケン族。ユラヴィカはドラッケン族殺しで有名な怪物だった。


    「いかにも。私と、私の屠竜刀ゾリューデの誇りと猛たけりを満たす、強く美しい獲物は竜ではなかった。私の目に適かなう獲物は、同胞だけだったというわけだ」


    　ユラヴィカが大剣を握る手に力をこめる。柄つかが軋きしむ音。


    「では始めようか。アシュレイ・ブフ家のギギナへ、剣と月の祝福を」


    「エルレイン・ゾソ家のユラヴィカへ、剣と月の祝福を」


    　二人のドラッケン族は鏡写しのような殺意をもって、戦闘態勢に入る。俺は首を振って、拒否する。


    「待てって、戦う理由なんかどこにある？　それに、現代で決闘を始めるな。よく考えなくても、ここは法ほう治ち国家だぞ？」


    　俺の正論にも双方の殺気が収まらない。俺など存在しないような集中。殺意の凝ぎよう結けつによって、大気の密度が増していく。二人の戦せん鬼きが間合いを詰めていく。


    「だから待て」


    「ドラッケン族の崇すう高こうな戦いに、貴様ごときに踏み入れられるのは不ふ愉ゆ快かいだ」


    　ギギナの鋼はがねの言葉が背中越しに放たれた瞬間、俺の右肩に衝撃。隙すきを窺うかがって紡いでいた雷撃咒じゆ式しきが崩ほう壊かいする。右肩に刺さるのは銀の刃。ギギナが後ろ手に放った投剣だと気づいたときには、右肩の激痛と噴出する鮮血が意志を挫くじく。思わず膝ひざをついてしまった。


    「なんで、ギギナっ!?」


    　悲鳴をあげるアナピヤに支えられ、転倒だけは防ぐ。


    「ギギナ、これって、かなり重要な血管のお隣さんですよ？」
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    　苦痛に呻うめく俺の眼前で、ドラッケン族の剣けん鬼き同士の戦せん端たんが開かれていた。


    　巨大な二つの刃が旋回し、激突。陽光の下に星ほし屑くずの火花と轟音を炸裂させた。


    　離れた刃が翻ひるがえり、互いの手首を狙って放たれ、弾かれる。二匹の剣鬼が、平行疾走を開始。


    　コンクリで覆われた土手の斜面を登っていき、剣の光流が激突。轟音と火花。お互いに離した巨大な刃が再び閃せん光こうとなる。流星となって衝突し、また絡みあう。ギギナの放った水平の刃を、ユラヴィカの垂直の刃が受ける。刃と体の捻ひねりを追って放たれた右足先が、ギギナの頰ほおを裂いて真紅の花弁を散らせる。


    　着地したユラヴィカが、地を這はう横よこ薙なぎの一撃を繰りだし、ギギナは下段斬ぎりで受ける。さらに翻ひるがえった一撃で、斜面に立つ二人の間にあった階段の金属手て摺すりが、鉄の砕片となって散る。


    　互いに階段横の斜面を駆けあがりながら、斬ざん撃げきと刺し突とつの嵐を放つ。階段のコンクリが微み塵じんに砕かれ、手摺が無意味な金属の断片に変わり、虹色の鎧よろいと甲こう殻かく鎧が切り裂かれる。


    　互いの音速以上の刃を躱かわしきれず、全身を朱あけに染めていく、二陣の竜巻。


    　離れたドラッケン族たちが、坂を駆けあがっていく。鎧を切り裂かれただけのユラヴィカに対して、ギギナの長ちよう軀くの数か所から鮮血が流れている。


    　斜面を上りきった二つの影が、軌道を変えて互いへと向かって再び衝突。互いの下段へと放たれた、二振りの屠と竜りゆう刀とうが激突。嚙かみあう金属があげる悲鳴よりも速く、上段からの襲撃に急速変化。


    　ユラヴィカの超斬ざん撃げきをギギナが受け止め、膂りよ力りよくで弾きかえす。即座に銀の流星となって屠竜刀ネレトーが振り下ろされる。ユラヴィカは前髪を切られながらもギギナの脇を駆けぬけて反転。ギギナの背中へと剛剣を放つ。後方へと回転した屠竜刀ネレトーが刃を背中で受け止める。剛ごう力りきを受けながしつつ、腰の高さで回転する横薙ぎの刃に変化させる。


    　ユラヴィカは華か麗れいな見切りで後退。刺し突とつに変化したネレトーの三連の追撃を、屠竜刀ゾリューデが魔術のように踊って弾き、大きく後退する。


    　屠竜刀を掲げるギギナの背後へと、ようやく俺が追いついた。即座にユラヴィカに向けて〈爆炸吼アイニ〉を放つ。


    「遅い」


    　轟音と同時に響く声。ユラヴィカは爆風の下を潜くぐり、俺の足元に現れていた。背筋に氷柱が突っこまれたかのような恐怖。死の刃が俺の眼前に迫る。ギギナの屠竜刀が回転し、俺の足元でユラヴィカの切っ先と激突。飛び退く剣士の屠竜刀ゾリューデで、弾倉が火を噴く。


    　俺の足元から光が噴出。ギギナの左手が俺の後ろ襟えりを摑つかんで、後退させる。俺を支えていたアナピヤも同時に引きずられていた。


    「我が〈晶結葬柩クスン・サブ〉を躱かわすとは、やるではないか」


    　笑うユラヴィカと俺たちの間に、陽光に輝く虹色の柱の群れがそびえていた。


    　化学珪けい成せい系第三階位〈晶結葬柩クスン・サブ〉の咒じゆ式しき。大地の二酸化珪けい素そを組みかえて、六方晶系の結晶構造の水晶を合成する。一瞬で相手を水晶の柩ひつぎに密閉し殺害するもので、近距離戦では危険すぎる攻性咒式だ。


    「ギギナ、厄やつ介かいな相手だぞ」


    「分かっている。邪魔をするな」


    　俺の指摘に、ギギナが苦い顔をする。


    　ユラヴィカは、化学系でもとくに珪けい素そを支配する晶しよう珪けい士しだった。同時に、爆裂咒じゆ式しきの思考と発動の間に間合いを詰めてくるという、ありえないほどの反応速度の正体も推測できる。


    　通常人間の神経系の情報伝達は、ナトリウムイオンとカリウムイオンとの反応で進行し、秒速三〇から一二〇メルトルでしかない。対して、晶珪士たるユラヴィカは、光繊せん維いの神経系で光速に近い反応を可能にする恒こう常じよう咒式を全身に張りめぐらせているのだ。


    　ギギナの超高速神経系と高速処理頭脳で、ユラヴィカと互角に渡りあっているだけだ。俺の攻性咒式など、発動前に効果範囲を見切って回避するか、防御してくる。光の速度で見切りを行う剣士は、近距離から中距離戦闘において無敵だ。


    　ユラヴィカの屠と竜りゆう刀とうゾリューデを握った右手と、無手の左手が水平に広げられていった。


    「合格だ。そうでなくては、我が蒐しゆう集しゆう品ひんに加えるべき標的としてふさわしくない」


    「なん、だと？」


    　俺が問い返すと、ユラヴィカの両腕の背後で、背外套マントが魔鳥の翼となって広がる。内側にあったものが俺の目を射た。後方から、アナピヤの悲鳴が長く長く響いた。


    　俺がかつて地下迷宮の死体保存技術の職人に聞いたことの意味が、ようやく分かった。


    　背から流れる長い外がい套とうの裏地にあったのは、恨うらみを噴きあげる暗黒の眼がん窩か、無言の絶叫を吐き出す唇くちびる。


    　青年、刺青いれずみの男、鼻筋に刀傷がある男、妙みよう齢れいの女、玲れい瓏ろうたる美女、壮年の戦士、老ろう翁おう、あどけない少年。


    　ユラヴィカの体の左右の布地に配置された八つの人面が、俺たちを睨にらんでいた。


    「ここにある面は、ドラッケン族の勇猛な戦士たるズスカのものだ。ナギトはカレモール州でも随ずい一いちの咒式剣士だった」ユラヴィカは自らの両脇に位置する人面に語りかけるようにつぶやく。「エボニエ翁とは二日二晩かけて戦った。少年ながら天才だったシャフラクスト」男の目は右脇の女の顔を眺める。「ああ、ルイーフィムは美しく強い女だったな」


    　死者たちの顔は、氷に封じられたような滑らかな光こう沢たくを放っていた。


    「一人殺せば追おつ手てがかかり、相手に不自由しなくなる。もっと早くに気づくべきだった」


    　ユラヴィカは、氷点下の双そう眸ぼうをギギナへと向けてくる。


    「私は、私の命を脅おびやかすほどの敵対者には、敬意を捧げる。そして倒した相手の顔を水晶に閉じこめて防腐処置し、常に側そばに置いて愛めでている」


    　眼前に立ったユラヴィカの美び貌ぼうには、微み塵じんの迷いも狂気もなかった。


    「どう言おうと、変質者だな」


    　俺は指先から這はいあがる冷気と吐き気を堪こらえ、吐きすてるしかなかった。ユラヴィカの透とう徹てつした視線が俺を射抜く。


    「死者を墓に閉じこめて、忘れていくのが正しいことだと？　命果てるまで死者を忘れない私と、どちらが正しいのか、お主ごときが決めるな」


    　非論理的な論理。狂気は俺の正気を圧倒する。凶戦士の銀の瞳が水平に動き、ギギナの姿を捉える。


    「ギギナ、お主の顔を九つ目として飾りたくなった」


    　ユラヴィカの目には、凍れる炎が揺らめいていた。


    「その美しい顔は、永遠に保存しておくべきものだ」


    　正気が欠片かけらも存在しない言葉を吐いた剣士が、歩みを再開する。屠と竜りゆう刀とうを掲げて無造作に前進してくる。ギギナも躊ちゆう躇ちよなく前へと進んでいく。


    　ユラヴィカとギギナは互いの殺さつ傷しよう圏けんに入る。白はく刃じんが跳ね上がり、ギギナの剣が即座に呼応、激突した二振りの屠竜刀が軋きしり声をあげる。


    　吹き荒れる狂気に圧倒されている俺を置き去りにして、絡みあう二匹の美獣。


    　衝突する剛ごう力りきが方向を見失った。体勢を崩くずした二人が、階段を転がり落ちていく。負傷して動けない俺は、アナピヤに支えられて前に出る。ギギナが俺の阻止を嫌がろうが、ユラヴィカは危険すぎる。ここで倒すべきだ。


    　短剣を抜けば出血死するため、刺したままで咒じゆ式しきを紡ぐ。掲げた切っ先は、痛みで狙いを定められない。ユラヴィカとギギナは隼はやぶさの速度で動く。人間の視認速度では、緻ち密みつな狙撃ができない。


    　回転運動の中でギギナがネレトーの刃を突きだす。ユラヴィカがゾリューデの剣けん峰ぽうで受け、回転が加速される。階段を転がり落ち、大地に倒れたドラッケン二人。手足をついたギギナへ、屠竜刀を投げ捨てたユラヴィカが背後から覆いかぶさる。


    　剣けん舞まい士しの背中から噴出した生体変化系咒式第二階位〈尖角嶺センガ〉による十数本の穂先を、ユラヴィカが回避。屠竜刀を握ったギギナの右手を跨またいで前転。仰向けに倒れたギギナの肘ひじを極きめる、腕うで挫ひしぎ十じゆう字じ固がための体勢に入ろうとする。ギギナも屠竜刀を手放し、胸の上の右手を左手で握って、肘の破壊を防ごうとする。


    　骨と骨をつなぐ靱じん帯たいや関節の各所は、コラーゲンと呼ばれる蛋たん白ぱく質しつ繊せん維いで構成されている。しかし、遺伝病で変形したコラーゲンは、常人ではありえないほどの関節の可動範囲を生み、生体系の前衛は咒式で人じん為い的に超関節をその身に宿す。


    　だが、相棒の顔にあったのは、俺が見たことのない焦あせりと、そして恐きよう慌こうだった。


    「私の王国へようこそ」


    　笑い声をあげるユラヴィカの背筋力とギギナの両の腕力との戦い。しかし、両者が同程度の筋力なら勝敗は明らかだ。当然のごとく、腕二本より全身、使用する筋肉量が圧倒的に多いユラヴィカが打ち勝ち、ギギナの右肘が一気に伸びる。


    　内側側副靱帯、外側側副靱帯、橈とう骨こつ輪りん状じよう靱帯などの肉が引きちぎられる不快な音があがり、肘の関節包が粉ふん砕さいされる。人間が聞いてはならない音だった。


    　さらに残忍な[image: ]ねじれが加えられ、ギギナの右肩と右手首が砕けた。どんなに関節稼か働どう範囲が広かろうと、残忍な関節技の前には無意味だった。


    　苦く鳴めいとともに、ギギナが無む惨ざんに破壊された右腕を見捨てた。上体を捻ひねって、左拳こぶしをユラヴィカへと叩きこむ。岩をも貫く高位前衛咒じゆ式しき士の拳を受けながし、ユラヴィカが蜘く蛛ものように移動。ギギナの胸板に跨またがる。


    「剣技は超一流だが、寝技は一流止まり。これではお主の女の扱いも、たかが知れているな」


    　ユラヴィカの歪ゆがんだ口くち許もとへ、ギギナの横よこ殴なぐりの鉤かぎ突きが放たれる。しかし、それは俺から見ても不完全な一撃で、凶戦士の右掌てのひらに余裕で止められる。右脇に下がった鞘さやから禍まが々まがしい反りを帯びた短刀が抜きはなたれる。ユラヴィカが嗤わらっていた。


    「では、その美しい顔を頂こう」


    　蝶ちように小さな釘を刺して標本にする昆虫学者も、同じような笑みを浮かべているだろう。


    　ユラヴィカの笑みは続けさせない。アナピヤに支えられた俺は、階段から身を乗り出す。最大出力で咒じゆ式しきを放射する。電磁雷撃系咒式第五階位〈電乖閻葬雷珠マーコキアズ〉のプラズマ球の精密射撃。原子核と電子とが極度に電離した高温の塊かたまりは、生物の肉体など破壊しつくす。


    　必殺の弾道を、ユラヴィカは一いち瞥べつすらせずに首を逸そらして躱かわす。


    　ギギナに命中しないようにするなら、弾道は限られていると、超人的な見切りをやりやがったのだ。


    　だが、それくらいの超回避を可能にする化け物だとは、すでに俺は知っている。回避されたプラズマの超熱量は背後の川の水面に着弾。大爆発が発生。高温の水蒸気と膨ぼう大だいな飛沫しぶきが、ユラヴィカの背に叩きつけられる。


    　ギギナがユラヴィカの胸板を蹴って後転、左手で屠と竜りゆう刀とうネレトーを摑つかみ、柄つかを支点にさらに後方回転。階段のなかばに立つ、俺とアナピヤの隣に着地。


    　着地したユラヴィカも、屠竜刀ゾリューデを摑みながら後方に跳躍。


    　降りそそぐ水飛沫と立ちこめる水蒸気が、対たい峙じするドラッケン族二人と、俺たちの姿を隠していく。


    　ギギナの右腕は完全に破壊されていた。反対側を向いた肩と肘ひじと手首からは骨が飛び出し、千ち切ぎれかかっている。各種の筋繊せん維いと腱けんは捻り切られている。剣士の常識として、左手でも同等程度に剣を使えるギギナだが、戦力の低下は否めない。かといって、ギギナが本格的な治癒咒式を発動すれば、隙すきを見逃すユラヴィカではない。


    　残った俺が時間を稼かせぐしかないが、超戦闘力を持ったユラヴィカを相手に、しかもアナピヤを庇かばって、この近距離での戦闘は自殺行為だ。


    「片腕を我が屠竜刀の一撃の餌えさにしてでも、咒式を喰らわすしかない。この爆発と音なら、警察が飛んでくる、それまでの時間稼ぎができればいい、とでも思っているのだろうな？」


    　水霧の幕の向こうから、ユラヴィカの冷たい笑声が響いた。俺の思考を完全に見抜いていた。氷ひよう塊かいが背を滑り落ちる。


    「いいだろう。今回はそちらの眼め鏡がねの小細工に乗って退いてやろう」


    　声の発生源を必死に捜す。間違えれば死だ。


    「すぐに殺すには惜しい。なぜなら極限の恐怖に歪ゆがむ、ギギナの美び貌ぼうを殺そぐことを想像する時間も欲しい」


    　俺は声の方向へと爆裂咒じゆ式しきを放つ。轟音と爆風が霧を払い、橋の根元が抉えぐれた惨状を見せた。


    「また会おう。それまで顔と誇りを大事にしておけ」


    　俺のすぐ背後で聞こえた声に向かって、振りかえりざまに魔ま杖じよう剣けんを放つ。


    　しかし、霧を薙なぐ空虚な感触しかなかった。水煙の向こうへ、凶戦士の哄こう笑しようが遠ざかっていく。


    　俺は魔杖剣を掲げたまま、止めていた呼吸を吐く。霧が完全に晴れていき、視界のどこにもユラヴィカがいないことを確かめてから、刃先を階段に下ろし、体を支える。俺の傍かたわらで、アナピヤは糸が切れたように尻を落とし、足を脇に投げだしていた。


    「ドラッケン族の遺伝子は、化け物か変態の二択だな」


    　見ると、ギギナは治ち癒ゆ咒式の発動すらしていない。左膝ひざを落とし、肩を上下させて荒い息をしていた。


    「ギギナ、さっきの攻防はおまえらしくもないぞ。今日は空気が合わないのか？」


    　俺の軽口にギギナは答えもしない。ただ、銀の刃となった目は前方を見据えていた。


    　嚙かみしめたギギナの美び姫きの唇くちびるから、流血していたことに気づいた。


    「ちょっ、本気でどうした？　たかが一回の敗北でなにをそこまで？」


    　異常事態に俺は焦あせる。ギギナが精神的に混乱するとは、ユラヴィカは俺の想像もできない難敵なのか？


    「そうではない、貴様には……」


    　ギギナの言葉は、嚙みしめられた犬歯の間から押し出された。


    「貴様には、分からぬ」


    　崩くずれそうになる膝を押さえながらも、ギギナが立ち上がった。同時に発動した生体強化系咒式第四階位〈胚胎律動癒モラツクス〉の未分化細胞による再生が開始。ギギナの右腕の各関節が修復されていく。骨が筋肉が腱けんが修復されるが、ギギナの横顔の憂ゆう鬱うつを払うことだけはできなかった。


    　ギギナの足が進み、その場を去っていく。


    　近所の誰かが通報してくれたらしく、遠くから警察車しや輌りようの警戒音が響いてくる。


    　俺とアナピヤは疑問符を並べていた。


    　ただ、二人ですべてを拒絶するような、ギギナの背を見送るしかなかった。


    



    



    　エリダナの空を、夜が覆いつくしていた。百万もの人工照明が、夜の足下を照らしている。遠い車の音が聞こえ、夜に紛れていった。


    　事務所に座るジヴーニャの膝の上で、赤髪の青年が眠っていた。右肩には包帯が巻かれて、治療も終わっている。


    　疲れはてたのか、眉み間けんに皺しわを寄せている寝顔だった。応接椅い子すに座ったジヴーニャの緑の瞳が、男の横顔にそそがれていた。


    「待っていてくれ」というガユスの言葉を、律りち儀ぎに守って待っていた自分のバカさ加減には、もうジヴーニャも笑うしかない。


    　明日も仕事で自宅に帰らなければならなかったが、ガユスを見捨ててもおけず、ジヴーニャはしばらく様子を見ることにした。帰ったときの恋人の顔は、暗く沈んでいた。いっしょに出ていったはずの相棒はいなかった。


    　ジヴーニャの左隣に座っていたアナピヤが、無防備な青年の寝顔を覗のぞきこむ。


    「あたしが、はしゃぎすぎたからかな？」


    　アナピヤの言うように、ガユスは血に怯えた少女を笑わせようとして、色々と喋しやべりながら帰ってきたようだ。子供好きというより、放っておけないのだろうな、とジヴーニャは知っていた。同時にアナピヤも励ましの元気を演じていたと知っていた。


    　青年と少女が互いに気を遣って元気を装う光景を考えると痛々しい。


    「大変だったそうね」


    「うん」アナピヤが勢いこんで話を繰りかえす。「変な人が顔をいっぱいつけていて、ギギナがやられそーになって、ガユスとギギナが喧けん嘩かして怪け我がして、ギギナがどこかへ行ったの」


    　ガユスは同じように傷ついたアナピヤの相手をしていたのだ。自らのことより、少女の怯えを取り去ることを重視したのだ。ガユスが椅い子すに腰を沈めた途端、意識を失うように眠ったのは当然のことだろう。


    　ジヴーニャの沈黙に対し、アナピヤの顔が暗く翳かげる。


    「あの、ジヴーニャさん」


    「なに？」


    　なにかを堪こらえるようにしていた少女が、口ごもる。そして唇くちびるから言葉を絞しぼりだす。


    「ガユスって、あたしのことは嫌いかな？　こんな子供が押しかけてきて、迷惑だろうし。好きになって欲しいけど、どうしていいか分からないの……」


    「私の言葉はそういった意味じゃないの、迷惑だなんて、そんなわけがないわ！」


    　アナピヤのか細い声に、ジヴーニャが反射的に叫んでいた。


    「ガユスは、嫌いな人間を側そばに寄らせないから、絶対そんなことない！」


    「あたしもジヴーニャさんのような女の人になれば、好きになってもらえるかな？」


    「そうでもない……」


    　少女の真まっ直すぐな目が、自分に向けられていたことにジヴーニャは気づいた。


    　心の底を見通すような、海色の瞳。子供にしかできない直線の眼まな差ざし。


    「そうね。最近は少し分からなくなってきたかも」


    　ジヴーニャは噓うそを言わなかった。そして自分の膝ひざの上で眠る、恋人の顔を見下ろした。


    「意地悪でいい加減で、傷つきやすい子供みたいなガユス。そんなガユスの相手をしている私は、ダメ男に引っかかるアホ女の典型なのでしょうね」


    「他に、その、好きな人でもできたの？」


    　アナピヤの言葉が、ジヴーニャ自身も気づかなかった胸中の綻ほころびを指していた。


    「……好きとか嫌いとか、そういう問題でもないのだと思う」


    　自分と付きあいたいと言ってくる男性がいないわけでもない。


    　ただ、誠実で真ま面じ目めで二人の将来のことを語ってくれる、そんな美点がガユスにも欲しいとは思っていた。極度に自己矛む盾じゆんしたところがあり、死の不安を搔かき立てるようなガユスの、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの生き方に、ジヴーニャ自身がついていけないことがあるのだ。


    　好きだけど、好きなだけでは、いつまでも二人ではいられない。ガユスが無む惨ざんに死ぬのが先か、自分の心が耐えられず砕けるのが先か。


    　結論を先延ばしにしているだけだと、ジヴーニャも分かっていた。ガユスも分かっているだろう。


    　アナピヤの海色の瞳が、まだ自らに向けられていたことにジヴーニャは気づいた。ジヴーニャの内心の揺れを覗のぞきこんでいるような深い青の瞳だった。


    　この少女といると、なぜか普段は言えないような言葉が素直に出てくる。


    　子供は、純粋さは、怖いものがない、とジヴーニャは思った。そして、それを許している自分の心の変化も発見していた。


    　アナピヤが息を呑のみ、かわいらしい蕾つぼみの唇くちびるを開く。


    「あたし、ガユスが好き」


    　真まっ直すぐな目と言葉に、ジヴは気け圧おされた。


    「あなたの年から男の趣味が悪いと、人生は真っ暗闇だけど？」


    「ガユスは私を救ってくれた。二度も。でも、でも、それだけじゃないの……」


    　好きだ、愛しているという安っぽい言葉を素直に口にできる、幼さと愚かさ。ジヴーニャは、それを憎めなかった。家族やつながりを求める心を、愛情だと勘かん違ちがいしているとしても。


    　この少女のように、皮肉も笑いもなく直線で人を好きだと思えたら、どんなにか楽だろう。


    　だけど、いつまでも愛することは難しい。どんな愛情も、裏切りや心変わりに傷つけられ、日常で磨ま滅めつしていく。


    　恋や愛は永遠からは遠い。ジヴーニャ自身も、〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉では間接的に〈古き巨人エノルム〉の事件では直接ガユスに救われたが、それも不安を搔き立てる要因にしかならない。


    「そうね。そんなダメ男でよければ、持っていってくれるとありがたいかもしれない」


    　言葉は勝手に唇から出た。ガユスの悪い影響が出ていると、女は自じ嘲ちようした。ジヴーニャが笑うと、アナピヤは真っ直ぐな目を逸そらしもしなかった。そして、挑戦するような炎を瞳に宿らせる。


    「あたしはあたしだけの人が欲しいけど、それは……」


    「私を傷つけたくない？」


    　ジヴーニャが静かに微ほほ笑えみ、アナピヤも微笑みを返す。二人の女が笑っていると、青年が寝返りをうって、薄く右目だけを開ける。


    「……なに、喋しやべっているんだ？」


    　ガユスの口から、力のない言葉が零こぼれる。


    　ジヴーニャとアナピヤが顔を上げ、視線を見合わせて笑った。


    「なんでもないですよ～。女同士の秘密のお話～」


    　ジヴの言葉に、ガユスの青い瞳が閉じられた。


    「……そうか。でも早く寝たほうがいいよ」


    　億おつ劫くうな声が漏もれる。手が掲げられる。


    「……眠れないようなら、お伽とぎ話をして眠らせてあげるよ」


    　伸ばされた手がアナピヤの頭に触れて、撫なでる。


    「……アナピヤには動物の話がいいかな。三匹の豚の話くらいが」


    「もう、寝ぼけていても子供扱いする」アナピヤはしかし、頭を撫でてくる青年の手に抵抗しなかった。「それに、三匹の子豚のお話なら、あたしも知っているよ？」


    「……ちょっと違って、三匹の雌めす豚ぶたというありがたいお話だ」


    　寝た姿勢で、ガユスの唇くちびるだけが動く。


    「……あるところに三姉妹がいました。長女は藁わらで縛しばられることがお好みの真性の雌豚で、次女は板で叩かれないと興奮しない超雌豚で、末っ子は煉れん瓦がを入れて『この硬くて四角いのじゃないとダメなのっ！』と喜ぶ、救いようがない雌豚という淫いん乱らん姉妹です」欠伸あくびをしつつ続けられる。「そこへ送り狼がやってきて、雌豚どもは桃色の悲鳴をあげます。長女は藁で、次女は板で狼に天国に連れていかれます。ですが末の娘は狼の大きさでは満足せず、煉瓦を前の穴だけでなく……」


    「はいそこまで！　子供に聞かせられないお伽話をしないように！　そのまま寝ていなさい！」


    　ジヴーニャの手がガユスの唇を閉じさせる。青年の唇が閉じていき、アナピヤの頭に触れていた手が落ちる。床に落下して起きないように、アナピヤがガユスの手をとる。そして静かに椅い子すに戻す。


    「……でも、今度は女の子たちのお話に混ぜてね」


    　それだけ言うと、ガユスは寝息を立てて夢の世界へと戻っていった。ジヴーニャとアナピヤが顔を見合わせ、今度は声を出さないように笑った。女と少女は小声でうなずきあう。


    「この人は、寝ぼけていてもふざけているんだね」


    「相手をすると疲れるのが分かるでしょう？」


    　ジヴーニャは膝をずらして、ガユスの頭と応接椅い子すの間に折り畳たたんだ毛布を入れる。いつもはガユスがやっていることを、自分がしていることに気づいて、女は小さく微ほほ笑えんだ。


    　隣ではアナピヤが座っていた。ジヴーニャが息を吐く。


    「彼なりにあなたを不安がらせないようにしている、ということは分かってあげて」


    「うん」


    　アナピヤがうなずく。


    「あなたは、あなた自身がどうなのかが分からないことで、凄すごく不安だと思う」


    「うん」


    　アナピヤの肩をジヴーニャが抱きよせる。少女の肩の熱が、女に移る。


    「過去は分からない。変えられない。そしてたぶん償つぐなえない。誰も他人を許せないから」


    　ジヴーニャは前を向いたままの姿勢で告げ、アナピヤに目を向ける。少女の青い海色の目が、翡ひ翠すいの目を受けとめた。


    「だけど、あなたはなりたい自分を選ぶことができる。許されずとも、許しを請うことだけはできる。守られ愛される少女になることも、他のなにかになることもできる」


    「なりたい自分を、選べる」


    　アナピヤは自らの口で確認するように繰り返す。


    「そういうこと」


    　そこでジヴーニャは冷静になる。


    「これは私がお爺じいちゃんに言われただけのことだから。ほら、私は半アルリアン人だから」とジヴーニャは両手で自らの左右の尖とがった耳を示す。「学校で虐いじめられていたときに、周囲は関係なく自分で自分を決めろとお爺じいちゃんが教えてくれた言葉」


    「なりたいあたし、ってなんだろう？」


    　アナピヤは真剣に考えこむ。


    「それはお任せします」


    　ジヴーニャは耳に当てていた両手を兎うさぎの耳のように立てて、前へ倒す。柔らかな笑みを浮かべる。女の横顔に、慈じ母ぼのような慈愛の表情が宿っていた。


    　そこで冷静になったジヴーニャが照れ隠しに手を振った。自らの火ほ照てりを冷ますように、自らの頰ほおや襟えり元もとに風を送る。


    「あなたといると、普段言えないことが口から出てしまう。わーお、お姉さんもかっこいいこと言いたい病に罹かかっちゃった」


    　自らの心の揺れを振りはらうように、ジヴーニャはアナピヤから視線を外す。同時に立ちあがる。


    「事務所には泊まれないから私は帰る」背筋を伸ばす。「アナピヤ、あなたはどうする？」


    　アナピヤは椅い子すで寝ている青年を見続けている。ジヴーニャは考える。


    「そうね、女塗まみれのギギナさんのところに預けるのは絶対にダメだし」


    　もう一度女は背を伸ばす。


    「んー、私の家に来る？」


    　少女は首を左右に振る。髪の束も顔に遅れて揺れる。


    「ううん。ガユスのところにいる」


    　アナピヤの屈くつ託たくのない顔に、ジヴーニャは続く言葉を迷った。しかし、危険があるはずもない。


    「悪戯いたずらされそうになったら、私にすぐに連絡しなさいよ？」


    「あたしが悪戯をするかも」


    　楽しそうに笑いながら、アナピヤが勢いよく挙手する。


    「いい度胸ね、あなた」


    　暗い部屋に浮かびあがる、ジヴーニャの優しい笑顔。だが、瞳の中に荒こう涼りようとした凍とう土どを見つけてしまったアナピヤの顔に怯えが貼りつく。手が下ろされる。


    「し、し、しません。絶対にしません！　痴ち女じよになりたい自分はいません！」


    　首を振りまくるアナピヤに、満足そうなジヴーニャの表情が返される。


    「……もっとなりたい自分を考えて、か」


    　女の顔が内面に気づいたかのように、曇っていった。


    「そうね、それもいいかもね」


    　言葉の真意を量りかねたかのように、アナピヤが眉をひそめる。疑問には答えずに、ジヴーニャは弱々しく微ほほ笑えむ。背中を向ける。迷いを振りきるように、白金の髪を揺らして女が去っていく。


    　ジヴーニャの後ろ手で扉が閉められ、静寂が部屋を満たした。


    



    



    　静かな部屋。


    　アナピヤは、応接椅い子すに横たわるガユスの顔を見ていた。ただ見ていた。


    　青年の寝顔に、アナピヤの顔が近づいていく。寝息が漏もれる唇くちびると少女の唇が触れあう寸前、止まった。


    「これは公平ではない。こんなのはダメ」


    　アナピヤがまた首を振る。顔を離し、上体を起こした。息を吐いた。


    「……うーん、ヒマだなぁ。あ、そうだ」


    　なにかに気づいたように、アナピヤは声をあげた。ガユスを起こさないように静かに静かに歩き、隣の部屋へと向かう。


    　窓から月明かりと街の灯だけが射しこむ部屋に足を踏み入れる。アナピヤは本棚の前に立つ。顎あごに指先を当てて、猫のように瞳どう孔こうが広がったアナピヤの目が背表紙の上で彷徨さまよう。少女の目は、やがて目当ての本を探しあてる。


    　朝に見ていた本を取りだす。ついでに、業務日誌や写真帳を眺めていることにした。眉が曲がり、青い海色の目に不ふ愉ゆ快かいそうな雷が閃ひらめく。少女の手は、全裸や半裸の女性が写る猥わい褻せつな本も引きだしていた。


    「ガユスって、こういう女性が好きなんだね。やーらしー」


    　写真の女性たちを見ていた少女の顔に、不安の翳かげり。本を開いたまま、自らを顧かえりみる。シャツの胸元を引っ張って、中身を見る。中身の二つの兵器は、少しというか、かなり青年の好みからは小さく、破壊力がなさそうだった。


    「大丈夫、がんばれあたし。未来の可能性に賭かけよう」


    　アナピヤの唇からは、溜ため息いきが漏れた。


    　日誌を見ている少女の口からは、小さな欠伸あくびが出た。時計を見ると、いつの間にか数時間がすぎていた。夜というより、あと数時間で朝になる時間だった。アナピヤが座ったまま振りかえると、応接室ではガユスが寝ている姿のままだった。応接椅い子すには青年の体が横たわる。幸せそうな寝顔に少女の口元が緩ゆるむ。


    　眠くなったら、ガユスの側そばで眠ることにしようとアナピヤは考えた。また日記や写真帳に向きなおる。


    　今は集中して青年に関する本を読むことにした。


    　なぜそこまでするのかは分からないが、青年を知ることは自らにとって大事なことだと思えたからだ。

  


  
    四章　愛憎の集う夜


    



    



    　魂たましいよ。おまえの力は衰え、借り物の光は色あせていく。


    　我らはやがておまえを縛しばり、おまえの刻ときは終わりを迎える。


    
      フルラ・ティオ・キリンスキー「死せる神々の弁明」同盟暦七四年

    


    



    



    　瞼まぶたに紗幕越しの陽光を感じる。朝なのだろうが、目を開けたくない。


    　事務所の応接椅い子すで惰だ眠みんにまどろみながら、傍かたわらに熱い体温を感じた。ジヴの背中が俺の胸に当たっているらしい。


    　ジヴの体を跨またいで俺の手は伸ばされていた。右腕を戻して、ジヴの服の下に差し入れる。柔らかな女の腹を上へと撫なでていく。なぜだか急にジヴが[image: ]やせたみたいで、浮きでた肋ろつ骨こつの感触があった。苦労をかけているなと思いながら、俺の右手が胸へと上がっていく。柔らかな乳房を摑つかむと、違和感を覚えた。


    　ジヴの胸は、俺の手から零こぼれそうで零れない絶妙な大きさだったはずだが、今摑んでいる柔やわ肉にくは二まわりほども小さい。「苦労したら乳は縮むのかな？」と思いながら摑つかむが、なにか違う。たしかめるように何度も揉もんでみるが、肌の質感に違和感を抱いて、俺の指先が凍りつく。


    　……というか今日は平日だから、ジヴは帰ったはず。そもそも事務所に泊まるはずがない。可能性を排除していくと、恐ろしい事実が出てくる。


    「あの、ガユス、恥ずかしい……」


    　アナピヤの消え入りそうな声が雷らい霆ていとなり、俺は跳ね起きる。応接椅い子すの背せ凭もたれから落ちそうになって反射的に頭を戻すと、体を起こしてきたアナピヤの頭に鼻先を打ちつける。眼の奥に火花。痛み。鼻の奥から鉄と潮の臭いが押しよせて、鼻血が滴したたる。


    「大丈夫？」


    　シャツ一枚のアナピヤが、鼻を押さえる俺の顔を覗のぞきこんでいた。桜色に上気した顔が、俺を責めるように見ている。


    「俺、俺の横で寝るなよ！」と混乱と痛みで、上う手まく話せない。


    「だって、だって一人で寝るのって怖いもん」アナピヤの表情が沈む。「だから拾われてからはコルッペンおばさんの隣で寝ていたから、今回もつい……」


    　途端に俺は強く出られなくなった。


    「分かったよ」


    　手を伸ばして少女の頭を撫なでてやる。


    「でも、俺は男だから、隣で淑しゆく女じよが寝ることは、かなりはしたない。これからは、なるべく一人で寝られるように努力しなさい」


    「うん。がんばる」


    　アナピヤはこくんとうなずいた。俺から見ても、この子は耐えすぎている。そして俺は眼前の少女に、かつて死んだ少女の面影を重ねてしまう。


    「どうしても怖い夢を見たりするなら」甘いが、言っておく。「そのときはその……、膝ひざ枕くらいはしてあげるよ」


    　沈みがちなアナピヤの表情がようやく晴れてくる。俺は自らの頭を搔かいて、補足しておく。


    「あと、ジヴには絶対に秘密ね？　事故で乳を触ったって言っても、俺は撲ぼく殺さつされる。俺を死なせたくないなら黙っておこう。ついでに、生なま乳ちちを触られないようにブラくらいしなさい」


    　照れたようにうなずく少女の手がシャツの裾すそを弄いじっていた。よく見ると、俺の鼻血が点々と落ちたシャツの裾からは、素足が剝むきだしにされていた。凄まじい誤解を招きかねない光景だ。


    　奥からは、朝の礼拝を終えたギギナの姿が現れた。銀の瞳が俺を見て、続いてアナピヤのシャツの血けつ痕こんを見て、なんの表情も浮かべずに戸と棚だなへと向かう。


    　通りすがりにギギナの右手が新聞を机に投げすて、左手が俺の肩を叩いた。


    「漁りよう色しよく王おうの栄冠は、私から貴様に譲ゆずられた。いかに私とて、自分と十近くも年の離れた少女に手を出す勇気はとてもとても」


    「そんなの勇気と言うかっ！」


    　俺の叫びにも、ギギナは笑っていなかった。不機嫌な空気をまとった沈黙のまま、戸と棚だなへと礼拝用の毛もう[image: ]せんを収納していた。横顔には憂うれいがあった。


    　気まずくなって、俺が先に口を開くことにする。


    「昨日のユラヴィカとのことだが」


    「……次は私が勝つ」


    　ギギナが静かな決意を口にした。俺の返事も待たずに、奥の事務室へと戻っていく。


    「きっと恥ずかしいのだと思う」


    　アナピヤが、俺の左脇から言った。


    「実質、ユラヴィカに負けたことが？」


    　俺の言葉に、首と頭の両脇にある髪の房ふさを振るアナピヤ。


    「ガユスに心配されたことが、よ」


    　アナピヤに言われると、そんな気もしてくる。俺のような軟弱者に心配されるのは、ギギナのドラッケン族としての猛たけ々だけしい誇りが許さないのだろう。待てよ、よく考えると失礼な話だ。


    　俺は溜ため息いきを吐つく。鼻血もようやく止まってきたので、事務所の応接椅い子すから足を下ろす。ギギナが置いていった新聞を手にとる。


    　一面の記事はどこか遠くの国での戦争。目当ての記事を捲めくって探す。ミデストルの死は、新聞の片隅に「蒐しゆう集しゆう家か斬殺」と、場所と日時が四行だけ載っているだけだった。


    「変態の命の値段なんて安いもので、エリダナでは年中値下げ中だな」


    　自分の値段が知りたければ、死ぬことだ。世間が正確に判断してくれる。


    「問題は、ユラヴィカも野放しだということだ」


    「なにか分かったの？」


    　アナピヤが顔を寄せてくる。


    「携帯咒じゆ信しん器きで経歴を検索してみたら、ユラヴィカは賞金首の超大物だ」


    　俺はアナピヤと、そして部屋の反対側に立つギギナの問いかける顔に答える。


    「三年前に十三階かい梯てい、つまり晶しよう珪けい士しとして極めたあと、同じく十三階梯のドラッケン族でも高名な戦士を八人殺害しており、二十八人の追おつ手ても退しりぞけている。ドラッケン族の刺客相手に生き延びた三年で、どれほど強くなったかは身をもって体験させられた」


    　思い出すだけで、気分が悪くなる。携帯の情報はさらに驚くべき事実を告げる。


    「ユラヴィカの首にはドラッケン族から十億イェンもの賞金が懸かかっており、現在も上昇中。どこまで大物ですか？ってものだ」


    　アナピヤも昨日の恐怖を思い出していた。不安をなだめるように、俺は頭を軽く撫なでておく。


    「ユラヴィカが警察か賞金稼かせぎに捕まるか殺されるまでの間、しばらくエリダナを離れていたほうがいいかもしれない」


    「ラルゴンキンかパンハイマ事務所の部隊と衝突するくらいしか、あの凶戦士を止められる可能性はない」


    　奥から戻ってきた、ギギナの答えが正解だろう。


    　暗い気分を振りきるように、今日の予定を確かめに立ちあがる。壁の表を見ると、企業の取引が多くなって、予定が立てこんでいる。少し顔が綻ほころんでくると、俺を驚かせるかのように事務所の呼び鈴りんが鳴る。同時に電話も鳴りだす。


    「電話はギギナが出ろ、俺は飛びこみの客を受けるよ」


    　ギギナの返事も待たずに俺は応接室を横切り、玄関口へと向かう。扉の横の監視装置を覗のぞく。


    　事務所の前には、黒背広の男が二人立っていた。


    「ソレル氏とアシュレイ・ブフ氏に用があるのですが、扉を開けてくれませんか？」


    　小柄な肥満体の男と[image: ]やせて険しい顔をした男だった。この真夏に、背広から靴くつからネクタイまで黒一色を着ていた。


    　変な客だなと思いつつも、何重もの電子と咒じゆ式しきによる防犯装置を解除して扉を開ける。瞬間、ギギナがその場で緊急回転した音。


    「ガユス、出るな！　イアンゴが『誰かが来ても、絶対に自分か他の弁護士の到着を待て』と言って……」


    　ギギナが叫んだと同時に、扉の隙すき間まから、銀の穂先が突きだされてくる。


    　魔ま杖じよう剣けんで撥はね除のけながら、後ろへと逃げる。咒式を発動させようとすると、数字の羅ら列れつが俺の魔杖剣に絡みつく。数列は物質化して、機関部ごと俺の右手を握る巨大な五指となる。


    　巨大な手から手首が、数列から物質へと変換されていく。即座に腕から肩、部屋を圧するかのような巨大な人型が現れる。


    　重力を無視して浮遊する、鈍にび色いろの球体の体に球体の頭部。丸顔に納まった無機質の真円の目が俺を覗きこんでいた。


    　同時に監視装置の死角に隠れていた、重咒式装備の咒式士たちが突入してきた。閃せん光こうのように突きだされた槍が、巨人に代わって俺の腕を押さえる。続く十数本の長槍や剣が、俺の背や肩に振りおろされる。


    　槍や剣によって、俺は応接室の床に這はわせられた。


    　俺を拘こう束そくする魔杖剣の先端には、種々雑多な系統の拘束咒式や無力化咒式に混じって、致死性の攻性咒式までありやがった。見上げると、鋼はがね色の重装鎧よろいと兜かぶとの群れが並んでいた。なにを考えているのか窺うかがいしれない、非情な表情の群れだった。


    　攻性咒式士たちの剣槍の向こうに、小柄な肥満体と糸いと杉すぎのように細い黒背広の男たちが悠ゆう然ぜんと立っていた。


    「ギギナ、アナピヤっ、彼らに抵抗するなっ！」


    　俺の背後で屠と竜りゆう刀とうを抜ばつ刀とうしていたギギナと、俺を組み伏せる魔杖槍そうに文字通り嚙かみついていたアナピヤの動きが止まる。


    「へえ、意外と素直だな」


    　肥満した男が厚い唇くちびるを痙けい攣れんさせた。どうやらそれが男の笑みらしい。


    「私の〈護法数鬼〉に逆らうほど、愚かではないということだ」


    　[image: ]せた男の上空に、巨人が部屋を圧迫するように浮遊し、天井に影を作っていた。


    　球体に近い巨人の体を、鈍色の肌と装甲が覆っている。数法量子系咒式第五階位〈護法数鬼召法カラービヤ〉で呼びだされる、意志を持った数式。攻撃時にだけ量子定数に干かん渉しようして物体化するという、高位数法系咒じゆ式しき士しが好んで使う危険な護衛だ。


    「おまえらの力に恐れ入ったわけでもないよ。正体が分かったから反撃を止やめただけだ」


    　まるで戦争でもするかのような、重装備で統制の取れた攻性咒式士たち。手にした魔ま杖じよう剣けんはツァマト社の〈猟師カナッツァ〉系、魔杖槍そうはオルドレイク技術連合社の〈貫き手ギスカール〉系と、軍や特殊部隊にしか卸されない特殊仕様の逸いつ品ぴんばかり。


    　そして、鎧よろいや兜かぶとには、流血を厭いとわぬ覚悟を示す真紅の色で、法を意味する天てん秤びんに制裁を司つかさどる鉄てつ槌ついが交差した紋章が刻まれていた。だとすると、正体はひとつだ。


    「お偉い咒式士最高諮し問もん法院が、俺になんの用だ？」


    　俺の言葉に、肥満体と糸いと杉すぎが笑いながら手の甲を掲げる。まわりの咒式士たちと同じ、鮮血色の紋章が浮かびあがる。彼らの身分証明書だ。


    　[image: ]やせた黒背広が後ろ手に持っていたものを取りだした。今どきありえないほど古風な書類を、男が読みあげる。


    「ガユス・レヴィナ・ソレル被告の、七つの国際咒式条約抵てい触しよくと十三の咒式法違反。同ギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフ被告の、二十三の咒式法抵触と九つの魔杖剣法違反に対し、咒式士最高諮問法院から召喚状が出ている」


    　糸杉のような男が、鋼はがねの笑みを浮かべた。


    「ご同行を願えますかな？」


    



    



    　エリダナの昼下がり。信号が赤から青に変わり、人々が進む。勤め人に主婦に学生に老人。老ろう若にやく男なん女によ、種々雑多な人種が行き交う。


    　雑ざつ踏とうに混じって街角を二人の女が歩く。一人は亜あ麻ま色の髪に青い目で、気の強そうな人族の女性。もう一人はアルリアンの血が窺うかがえる尖とがった耳の女。ツァマト社の制服を着た、ロザニーとジヴーニャだった。


    　昼食に出た二人は道路を進んでいく。ロザニーは先ほどから説得にかかっていた。


    「というわけでジヴーニャ、昼休みにちょこっとでいいから人と会って」


    「だから、今日は忙しいの。食べたらすぐに会社に戻るから、意味ないって」ジヴーニャが続ける。「夜は夜でガユスが孤児の女の子を拾ってきたけど、男だから世話にも限界が……」


    　ジヴーニャの顔がそこで綻ほころぶ。優しい微ほほ笑えみだった。


    「いい子なのよ。アナピヤといって、とてもいい女の子」


    「それでもいいから昼に会って」


    　ロザニーは食い下がる。ジヴーニャは一転して呆あきれ顔になる。


    「ユピカとシエリエも誘いなさいな」


    「相手の二人のうち、私が狙っていないほうがあなた狙いなの。だからお願い」


    　ロザニーの願いに、ジヴーニャは息を吐く。ロザニーのお節せつ介かい癖ぐせは、言って止まるものでもない。それに会っておくだけでいいならと思えた。押し切られたように口を開く。


    「ここで待つわけ？」


    「そそ」


    　ロザニーが答える。二人が立ち止まったのは、エリダナの大通りの街角だった。傍かたわらにある交差点を行き交う人々は忙しそうだった。目印は背後のビルにある大看板。周囲には喫茶店やレストランも多い。男女を引きあわせる場所にしてもそれほど悪くはないが、ジヴーニャにとっては早く帰りたいだけだ。


    「時間だけど、まだ来ていない」黙っていたロザニーが会話の接つぎ穂ほを探す。「ちなみにジヴーニャの男の好みは？」


    「あなたが好きじゃないほうの男」


    　ジヴーニャが疲れたように言うと、ロザニーは満面の笑み。


    「模範解答のとおりです。で、あなたに彼氏がいることは言わないでね。男たちが冷めるから」


    「分かっていますよ」


    　降参するようにジヴーニャが手を掲げる。


    「ジヴーニャ、あなたはもう少し自分の幸せを考えたほうがいい」


    「またその話。前に言ったように私は私で幸せだから」


    　ジヴーニャの抗弁を遮るようにロザニーが左腕を掲げて腕時計を見る。


    「遅い。約束の時間から三分も経過している」


    　つぶやくロザニーの腰のあたりで音楽。女の手が急いで携帯電話を取りだす。ロザニーは相手の言い訳を聞いていた。


    「は？　場所が分からない？」


    　女の顔には渋じゆう面めん。目線でジヴーニャに謝罪をしていた。


    「では駅まで迎えに行くから、ええ、ちょっと分かりにくいから動かないでください」


    　ロザニーの手が携帯電話の受話器を塞ふさぐ。


    「そういうわけで男たちを迎えに行ってくる」


    「この程度の距離を迷うような男は信用ならないのでは？」


    　ジヴーニャの問いをロザニーは無視。相手に返事して、携帯を切る。ジヴーニャが手を振ると、ロザニーは来た道を戻っていく。駅からここまでの道をたどるとしたら、往復で六回は信号に捕まり、十五分ほどかかるだろう。


    　ジヴーニャは街角で立っていた。


    「暇？」


    　見ると、若い男が声をかけてきた。背広姿の男だった。昼下がりの勤め人が、女を口く説どきたくなったのだろう。


    「いいえ。彼氏と待ちあわせです」


    　ジヴーニャは笑顔で断る。


    「美人はどこも予約済みだね」


    　男は肩を竦すくめて去っていった。悪い男ではなかったようだ。街角で女が一人立つと、こういうこともあるだけの話だ。


    　ロザニーが決めた男二人との会食に、ジヴーニャはすでに興味をなくしていた。ロザニーは目当ての男がいるから必死だろうが、当て馬にされる彼氏持ちのジヴーニャにとっては無意味な時間だ。道で立っていると先ほどと同じことが起こるかもしれない。声をかけてくる相手にとっても無意味な時間になる。


    　手近にあった喫茶店に足が向かう。席に案内されるが、ロザニーも分かるように屋外席に向かう。日ひ除よけの屋根の下、十ほどの食卓が並び、人々が座っている。昼飯時のため、ジヴーニャの前の席が最後だった。女は椅い子すを引いて座る。引いた椅子が後ろの席に当たる。


    「あ、すいません」


    　ジヴーニャが軽く頭を下げて謝罪する。上げる。緑の目に驚き。


    「あなた、は」言葉が止まる。「クラナス？」


    　言ってしまったあと、ジヴーニャは言葉を後悔した。


    「ジヴ？」


    　相手の男も驚いていた。茶色の髪に青い目。灰色の背広に薄青のシャツに赤のネクタイ。ジヴーニャが最後に見たときより、さらに男らしくなっていた。


    「こんなところで再会か。ジヴ、久しぶりだね」


    　男は優しい笑顔をしていた。動どう揺ようするジヴーニャと違い、元恋人のクラナスは冷静だった。


    「立ちっぱなしだと他の人が変に思うよ」


    　言われてジヴーニャは周囲の奇異の視線に気づく。憤然として椅子に座る。クラナスが体を横に向けて、対話の姿勢になる。


    　この喫茶店は会社から近い。同じ会社で支店長となったクラナスと出会う確率もある。普段は互いに会わないように避けているのだが、今日は誰も望まない偶然が起こってしまった。


    　二人の間には沈黙。


    「しばらく見なかったが、より美人さんになったね」


    　クラナスが先に口を開く。


    「どうも」


    　ジヴーニャが感情をこめないように注意して続ける。


    「ああすまない。少し無ぶ遠えん慮りよだった」


    　美人という単語は、相手に性的興味を持っているかもしれないとジヴーニャが思っている、とクラナスは推測したようだ。


    「気にしすぎね」


    　女は自らの内心を確認する。クラナスとは喧けん嘩かをして別れたわけではない。愚者の日で発覚したジャベイラの工作も関係ないだろう。ただ、お互いに忙しくてすれ違っていたことが、大きな溝みぞになっただけだ。半年だけつきあって、自然消滅のように別れた。


    　嫌い、というわけではない。だけど他の感情も抱けない。なぜなら今は別の恋人がいる。ならば大人の女性として、相手を傷つけず、取り乱すことなく答えるだけだ。


    「クラナスも元気そうね」


    　ロザニーからの噂うわさではまた出世をしたそうだ。若く有能なクラナスは、営業部から支店長に出世。そして五年以内に経営に行くだろうとも言われている。


    　笑顔は爽さわやかで、どことなく影もある。単にできる男をジヴーニャは好まない。どこか弱さと複雑さを持つ男が好きなのだ。


    「そうでもない。いまだに恋人も妻もいない」


    　クラナスの言葉に裏はない。恋人や妻の不在を主張しているわけでもない。ジヴーニャは相手の態度に小さく笑う。昔の雰囲気に戻ったようで気楽になった。


    「クラナスはここでなにを？」


    「単に昼食を取っているだけだ」


    　ジヴーニャは恋人の思考の影響を受けていた。会社が近いといっても、この時期にかつての恋人と会う偶然、を信じない。


    「他ではなく、この店、この時間に来たわけは？」


    「会社で知らない部署の女性が来て、この喫茶店の割引券を営業部に置いていってくれた。正午から三時までしか使えないから、この時間、昼休みに来るしかない。同どう僚りようと来るにはちょっとおしゃれすぎる店だね」


    　クラナスは素直に答えた。ジヴーニャは屋外席を見渡す。昼食をとる女性、犬を横に侍はべらせた有ゆう閑かん階級らしき老女。制服姿の女性たち。屋外席の先、道路の向こう側、ビルの陰に求める顔があった。


    　ジヴーニャと目が合った女は、即座に逃げて雑ざつ踏とうにまぎれていった。


    「ロザニー、あなたが仕組んだことね」


    　ジヴーニャの目は同僚が消えた方向を責める。


    「なにが、というより」クラナスが続ける。「これは君の知りあいが仕組んだ再会、ということらしいね」


    　クラナスは一瞬で事態を見抜いた。ジヴーニャは察しが良い男が嫌いではない。


    「私が今の彼氏に不満を言ったから、それであなたと再び引きあわせてくれたみたい」


    「凄すごい友人だね」


    「私の意志より私の幸せを願う人なのよ。度が過ぎたお節せつ介かいだと思うけど、悪い人じゃないの。それは分かってね？」


    　ジヴーニャがロザニーを擁よう護ごしておく。クラナスは微ほほ笑えむ。


    「君は変わってないな」


    「なにが？」


    「いや」


    　珈琲コーヒーの杯を掲げて、口に含む。男は杯を食卓に戻す。


    「君のことは今でも好きだ」


    　クラナスは自然に言った。ジヴーニャは硬直していた。唐突だが聞いた人間に不自然さを感じさせない声と態度。会話とは論理ではなく空気感なのだ。だからこそ答えられない。


    「君と過ごした半年間は、俺の人生にとって最高の時間だった。恥ずかしながら、俺が自慢していた学生時代の恋愛遍へん歴れきは単なる恋愛ごっこだった」クラナスは白い歯を見せて笑う。「人を愛するということを、君に教えてもらったようなものだ。だから君には凄すごく感謝している」


    　クラナスは自然体で愛を告げた。そしてまた優しく笑う。


    「だけど、君を困らせるつもりはない。今の恋人さんとお幸せに」


    　笑みとともに、クラナスは席を立った。食卓と人々の間を、背広の背中が去っていく。


    　クラナスの姿が完全に消えてから、ジヴーニャは息を吐いた。本人も気づかなかったが、体が一年ぶりの再会に緊張していたのだ。


    　ウェイトレスが近寄り、過ぎていった。背後でクラナスの食器を片付けていた。料理にはほとんど手が付けられていない。


    　つまりジヴーニャに気を遣つかわせないために、自分から場所を移動したのだ。心遣いができすぎる男だった。そして、それを女に見せてしまうくらいには抜けているかわいさがあるように思えた。よく見ると、ウェイトレスが困って立っていた。


    　ウェイトレスの手には携帯。男物の携帯電話だった。クラナスには、携帯を時計代わりに食卓に置く癖くせがあった。そしてそれをよく忘れる癖も。


    　ジヴーニャは立ちあがる。


    「それは、私の知りあいの忘れ物です。クラナスという表示があるでしょう？」


    　確認したウェイトレスから携帯を受けとり、ジヴーニャは歩きだす。


    　注文もしていないため、喫茶店を風のように出る。会社へ向かう道路へ顔を向ける。道路には溢あふれる人々。背中や頭や顔の連なりの先に、見知った背中があった。


    　ジヴーニャは少しだけ急いで歩くことにした。


    　そう、知りあいの忘れ物を届ける。ただそれだけのことだ。


    



    



    　開け放たれた玄関から、俺とギギナが出る。


    　午後の太陽が俺の目を射す。凝こっていた肩を回し、光を避けるように背後の建物を見上げる。


    　砂岩造りの、重厚かつ威圧的な建造物。巨大な玄関の上部には、これまた大おお仰ぎような飾り文字で、エリダナ高等裁判所と彫りこまれてあった。


    「危なかったな、ガユスにギギナよ」


    　視線を戻すと、横にいる暗灰色の背広の男が渋い顔をしていた。


    「イアンゴ、持つべきものは友人だな。おかげで咒じゆ式しき士しいびりどもに、監かん獄ごくに放りこまれずに済んだ」


    　俺の感謝の言葉にも、金髪の巻き毛の男は渋い表情を崩くずさない。裁判所前の階段を下りながら、口を開いた。


    「二度とこんな弁護には立たない。おまえらの弁護はめんどうすぎて、死にそうになる」


    　三時間に渡る熱弁で崩くずれた高価な背広の襟えり元もとを直しながら、イアンゴが不平を零こぼしてきた。


    「しかし、タルフォルズが優勝するところを、おまえとベイリックに見せてやるまでは死ねないがな」


    「イアンゴは意外に欲張りだな。タルフォルズが優勝するには、無限の二乗の時間が必要だ」


    　男の渋い面つらに不ふ愉ゆ快かいの成分まで増量された。弁護士としては有能だが、熱狂的なタルフォルズ好きという一点で、イアンゴは、俺とベイリックの賭かけに負けつづけている。頭の良さとマヌケさは、矛む盾じゆんせずに両立するという好例だろう。


    「素直に感謝しておけ。私はもう行くが、証人として弁護してくれた向こうの二人にも感謝しておくべきだろうな」


    　イアンゴが手を軽く振る。振りかえると、階段の上から二人の人間が降りてくる。


    　背広に包まれた巨きよ軀くを揺らす髯ひげ面づらの壮年の男と、知覚増幅仮面ネーメンマスケで鼻び梁りようから上を覆った[image: ]そう身しんの老人。


    　ラルゴンキンと、ヤークトーだった。


    　後始末をしに裁判所へと戻っていくイアンゴの背中を見送る。必然的に、ラルゴンキンとヤークトーが、俺とギギナと並んで階段を降りることになる。


    　階段の端と端に離れて下りながら、俺は思い出したように口を開く。


    「感謝の言葉を言っておかないこともない」


    「あいかわらずだな。べつに恩に着せる気もないから安心しろ」


    　ラルゴンキンと俺は、目も合わせずに言葉を投げつけあい、裁判所前の長い階段を黙々と下りていく。


    　実際のところ、咒じゆ式しき士し市場独立保護会におけるエリダナ委員長のラルゴンキンと、評議員のヤークトーの弁護がなければ、俺の有罪は確定していただろう。〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉事件での〈餓氣焰塵虐瀑旋渦パズ・ズー〉と〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の咒式、そして〈古き巨人エノルム〉事件での数々の大規模破壊咒式の使用が大問題となっていたのだ。


    　前者の事件ではラズエル社員と訪問客、百二十五名を、そして後者の事件では客船に乗っていたダリオネートと同盟側企業の大物を救うための緊急手段であるとラルゴンキンが主張し、ヤークトーが延々と起訴の不備の穴をつつきまくったのだ。


    　査さ問もん官かんたちは渋い顔をした。だが、最終的には功こう罪ざい相そう殺さいで一時保留という判決を出さざるをえなかった。ラズエル社のカルプルニアやダリオネートの会社も、評決を甘くするべく助力してくれたようだ。


    　政財界の大物たちの掩えん護ごは、俺が例の事件の裏側をブチ撒まけるのを危き惧ぐしてのことだろうから、そちらにはまったく感謝しない。


    　もちろん、枢すう機き卿けい長ちよう事件での、〈髑翁腐界瘍触雲アシタルテ〉と〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の使用まで露ろ顕けんしていたら、無罪放免などありえなかっただろう。法廷と同様に、階段を下りていく俺とギギナは沈黙していた。


    「今回はこれだけで済んだが、気をつけろ」


    　ラルゴンキンの言葉が重さを増していた。


    「分かっているよ、次からはバレないようにやるよ」


    　足取りも軽い俺の言葉に、ヤークトーが首を振る。


    「分かっていませんね。十三階かい梯ていとなったあなたとギギナは、エリダナ、いやエリウス郡全体の、名前を売りたい攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの標的になったのです」


    　ヤークトーの言葉に、俺とギギナが耳を傾ける。


    「ラルゴンキンは組織が大きすぎて狙えず、緋ひのパンハイマ、あの〈荊けい刺しの女王〉に敵対する無む謀ぼうな者はいません。そして、イムホテプにいたっては〈魔術師〉や〈隠者〉の異名の通り、居場所すら摑つかめません。それこそ大物の賞金首のように出会うことがまず困難であるのです」


    　表情が読みとれない知覚増幅仮面ネーメンマスケの下の唇くちびるから、静かな指摘が続く。


    「これらの事実から、あなたたちを倒しやすい獲物と考える愚か者が増えるのは、当然の論理的帰き結けつなのです」


    　たしかに、三日前の咒式士たちも、俺たちだと分かった途端に、交渉を拒否して狙ってきた。半分はギギナの挑発が原因だが。


    「ガユスを責めるな」


    　ギギナが憮ぶ然ぜんとした表情をして言い放ち、俺の自制心は一秒以下で崩ほう壊かいした。


    「おまえのバカの居合抜きには恐れ入るよ。『なにいっ！　バカを放つ瞬間が見えないだとっ!?』と驚いていいか？」


    　俺とギギナは険悪な視線を交わしつつ、階段を下っていく。


    「今回のことも、法院へ直接密告したものがいるらしいのですよ」


    　俺が足を止めると、ヤークトーとラルゴンキンの足も止まっていた。


    「誰かに恨うらみを買った覚えは、と聞かれても、心当たりが多いでしょう。私からはお気をつけなさいとしか言えません」


    　ヤークトーの指摘は重かった。ラルゴンキンの栗色の瞳が疑問を宿していた。


    「もしかすると、その肩の傷も、攻性咒式士に狙われたのか？」


    　さすがにラルゴンキンだ。治療したが、完治していない負傷を庇かばう俺の微妙な変化を見破ったのだろう。


    「つい先日、超ちよう弩ど級きゆうの変質者に狙われた。これは一対一の決闘に付きあわない俺に、隣の流血嗜し好こう病患者がやった、最悪の同士討ちだ」


    「眼め鏡がね類低能科ガユス属。糞ふん尿にようを主食とし、よく死ぬ。俗に食糞族と呼称される珍獣には、剣士の誇りなど分からない」


    「変態目もく無能科ギギナ属。鮮血を主食とし、基本的に存在が違法。そんな生物の誇りなど知るかよ」


    　すでに視線も合わさない、俺とギギナの言葉の剣が飛び交う。


    「本当に、どうしておまえたちは組んでいるのだ？」


    　ラルゴンキンの顔は、これ以上ないくらい呆あきれかえっている。俺もその問題を検討しないといけないような気がする。相棒に刃を向けられるなど、やはり異常な関係だ。


    　知覚仮面で顔を覆おおったヤークトーだけが、無表情のままで口を開く。


    「そして、ついでにこの老人からの忠告です。あなたのところで預かっている少女も、早く公的機関に預けなさい」


    　俺の足が止まる。目はヤークトーの知覚増幅仮面ネーメンマスケを睨にらみつける。いっさい見えない表情が憎たらしい。


    「あなたとギギナが、厄介ごとに関わると、加速度的に事態が悪くなる確率が高いのです。聞いたかぎりの事例から算出した私の統計では、実に七四・二四％もの高確率です。私が知らない場面を入れるならば、この数字はさらに跳ね上がるかと思いますが？」


    「おまえはホートンかよ」


    　言いかえしながらも、正論だと分かっていた。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しや〈長命竜アルター〉に狙われていた少女が、幸運の女神だと思うほど、俺も能天気ではない。だからといって、見捨てられるかっ！」


    　俺の激しい舌ぜつ鋒ぽうに、ヤークトーとラルゴンキンが驚いていた。ギギナも、そして俺自身も驚いていた。俺って、こんなに善人で熱かったのか？


    　なにか恥ずかしくなった。急速に感情を冷却して、言いわけしてみる。


    「ま、その、なんだ。身内が見つかるまでの一時預かりだ」


    「善行を照れるな。おまえが真っ当な咒式士の道へと更生しているのを、私は責めない」


    　ラルゴンキンの顔と言葉に訓示めいたものを感じて、俺は不ふ愉ゆ快かいだった。


    「だから違うって」


    　それ以上説明するのもめんどうくさいので、俺はまた階段を下りだす。すぐに道路に面した歩道に到着して別れる。駐車場に向かおうとした巨体が振りかえった。


    「とにかく気をつけろ。先ほどヤークトーが言ったことは、一面の真実をついている。悪いことは、最初に叩いておかないと拡大する一方だ」


    「心配は迷惑だ。年寄り臭い忠告なら、厄やつ介かいごとに喜んで嵌はまっていくギギナに言え」俺は反射的に出た言葉を、すぐに後悔した。「いや、俺はこういう言いかたしかできないんだ。本当は感謝している」


    　俺の謝罪になってない謝罪に、ラルゴンキンが太い笑みを浮かべる。


    「初夏の借りを返しただけだ。ランドック人は義理堅いのだ」


    　たしかに、最強の戦士の座を争うとされるランドック人とドラッケン族だが、前者は異常に義理堅い。戦場で死体が判別できないほど破壊されていても、前向きに倒れて死んでいるのがドラッケン族、仲間を庇かばって死んでいるのがランドック人と判別して間違いない。


    　俺が黙っていると、ラルゴンキンの笑みに、悪戯いたずらめいた成分が一匙さじだけ加えられた。


    「そうだな。感謝しているなら、ラルゴンキン事務所に入ってくれ。私も最近、腰痛になってきているし、新規で攻性咒式士を何人か採ったが、どうにも単純なやつが多くてな。性格の悪い使い手が欲しい」


    「俺を勧誘するのか、バカにしたいのか、はっきりしろよな」


    　溜ため息いき混じりの俺の返事に、ラルゴンキンの笑みも大きくなる。


    「では、またどこかで会おう」


    「再会はどこかの戦場だ。俺はギギナではないからな、後ろから咒じゆ式しき攻撃してやる」


    「おまえの小便咒式が私の重じゆう装そう甲こうに効くとは思えないが」


    「どうかな？　おまえを倒す咒式くらいは用意していると思わないか？」


    　互いの軽口の応おう酬しゆう。ヤークトーの仮面にある下の唇くちびるが、呆あきれたように引きむすばれていたのに気づいた。バカ臭くなってきて舌の矛ほこを収める。


    「ま、楽しみにしているよ」


    　ラルゴンキンが小山のような体を反転させた。そしてヤークトーを引き連れて去っていった。


    　俺は魔ま杖じよう剣けんの柄つかを握りながら、広い背中を見送っていた。右手の感触で重要なことを思い出した。


    「ラルッ……」


    　俺の呼びかけに、巨漢が振り返った。


    「なんだ？　決心が変わったか？」


    　ラルゴンキンの象のように優しい瞳が向けられ、咄とつ嗟さに俺は返せなかった。不自然な数瞬が経過し、乾いた唇にいつもの調子が戻る。


    「ラルゴンキン、噂うわさだと、腰痛には首吊り自殺がいいらしいぞ」


    　言われたラルゴンキンは豪快に笑い、片手をあげて再び去っていった。ギギナが俺の思考を読んだのか、無言のままで鷹おう揚ようにうなずく。


    　俺は、右人差し指に嵌はまった指輪、〈宙界の瞳〉のことを聞きたかったのだ。皇国全土の咒式士に知られたラルゴンキンや、古こ今こんの咒式の生き字引たるヤークトーなら、指輪の正体までは分からなくても、最善策を示してくれるだろう。


    　だが、かつてはアムプーラやヤナン・ガラン、今もムブロフスカとかいう〈長命竜アルター〉まで狙っている危険極きわまりないものに、ラルゴンキンや部下の連中を巻きこみたくはなかったのだ。


    　俺にできることは、こんな小さなことくらいしかない。ラルゴンキンとヤークトーの背中が、角を曲がって消えていくのを見届け、俺とギギナも背を向けて歩きだす。


    　自分の言動を不思議に思いながらも、裁判所前の道路を進む。足は駐車場に入る。強制収容された車の場所を探すと、並んだ車の間に見慣れた車体。鉄板が歪ゆがんだ事務所のヴァンの姿があった。


    　車の手前に向かうと、裁判所の裏口から音。続いて扉が開かれた。攻性咒式士たちが現れ、軍ぐん靴かの響き。


    　武装査さ問もん官かんたちが、魔杖剣や重装鎧よろいの音をたてて整然と進んでいく。扉の前に、二列の銀の全身甲かつ冑ちゆうの群れが並び、陽光を撥はね返した槍の穂先を立てはじめる。


    　扉の奥から出てきた人物に対し、咒式査問官たちが魔杖剣と魔杖槍そうを掲げる。穂先に付けられた真紅の天てん秤びんと鉄てつ槌ついの飾り旗が風になびく。


    　旗と咒じゆ式しき士したちの列の間を歩いていく、黒背広の二人と浮遊する巨人。


    　肥満体の中級咒式査さ問もん官かんグィデトが俺たちを発見し、口くち惜おしげな表情を浮かべる。鎧よろいの列から外れて、芋いも虫むしのような指先を突きつけてくる。


    「おまえら、これで済んだと思うなよ？」


    「やめろグィデト。おまえの証拠追及の不ふ手て際ぎわが招いたことだ。これは新人査問官としても失点だ」


    　浮遊する巨人〈護法数鬼〉を引きつれた[image: ]そう身しんの男の静かな声。グィデトが情けない顔をする。


    グィデトより一歩踏みだした長身の男が、上級咒式査問官ダズルク。査問会で俺たちを苦しめた張本人だった。


    　グィデトが、それでも俺たちへと怒りに満ちた視線を向けてくる。


    「おまえらのような雑ざ魚こなど十日後の再審問で片をつける。我らは、もっと重大な獲物の情報が入って……」


    「グィデト、口が軽すぎるぞ」


    　ダズルクの声に、肥満体が雷に打たれたように背を伸ばす。どうやら、禁きん忌き咒式を使った俺たちがついでになるような、よほどの重大事件を追うことになったらしい。


    　俺にとって意味はないが、ヴィネルに教えてやれば、情報代の代わりになるかもしれない。


    「私としても気が進まないが、別口の仕事があるのでな。これで失礼させてもらおう」ダズルクが陰惨な笑みを浮かべる。「十日後の再審問を楽しみにしていたまえ」


    　陰険な笑顔だった。


    「大昔のトリトメスやギルフォイルのようになりたくなければ、おとなしくしていろ」


    　空中の護衛を引きつれて去っていく長い背中を、グィデトが慌あわてて追っていく。グィデトは途中で振りかえった。


    「エリダナで見つけたら、軽い咒式法違反でも捕まえてやるからな」


    　言いすて、またダズルクを追った。


    　重じゆう積せき層そう鎧を着こみ、剣や槍を手に提げた咒式査問官たちが、なにごともなかったかのように上官たちに続いていく。鋼はがね色の背中が、緋ひ色いろの風景のなかに遠ざかっていく。


    　俺は止めていた呼吸を吐く。ギギナも、腰の屠と竜りゆう刀とうの柄つかに伸ばしていた右手を戻す。


    「正直、あいつらとはやりあいたくないな」


    　咒式査問官たちは、完全装備の高位咒式士で構成される。さらに精神同調で一いつ糸し乱れぬ完璧な統制で動く。


    　禁じられた精神咒式に近いものを、禁じた当人たちが使っている。その集団戦闘力は咒式化軍隊なみであるとされる。高位数法咒式士たるダズルクと、指揮された査問官たちの数の力を甘くみるほど、俺は楽天的ではない。


    　在ざい野やの攻性咒式士たちがもっとも恐れる存在が、彼ら武装咒式査問官だ。逆らえば、いっさいの痕こん跡せきも残さずに地上から消失することになる。


    「ガユス、ギギナっ！」


    　元気の塊かたまりといった声が響く。視線で声の方向を見ると、駐車場の奥から走ってくる少女、アナピヤの姿があった。


    「走るなって、こけるぞ」と言った瞬間にこけた。かなりの痛さらしく、アナピヤは大地で奇妙に震えていた。


    「アナピヤは、正統派の寸すん劇げきをするなぁ。意外と古典好き？」


    　近寄った俺が助け起こしてやると、アナピヤが顔の造ぞう作さくを中央に集めて、泣きそうになるのを堪こらえていた。擦すりむいた膝ひざに血が滲にじんでいた。


    「ああ噓うそだ噓。大丈夫か？　治ち癒ゆ咒じゆ式しきがいるか？」


    「だ、大丈夫くない。だけど、ガユスの意地悪には慣れた」


    　アナピヤが怒ったように睨にらみつけてくるが、吊り上がった眉が心配に曇る。


    「それよりガユスとギギナは大丈夫だったの？」


    　俺とギギナがゆっくりと顔を見合せ、小さく笑った。回転する万まん華げ鏡きようのように感情と表情が変化するアナピヤが、おもしろかったのかもしれない。


    　この感情がなにかは分からない。右手をアナピヤの髪の毛に差しこんで、搔かきまわしてみた。猫のように喉のどを鳴らして不満を表明するアナピヤが、ついに腕に嚙かみつこうとしてくるのを後ろに下がって避ける。


    「大丈夫だ。今のところはね」


    　査さ問もん官かんのことなど、一時棚たな上あげしよう。ジヴやアナピヤの前では元気な演技をしていたい。


    「社会見学に行こうか」


    



    



    「ギギナ、退屈だから死ね」


    「暑いから、ガユスこそ死ね」


    　俺とギギナがいつものくだらない言葉を投げあっていた。


    　夕暮れに染められたヌムトゥス通り。角の喫茶店の外にある席に俺が座り、手元の本の頁ページを捲めくっていた。目は文字を追ってはいない。倍率を増幅した知覚眼鏡クルークブリレで、建物の入り口を監視していた。


    　左隣のギギナは、日ひ傘がさの席に寝ている。仰あお向むけの顔に、開いた本を乗せていやがった。ギギナがやると、エリダナが優雅な避暑地に見えてくるから怖い。


    「しかしこれだけ暑いと、法律を守れる自信がない」


    「暑さで法の遵じゆん守しゆできるかどうか決まるってのは、かなり怖いぞ」


    　外見で優雅に見えても、北方生まれのギギナは暑さを嫌う。いい季節だ。


    　携帯が鳴る。通信文を一いち瞥べつしてすぐに削さく除じよする。目を背後に向けると、アナピヤが木箱に座って、足をぷらぷらと揺らしていた。


    「もしかしなくても、退屈？」


    「退屈じゃないよ」


    　言葉とは裏腹に、足が小さく振られて退屈を主張していた。


    「先に帰っていてもいいよ。前みたいに変態が来る可能性もある」


    「ううん」


    　流れとはいえ、ついてきているから文句も言えず、でも側そばにいたいという感じだった。


    　アナピヤの海色の瞳を覗のぞきこむと、構って構って光線が放射されている。願いは分かるのだが、視線を前方に戻して仕事に戻る。


    　浮気した妻を殺して逃げた咒じゆ式しき士しの張りこみをしているのだが、どうにも現れやがらない。今日は病気の子供の誕生日だから、賞金首の父親が現れるかもと思ったが、そんな人情噺ばなしは、石器時代あたりで廃すたれたらしい。


    　かなりの時間が経過しているが、店の入り口に立つウェイトレスに水を注文する。憮ぶ然ぜんとした顔のウェイトレスは無視したが、金色の髪のほうが反応して動きだす。


    　盆を運んできたウェイトレスが転んでしまい、強化ガラスの杯は割れなかったが、水がブチ撒まけられる。


    「すみません」


    　ウェイトレスが跪ひざまずいて床を拭ふきはじめる。俺は右手を伸ばし、拾った盆と杯を渡してやる。


    「どうもありがとうございます」


    　ウェイトレスが顔を上げて微ほほ笑えむ。その整った顔の額ひたいに識別紋章が刻まれていたが、なんとなく微笑みかえしてしまう。識別紋章の意味は、蛋たん白ぱく質しつで作られた体に、人造人格を乗せた〈擬人クンスツ〉を見分けるためだ。つまり、俺の態度は人形に愛想笑いをしているようなものだ。


    　最近街中で〈擬人クンスツ〉を見かけることが多くなってきた。そんな人工人格の微笑みが去っていくのに腹が立って、ギギナへと視線を戻す。顔を覆った本の題名が『四九七年度版、夏の新色家具』であることも腹が立つ。


    　それでも顔を前方に向かわせ、建物を見張ることに戻る。なにも起こらない。なにも起こらない。


    　また携帯が鳴り、通信文を一目見てすぐに削さく除じよする。重い溜ため息いきが漏もれる。


    　初夏の〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉事件で有名になって以来好転していた、事務所経理が逆戻りしていた。咒式士最高諮し問もん法院に召喚された一件で、企業から契約解除の通達がさっきから相次いでいるわけだ、と思っている間にも、また一件の契約解除通達が来やがった。


    　たしかに、法院に目を付けられるような咒式士を雇っては、企業も風ふう聞ぶんが悪いだろう。でも、一社くらいは、不思議な理由で俺たちを雇わないかな？


    　八九年式のモスゴートみたいな高級車のお出迎えに、一日二時間労働で咒式医師なみの超高給。美人秘書がついて、昼下がりの情事を楽しむ。


    　びっくりするくらい典型的な、ダメ男の妄もう想そうだ。一生叶うか、こんな誇大妄想。


    　かといって、つい手を出してしまった手形決済の期限を考えると胃が痛くなる。せっかく担保抵当から抜けだした、事務所建物や咒式装備一式を、また担保に入れないといけないのかもしれない。しかし、ロルカに頭を下げるのは嫌だ。だけど二度の手形不渡りを出したら倒産が待っている。


    　本の下から、ギギナの気けだるい声が響く。


    「憂ゆう鬱うつか？」


    「どちらかといえば陰いん鬱うつだな」


    　事態を正確に表現する自らの声。


    「咒じゆ式しき査さ問もん官かんに追われているから、手元の本で調べてみた。トリトメス事件やギルフォイル事件が俺たちの気を重くしてくれるよ」


    　俺は文字を述べていく。


    「四十年ほど前、ラペトデス七都市同盟の辺境に、トリトメスという咒式博士がいた。六十年以上も前に死んだ咒式士の名を冠した〈ベギンレイムの尻しり尾お〉と呼ばれる、禁きん忌きの咒式の研究を専門とする咒式研究者集団の一人で、秘密裏に人体実験をしていたらしい」俺は笑うしかない。「トリトメスの人体生成という実験が露ろ顕けんし、各咒式士協会合同の咒式武装査問官の誅ちゆう戮りくを受けた。トリトメスも禁忌の咒式をもって対抗して、小規模ながら戦争状態が起こったが、本人はもちろん、助手に出資者に出入り業者、研究所に理論組成式に実験体と、そのすべてが徹底的に根絶された」


    　楽しいことからもっとも遠い事実で締めくくる。


    「現在、研究所跡には擂すり鉢ばち状の穴が開いているだけ。トリトメスの死体も灰にしてブチ撒まかれ、墓標を残すことすら許されなかったそうだ。二十年前のギルフォイル博士は精神咒式を研究していたという違いはあるのだが、トリトメスと同じく悲ひ惨さんな死にざまだったらしい」


    「咒式査問官に追われている自分たちの末路かも、と想像するとやりきれないな」


    　ギギナが苦笑する。俺としては、今考えても仕方ない。


    　視線を建物に固定したまま携帯咒じゆ信しん機きを取り出し、ジヴの番号を呼びだす。


    　会社は終わっているはずだが、いくら呼びだしても返事がない。留守電の二回目に「今夜自宅に行くよ」とだけ入れる。しかしジヴはなにをしているのだ？　少し拗すねつつ俺は携帯を腰に戻し、今日何十回目かの溜ため息いきを吐ついた。


    　凄すごいよガユス君。八方塞ふさがりどころか、天と地も漏もれなく塞がれているね。前世で世界を滅ぼした邪悪な魔王とかでないと、ちょっと説明できないほどの不幸の山盛りだ。


    　隣で優雅に座っていやがる、俺の災さい厄やくの原因を眺めてしまう。


    「おまえも少しは仕事に参加しろよ。そういう態度を装うだけでもいいから」


    「貴様がとってきた仕事だ。責任を持ってやれ」


    　本の下から、ギギナの返答。声には力がこもっていない。


    「北方のドラッケン族には、夏の暑しよ気きが堪こたえる」


    「ギギナが弱るから俺は夏が好きだよ」


    　俺は戯たわ言ごとを並べていく。


    「詩人気取りのクソったれジグムント・ヴァーレンハイトが、一つだけ正しい名言を残した。『この世に不滅の友情が一つだけある。怠たい惰だと無能と貧困は、決して互いを裏切らない無二の親友たちである』という言葉だ」


    「ジグムントはまだ世界を分かっていないな。怠惰と無能と貧困と、それにガユスを足して、箴しん言げんは完璧になるというのに」


    　ギギナは相変わらず気のない返答をしてくる。


    「おまえ、労働の尊さを……」なんだかすべてがどーでもよくなってきた。「もう止やめだ。捕まえても、たかが知れている賞金だし。夜まで張りこむ時給を考えると、哀しくなってくる」


    「あとは、他の元気な咒じゆ式しき士しに任せるべきだな」


    　指先で顔に載せられた本を取り上げてギギナが賛同し、立ちあがっていく。俺も腰を上げて、擬人クンスツではなく人間のウェイトレスを呼んで、勘かん定じようを払うことにする。


    　携帯に残金がないので、硬貨で払うことにする。長なが逗とう留りゆうの俺にウェイトレスがいかにも不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。疑似人格を持つ人形が流行はやるわけだ。


    　渋い顔をしているウェイトレスの頭越し、角の向こうに男が見えた。標的の賞金首だ。


    「アナピヤ、そこで待っていろよ」


    　傍かたわらにいたアナピヤへと言いつけるのと同時に、ギギナに目線で指示を出す。


    　ウェイトレスの脇を通りぬける俺を、疾風となったギギナが駆けぬけていく。腰から引きぬいた柄つかを、背中の刃に連結。突進してくるギギナに賞金首が気づき、魔ま杖じよう剣けんの柄に手を伸ばす。


    　ギギナの背中から屠と竜りゆう刀とうが放たれ、咒式士の肩口に激突する寸前。横手から生まれた褐色の激流が、賞金首に絡みつき、空中へ跳ねあがっていく。相手を見失ったガナサイト重咒合金の刃が、轟音とともに石いし畳だたみに深く吸いこまれていた。


    　俺とギギナの瞳が、夕暮れに放物線を描く咒式士を追うと、背中から歩道の石畳に落下。くぐもった呻うめき声をあげたと同時に、賞金首の体に巨大な物体が乗りあげる。


    　削げた頰ほおまで蒼白にしている賞金首の上に、幌ほろなしの赤い大型車が乗っかっていた。


    　賞金首が死ぬかどうかより、上に乗っている八九年式モスゴートって、俺の夢の高級車だよなとか思っていた。


    　意識を戻す。賞金首を拘こう束そくしたのが、生体生成系咒式第二階位〈蔦葛縛タツク〉ということは……。


    運転席へと視線を上げていく。


    「よし、通りすがりに賞金首捕まえるとは、俺って幸運すぎって、あれ？」


    　運転席で操縦環ハンドルを握っていたのは、耳に銀環をならべたアルリアン人。ラルゴンキン咒式士事務所の華か剣けん士しイーギーと、俺たちの目が出会う。


    「うわ、ドラッケンと赤髪。低能と貧乏が移らないように、ルップフェット！」


    　アルリアン人のおまじないとやらを、蔦つたを生はやした魔杖剣の先で印を切りやがった。考えるのも嫌だが、イーギーがいるということは……。


    「あらん、奇遇ね。ガユスとは、運命の血ち塗まみれワイヤで結ばれているのを感じるね」


    　助手席から身を乗りだす女がいた。遮しや光こう眼め鏡がねをかけ、派手な濃紺のドレスに身を包んだ栗色の髪の女。同じく、ラルゴンキン事務所の光こう幻げん士しジャベイラだった。


    　俺とギギナ、イーギーとジャベイラの二組が路上で睨にらみあう。ギギナは敵てき愾がい心しんから、俺は高級車に対する劣等感で。


    　貧しさって人を卑屈にさせるなぁ、と考えていることがギギナにバレたら殺されるな。とにかく真剣な顔をしておこう。


    　交通事故かと思って、周囲の人間が遠巻きに眺めている状態が目に入った。携帯から警察に通報しているお節せつ介かいな善人は、ここにもいるようだ。


    　俺の左脇の指定席から、アナピヤが顔を出してきた。交通事故に心配になって追ってきたらしい。


    「それが例のガユスの隠し子っ？」


    　ジャベイラが鬼の表情で車から飛び降りる。反動で下がった車体の下で、賞金首は蛙かえるがつぶれる時の声を出す。男は泡あわと涎よだれを吐いて失神した。


    「ちょっとガユス、俺様に断りもなく、どこの誰と子供を作ったのぢゃ!?　ジヴか、ジヴなのかっ!?　あの女、意外に油断も隙すきもないっ!?」


    　ジャベイラが大股で詰めよってくる。夏にしても派手すぎなシャツのイーギーも、渋々と後に続いてきた。


    「あの人たち、誰ですか？」


    　不安げに問いかけてくるアナピヤを、俺の背後に隠す。変態に触れさせては教育に悪い。


    「ああ、あれは、今どき不思議ちゃん気どりな女とちんぴらアルリアン。失明するから正面からは見ないように。建物の窓ガラスを利用して間接的に見るんだ」


    「誰が変態女だ。それより、その子の母親は誰ったら誰っ!?」


    　魔ま杖じよう刺し突とつ剣けんを抜きかねない勢いのジャベイラに対し、俺も脳内で組成式を紡ぐ。厄やつ介かいな光学系咒じゆ式しきの使い手だが、前々から対応策は考えている。


    「落ちつけジャベイラ。それは性しよう悪わる眼め鏡がねと腐くされドラッケンが拾った子だって、ラルゴンキンの親父と俺が説明しただろうが？」


    　光学咒式を紡ぎはじめたジャベイラの柄つか頭がしらを、イーギーが押さえる。


    「よく考えろって。あの年の子が育つには、ガユスの種たね蒔まきは十歳ほどになるぞ？」


    「イーギーこそよく考えて、相手はガユスよっ？」


    　ジャベイラの真正面からの瞳に、イーギーが銀の環わが並んだ長い耳を動かし、思考に沈む。結論と責めるような目を、俺へと向けてきた。


    「おまえ、子供時代から女の敵だ！」


    　子供時代の俺の、貞てい操そう観念まで否定するなよ。記憶に一部不備があるけど……。


    「この子は……」アホを相手にして疲労してきた。アナピヤへと目を向けて問いかける。「社会勉強だ、変態とバカにも負けずに、自分で自己紹介できるか？」


    「あ、うん。あたしアナピヤと言いますっ。よろしくお願いしますっ！」


    　俺の背中から飛び出たアナピヤが、頭を元気良く下げて挨あい拶さつし、二ふた房ふさの髪が跳ねる。すると、攻性咒式士三人が顔を見合わせて、大きくうなずく。


    「な？　この素直さと礼儀正しさは、遺伝学的にガユスの子ではありえないだろ？」


    「こうまで科学的な証拠があるなら、いくら私でも納得するしかないね」


    「それには私も同意する」


    「三年組んでいるけど、あえて問う。おまえ本当は敵だろ？」


    　ギギナが答えないのが怖い。俺は本題に戻る。


    「それより脳不足二人組、俺たちが狙っていた賞金首を、横から取っていくなよ」八九年式モスゴートの車体の下で土つち気け色いろになっている咒じゆ式しき士しの顔を踏みながら、言葉を投げる。「というわけで、これはもらっていく」


    　俺の言葉を受けて、イーギーが薄ら笑いを浮かべる。


    「どこの業界でもやったもの勝ち。たとえるなら、マヌケはうたた寝しているうちにジジイになーる」


    　イーギーの嘲ちよう弄ろうに、ギギナが一歩を踏みだす。


    「またアルリアンか。使わない頭が邪魔そうだから、長耳ごと斬ってやろう」


    「へえ、歩く理り不ふ尽じんのドラッケン族が、俺に喧けん嘩かを売るの？　おもしれえ冗談でつまらねえ遺ゆい言ごんだな」


    　犬猿の仲のイーギーとギギナが、同時に手を閃ひらめかせる。ギギナが屠と竜りゆう刀とうを下段に構え、イーギーが両手を交差させて双剣を構える。


    　エリダナに名高い両剣士が戦闘態勢に入り、石いし畳だたみの上で対たい峙じしていた。闘争寸前の雰囲気に、周囲の人間が怯えたように通りから離れていった。


    　人前で魔ま杖じよう剣けんを抜いて喧嘩とは、訴そ訟しようされている俺を巻きこんで、監かん獄ごくに送りこみたいのか？　そういう遠回しな嫌がらせか？


    　アホぞろいの難局を乗りきる、魔法の言葉が俺の脳裏に閃く。


    「あ、ジヴ」


    　俺の言葉とともに、ジャベイラとイーギーが物もの凄すごい勢いで背後を振りかえる。エリダナでも指折りの咒式士のはずの二人の顔が、蒼白になっていた。


    　魔杖剣に手をかけて、周囲に恐怖の視線を向ける二人の咒式士に、通行人が怪け訝げんな顔を返していた。アナピヤも、呆あつ気けに取られたような顔で二人の奇行を眺めていた。


    「噓うそだよん」


    　俺の言葉に、ジャベイラとイーギーは、怒るよりも安あん堵どの息を吐いていた。


    　やはり、誰もがジヴのあの罰ばつによる精神的外傷からは回復していないようだ。俺も思い出すだけで気が重い。ギギナも記憶を拒否するように遠い目をしていた。


    　沈黙。全員の気勢が殺そがれ、争う空気ではなくなった。


    「もういいや、こんなショボい賞金首は、小銭に飢うえまくっているおまえらにやるよ」


    「なぜか腹立つな。もらうけど」


    　俺は踏んでいた賞金首の襟えり首くびを摑つかむ。全身の力で車体の下から引きぬく。タイヤが大地に戻る音。


    「おい、ギギナ。帰るぞ」


    　俺が言うと、ギギナは屠と竜りゆう刀とうを背中へと戻す。賞金首を引きずる俺の背中で、ギギナとイーギーの視線を遮ってヴァンへと誘導する。ジャベイラのほうは、イーギーの尻を触るという性的嫌がらせで、車へと追いたてていたが。


    　ようやくギギナとイーギーの扱いかたが分かってきた。ようするに、犬の喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいと同じ要領だ。この手のアホの扱いが、上う手まくならざるをえない自分が悲しい。


    　アナピヤは、去っていくイーギーに向かって、律りち儀ぎに体ごと頭を下げる。そして、ギギナの背中を追ってヴァンに飛び乗っていく。


    「うーん、どこかあの子は気になるのう」


    　いつの間にか、ジャベイラが俺の傍かたわらに立っていた。素速い動きだった。


    「ジャベイラ、まさか、あんな少女も性の嗜し好こう範囲か？」


    　俺が身を離すと、手を振って否定する。


    「違うって。私は男一筋だ。ま、男の人格になった場合は、同性愛になっているようだけど。あ、これは秘密の裏設定ね」


    「なにが裏設定だ。いますぐ記憶から消したい秘密だ」


    「とにかく、あの子からは私と同じ、どこか不自然なものを感じる」


    　顎あごの下に手を当てる中年男の所しよ作さが、堂に入っているのが怖い。


    「おまえと一いつ緒しよにするなよ」


    　首を傾かしげる変態女を放って、俺は失神している賞金首を引きずりながらヴァンへと向かう。賞金首を後部座席に投げこんで、続いて俺も乗りこむ。自然に俺の膝ひざに乗ってこようとするアナピヤを止める。


    「なぜ拒否するの？」


    「そちらこそ、なぜ膝に乗せてもらえると思った？」


    　正論を吐いて、少女を後部座席に押しこみ、発車させる。


    　後ろには、去っていくモスゴートの後部が見えた。見てろよ、いつか買ってやる。


    　いつか、だけど。


    



    



    　街並みを駆けぬけ、ヴァンは走る。後部座席で気絶して完全拘束されている賞金首を換金するために、警察署へと向かっていく。


    「楽しかった」


    　気絶した賞金首の上で跳ねながら、アナピヤが笑っていた。


    「そうか？」


    「うん、楽しかった。子供のときに友だちと遊んでいるみたいで。ガユスもお父さんみたいに庇かばってくれて嬉うれしかった」


    　アナピヤの笑顔を理解できずに、俺は前へと頭を戻す。車は街を走っていく。


    「あれが友人だとしたら、俺は友人なんかいらないな」


    「珍しく同感だ」


    　俺とギギナの意見が一致した。車はひたすらエリダナの街を北上していく。不味まずいと大評判のパン屋の角を曲がったところで、ヴァンを急停止させる。全員が前に体勢を崩くずし、戻る。ギギナが車の屋根を摑つかんでいた。


    「貴様は運転手もまともに勤まらないのか？」


    「いいから黙っていろ！　一人独裁制国家！」


    　ギギナの不平に軽く返して、後部座席で驚き顔をしているアナピヤへと振りかえる。


    「アナピヤ、先ほどの友人と遊んだという言葉は、過去の、コルッペン一座に拾われる前の記憶ではないか？」


    　俺の問いに、アナピヤの目が大きく見開かれていく。


    「そう、そうだ！」


    　アナピヤの青い目は、俺たちを見ておらず、自分の過去を見ていた。


    「村には、あたしと同じくらいのみんながいて、お父さんがいた。とっても優しくて、あたしを『架け橋』って呼んでいた」


    「村の場所や名前を思い出せるか？」


    　零こぼれようとするものを探すかのように、かわいらしい額ひたいをしかめ、アナピヤが思考に没頭。


    「ダメ、名前までは……」


    「ならば、どんな感じの建物があったとか、周りの景色などを思い出せないか？」


    　少女の青い眼が左上に向けられ、過去の場所を探していた。


    「いつも川で遊んでいて、村には石壁があって、そう、教会には鐘があって屋根には十字印があって……」アナピヤが小さな両手を使って、山を表わす。「そうだ、その向こうに山があって、緑の山が二つ重なっているの！」


    「他になにか分かるか？」


    　アナピヤは再び思考に戻る。しかし、最後には首を左右に振って、それ以上は無理だということを示した。


    「鐘と十字印、十字教会がある村か。地形と位置関係からヴィネルに調べさせれば、分かるかもしれないな」


    　車を発車させながら、俺は情報屋のヴィネルへと情報を送っていく。もちろんさすがのヴィネルも難色を示すほど難しい調査だったが、料金を上乗せして強引に依頼する。


    「これで一段落だな」


    　助手席でギギナが長い息を吐く。俺も答える。


    「そうだな。では、今日はギギナがアナピヤ当番ということで」


    　渋い顔をしているギギナをアナピヤが見つめ、首を左右に振る。


    「仕方ないな」少女の唇くちびるからは長い息。「ギギナで妥協しておくか」


    　ギギナが絶句した。ギギナの人生において、女性に言われたことがない台詞せりふだったのだろう。ドラッケン族の眉み間けんには皺しわが寄っていた。


    「アナピヤよ、最初と性格が変わってきてないか？」


    「ジャベイラさんの真ま似ねー！」


    「アナピヤ、それだけは止やめておけ。本当にあれと同じになってもいいのか？」


    　後ろ見の鏡のなかで、アナピヤの顔が青くなる。


    　少女が悩む姿を見て、俺とギギナが苦笑した。どこにでもある日常が俺たちにも訪れていた。


    



    



    　呼びだされたアーゼルは、二十四時間営業のレストランの窓際の席に座っていた。


    　左の席には、白銀の髪に刃の瞳の男、ギギナが座していた。百九十センチを越える大男は座っていても大きい。


    　食卓を挟んだ向かい側、アーゼルの右手には、少女が座っていた。紅茶色の髪を頭の左右でまとめた、かわいらしい少女だった。少女の唇くちびるはソーダ水から伸びたストローを咥くわえている。そして息を吹きこんで泡立てている。青い瞳は退屈そうにソーダの水面を見つめている。


    　食卓を挟んで向かいあう二人。長身の男と少女。似合わない組みあわせだった。


    　二人の異様な雰囲気は、周囲の客たちも気になるようで目線を向けてきている。しかしギギナの視線に射すくめられると、途端に目を逸そらす。


    　アーゼルは両者の間に位置することになる。首から提げた撮影機を握りながら、引きつった笑いを見せる。


    「ええと、なぜあたしがここにいるのでしょうか？」


    　ギギナは椅い子すに座って腕組みをしていた。アーゼルの問いには答えがない。仕方なく別方面から攻める。


    「ところで、あたしはアーゼルという新聞記者見習いだけど、向かいの少女はどなたさんでしょうか？」


    「アナピヤです。よろしくです」


    　少女がソーダ水から頭を上げて、ぴょこんと下げた。アーゼルも釣られて頭を下げる。アーゼルはアナピヤを見て、考えこむ。ギギナに目を向ける。


    「ギギナの子供？」


    「なぜおまえたちはそういう退屈な問いを繰り返す？　アナピヤと男がいれば全員親子か？」


    「いや、ギギナの新恋人と訊かないだけ良識があったと思うけど？」


    　アーゼルが返すと、ギギナが鼻先で苦笑する。


    「子供に興味などない」


    「子供じゃないよ。おっぱい膨ふくらんでいるもの」即座にアナピヤの反論。「まだちょっとだけだけど」


    「まったくほしくもない情報だ」


    　ギギナは苦い顔になる。アーゼルに向けて、中断された言葉を続ける。


    「眼め鏡がねの残像が拾った子供で、身元が分からない。身元調査はすでに情報屋がやっているため、新聞記者、しかも見習いの出番はない」


    　ギギナの事情説明に、アナピヤは目を伏せる。身元が分からないことが不安なのだろう。アーゼルは少女を哀しませたくなかった。


    「大丈夫。必ず見つかるから」


    　アーゼルの励ましに、アナピヤは微ほほ笑えんでみせる。自分のことより周囲の人を哀しませないための気丈な微笑みだった。アーゼルはギギナに目を向ける。


    「では、なぜあたしをここに呼んだかという最初の問いに戻っていい？」


    「当番で私が今夜の世話係だ」対するギギナの目が前の少女に向けられる。「そして私とアナピヤの二人では間が持たない。知りあいの女どもは私に寄ってくるだけでめんどうだ。消去法で男女のおまえを呼ぶしかなかった。なんとかしろ」


    「あれ？　あたしってさりげなく女扱いをされていない？」


    　アーゼルが独白めいた嫌みを向けるが、ギギナは前を見たままだった。やはりアーゼルはギギナが苦手だった。美び貌ぼうと強さを兼ね備えたこの勇者に、街の女たちは憧れている。しかし対面する新聞記者にとっては怖い男であるだけだった。考えていることがなにも分からない。


    「あたしにしても、ギギナが相手ってのは不満。顔は最高だけど、とにかく話が合わない」


    　疲れたようにアナピヤが言う。


    「こちらにも子供が喜ぶような話題などない」


    「ガユスのほうがまだくっだらなくても、きちんとあたしに向けて話をしてくれるのに」


    　アナピヤくらいの年頃の少女には、退屈は死なのだ。対するアーゼルの顔に一瞬だけ閃ひらめく感情。ガユスという名前は複雑な感情が交こう錯さくする対象だった。アーゼルにはまだ上う手まく整理できない。


    　アナピヤの目線に気づき、アーゼルが微ほほ笑えむ。相手の詮せん索さくを封じる一手を探す。


    「ええと、もしかしてあなたはガユスのことが好き？」


    　直球で問われて、アナピヤは絶句する。まさか大人の女性が直球で話すなど、思いもしなかったのだ。


    「え？　ええと」


    　少女の両手が空中を彷徨さまよう。


    「違うよ。あの人は単に落ちていた私を拾って意地悪なだけだよ。たまに優しいだけ。あとくだらない話をずっとしてくれる便利な男。そう、便利な人なんだよ」


    　アナピヤの反応にアーゼルの顔には優しい笑みが浮かぶ。自分からは感情を表現できても、他人から指摘されると少女は混乱してしまうのだ。気づいた。まるでアーゼル自身だった。


    　女二人の会話に、ギギナが息を吐く。


    「私がガユスより劣るわけがない。では楽しい話題を」


    　腕を組んだギギナが告げて、終わった。人造人間である〈擬人クンスツ〉のウェイトレスが、別の客を通路に案内していく。店内には緩ゆるやかな音楽が流れる。アナピヤの顔と全身には不満が溢あふれていた。


    「……もしかして、あたし待ちで、ギギナからは、なにも会話を始めてくれないの？」


    　アナピヤの問い。ギギナは小動物のように首を傾かしげる。


    「どういう題材で、どう楽しい落ちの会話をしてほしいのか示さねば分からないだろうが？」


    「どういう題材で、どう楽しい落ちの会話をしてほしいのか私が示して、どう楽しめると思えるわけ？」


    「最近の子供の注文は難しいな」


    　数学上の難題を聞いたように、ギギナが考えこむ。


    「女の子が男の子からの誘いを待つのは、許してほしい甘えだと思う。だけどギギナって」アナピヤが息を吐く。「本当に顔以外はありえない人格設定なんだね」


    　少女の溜ため息いきにギギナが苦い表情となる。間にいるアーゼルも、二人の会話の不可能性にお手上げだった。ギギナは平然としている。


    「私も子供のお守もりができないわけではない。では誰もが興味ある人気の話題で行こう」


    　ギギナは銀の双そう眸ぼうでアナピヤに問いかける。


    「救いようがないウォード戦線での蛮ばん行こう、捕ほ虜りよを生きたまま挽ひき肉にく機きにかけたカールツ中佐の最期の話か、最先端椅い子す学がくにおけるキャディヤヤ派とモッソール派の『椅子の手て摺すりは神の恵みか悪魔の誘惑であるか』という論争。人気話題だが、どちらがいい？」


    　自信満々のギギナの顔。


    「どちらも地上の誰も興味ねえよ。ギギナ使えない。マジ使えない」


    　アナピヤが横を向き、老ろう婆ばの顔で吐きすてる。対するドラッケンの戦士も揺るがない。


    「なるほど、私も分かっている。つまり、遠い戦争や椅子理論の話題より、身近な話題である椅子のヒルルカの話をするべきだったな。まず我が愛するヒルルカは……」


    　腕を組んで座ったギギナが写真を取りだして、椅子の解説を始める。食卓に置かれている食器、さらに塩やソース入れまで使った立体的な、そして宇宙一退屈な説明だった。


    　絶望色の目をしたアナピヤは、アーゼルに視線を送る。そして小声で「この調子で三時間。心が死ぬって」と零こぼしていた。二人の間には会話が成立していないどころか、人間関係が成立していない。アーゼルは自分が呼ばれた理由が少しだけ分かった。


    　話を聞かれていないことに気づいたギギナの解説が止まる。


    「そういえばおまえとガユスはどうなっている？」


    　ギギナが少しだけ真ま面じ目めな顔になっている。


    「この前の〈古き巨人エノルム〉事件以降、あまり馴なれあっていない。鬱うつ陶とうしい会話が減っていいことだが、喧けん嘩かでもしたのか」ギギナが考える。「もしかしてポロック揚あげの取りあいか？」


    「ポロック揚げで真剣に喧嘩するなんて、あたしらは犬か子供か」アーゼルは慌あわてて否定する。「とくに深い関係があったわけじゃない、って浅い関係でもないけど」


    　先ほど紹介されたアナピヤはアーゼルを見つめていた。目には凄まじい察しの良さ。


    「それどういうこと？　ガユスとなんかあったってこと？」


    　青い目には凄まじい真剣さがあった。食卓の上に少女の手が出ていた。


    「いやその」


    　アーゼルの迷いの声に、少女の両手が肉食動物のように跳ねる。


    　左右それぞれの五指はアーゼルの左右の乳を摑つかんでいた。アーゼルは驚きのあまり、声も出ない。アナピヤの指が巨大な乳に埋まる。


    「これはもはや武器だ。たしかに重力みたいな力がある」


    　アナピヤは真面目な顔だった。アーゼルは体を[image: ]よじって逃げる。食卓が揺れる。アーゼルは両手で自らの体を抱きしめる。


    「なんっなんっ？」


    　混乱のあまり真っ赤になっている新聞記者を無視して、アナピヤは自らの手を見つめている。五指はいっぱいに開かれ、アーゼルの大きさを再現していた。


    「男の人はなぜに大きな乳が好きなのか。脂し肪ぼうの塊かたまりが好きなら、精肉店が無料でくれるというのに。胸に牛ぎゆう脂しを貼っておけばいいのか？　いいのんか？」


    　少女は独白する。目線はアーゼルに向けられる。


    「その反応からすると」アナピヤが向日葵ひまわりのように微ほほ笑えむ。「アーゼルさんは処女ね。よかった。ガユスは手を出してないということだ」


    「え？　いやその違いますですよ」否定したアーゼルの声は、小さくなっていく。「この前それっぽい経験をしたので、すでにそれは半分というか三分の一、いや十分の一かな？」言っている本人も理解できない強がりだった。


    「だとしたら、どういうこと？」


    　アナピヤの声が硬くなった。アーゼルは黙りこむ。大人の女性らしくないアーゼルの悪童めいた笑み。


    「とても複雑な事情があるのよ。子供には分からない事情が」


    「でも、大人になっても愛の経験がないって」アナピヤは反撃の一手を考える。「別の言い方をすれば『いまだに愛という概がい念ねんを知らない怪物』ってことよね」


    「それはもう恐怖映画の宣伝文じゃないの！　あたしは怪物じゃない！」


    　思わず気け色しきばむアーゼルに対して、アナピヤも笑み。アーゼルは硬直。期せずして事実を認めてしまった。無理に笑みを作るアーゼルの額ひたいには青い血管。アナピヤの頰ほおは痙けい攣れん。


    「そういえばアーゼルお姉さんの態度からすると、もしや処女講習を受けていないのでは？」


    「なによそれ」


    「処女免許だよ。男には童どう貞てい免許があるらしいけど。『ほら、彼に求められたら恥ずかしがって一時停止を忘れない。妄もう想そう積載量も超過している。そんな覚悟で大型処女童貞免許を取る気なの？』って教習所で怒られるの」


    「大型ってなによ」


    「業務用処女、びじねす用童貞。大きめでお値段もお買い得。後者はちょっと値ね崩くずれしちゃうけど」


    　アナピヤが平然と答える。


    「会社の先輩が『帰りにちょっと童どう貞ていっていくか』と言ったら新人が『えー、仕事終わってまで童貞は嫌ですよ。自由に童貞でいたいんです』と世代間のすれ違いがあるの」


    「さっぱり分からない」


    「でしょうね。単にアーゼルさんをおちょくってみただけだし」


    「……あなた、ガユスに似すぎていない？　もしかしてガユスのほうの子供じゃないの？」


    　アーゼルとアナピヤは、同じ精神段階で会話をしていた。ギギナの顔には冷静さがあった。


    「すでにジヴーニャがいるのに、貴様らが争ってどうなる」


    「うっさい！　アホのくせにこんなときだけ正論言うな！」


    「それはそれとして問題があるの！　ジヴーニャは決勝戦だけど、その前に予選での敵を殺さないといけないの！」


    　女二人に睨にらまれて、ギギナは腰を浮かせる。移動。少し離れた椅い子すの端に腰を下ろす。女二人の牽けん制せいから離れ、我関せずと決めたのだ。女たちは手足を振って論戦を続けていた。


    　ギギナは欠伸あくびをする。食卓の上の紙を取って、折っていく。女たちの叫びの間に、椅子が折れた。ギギナは少し微ほほ笑えむ。


    「だから、それが処女臭いっつってんでしょうが」とアナピヤが言えば「だから、べつにあれを好きじゃないって言っているでしょうが」とアーゼルの手が同時に食卓に振り下ろされる。ギギナの折り紙の椅子は破は砕さいされた。


    　ギギナは寂しそうな顔となる。争う二人に抗議する気はなく、息を吐く。


    　哀しみのギギナの耳には、離れた席からの少女たちの声が聞こえる。


    「センセ、一週間も休暇取ってる。あたしが嫌いなんだ」


    「テュラスの考えが分からん。講師が生徒の都合で出勤欠勤を決めているわけがない」


    「だってセイリーン、あのセンセが講師という小銭稼かせぎに来ない理由が他にある？」


    「はいはい、被害妄想」セイリーンと呼ばれた女子高生が考える。「そういえば先生が女の子を連れて歩いていたって、フルフラムが言っていたな」


    「なんですって!?」


    　少女の叫びを無視し、ギギナの欠伸あくびは二回目に入る。女たちの会話も遠くなる。世界はどこも色いろ恋こい沙ざ汰たの話ばかりで、ギギナには理解できなかった。


    　ドラッケンの戦士の体が緊張した。体内通信の呼びだし。つなげると、情報屋のヴィネルからの情報だった。情報を受けとって、ギギナは椅子の背に深く身を沈める。


    「これで眼め鏡がねの台に子守を任せられる」


    　ドラッケンの戦士の心からの安あん堵どの声だった。


    



    



    　俺の下で、ジヴの雪原のような背中が跳ねた。


    　温かい尻を抱いた俺の腰が、同じ拍子を刻んで激しく躍る。


    　背後から摑つかんだジヴの乳房が、五指の間から零こぼれそうになる。ジヴの背中に重ねられた俺の下腹部から胸が、燃えるように熱い女の体温を感じていた。首筋に唇くちびるを這はわせていく。尖とがった耳じ朶だを甘あま嚙がみすると、ジヴの喘あえぎ声が一ひと際きわ高くなり、背を弓なりに反らす。白い尻を両手で摑んで、俺もジヴに続いて果てていく。七秒間の天国だ。


    　想いを放った俺は背後からジヴの熱い体を抱きしめ、二人ごと白い敷布に倒れ伏す。


    　照明を落とした部屋に、二人の呼吸と早鐘のような心音が響いていた。俺の下に横たわるジヴの、肩や首筋の甘やかな汗の匂においが、鼻び孔こうに快かった。


    　アナピヤをギギナに預けたため、今夜の俺はジヴの家で逢おう瀬せを楽しめているのだ。


    　ギギナとアナピヤを説得できた俺の舌先の働きに感謝しながら、首を伸ばして枕に沈むジヴの顔を右横から覗のぞきこむ。上気したジヴが恥ずかしそうに笑い、俺も自然に微ほほ笑えみかえしてしまう。


    「真まっ直すぐ見ないでよ」


    「俺に抱かれたあとの、三番目にかわいいジヴの顔を見ていたいんだ」


    「一番目と二番目は？」


    「一番目は気持ち良すぎてわけわからなくなっているジヴの顔。二番目は、いつも怒っているジヴの唇が、俺の、うぶひゃっ!?」


    　俺は奇声をあげた。寝そべるジヴが左手を後ろに回し、俺の尻を撫なでてきたのだ。


    「いい尻しているねお兄さん……って」ジヴの手が確認するように動く。「私より小さいのが腹立つわね。男のくせにいい尻しすぎよ」


    「ジヴの尻は俺の料理を食べすぎで少し大き……噓うそです。世界一かわいい尻ですっ！」


    「もうそれ以上言うなっ！」


    　ジヴの左手が俺の尻に爪を立ててきたので、尻の講評は差し控えた。謝るように俺の鼻先でジヴの鼻をくすぐると、くすぐったそうに微笑む。笑うジヴの揺れる背中の体温が、俺の腹部にも伝わり、胸から幸福感が溢あふれそうになった。


    　こういう時間がたまにでも存在しないと、俺は人生に悲観して死ぬと思う。


    「夕方はどうしたんだ？　携帯がつながらなかったけど？」


    　拗すねたような問いを放つと、ジヴが笑顔の寸前といった表情を作った。


    「うん、ちょっと、会社と取引先の人と出張の打ちあわせの会議があったから」


    　ジヴの声には重い疲労のようなものがあった。俺には「ジヴも大変なんだな」と労いたわり、話の方向を変えることしかできなかった。


    「そういえばジヴの会社って、ツァマト咒じゆ式しき総合だよな？　そこと警備契約していたけど、今日の午後に契約解除された」


    「残念ね。仕事の途中で会えるようになったかもしれないのに」


    「ダメだよ。職場が近いと、俺は昼休みでもやらしーことをしに行くよ」


    　敷布を握るジヴの右手の甲に、俺の右手が重なる。開かれたジヴの五指の間に、俺の指が滑りこみ、手の甲ごと握りこむ。ジヴが俺を見つめる。


    「そういえば、アナピヤは、あなたのことが好きみたいね。どうするつもりなの？」


    「どうって……」無意味な問いだった。「どうもしないよ。ジヴは、俺がアナピヤに手を出すと本気で思っているわけ？」


    「浮気の前科者は信じられませーん」


    　俺の言い含めるような言葉に、ジヴが口先を尖とがらせる。


    「どんなに好かれても、あの年ごろの少女を見ると、妹を思い出してしまうから本当に苦手なんだ。怖いといってもいい」


    　テュラスやアナピヤといった少女からの好意を、俺は受けられない。思わず出た内心を打ち消すように、舌は自動的に動く。


    「それに、今、俺が愛しているのはジヴだけだ」


    　自然に恥ずかしい言葉が口を衝ついて出ていた。自分でも少し驚いていた。


    「ジヴ？」


    　しかし、俺の下で横たわるジヴからの返事はない。睫まつ毛げを伏せて思案に沈んでいるようだった。


    「ジヴ、どうしたんだ？　今の言葉は冗談ではないよ？　それとも、俺がまたなにか怒らせたのか？」


    「ううん」軽く顎あごを振る。「たしかにガユスといると、怒ることや泣かされることも多いけど、やっぱり好きだし、すごく楽しい。二人で楽しいことを共有できるのはいいと思う」ジヴが言葉を止めて、そして続けた。「でも、あなたは、それ以外の哀しみや苦痛を、私と共有しようとはしない」


    　ジヴの緑の瞳に孕はらまれるのは、真剣な問いだった。


    「私ってそんなに頼りない？　人生を分けあえない？」


    　今度は俺が黙りこむ。当とう意い即そく妙みようの答えはなく、迷いのままに返答するしかない。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しの話を聞いても、なにもおもしろいことはないよ。咒式と刃に血と死体。裏切りと憎悪の世界に、君を巻きこみたくない」


    　ようやくそれだけ言えた。ジヴは心を開いてくれと言っているのだろうが、俺はその危険性を知っている。


    　苦難が人を強くする？　哀しみが人を優しくする？


    　そんなものは、薄っぺらい成長物語を成立させるための噓うそだ。大部分の人間は苦難に心が歪ゆがみ、哀しみに屈伏する。そして、俺のように自分が受けた以上の苦痛を産み、世界と他人に復ふく讐しゆうしようとするだけだ。


    　身勝手かもしれないが、ジヴがどれだけ望もうと、俺の地獄に彼女を絶対に立ち入らせない。


    俺は、俺と同じ人間を愛せないからだ。


    　気づくと、俺の顔をジヴが心配そうに覗のぞきこんでいた。よほど酷ひどい顔をしていたのだろう。


    「大丈夫。いつか話すよ」


    　俺の口は甘い噓を平気で紡ぐ。不満げにジヴの眉根が上がる。


    「ねえ、ガユス。ひとつだけ聞かせて。この話題に触れると、さっきみたいに軽口で避けるけど、亡くなった妹さんと、ううん、クエロとかいう人ともなにがあったの？」


    「……それも、いつか話すよ。クエロのことも」


    　おそらくその日はこない。真実を知ったなら、ジヴは俺を激しく憎悪し、抱かれたことすら汚らわしく思うだろう。永遠の沈黙だ。


    「だから、少し待ってくれ」


    　俺の薄っぺらい噓は止まらない。


    「分かったわ。でも……」


    　ジヴの言葉の続きが途切れる。不自然な沈黙が部屋に降り積もる。俺にはジヴの続きを推測できた。最近、たまに話そうとして避けている話題、俺とジヴの生きかたのすれ違いをどうするかだろう。


    　俺は攻こう性せい咒じゆ式しき士しを辞めてはなにもできないし、ジヴの心を傷つけてしまう言動が多い。ジヴの側では、俺の生きかたを恐れ、二人の未来を描けないことに不安を抱いている。互いに互いの内心を理解しながらも、結局、先ほどのように衝突を回避してしまう。


    　ジヴは普通すぎるほど普通な女だ。一度も言いださないが、心の底では普通で幸せな結婚を望んでいる。


    　俺には、ジヴか他の女かの隣に立つ良き夫となり、穏やかな表情で子供を抱いている自分の姿が上う手まく想像できない。ジヴもそんな俺の姿を想像できないだろう。


    　幸せになる資格と才能が、俺には最初からない。二人でいても、いつかは破は綻たんする。


    　問題解決の方法が思いつかなかった俺は、ジヴと肌を重ねる回数を増やすことで、心をつなぎとめようとするしかなかった。


    「……好き同士で楽しいなら、今はそれでいいじゃないか」


    　無力な俺は、ジヴの返事を封じるように、その手を強く握りしめることしかできなかった。まるで、捕まえた美しい蝶ちようを逃がすまいとして、握りつぶしてしまう愚かな子供のように。


    「痛っ」


    「あ、ごめんっ！」


    　ジヴの翠みどりの視線が、俺の右手の人差し指に注がれていた。外し忘れていた〈宙界の瞳〉の指輪が、逆さとなってジヴの指を傷つけていたのだ。


    　激しい憎悪を感じ、指輪を外しにかかるが、外れない。左手も使って外そうとするが、銀の輪は俺の薬指に食いこんだままだった。


    　どうやら、長いこと嵌はめているうちに指輪の内側が変形しているらしい。これはロルカにでも調整してもらわないと抜けないだろう。諦あきらめて、俺は右手を敷布の上に投げだした。


    　再び、横向きのジヴの顔と向きあうことになる。


    「クソ忌いま忌ましい指輪だよ。捨てられたらいいけど、ロルカによるとそれは恐ろしく危険らしいし……」


    　俺が吐きすてる。ついでに言えば、寝台ベツドの横手にある棚たなには、小さな緑の宝石が嵌はまった指輪の箱が収められている。ジヴのために用意した指輪だったが、いまだに出せない。いつか渡す、と考えているが、そのいつかはいつなのか。


    　再び右手の忌いま忌ましい赤い宝石を眺めていると、ジヴの顔が寝室の闇に沈んでいた。女の唇くちびるが言葉を紡ぐ。


    「それは外れない。おそらく、あなたがあなたであるかぎり……」


    　窓の外の闇を背景に、ジヴの瞳は緑の燐りん光こうを宿すかのように見えた。


    「だけど人は変われる、変わらなければならない。なりたい自分を選べるはず」


    　強い意志をこめた言葉だった。


    「分かっている、よ」


    　深く考えずに返す。ジヴが顔の向きを変えて、俺を覗のぞきこむ。


    「ガユス、私がいなくなったら寂しい？」


    「え？　いや、それはとても寂しいけど。どこかへ引っ越しでもするのか？」


    　ジヴが言いたいことは違う。かつて、俺を救うために、ジヴはウォルロットについて去っていった。生死の場で自分が頼られなかったことを、俺は忘れてはいない。俺は無力にすぎた。


    　謎なぞめいた言葉を残したまま、ジヴは窓の方へと向いて裸の背中を晒さらす。さらに問おうとしたとき、携帯の着信音が鳴る。寝台ベツドの下に落ちている自分の服を手探りし、携帯を取りだす。ヴィネルからの通信文だったが、内容に驚いた。手を伸ばして着替えを握る。


    「ごめん、ジヴ。アナピヤの両親の居場所が分かったみたいで、今からギギナと合流する」


    　俺は急いで下着とジーンズに足を通しながら、敷布にくるまったジヴの背中に語りかける。


    「いいよ。いつものことだし。私も明日の昼から出張で家にいないから」


    　女の声に拗すねた響きはなかったので、安あん堵どした。寝台ベツドから立ち上がる。俺にジヴが笑みを向けてくれた。


    「辺境でやっている薬品材料の見本市を回るの。ついでにオゾット祭りでも観光してくる。それより、アナピヤのご両親が見つかるといいわね」


    「そう言ってくれるとありがたいが」


    　魔ま杖じよう剣けんを腰に差しながら俺は謝る。春先のエリダナ祭といい、俺はなにも約束を守れていない。


    「本当にごめん。早く終わったらオゾット祭りに合流するよ」


    「無理はしないで」


    　ジヴの寂しい笑顔が返ってきた。俺は後ろ髪を引かれながらも、部屋から飛びだしていた。


    　最近、二人の感情のすれ違いが多い。どこかで埋めあわせをしなくてはならない。


    　無理にでも埋めあわせの場所を設けようと、一人で誓ちかった。


    



    



    　エリダナの南、オリエラル大河に浮かぶゴーゼス特区。ランカム街が広がる。


    　かつて砂漠の破壊組織の長が極大の悪意を示した、ビルの内部。歓楽街のネオンの赤や紫の光だけが、荒れ果てた室内に投げかけられていた。


    　警察が張った進入禁止の黄色の帯が、窓から吹きこむ夜風に揺れ、だらしなく垂れていた。


    　無音の室内に、淡い明かりが灯る。珪けい成せい系咒じゆ式しき第一階位〈晶光ルツク〉による、温度のない光だった。かすかな光が、荒れ果てた室内の床の、埃ほこりが堆たい積せきした咒弾や寝具、割れた拡声器スピーカーを照らした。光は奥の壁の表面で、忌いま忌いましいものを隠すように塗りつぶされた咒印組成式を浮かびあがらせた。光を生んだ男の美び貌ぼうと、眉み間けんの蝶ちようが現れた。


    「まったくの無音で動くとは、さすがにドラッケン族か」


    　嘲ちよう弄ろうするような声にも、屠と竜りゆう刀とうの先端に光を掲げた男の目は動かなかった。青白い光の環わに爪つま先さきが踏みこんできた。


    　浮かびあがったのは、道服を着こんだ老人だった。白い蓬ほう髪はつが背中になびき、同様に胸元まで届く白しら鬚ひげが、東方の仙人のような雰囲気を漂わせていた。


    　だが、顔を覆う鬼を模した知覚増幅仮面ネーメンマスケが、穏おん和わさを裏切っていた。割れ目から覗のぞく深海色の瞳が奇妙な精気を孕はらんでいる。


    「その刺青いれずみは知っているぞ、顔狩りのユラヴィカ。ドラッケン族を狩る最悪のドラッケン族。賞金額なら、世界の敵とも言われる〈最重要指名手配の二十八人〉にも匹ひつ敵てきする殺人者だ」


    　老人の言葉にもユラヴィカは口を開かず、淡い光を宿した屠竜刀ゾリューデの矛ほこ先さきを向ける。


    「いきなり斬ろうとするな。儂わしはメルツァール。〈屍しかばねのメルツァール〉といえば、少しは有名なのだがな」


    　老人が名乗った。袖そでから覗のぞく両手が包帯に覆われ、埋まい葬そうされた死者のようにも見えた。


    「最近よく聞く名前だ」


    　凶戦士は老人を容易な相手と見なかった。老人の仮面からの目が、周囲を見回す。


    「ユラヴィカほどの危険な咒式士まで呼びよせるとは、依頼主はなにを考えているのか」


    「オメたちも、呼ばれた口かい？」


    　メルツァールの大おお仰ぎような嘆きに、間延びした声が重なり、重量感のある足音が続いた。ユラヴィカが掲げる光明の環に、三人目が姿を現す。


    　最初は円盤が現れる。円盤の周囲には、鋭利な刃が鮫さめの歯のように生はえていた。円盤は作業用の魔ま杖じよう丸まる鋸のこだった。ただし、通常の倍、大人が両腕で環を作ったような巨大な円盤だった。


    　極太の柄えを握っていたのは、太い指と厚ぼったい左手。さらに現れた太ふと股ももも太く短かった。球体のような巨体を、無骨な積せき層そう鎧よろいが隙間なく覆っている。天井に届きそうな禿はげ頭あたまの下に、丸い目と陽気な表情があった。


    「オデはチェデック。家名はないけど、見でのようにランドック人の咒式士だ」


    　装甲された胸板を、籠こ手てで覆われた右手で叩く。銅ど鑼らが鳴らされるような音が、室内の静寂を叩き割る。


    「うるさいなぁ。せっかくの静かな夜景が台無しじゃないか」


    　ネオンの明かりに、窓際に腰掛けていた細い影が切りとられる。ユラヴィカが切っ先の光を向けると、青黒い背広で[image: ]そう身しんを包んだ青年の姿が現れる。


    　窓の外へと投げだされていた長い足が、上げられた。室内へと足を戻して、立ちあがっていく。


    　青白い頰ほおと額ひたいに垂らした青い髪が、優雅に揺れた。髪と同色の瞳が三人の咒じゆ式しき士しを真まっ直すぐに眺めた。青い夜の底が結晶化したような、美しい青年だった。


    「僕も名乗っておくよ。僕はバモーゾ。〈愛いとしのバモーゾ〉というものだよ」


    　血色の唇くちびるが、発情した軟体動物のように動いた。ユラヴィカの目が確認する。


    「たしか皇こう暦れき四九六年のパラデ卿きよう暗殺事件、四八九年のマグダネル虐ぎやく殺さつ事件の真犯人とも言われる。ザッハドの使し徒とという噂うわさがあるほどの残忍な暗殺者だと聞く」


    「仕事と実じつ益えきを兼ねているだけだよ」


    　青年が笑う。


    「知らねえな」


    　チェデックの声が天井から降ってくる。青年が挑発的な目で巨漢を見上げる。


    「僕の名前は、不ぶ細さい工くと田舎者には知ってほしくもないけど」


    「それは、オデをバカにしでるのが？」


    「バカにしでるのよ」


    　バモーゾが正確にチェデックの声を真ま似ねて返す。瞬間的に巨漢の全身に殺気が満ちる。それだけで部屋の温度が上がるような、恐ろしい圧迫感だった。


    「どちらかというと、そちらのユラヴィカさんに興味ありあり。ほら、僕らって、趣味も似てるしー」


    　バモーゾの粘着質な視線が、ユラヴィカの美び貌ぼうに向けられる。ユラヴィカの水晶の双そう眸ぼうに、　バモーゾが目を逸そらす。


    「……なーんてね。おー、こわ。大丈夫、僕は敵にしか興味ないから」


    「道化者はこれで最後か？」


    　ユラヴィカが錆さびた声で告げた。


    「最初からいる私を、無視する気なのか？」


    　最後の声に、四人の視線が向けられる。


    　全員の視線の収束点、部屋の隅にあったのは箱だった。よく見ると、箱は長く伸ばされた六角形、黒塗りの柩ひつぎだった。


    　蓋ふたには金の十字が設しつらえられ、巨大な人工の単眼が象ぞう嵌がんされていた。


    「誰も私に気づかないとは、それでも辺境に名高い咒式士たち？」


    　柩から漏もれてくる声は、奇妙な反響を帯びていた。まるで、老ろう婆ばと童女が同時に喋しやべっているような響きだった。


    「黒塗りの柩、ということはあの〈柩のアインフュンフ〉か」


    　バモーゾが笑う。


    「金に汚く、五種類の殺しを行う暗殺者。依頼主は、さらにろくでもない攻性咒式士を呼びよせたものだ」


    　青年の表情が一転し、咒じゆ式しき士しとしての殺気をまとう。


    「冗談にしては大たい層そうな前金をもらって、ここに来たのだけど、到達者級やそれに次ぐ攻性咒式士を集めるとはただごとではないね」バモーゾが室内を見回す。「いったい依頼主はどこにいる？　おまえたちは知っているのか？」


    　青年の問いに、他の咒式士の誰も答えられなかった。


    「ようこそ、攻性咒式士のみなさま」


    　夜が吹きこむ部屋に声が響いた。機械的な声だった。


    「私が、あなたがたをお呼び立てした依頼者です」


    「どこだ？　どこから喋しやべっている？」とチェデックが真円の目を動かして、声の元を探す。


    「声だけで失礼するのをお許しください。ですが、あなたがたも、私の名前や顔などどうでもよろしいでしょう？」


    　部屋の床に落ちていた、古びた拡声器スピーカーから響いていた。バモーゾの目には殺気。


    「すごく興味があったりして。いったい君は誰なわけ？」


    「それは秘密です」


    　自らの問いを躱かわされたバモーゾが、毒が滴したたるような笑みを浮かべる。


    「僕は、僕以上に秘密主義な人間は嫌いなのだけど？」


    「ご不満のあるかたは、今ここで帰っていただいても結構です」


    　バモーゾの声を、機械的な声が拒絶した。攻性咒式士たちの不満げな表情を無視し、拡声器の声が続く。


    「あなたがたを、辺境でも高名な攻性咒式士がたを集めたのは、外ほかでもありません。一致協力して、護衛の咒式士を殺し、ある少女を攫さらって欲しい」


    「退屈な依頼だな」


    　ドラッケン族が一言で切りすてる。


    「私は忙しい。おもしろい仕事があると聞いて前金が払われたから来たが、そのような雑事にドラッケン族が出るまでもない。他のくだらない攻性咒式士どもにやらせておけ」


    「標的が、あのアシュレイ・ブフと、ガユス・レヴィナ・ソレルだとしてもですか？」


    　含み笑い混じりの言葉が、廃はい屋おくの一室に反響する。ユラヴィカの目に鈍い光が宿る。四人の攻性咒式士はそれぞれにうなずく。


    「約束を果たしてくれれば、オデにはどうでもいい」


    「僕の高雅な趣味をよく調べたものだ。ますます依頼主のあなたのことが知りたいね」


    「報ほう酬しゆうは高くなるが？　私は大金がかかるのでね」


    「例の交換条件はたしかなのだろうな？」


    　四人の攻性咒式士がそれぞれに、自らの闘志と敵てき愾がい心しん、欲望のこもった声を漏もらす。


    「それでユラヴィカ氏は？」


    　拒絶から一転して、ユラヴィカは決意の表情となっていた。


    「集団行動はしない。私は私でギギナを狙うだけだ」


    「それでいいでしょう。結果がともなえば、六人の誰にでも報酬を払います」


    「勝手にするがいい」


    　ユラヴィカが背外套マントをひるがえして、部屋から去る。剣士の足が止まる。


    「依頼主のおまえが数を数えられないほどの低能というのでなければ、ここには五人しかいない。六人とはどういう意味だ？」


    　背中越しに放たれたドラッケンの問いに、拡声器スピーカーが笑声をあげる。


    「最後の六人目は、すでに動いているのです。静かに、密かに準備をしてね」


    　ユラヴィカの眉が不ふ愉ゆ快かいげにひそめられる。依頼主だけが楽しそうだった。


    「さあ、狩りは始まった。敵を殺し、獲物を奪いなさい！　大金と名めい誉よ、そしてそれぞれの渇かつ望ぼうの報酬は、あなたがたの目の前にあるのです！」


    　拡声器の声にうながされるよりも早く、五人の影が動いた。


    　五つの影は、部屋の出入り口から、窓から、床の穴から、走り去っていった。

  


  
    五章　旅路へ


    



    



    　成長物語の隠いん[image: ]ゆは、「苦労したけど、私は大人になった。若者も立ち上がれ」である。


    　だが、当の大人がくだらないので、もはや若者は信じてはいない。責める若者も無能なので、


    　女が笑う。女自身も自らの境遇を、他人のせいにできないと気づく。


    　物語はすでに死んでいる。


    
      ヒディンス・プルハート「誰もが誰をも嫌いな時代」同盟暦八七年

    


    



    



    　気づくと朝だった。


    　またも事務所の応接椅い子すに座ったまま眠ってしまったらしい。


    　昨日の夜、アナピヤの両親がいるであろう場所の一報が、ヴィネルからもたらされた。事務所で検討しているうちに、意識が途と絶だえたようだ。


    　向かいではギギナが座っていたはずだが、クドゥーの儀式の声で二階だと気づく。


    　とすると、やはりアナピヤは……。


    　視線を動かすと、やはり俺の左隣にいた。俺のシャツの裾すそを摑つかみ、器用に猫のようになって丸まって寝ていた。


    　このごろは毎朝、誰かの寝顔を見たり見られたりしている。起きるごとに、新鮮な展開を期待する人間も心の病気だろうが。


    　アナピヤの寝顔を見ていると、平和な寝息を立てていた。女の寝顔に興きよう醒ざめする男もいるけど、俺はかわいいほうだと思う。湧きあがる衝動を抑えきれない。


    「なぜだ、なぜ俺の手は勝手に動く？　やめろ、やめてくれぇ」と言いつつ、アナピヤの鼻の穴を軽く指で塞ふさいでみた。途端に苦しそうな寝息になり、アナピヤの白い眉み間けんに皺しわが寄る。


    　起きる前に外す。アナピヤの呼吸が安らかになると、また塞いでみた。笑いを必死に嚙かみ殺しつつ七回目に入ると、さすがに「ふごがっ」と言ってアナピヤが跳ね起きた。しばらく周囲を見回し、理解。俺を見る目には怒り。


    「なにすんのっ!?」


    「こういう挨あい拶さつが、俺の故郷の伝統なんだ。伝説の勇者が、世界が平和になりますようにという意味で始めたらしいよ」


    　起きぬけのアナピヤの顔に、巨大な疑問符が浮かぶ。


    「え、それ本当なの!?」


    「うん、噓うそ」


    　俺の笑顔に向けて、アナピヤが小さな拳こぶしを振り上げる。


    「でもひとつだけ、大事なことが判明した。アナピヤには天てん賦ぷの才能があるとね」


    「な、なんの才能が？」


    「アナピヤは俺が見るかぎり、あのジヴに匹敵ひつてきするほどのおちょくられる天才だ。アナピヤこそ、因習と伝統に縛しばられ低迷する、このおちょくられ界を救うために現れた天使なのかもしれないっ！」


    　俺が力一杯に指を差してやると、アナピヤの手が全力で払いのける。俺が痛む指を摩こすっていると、頰ほおを膨ふくらませたアナピヤがいた。滑らかな膝ひざ小僧を伸ばし、椅い子すから飛び下りていく。俺のシャツを着ただけの裸足はだしのまま、ぺたぺたとアナピヤが窓へと歩く。あれ？　まだ違和感がある。


    「わあ、いい天気」


    　事務所の紗幕と窓をアナピヤが一気に開け、朝日が射しこむ。応接室の椅子や机の輪りん郭かくが、隅々まで鮮明になっていく。夏の抜けるような青空が、窓の外に広がっていた。


    「エリダナの朝は綺き麗れいだね」


    　窓枠を摑んで背を伸ばすアナピヤの仕し種ぐさがまた愛らしい。となると、少し意地悪したくなってくるのが大自然の摂せつ理りである。


    「うーん、そうだね。二つの小さな白い山がかわいいね」


    「えー？　街と空が見えるだけで、二つの山なんて、ここからは見えないよ？」


    　俺の言葉に、アナピヤが窓から身を乗りだす。目の前に左手を翳かざして、エリダナの街から見える山を探す。必死な仕し種ぐさがまた小動物めいて微ほほ笑えましい。


    「あるよ。白い山の間に、白と青の縞しま柄がらの逆三角が覆おおいかぶさっているよ」


    「そんな山があるわけないもん。ガユスの噓うそつき」


    　アナピヤが、拗すねたような顔だけを肩越しに向けてくる。


    　俺は溜ため息いきを吐ついて、アナピヤの目を見据え、次に視線を下ろして教えてやる。


    　アナピヤが俺の視線を忠実に上から下へとたどると、自分の開かい襟きんシャツの裾すそから、白と青の縞柄のショーツに包まれた小さなお尻が剝むきだしになっていた。気づいた途端、アナピヤの顔が頰ほおまで桜色に染まり、シャツの裾を伸ばして襟えり元もとを摑つかみ、窓の下に屈かがみこむ。


    「ああああ、そういえばあたしって、全裸まで見られているし!?」


    「あああああ、気にするな、あれは、その、事故だ。俺も必死に忘れる努力をするから！」


    　思い出すと、俺もかなりダメだった。


    「忘れる努力より思い出さないで！　バカっ、変態っ！　ガユスなんか嫌い、大っ嫌い！」


    　悲鳴とともに、手近にあった咒じゆ式しき反応機やら文具やらをアナピヤが投げてくる。


    　俺は開かい襟きんシャツを脱ぎながら咒式反応機の矢を回避し、替えのシャツに腕を通しながら、屑くず籠かごとゴミの散弾を避け、釦ボタンを留めながら分厚い研究書の砲弾を躱かわす。最後に、観客の喝かつ[image: ]さいを受ける道化師のように、両手を広げて見せる。


    「回避しつつ、着替え完了。これがガユス魔術」


    「どうして当たんないのっ!?」


    　投げ疲れたアナピヤが肩を上下させ、憤怒の目で俺を睨にらみつけている。親切に解説してやる。


    「普段から、ジヴの暴力とギギナの死の突っこみを回避している俺を舐なめてはいけない。一度でもまともに受ければ、俺は今ごろ墓の下で蛆うじ虫むしたちの餌えさになっている。つまり、逃げ足と回避力なら、俺は間違いなくエリダナどころかツェベルン全土でも一番だ」


    　俺が胸を張って宣言すると、アナピヤが呆あつ気けに取られた顔をし、続いて少し疲れたように振りあげていた手を下ろした。


    「もう、バカバカしくって怒る気もしない。ガユスって、いつもそうなの？」


    　少し真剣なアナピヤの声に、俺はたじろぐ。少女の問いは、ジヴと同じ言葉なのだ。


    「真剣に生きているの？」と、ジヴとアナピヤの目が重なったような気がした。


    「これでもかなり真ま面じ目めに、君をおちょくっているのです」


    　言った途端、アナピヤの両目が潤うるみだす。俺は慌あわてて上着をとりながら駆けよる。


    「ごめん、本当にごめん。ほら、俺って、好きな子には意地悪したくなるから」


    「本当に？　本当に好きだから？」


    　洟はなをすすって涙を堪こらえ、アナピヤの大きな瞳が俺を見上げてくる。俺はアナピヤの肩に上着を掛けながら、なるべく誠実そうな顔をする。アナピヤの春の海色をした双そう眸ぼうが、直線で俺を見返してくる。


    「じゃ、ガユス、ごめんなさいのちゅーして」


    「それはダメです」相手が相手だけに俺は慎重になる。「というかアナピヤ、今まで本性を隠していたな。急に元気になってきてないか？」


    「え？　うん、たしかになんか元気になってきたかも。でも、ガユスの意地悪に感化されてきたような？」


    　アナピヤが真剣に悩みだした。そして結論とともに俺を見上げてくる。


    「元気な女の子って嫌い？」


    「いや、それはその、嫌いじゃないけど」


    　真しん摯しな瞳に耐えきれず、俺は指先でアナピヤの額ひたいを軽く弾く。


    「やっぱ、ガユスなんて大嫌い！」


    　頰ほおを限界まで膨ふくらませたアナピヤが、俺を蹴ってくる。笑いながら立ちあがった俺は、アナピヤを見つめる。横顔には思いつめたような硬さがあった。


    「ジヴーニャさんには、過去は変えられないって言われたし、あたしもそう思う。だけどやっぱり気になる」


    　少女の声には、怯えと興奮が混じりあっていた。


    「……ついにあたしの両親に会えるんだね」


    「ああ」


    　俺が答えると、腹の音が鳴る。俺ではなく、少女の薄い腹からだった。


    「まずは、ジヴ並みの食いしん坊大王をどうにかしてからだな」


    　アナピヤの蹴りが再開された。俺はまた踊るように回避する。


    



    



    「ウルムン共和国は、混迷の極きわみにあり、もはや収拾は不可能、暗躍する咒じゆ式しき暗殺者〈処刑人〉が、問題を深めていると、ムフイル枢すう機き卿けいの談話」


    「〈ザッハドの指先〉を名乗る連続猟りよう奇き殺人は、とどまることを知らず、東部に蔓まん延えん。捜査本部は、組織的犯行だと断定し、捜査本部を拡充。ハーライル特別捜査官も投入される」


    　早朝のプロウス軽飯店の前にある椅い子すに座りながら、俺は八月十五日のエリュシオン紙を畳たたんでいく。記事の内容は最悪。つまり世界はいつもどおりに正常に異常だ。ホートンのポロック揚あげができるのを待っている間の時間つぶしだが、あまり愉ゆ快かいな気分になれるものでもない。


    　隣に座っているギギナの横顔も、どこか物もの憂うげなものだった。


    「ガユス、できたぞ」


    　ホートンが売り場越しに寄こしてきた紙袋を、立ちあがりながら受けとる。


    　ポロック揚げをひとつ齧かじり、残りが入った紙袋を抱える。紙を通してポロック揚げが熱い。さらに窓口の向こうで揚げつづけるホートンが、口を開いた。


    「三食分を買って、どうするんだ？」


    「ああ、朝飯と昼飯。それに少し旅行に出るからな」


    　俺は気のない返事をする。


    「見て見てガユス～、これ猫～」


    　嬌きよう声せいに振りかえると、アナピヤが黒猫を抱いていた。アナピヤの両手で前まえ肢あしを摑つかまれて万ばん歳ざいさせられた黒猫が、ぶら下げられている、と言ったほうがより正確だろうが。猫嫌いのギギナが、無言で席をずらして距離をとる。


    　一方で、磔はりつけになっている黒猫は、アナピヤの拘こう束そくから逃れようともしない。世界を諦てい念ねんしているような顔に見覚えがあった。


    「よう、エルヴィン。最近見なかったけど、猫の舞踏会でもあったのか？」


    　俺が挨あい拶さつすると、貴婦人めいた気品すら帯びた黄金の瞳を返してくる。


    「その猫は気位が高い。今はたまたま機嫌がいいようだが、あまり遊んでいると、引っかかれるぞ」


    「そーなの？　大丈夫みたいだけど？」当のエルヴィンは、アナピヤの胸の中に抱えられていた。「ほーらぷにぷに♪」


    　あのエルヴィンが、少女に腹を撫なでられ喉のどまで鳴らして甘えている。俺にはそんなことを絶対にさせない身持ちの固い淑しゆく女じよなエルヴィンは、どこにいったのだろう？


    「ぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷに♪」


    　アナピヤが猫の腹を触りつづけている。ちょっと落ちこんでいると、アナピヤが黒猫を抱えて、走りよってくる。


    「ガユスも、猫触る？」


    「いや、無理だ。俺はエルヴィンに嫌われているから……」


    　逡しゆん巡じゆんする俺に、アナピヤが黒猫を投げてくる。半回転してくる漆しつ黒こくの肉体を、思わず受けとる。途端に、俺の腕のなかで、筋肉の塊かたまりが激しく暴れる。


    「大丈夫だって。暴れちゃだめよエルヴィン」


    　アナピヤの声と視線を受けたエルヴィンの動きが静まっていく。ついに、エルヴィンは俺の腕の中で丸まっていた。熱い体温が、布地を通して俺の胸や腕にゆっくりと伝わってきた。俺は軽く感動していた。


    「ね？　あたしの手にかかれば、動物はいつでもいい子になるのよ」


    　アナピヤが誇らしげに薄い胸を張る。


    「そうだ、猫とか犬とかと遊んだ記憶がある。名前は、えーと……？」


    　また思考に沈むアナピヤを眺め、俺は感慨に浸ひたっていた。たまにこんな人間がいる。なぜか誰にも好かれる人間が。俺は動物にも人間にも、まるで好かれることがないほうだけど。


    「おい、見ろギギナ、エルヴィンが俺に触られても逃げないぞ」


    「暑苦しく弱くて柔らかいものを、こちらに寄せるな」


    　俺が腕の中の宝物を見せるが、ギギナは席をずらせていくだけだった。相棒は猫などかわいい小動物が苦手なのだ。そんなことはどうでもいい。長年の夢を叶えてみよう。俺は足を畳たたんで、膝ひざの上に黒猫を座らせる。


    　エルヴィンの両の前肢を恭うやうやしく手にとり、桃色の肉にく球きゆうを眺める。肉球を前方へと導き、閉じた瞼まぶたに当てる。


    「わー、ぷにぷにして熱くて気持ちいい。すっごい幸福！」


    　胸の奥で、大輪の真紅の薔ば薇らが咲いたようだった。こんな素晴らしい気分は、ジヴが初めて体を許してくれた夜以来だ。


    「幸福そうでいいな。結婚以来、俺は幸福という単語が存在しないと教えられた」


    　ホートンは重い声でつぶやく。黒猫をアナピヤに返しながら、俺は疑問の目を向ける。


    「婿むこ養よう子しって、そんなに大変なのかよ」


    「それは聞くな。では、ホートン占いに行ってみよう」


    　まったくつながらない理屈を言いはなったホートンが、珠しゆ算ざん機きを取りだす。珠を弾いて適当な占いを始めようとするので、俺は窓口に手を伸ばす。ホートンの手を止めさせる。


    「おまえの占いは嫌なことを言いまくって当てているだけだ。しかも俺に限って妙に当たるから止やめろ」


    「ガユスにだけは当たるからいいのに」


    　ホートンが残念そうに言う。


    「では、ホートンの梯はし子ごクジで開運！」


    　止めた右手の反対の手で、いくつもの梯子が描かれた表を取りだしてくる。俺が拒否の視線を浴びせても、ホートンの信念の目は小揺るぎもしない。その無意味な強さを、嫁や婿入り先に向けろよ。


    　アナピヤが興味津しん々しんといった目を俺に向けてくる。しかたなく俺は指先で真ん中を選ぶ。


    「じゃ、梯子を下ってどん底、どん底♪　あれ？　どん底の底も抜けちゃった♪」


    「その歌を止やめろ。身につまされてちょっと泣けてくる」


    　ホートンの指先が梯子を下っていき、紙に隠された結果に到達。軽飯屋が楽しそうに捲めくる。


    「はい大凶。なんと出血死するほどの奉仕期間中につき、もう、ありとあらゆる災難が二倍でやってくる。敵は敵だし味方も敵。女も敵なら、過去も敵ときたもんだ」


    　暗い気分になるが、俺はあることに気づく。


    「他を見せろ」


    「ダメだ、人類には踏みいってはならない世界があるんだ」


    　逃げようとするホートンの手から強引に表を奪って、紙を捲る。


    「超凶、鬼凶、宇宙凶、とにかく凶って、全部が凶じゃねーかっ！」


    　表を地面に叩きつけると、アナピヤに抱かれたエルヴィンが退屈そうな目で俺を見上げた。ついでにギギナが無音で笑っているのまで腹が立つ。


    「確率論を利用してみたら、これが良く当たる結論なのだから仕方ない。あとはこうなって欲しいという清い願いをこめて」


    「おまえ、それはすでに占いじゃないだろうが」


    　呆あきれた俺は、その場を去ることにした。「早く行こう」と大口を開けているアナピヤがいた。


    　朝飯代わりのポロック揚あげを、少女の口に突っこんでおく。まだ熱かったらしく、アナピヤは悲鳴をあげてもんどりうった。


    　でも一度も口の外に出さずに食べた。凄すごいね。


    



    



    「地図と咒じゆ弾だんと着替え、第一にヒルルカが必要だな」


    　朝から昼前に近くなり、アシュレイ・ブフ＆ソレル咒じゆ式しき士し事務所の前は騒然としていた。停車しているヴァンの後部へと、ギギナが荷物を積みこんでいき、アナピヤが手伝っている。


    「じゃ、あたしの荷物はこれー」


    　前まえ肢あしを握られ、例の万歳の恰好をしたエルヴィンが、アナピヤの胸の前にぶら下がっていた。ギギナは猫から一歩離れて、荷物を抱えた俺へと顔を向ける。


    「それで、シタール修道院とやらが、アナピヤのいた場所だという情報は信用できるのか？」


    「アナピヤの見た風景をヴィネルが分析して、当てはまる場所は四か所あった」


    　荷物をヴァンへと乗せながら、俺は返答する。


    「二つは遠い七都市同盟内の端。もうひとつは神聖イージェス教国、こちらの場合だと出入国が非常に難しいから、記憶がないアナピヤが越えられたとは思えない。だとすると、国内のシタール修道院しかないだろうな」


    「不確実な話だ」


    　ギギナが鼻を鳴らし、荷物を積みこんでいく。


    「シタール修道院に到着するには、車を飛ばしても八時間はかかるので、往復で一日以上。大食らいのギギナ付きなので、食料もある程度は積みこんでおけ」


    　俺はポロック揚あげやら食料の箱やらをヴァンへと載せていく。俺の倍以上の荷物を運ぶギギナの動きが止まる。


    「この時期に金にもならないことをするのは、経理担当のガユスとしてはどうなのだ？」


    「なんとかなるよ。レメディウスやダリオネート事件の前に戻っただけだと考えればいい」俺は動きつづける。「というか、金の心配はもっと前にしてくれ。俺の経営手腕を無効化するギギナの無駄遣いがなければ、事務所はいつでも健全経営ですけどね!?」


    　俺の刺すような視線にギギナが顔を逸そらす。ついでに、荷物の積みこみに専念しているという演技に戻る。


    「それに、今現在のエリダナにいることもあまり良くない」


    　俺の言葉にギギナも考えこむ。咒式査さ問もん官かんのグィデトの脅しが冗談とは思えない。俺たちが禁足指定を受けないことが怪しい。なにかの咒式法違反を犯すのを待って、審判を有罪に導く手かもしれない。だとすると、再審問がある九日後までは、なるべくエリダナから離れていたほうがいいだろう。


    　そこで、俺は振りかえる。


    「そしてかわいらしい少女を見捨てるほど、心に余裕がないわけでもないしな」


    　俺とアナピヤの瞳が出会う。なにかを言いたそうな表情だった。俺が笑顔でうながすと、アナピヤは箱をヴァンへと運びに走る。


    　思い出して携帯を取りだす。ジヴへと電話をかけるが、呼びだし音から留守電の声に代わる。いつもの「愛している」という俺専用の甘い声と言葉ではなく、事務的なものになっていた。二人の距離を表わしているようで不安になるが、ジヴが出張に出発している時期だった。


    　ギギナとアナピヤに続いて、俺も乗りこむことにする。


    「それでは旅に出ますか」


    　バルコムＭＫⅥが老いた獣のように唸うなり、朝のエリダナの街へと疾しつ駆くしはじめる。


    　車は街を抜け、城壁がある市の境で検問を受ける。


    　そして、街の外へと飛びだしていった。


    



    



    　エリダナの北部にあるエレード山や、衛星都市を抜けると、辺境の風景が現れてくる。街道の両脇に、見渡すかぎりの林や平原が広がっていく。


    　遠くに見える竜緩かん衝しよう区くには、天を突く巨大な樹木が生おい茂り、人類の無ぶ遠えん慮りよな視線から、太たい古この秘密を隠していた。


    　緩衝区内部に広がる原始の世界では、〈異い貌ぼうのものども〉たちが溢あふれ、喰ったり喰われたりしているのだろう。


    　竜が森を守護していると教えてやると、アナピヤが興味深そうに眺めていた。


    　ヴァンは悪路を軽快に走っていく。操縦環ハンドルを握る俺と、助手席のギギナ。後部座席で窓に貼りついているアナピヤと猫のエルヴィン。童話の旅みたいだと、ポロック揚あげを齧かじりながら、　俺は考えていた。


    「一口ちょーだい」


    　座席の背後から、アナピヤが顔を出してくる。


    「いいよ、ちょっと待っていろ、今新しいものを……」


    　言うやいなや、アナピヤの顔が急接近してきた。少女の唇くちびるが俺の齧ったポロック揚げに齧りつき、心拍が跳ねあがる。離れていくアナピヤの髪の清潔な匂においが、俺の鼻先を掠かすめた。


    　後部座席のアナピヤは、かわいらしい唇に咥くわえたポロック揚げを、抱えた黒猫に齧らせる。黒猫が囓ると、少女はきゃーきゃー喜んでいた。子供にとって止まることは難題らしい。


    「騒ぐのはいいが、猫をしっかり抱いていろ」


    　ギギナの声が背後へと投げられる。


    「はーい、なるべく気をつけまーす」


    　ギギナと俺の間から顔を出して、アナピヤが返してくる。


    「椅い子すの、いや、我が娘のヒルルカに傷をつけたら、責任をとってもらうぞ」


    　ギギナの横顔には、刃のような鋭さが宿っている。俺も真剣な声を出す。


    「そうそう、ヒルルカに傷をつけたら、怒ったギギナにエルヴィンが喰われるよ」


    「噓うそっ！」


    　猫を抱いたアナピヤが、ギギナの後ろから離れる。


    「冗談だよ、いくらギギナでも、猫は食べないよ……」


    「もう、意地悪」


    　安あん堵どの息を吐くアナピヤ。俺は髪の房ふさに隠れた少女の左耳に口を寄せ、そっと囁ささやいてやる。


    「……いくらギギナでも、生ではね」


    　それこそ猫のような悲鳴をあげて、アナピヤが俺の頭を叩いてくる。俺が笑い、ギギナが憮ぶ然ぜんとした顔をしていると、右手の森が砂漠へと変化していた。


    　一面の砂が太陽に照らされて、黄金の海うな原ばらとなっていた。


    　遠い一点に小さな穴が穿うがたれていた。そして見る間に大きな穴となっていく。


    「アナピヤ、珍しいものがあるから、右を見ていてごらん」


    「なになに、なにかあるの？」


    　アナピヤが顔を向ける。砂漠の穴は、この遠さでも分かるほど大きく広がっていった。


    　大穴の底が盛りあがり、巨大な丘きゆう陵りようとなった。そして砂の衣を突き破って、大質量が天空へと舞い上がる。


    　アナピヤの歓声。黄金色の砂粒の尾を引きながら、圧倒的な質量が空に弧を描いていた。黄土色の鎧よろいの表皮に砂を搔かき分ける腹はら鰭びれ、柔にゆう和わな真円の瞳。大海に棲すむという、鯨くじらにも似た生物が、砂海の上に悠ゆう然ぜんと舞っていたのだ。


    「砂すな鯨くじらという〈異い貌ぼうのものども〉の一種だ」


    　俺はアナピヤに説明してやる。


    「あの巨体で砂に潜み、たまに呼吸のために地上に出てくる。人類には有害でもなんでもない穏おん和わな生物だ。なかなか見られないためか、見ると縁起がいいとされる」


    　巨体が宙を舞う荘そう厳ごんな風景に、目を輝かせたアナピヤの顔が、窓ガラスに映っているのが見えた。


    「しかし、でかいな」


    　砂鯨は地上最大の放物線を描いて、また砂の海に着地。逆さの大だい瀑ばく布ふを天へと上げながら、巨きよ軀くを沈めていく。


    　雄大な大自然の風景。俺たちはそんな辺境の絶景を眺めていた。


    「神様なんて信じないけど、いるとしたら大きいんだろうな」


    　自然な言葉が口を衝ついてでていた。気づくと、アナピヤが俺の横顔を眺めていた。


    「ガユスって、ちょっとカッコつけているわりには、子供みたいなことを言うんだね～」


    　アナピヤの言葉に、ギギナが笑いを堪こらえるような、不自然な声を喉のどから漏もらす。


    「笑いたければ笑えよ」


    　そして、ギギナの哄こう笑しようと俺の憮然とした顔を乗せて、ヴァンは走っていく。


    



    



    　砂さ塵じんを蹴立てて、ヴァンは峡きよう谷こくの底を進む。


    「あとどれくらいで到着するの？」


    「旅はまだまだ長い。夕方になる前には見えてくるくらいだ」


    　熱せられた地面が空気を歪ゆがめ、陽炎かげろうを生む。幻影の向こうに揺らめく影が見えた。


    　立ちふさがっていたのは、銀髪と背外套マントを熱風になびかせた男。


    　姿が消えた。悪い予感とともに、俺はヴァンを急加速させる。同時に、車体の扉を蹴破ってギギナが外へと身を乗りだす。


    　激突音。絶頂に達した女の声のような音をあげて、二振りの屠と竜りゆう刀とうが嚙かみあっていた。疾走する車の前部に乗るユラヴィカと、車体から身を乗りだしたギギナが、刃を挟んで睨にらみあっている。


    　顔狩りのドラッケン族は、エリダナの外まで俺たちを、いや、ギギナを追跡してきたのだ。


    「また会ったな」


    　ギギナの戦鬼の笑みに、ユラヴィカが剣鬼の笑みを返す。


    　ユラヴィカの刃が引かれ、左手がギギナの手首を摑つかみ、引きこみながら落下していく。即座に反応して、ヴァンを急停止。


    「アナピヤ、絶対に外に出るな」と叫びながら、俺は外へと飛びでる。


    　峡きよう谷こくの底で、ギギナとユラヴィカ、二匹のドラッケンの戦士が対たい峙じしていた。


    　すでにギギナは甲こう殻かく鎧よろいで全身を包み、ユラヴィカも水晶の鎧で装甲していた。理由もなく、二陣の颶ぐ風ふうが互いへと突進を開始。激突する寸前、降りそそぐ影。大地に激突し、自らの質量と衝撃で割れたのは、大人が膝ひざを抱えたような巨岩。


    　二匹のドラッケンが弾かれたように離れ、ギギナだけを追うように、次々と大質量の岩石の豪雨が、大地に穴を穿うがっていく。優雅な足取りで回避していたギギナが、俺の隣にまで後退。同時に小さな流星に向かって俺の〈爆炸吼アイニ〉が炸さく裂れつ。


    　淡たん黄おう色しよく柱ちゆう状じよう結晶たるトリニトロトルエンによる爆風と刃が岩石に殺到。粉砕して、直撃を防ぐ。甲殻鎧で岩石の砕片を受けながらも、ギギナが前方へと屠竜刀を突きだす。


    　剣撃の音。岩石の雨と直交するように前方から延びた円盤を、ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刃が受け止めていたのだ。


    　円盤は、工業用の超巨大な魔ま杖じよう丸まる鋸のこ。握っていたのは装甲された大振りな指、手、腕。そして巨大な影。


    「オデの一撃を止めるとは、やるな」


    　無骨な積せき層そう鎧に包まれていたのは、人間だとは思えない球体の巨体。


    　俺はギギナの脇から魔杖剣を伸ばす。再度の〈爆炸吼アイニ〉が巨体の胸板で炸裂。


    　爆煙の間からは、体を揺らすだけで平然とした丸顔が覗のぞく。白煙を切り裂いて、ギギナの刺し突とつが放たれる。しかし襲撃者は巨体からは信じられないような敏びん捷しような剣捌さばきで、切っ先を弾き、　さらなる連撃を回避すべく、後方飛ひ翔しよう。


    　ギギナの三倍の幅と厚みを誇る巨きよ軀くが、飛燕のような軽かる業わざを見せる。追撃に移るギギナと俺。


    　ドラッケン族の剣舞士の突進が急停止。俺を抱えて横へと逃れる。遅れた髪を切り裂く刃。高速振動する羽音が耳を掠かすめた。


    　転がって背中合わせに立つ俺とギギナを、襲撃者たちが挟んだ形となった。


    「バモーゾ、オデの邪魔をする気が？」


    「鈍どん臭いチェデックが悪いのさ。獲物は早いもの勝ちだよ」


    　俺の前方に立つのは、チェデックと呼ばれた巨漢。絶大な防御力の積せき層そう鎧よろいで球体のような全身を包んでいる。ここまで恵まれた体格は、ランドック人でしかありえない。規格外に大きな魔ま杖じよう丸まる鋸のこから察するに、採掘作業員か石工から転職した攻こう性せい咒じゆ式しき士しなのだろう。


    　ギギナの前方に立つバモーゾと呼ばれた人影は、青い夜が凝こごったような青年。生体変化系咒式第二階位〈蟲翼翅インクス〉で、背中から生はえた透明な鱗りん翅しが陽光に透ける。右手に禍まが々まがしい魔杖短剣を握っていることから、生体変化系の暗殺者だろう。


    「興きようが殺そがれた」


    　遠くに立つユラヴィカが屠と竜りゆう刀とうを納め、後退していく。


    「汝なんじらが前座の二人を退けたら、また刃の遊ゆう戯ぎを始めよう」


    　崖に背を預けて観戦状態に入った。


    「あーあ、ドラッケン族は大おお雑ざつ把ぱというか、こだわり派というか」


    「取り分が増えていいこどだ」


    　二人の咒式士と俺たちの環わは、少しずつ中心点を移動しながら、峡きよう谷こくの底を移動していく。ユラヴィカが参戦しないなら、俺とギギナが生きる目が出てくる。


    　遠くに、ヴァンの窓から心配そうにこちらを窺うかがっている、アナピヤの顔が見えた。視線で隠れていろと合図。さらにヴァンから離れるように、二人の襲撃者を誘導していく。


    「それで、おまえらは俺たちになんの用だ？　追おい剝はぎにしては、仲が悪そうだが？」


    　チェデックから視線を放さずに、俺は言葉を投げかける。


    「ああ、いい声だ。この手の男はいい悲鳴をあげるんだ」


    　背後のギギナの向こうから、声が返ってきた。


    「オデたちは、女の子を奪えと雇われただけだ。オメたちを殺すのはついでだ」


    「喋しやべるなよ低能ランドック人！」


    　俺たちを挟んで、仲なか違たがいしている襲撃者たち。


    「どうやら、この前の続きらしいな」


    　ギギナの声が肩越しに投げかけられた。俺は魔杖剣の柄つかを強く握りこむ。数十人の咒式士と竜に囲まれた悪夢の夜は、まだ続いていたらしい。理由は分からないが、敵の依頼者の狙いはどこまでもアナピヤだった。


    「まあいい。チェデックと分けあうのもなんだけど、僕たちで優しく殺してあげるから、残り四人は残念無念♪」


    　バモーゾが声をあげたと同時に、俺とギギナは回転。それぞれ相手を変えて突進していく。


    　こんな狭い場所では、俺は重装甲戦士の押しを止められない。また、相手の戦術は、岩石で視線を上に誘導させての水平攻撃と堅実だ。対して、ギギナはあの手の変質者が得え手てではないし、チェデックの水平攻撃を横取りして上空から攻撃してくるというバモーゾの陰険さは、俺のほうが対処しやすい。


    　俺が思考と咒じゆ式しきを紡ぎおわる前に、バモーゾが接近してくる。突きだされる刃を魔ま杖じよう剣けんで払い、下からの斬ざん撃げきに切り換えた瞬間。魔杖短剣が閃ひらめき、俺の左首筋を切り裂いていた。


    　俺の鮮血の向こうに、青年の卑ひ猥わいな笑みと、肘ひじの先に発生した関節で延びた腕が見えた。


    　バモーゾと俺は崖に沿って疾走する。左手で首を押さえるが、出血が止まらない。異様な感触に気づき、首に潜りこんでいたものを指で抉えぐりだし、即座に投げすてる。


    　バモーゾの奇妙な間合いの刃を受け止めながらも、傷口から抉えぐりだした蟲むしを踏みつぶす。


    　相手は、生体生成系咒式第二階位〈壊血蟲ブラガ〉を刃に乗せてきた。血液中には、凝ぎよう固こ因いん子しと呼ばれる蛋たん白ぱく質しつがいくつか存在し、凝固因子が連鎖的に反応し凝固して出血を止める。


    　この咒式によって合成されたのは、カメムシの一種が持つ、プロリキシン‐Ｓという蛋白質。それはヘムと呼ばれる部分を持ち、一酸化窒ちつ素そ分子が結合している。プロリキシン‐Ｓ本体は血液凝固を阻害、一酸化窒素のほうは、水素イオン濃度や温度変化で分離し、血管の壁を作る平へい滑かつ筋肉に作用。筋肉を弛し緩かんさせて、出血を続けさせる。短期決戦で咒式を解除させないと、体内に残った毒で出血死だ。


    　さらなる咒式を紡がれる前に、俺はバモーゾへと突進。後衛臭い俺の肉弾戦に、意表を突かれながらもバモーゾが応戦。


    　魔杖剣と魔杖短剣が激突。多関節を利用して回りこんでくる禍まが々まがしい刃を潜くぐりながら、俺は半回転。バモーゾの腕の内側へと背中から入る。回転慣だ性せいを乗せた左肘を、バモーゾの胸板に突き立てる。呼吸が途と絶ぜつした咒式士の顔へ、肘打ちから跳ねあがった左裏拳が叩きこまれる。


    　続いて回転。魔杖剣ヨルガの剣先を、仰のけ反っていたバモーゾの口こう腔こうへと突き入れ、体当たりで背後の崖の壁へと衝突させる。


    　バモーゾの右手の魔杖短剣が、咒式を紡ごうとする。阻止するように右肘を俺の靴底が踏みつける。鋲びようが打ちつけられた靴裏と岩肌の間で、バモーゾの肘の関節を粉ふん砕さいする感触が伝わる。神経が断裂しては、咒式もクソもない。


    　さらに敵の掌てのひらを踏んで五指の骨を砕き、魔杖短剣を手放させる。


    「あァん、ガユスって強引っ♪」


    　俺の眼前で、バモーゾが嗤わらう。口内に剣が突き入れられているため、踊る舌が刃で切れて、血ち塗まみれとなっている。


    「ガユスの硬くて熱い剣が、僕を犯しているみたい。子宮が疼うずいて、射しや精せいしそうぅ♪」


    　哄こう笑しようする度に唇くちびるから血ち泡あわが飛び、秀麗な顔の下半分を朱あけに染める。凶暴な感情が沸きあがり、水平に入った刃を垂直に立てて、肉を抉ってやる。バモーゾは悲鳴をあげながらも叫ぶ。


    「次に会ふときは、僕の番だよほ。ガユスの四し肢しを切断して、目を潰つぶして、口癖は『早く殺してください、バモーゾ様』にし、して、犯してあげる。でも、でもほ、すぐには殺してあげないんだ！」


    　バモーゾは血ち反へ吐どを零こぼしながらも、淫いん猥わいな笑みを浮かべた。


    「マヌケの決まり文句だな、次なんかあるかっ！」


    　魔ま杖じよう剣けんの先端を引っかけるように横へと動かす。裂けた顎あごから血の軌跡を描いて、倒れるバモーゾ。跳ねあがろうとする変質者より速く、刃を回転。バモーゾの鳩尾みぞおちに垂直の刺突を落とす。


    　体内に届くと同時に〈銀嶺氷凍息クロセール〉の咒じゆ式しきが展開。氷点下一九五・八度の液体窒ちつ素その凍いてつく激流が、バモーゾの腹ふつ腔こう内で吹きすさぶ。


    「とりあえず、今死んどけっ！」


    　昆こん虫ちゆう基き盤ばんの体であるなら、冷気には耐えられない。放射しつづける冷気で、バモーゾは内部から凍結していく。超圧力で吐きだされ続ける液体窒素が、死体の皮ひ膚ふ張ちよう力りよくの限界を易やす々やすと突破し、凍った肉が破裂する。


    　白煙を噴きあげるバモーゾの死体の無む惨ざんな光景と、自身の首からの出血が、俺の胸中の黒い感情を搔かきたてた。俺の一番嫌いな系統の相手だったために、残ざん酷こくな殺し方をしてしまった。


    　振りかえると、ギギナとチェデックが衝突していた。


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうネレトーを、チェデックの魔杖丸まる鋸のこが受ける。回転する刃が、溶接灯のような火花を散乱させる。ギギナの一撃を真正面から受け、しかも押しかえす。さらなる追撃を、ギギナが側面に構えた屠竜刀で受ける。剛ごう力りきを殺しきれなかったギギナが、後方へ飛んで押しこまれることを防ぐ。


    　追撃するチェデックが死神の円盤を振りかざして、ギギナを追う。


    　チェデックが持つのは、鉱山で岩石を切断するための工業用魔杖丸鋸〈苦力者ボライド〉のようだ。


    　ナノ制せい御ぎよタングステンカーバイドにダイヤモンドライクカーボンで表面処理した巨大な多重刃が超高速回転し、唸うなり声をあげる。敵を斬るというよりも、肉と骨を掘くつ削さくする武器だった。


    　ギギナの剣撃を正面から受け止めた人類は、過去数人しかいない。膂りよ力りよくで押し返してきた存在は、ラルゴンキンくらいしかいなかった。ランドック人と戦闘民族ドラッケン族は、前衛咒式士の最強の座を常に争っているのだ。


    　巨人揃ぞろいのランドック人でも群を抜き、ギギナの三倍の幅と厚みがある巨体。そして、巨大な重機が合わさったチェデックの一撃は、尋じん常じような破壊力ではない。


    　ギギナも後退しながら刃の嵐を防いでいるだけになっていた。あまりに重い一撃は、剣撃を捌さばいてからの展開という、剣技のすべてを拒否するのだ。


    　刃のダイヤモンドライクカーボン表面処理の、ダイヤモンドと同様の結合を含む炭素が、非晶質構造となっており、ダイヤに近い硬度と、結晶粒を持たない表面は非常に平へい滑かつで、摩ま擦さつ係数と摺しよう動どう特性に優れている。


    　チェデックの破壊の円えん刃じんが、二人の戦士の間にあった岩を吹き飛ばし、屠竜刀が受ける。金属音とともに、屠竜刀が上へと跳はねあげられた瞬間。チェデックの右足が一歩踏みだされ、中腰の姿勢から水平の円刃が放たれる。


    　屠竜刀が水平斬ざん撃げきを予想していたように旋回。ギギナの左体側で、丸鋸の斬撃を阻はばんだ。


    　轟音と軋り声。チェデックが渾こん身しんの力で振り抜こうとするよりも速く、屠竜刀の先端が下方へ疾走する。鋭利な剣先が、踏みだしたチェデックの右爪つま先さきを装甲ごと大地まで貫通。巨人の短い苦く鳴めいが漏もれた。


    　刃で固定した右膝ひざに、ギギナの左足が乗り、颶ぐ風ふうが駆けのぼる。甲こう殻かく鎧よろいに包まれた右膝が、燦さん然ぜんたる魔術のように閃ひらめく。自らの側頭部への必殺の軌道を回避すべく、チェデックが顔を逸そらす。


    　巨漢は、ギギナが屠と竜りゆう刀とうの柄つかを放していなかった事実に気づくべきだった。


    　回転弾倉が火を噴き、生体強化咒じゆ式しき第一階位〈尖角リベド〉による強化クチクラの槍が、ギギナの右膝から発生。延長された膝の穂先が、チェデックの喉のどから顎あごの左に突き刺さる。


    　鮮血の尾を曳ひいて、回転していくギギナの膝の刃。後方へと倒れることによって、刃が脳のう幹かんまで到達することを防ぐチェデック。


    　左手で握っていた屠竜刀の上で、ギギナが旋回し着地。回転の終点には屠竜刀ネレトーを従えており、地を這はうような横殴なぐりの斬撃が繰りだされる。


    　魔ま杖じよう丸まる鋸のこを握ったままの両手を背後の大地につき、チェデックが後方回転。ギギナの円軌道の刃を回避。


    　今度は両足の裏で着地して、巨漢はさらに後方へ軽々と跳躍。ギギナの追撃を躱かわす。


    　距離が離れた途端、俺が放った〈爆炸吼アイニ〉が横合いから炸さく裂れつ。爆風がチェデックの巨体を軋ませる。


    　積せき層そう鎧から白煙の尾を曳きながら、チェデックは平然と後方へと飛び跳ねる。さらに俺の〈雷霆鞭フユル・フー〉の追撃を回避していく。岸壁に命中した雷撃で、岩の砕片の小雨が降りそそぐ。


    　正せい眼がんに構えるギギナと、俺を底辺とする二等辺三角形の頂点で、チェデックは荒い息を吐いていた。顎からは出血が続く。


    「どうして、オデの必殺の一撃を予測していだ？」


    「円盤状の刃は直線の刺突に向いていない。とどめの一撃は横よこ薙なぎか振りおろしに決まっている」


    　ギギナが剣撃の初歩理論を返し、チェデックの表情に敗北感が浮かぶ。


    　破壊力は凄まじいが、丸鋸には精密な戦闘技術体系がない。そして致命傷は避けたが、チェデックの喉から顎あごの傷は深い。軽減されたとはいえ、爆裂咒式の連続直撃で歪ゆがんだ鎧。


    　俺とギギナの二人に、バモーゾを失ったチェデックだけで勝てる要素はない。


    　ギギナが突進し、俺が巨大咒式を紡ごうとした刹せつ那な、怖おぞ気けを感じ後退。


    　谷底を両断するように、輝く刃が疾走する。並んで生はえたのは虹色に輝く水晶の刃。触れれば血を噴きそうな穂先を見せていた。


    　着地と同時に刃が首筋に触れてきた。金属の冷たさに俺の体温が奪われ、魂たましいまで凍りそうだった。


    　右目だけを動かしてみると、屠竜刀ゾリューデの冷ややかな刀身が長く長く延びる。終点には、額ひたいの青い蝶ちよう。そしてユラヴィカの冷たい美び貌ぼうがあった。


    「そこで終わりだ」


    　ユラヴィカの屠と竜りゆう刀とうが閃せん光こうのように旋回した。刃は俺の右上腕を複雑に薙ないでいく。刃が首筋に戻ると同時に、俺は握っていた魔ま杖じよう剣けんヨルガを落とす。鮮血は、糸のように細く流れた。


    　俺は生命線である魔杖剣を戦闘中に落とした。自由に指が動かないのだ。


    「刃によって、上じよう腕わん骨こつ内側上後顆面の尺しやつ骨こつ神しん経けい溝こうだけを傷つけた」ユラヴィカの声が背後から響く。「尺骨神経が損傷して、総そう掌しよう側そく指し神経、固有掌側指神経への信号が伝わらなくなり、尺側手根屈筋、いわゆる骨間筋・尺側の中様筋が麻ま痺ひ。指の開閉運動が不可能になる。つまり、今のおまえのように物を握ることが不可能になる」


    　激痛に耐えながら、俺は恐怖に歯を食いしばる。


    　ユラヴィカは危険すぎる。


    　到達者級の珪けい成せい系の咒じゆ式しき士しにして、光速の反射神経を持つ。医師なみの解かい剖ぼう学がくの知識を持ち、剣技と体術の達人にして人体破壊の専門家。接近戦でこの凶戦士に勝てる生物はいない。


    　人間は、ここまで暴力を極められるという事実に俺は戦せん慄りつしていた。


    　ユラヴィカの無表情な顔の向こうに、ギギナの怒れる美び貌ぼうがあった。チェデックの命を摑つかんだが、俺の命もユラヴィカに摑まれているという複雑怪奇な状況に、ギギナも迂う闊かつに動けないのだ。


    　いや、自分以上の人体破壊技術を見せられて、闘争に猛たけっているのだろう。


    「オ、オデを助けたのか？」


    　水晶の刃の向こうに立つチェデックが、疑問を帯びた声を出す。


    「勘かん違ちがいをするな。私の決闘に踏みこんだお主は、本来なら私の敵だ」


    　ユラヴィカの氷点下の声が切り捨てる。


    「しかし、最初の乱入で二対二になった以上、私が手を出しては決闘の掟おきてにもとるため、手出しを控えていただけだ。そして、私がこの咒式士を倒し、お主が倒されれば、ギギナと私の決闘になるだけのことだ」


    「うわお、俺が死ぬことは決定項なの？」


    「ギギナよ、それでいいか？」


    　ユラヴィカの宣告に、ギギナは答えられなかった。銀の瞳の奥で、ギギナ計算機が動いているのが確認できた。


    　俺が死ぬと、自分で面倒な雑務をしなければならない。俺がいると遠えん隔かく攻こう性せい咒式が使えて便利。対して、ドラッケンの戦士との至上の戦い。


    　いかん、ギギナの武神のような美貌に、俺への謝罪のようなものが浮かびはじめている！


    「ガユス、まったく思ってはいないが言っておくと、すまないが死ん……」


    「続きを言う前によく考えろ」ギギナの言葉は遮っておく必要がある。「事務所の予算すら守れないような自分の頭脳の計算を、どうして信用できる？　俺なんか、俺自身をまったく信用していないというのに！」


    　ギギナの目に、俺は映っていない。俺は俺で生き残り策を弄ろうする。


    「考えてみたのだが、ここは双方が退ひいて、仕切りなおしという方向が最善ではなかろうか？」


    　俺の言葉にユラヴィカの眉み間けんにある刺青いれずみの蝶が歪ゆがみ、理解不能といった内心を示す。ユラヴィカの眼まな差ざしが、俺の左手に気づいた。腰の後ろの魔ま杖じよう剣けんマグナスの引き金を握っている、左手に。


    「いや、俺はこのまま殺されるくらいなら、必殺の咒じゆ式しきをギギナに放つ。それではおまえの望みは果たせないが？」


    　ユラヴィカより、向こうにいるギギナのほうが不ふ愉ゆ快かいそうな表情となる。


    「詭き弁べんだ。その程度の咒式でギギナは死なぬし、第一、お主が相棒を殺すわけがなかろう」


    「おまえが言うなよ。言っておくがギギナは俺を平気で刺すようなクソ相棒だ。俺は普段の恨うらみをこめて元気いっぱいに撃つし、それで傷ついたギギナを倒したとして、それでもおまえのドラッケンの誇りとやらは満足するのか？」


    　俺の舌先が論理を紡ぐ。しかし、自分で言っていて意味不明な論理だと思う。


    「それでいいならやれよ、さあ！　この脆ぜい弱じやくな俺の細首を取ればいいだろうが!?」


    　ユラヴィカの青い蝶が、迷うように翅はねを歪ませる。


    　長い迷いを終え、闘争の詩人が口を開いた。


    「いちいち興きようを殺そぐ人間だ」


    　不愉快そうだった。俺の挑発は戦士に通じた。


    「次は汝なんじを排除する必要があるな」そして振りかえって告げる。「去れチェデック」


    　ギギナの剣の前に立つチェデックが、ゆっくりと後ずさり、峡きよう谷こくの向こうへと巨きよ軀くが消えていく。


    「私やチェデックの次に、メルツァールにアインフュンフという咒式士が追ってくる。姿を見せないあと一人がいて、追手は全員で六人。生き残れよ」


    　凶戦士の巨刃が引かれる。


    「ギギナ、次に会うときは、これ以上に楽しい剣と咒式の宴を行おうではないか」


    「ああ。貴様となら、愉快な命の取りあいができそうだ」


    　笑みを含んだユラヴィカの言葉に、ギギナの獰どう猛もうな笑みが返された。


    「剣と月の祝福を」


    「剣と月の祝福を」


    　二人のドラッケン族による祝詞のりとの唱和がなされた。俺は時間をかけて振りかえる。


    　そこには凶戦士の美しい影すらなく、水晶の壁が屹きつ立りつしていた。


    　二酸化珪けい素その壁の向こうに、チェデックとともに、遠い影となっていく美影の姿が見えた。


    「退ひくぞガユス」


    　ギギナが、長大な屠と竜りゆう刀とうネレトーを提げ、後退しはじめる。落とした魔杖剣を左手で拾って、俺も続く。俺とギギナはヴァンに乗りこんでいく。後部座席ではアナピヤが黒猫を抱いて硬直していた。少女の顔には、恐怖があった。


    「大だい丈じよう夫ぶだ、行くぞ」


    　しかし、アナピヤの恐怖の眼まな差ざしは、直線で俺へと向けられていた。自らを見下ろすと、胸元や手が血ち塗まみれだった。


    　俺は袖そでで血を拭ぬぐいつつ、運転席へと腰を沈めていく。そして、苦い感情を嚙かみしめながら、動く左手でヴァンを発進させる。


    「根性悪の貴様らしくないな。あまりに粗雑な駆け引きだ」


    　助手席のギギナのつぶやきが、俺の耳に痛かった。あれがあの場でできる限界だった。そしてユラヴィカの言葉が正しいなら、六人の追手がいるらしい。バモーゾは倒したが、残りの五人の追手を考えると目め眩まいがする。


    　ヴァンの後方には、去っていくユラヴィカたちの姿が小さくなっていき、峡きよう谷こくを曲がると、見えなくなった。


    



    



    「ふむ、それで完敗したか」


    「敗北したのは向こうのランドックの巨人で、死んだのは向こうに転がっている変態だ。私ではない」


    　傍かたわらの老メルツァールの揶や揄ゆに、ユラヴィカは崖に背を預けながら答える。


    　谷底での死闘の後、後続の咒じゆ式しき士しの車輌が追いつき、戦果と情報交換の場となっていた。


    　無ぶ骨こつな運搬車のタイヤに、チェデックは巨体を預けていた。鎧よろいを叩いて直し、それから傷を治療していく。目がユラヴィカに向けられた。


    「礼は言わない」


    「不要だ」


    　ユラヴィカも錆さびた声で返すだけ。傍らの老人、メルツァールが仮面の奥で笑う。


    「しかし、最後の咒式士は姿も現さないが、これで六人が五人に減った。仲間が死んだと哀しむものはおらぬ、か」


    「誰がそんな心を持つのか？」


    　車体の内部から、柩ひつぎのアインフュンフの笑声があがった。重なるような女の笑い声。


    　全員が冷たい目で、アインフュンフの言葉を受ける。悲しみなどなく、ただ女に同調する冷笑だけがあった。


    「バモーゾが死んだ以上、次は私たちの出番だ」


    　アインフュンフの言葉に、メルツァールが苦笑する。


    「そうだな。我らの番だが、それでも儂わしの意志を無視するな」


    「私がギギナを屠ほふる邪魔をするな。ガユスとかいう赤毛だけ倒せ」


    「ぢょっと待て。オデが二人を倒して、約束を果たさせるんだ」


    　チェデックが巨きよ軀くを立ち上げ、メルツァールも言葉を漏もらす。


    「儂は少女を奪って、交換条件を果たしてもらうだけだ」


    「みなさん、大事なことをお忘れのようですね」


    　全員の視線が、運搬車の運転席へと集中する。備えつけられていた拡声器スピーカーが、無感情な声を続ける。


    「いいですか？　私がみなさんを雇った目的は、あの少女の奪還が第一であって、二人の咒じゆ式しき士しの殺害は副次的なものですよ？」


    　謎なぞの依頼主が釘くぎを刺してきた。


    「分かっている」


    　メルツァールの仮面の奥に座す海色の瞳が、殺意に燃えあがる。ドラッケンの戦鬼ユラヴィカが、チェデックが、おそらくは柩ひつぎのアインフュンフも、不敵な笑みを浮かべていた。


    　峡きよう谷こくに、攻性咒式士たちの声なき笑声が響いていた。


    



    



    　重苦しい雰囲気のヴァンは荒れ地を抜け、草原を通り、林の木々の間を進んでいく。


    　ギギナに治療してもらった右手で、操縦環ハンドルを右に切る。


    　街道から遠く離れ、進路は草の間を進む獣道となっていた。助手席に座るギギナの横顔も、厳しい武神の像と化したままだった。俺にしても、とりとめのない疑念に囚われていた。


    　アナピヤを追ってくる攻性咒式士たち。ユラヴィカとギギナ。


    　彷徨さまよう視線が、焦点を合わせていく。ヴァンの前面ガラスに、後部座席に座るアナピヤの、重く沈んだ表情が浮かびあがっていたのだ。


    「アナピヤ、元気を出せ。もうすぐシタール修道院につく」


    　少女がうなずき、ヴァンの外へと視線を向けて、故郷の記憶の痕こん跡せきを探そうとする。


    　続く言葉を見失った俺は、少女の横顔に疑問を投げる。


    「そういえば、君はなぜ狙われるんだ？」


    「うーん」


    　黒猫のエルヴィンを抱えたまま、アナピヤが考えこんでしまう。強い力に抱きしめられ、黒猫が小さな悲鳴をあげていた。


    「考えても分からないや。あたし、あんまり頭良くないみたいだし」


    　あいかわらずの少女の返事に、拘こう束そくを緩ゆるめられた黒猫が安あん堵どの声を漏らす。


    　林の先に、丘きゆう陵りよう地帯が広がっていた。夕日に変わる寸前の哀感を誘う陽光が、俺の目を灼やいた。右手には小川が流れていたのが見えた。透明な清流に、木々の複雑な影が落ちている。


    「あ」


    　アナピヤの声が、車内の沈黙を破った。


    「思い出した。昔、ここで遊んだかもしれない」


    「本当か？」


    　アナピヤが、後部座席から俺の右横へと身を乗りだす。俺の耳元にかかるアナピヤの髪。右肩に伝わる、薄いが柔らかな球体の感触。


    「たしか、同じ年ごろの子供たちと遊んでいて。うん、アティもいた」


    「アティって？」と俺は強引に意識を戻して問いかける。


    「あたしと仲良しだった従姉妹いとこの子。ちょっとドン臭くてみんなにイジめられていて、カワイソーな子だった。あたしもがんばって庇かばったんだけど、二人で泣いたりしたよ」


    　アナピヤの声が重く沈む。平和でみんな仲良し、などという子供時代は誰にも存在しない。


    急にアナピヤが顔を輝かせて、外へと指を向ける。


    「んで、この小川が続いて、大きな双ふた子ごの岩が……、ほらあった！」


    　少女の発言のとおりに、小川を睥へい睨げいするような二つの岩がそびえていた。


    「ヴィネルの情報が正しいようだな。だとすると、シタール修道院は右のほうだ」


    　助手席のギギナが静かに指示した。俺はヴァンの進路を右へと曲げていく。


    「それでアナピヤ、他になにかを思い出したか？」


    「あっ、修道女はすごーくインケンな人だったわ。アティもよく苛いじめられて、泣いていた」


    　アナピヤはかわいらしい顔をしかめて、あまり楽しくない記憶をたどっていく。


    「その修道女、カリラエさんはとにかくイヤな人だった。よく『竜は神の敵です。死の吐息を吐き、空を支配し、なにより人の心を惑わす邪悪の化身なのです』とか言っていた。それで、カリラエさんとお父さんが喧けん嘩かしたこともあったの」


    「いいぞ、アナピヤの父親の記憶が出てきた。それにしても変わったお父さんだね」


    　ヴァンは林を抜けて、道なき道を進み、緩ゆるやかな傾斜を登っていく。アナピヤは続きを口にする。


    「うん、でもお父さんの言うように、竜が悪いわけじゃないと思う。だって人間がなにかしないと、竜の側から襲ってくることも少ないし。仲良しのアティも、そう言っていたの」


    　俺とギギナは、返す言葉もなかった。


    「でも、だとすると、あたしを狙う竜はなんなのかな？　あたしがなにかをしたのかな？」


    　年とし端はもいかないアナピヤに原因があるとは思えない。答えはアナピヤの父親か、過去の関係者にあるのではなかろうか。


    　俺の推察を断ち切るように、右耳にアナピヤの怒りの声が響いてくる。


    「それでさ、男の子の一人がアティに、ヒドいことを言ったの。そう、たしか『おまえらは一族で邪悪な竜の味方をするのかよ！』だって」


    「その子はアティのことが好きだったのかもな」


    「ええー？」


    　思わず口を衝ついてでた言葉に、アナピヤが反応する。続けたくもない言葉を続ける。


    「小さい男の子は、自分の未分化な性愛を処理できず、しかも愛情表現の元となる言語感覚の発達が遅い。それで、好きな女の子には意地悪するしかできないんだ」


    「だからって、ヒドいことには変わりないよー」


    　アナピヤの無邪気な笑いが、俺の陳ちん腐ぷな言葉を笑いのめす。女に対する俺の態度も、子供とあまり変わらない事実に気づいた。そしてアナピヤの顔に現れていた陽光が急に曇る。


    「あの、でもね、あたしの言うことはそのままには信じないでね？」


    「記憶が不確かなのは分かっている。それは前にも聞いたよ？」


    「違うの」


    　アナピヤは言いよどんだが、続けた。


    「不幸な女の子だと見せようとしている、と思われるのがイヤなの。それで、ガユスの気持ちにつけこんでいるみたいなのがイヤなの」


    「気にするな。女の子に騙だまされることも、男の三大義務のひとつだ」


    　俺が背後へと言葉を投げかえすと、ギギナが冷笑していた。


    「安い英雄願望だな」


    「ないよりいいだろうが」


    　俺たちとのやりとりに、アナピヤが複雑な笑顔を浮かべていた。たしかに上う手まくない返事だった。


    　丘きゆう陵りようの間の道を抜けると、木々と石壁に囲まれた建物が見えてきた。ヴァンを進ませ、石壁に向かう。


    　右手には、丸みを帯びた石を積みあげただけの石壁が崩くずれていた。蔦つたと苔こけに覆われ、荒こう涼りようとした雰囲気を醸かもしだしていた。石材には、炎で炙あぶられたような焦こげ目があった。


    　出入り口らしき地点で、ヴァンを停車させる。


    　ただ石壁がないというだけの隙すき間まで、扉もないが、そこが出入り口だと思うしかない。地面には、シタール修道院という文字が刻まれた青銅の飾り板が落ちていた。石壁の間の上にあったのだろうが、今では支えていた石材とともに瓦が礫れきになっていた。


    　俺は素直な感想を抑えることができなかった。


    「なんというか、そう、とても渋い風ふ情ぜいがあるところだね」


    「ガユスの、そーゆー口先が上手い所は嫌い。素直にショボいって言ってよ」


    　アナピヤが背後から怒ってくる。俺たちはヴァンを下りて、瓦礫の山を乗り越えていく。アナピヤの胸に抱かれたエルヴィンが、眠そうな鳴き声をあげた。


    　石壁に囲まれた修道院は広かった。


    　アナピヤの言ったとおり、一種の村になっていた。住人や家畜が住んでいたであろう、小さな家屋や厩きゆう舎しやが並んでいた。


    　何者かの襲撃があったらしく、小屋のすべてが焼け落ちている。咒じゆ式しきの砲撃の傷きず痕あとが石の土台に刻まれていた。敷地に生はえている木々も枝葉が焼失し、焦げた幹だけを晒さらして、さながら冥めい府ふのような光景を醸じよう成せいしていた。


    　焼けのこっている小屋の内部を覗のぞいてみる。埃ほこりと黴かび臭くさい臭気が降り積もるだけで、人が住んでいる様子はない。


    　室内の闇には、虚うつろな眼がん窩かを並べた遺骨があった。肋ろつ骨こつに四し肢しの骨もあった。アナピヤを呼ぼうとして止やめた。


    　アナピヤの父や従姉妹いとこのアティ、修道女に友人たちは、死んだか逃げているだろう。アナピヤもいくつか死し骸がいを見つけて立ちつくしていた。よく見ると、遺骨が掘り起こされ引きずられた痕こん跡せきがあった。


    　痕跡を追って外に視線を戻す。


    　焼けて穴が穿うがたれた屋根の向こうに、石組みの尖せん塔とうが屹きつ立りつしていた。尖塔の頂上の鐘しよう楼ろう。さらに斜めに立つ錆さびた十字印が確認できた。


    「あれあれ、あの冴えない感じ。たしかに、あたしがいた村だ！」


    　叫んだアナピヤが走り出し、俺とギギナが早足で続く。アナピヤの胸に抱かれたエルヴィンの抗議の鳴き声が、吹きながされていく。


    　建物の間を抜けていくと、修道院の建物がそびえ立つ。


    　炎に凌りよう辱じよくされた高い建物の根元、焦こげた木製扉の前にアナピヤの小さな背中があった。俺とギギナが顔を見合わせて、少女の背中に追いつく。


    　修道院の横手に続く煉れん瓦がの壁。角には、大地に手をついた人物の姿があった。


    　真剣な横顔で、土の山に手を当てていたのは男だった。男は真ま面じ目めな顔で土の上に杭くいを刺す。


    　俺はアナピヤが声をあげそうになるのを、手で制する。ギギナと視線で意志を交換。無音で間合いを詰めながら、魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手を伸ばす。


    「動くな」


    「おわわっ！」


    　男の肩が跳ね上がり、杭が手から離れた。男は均きん衡こうを崩くずして背後に倒れる。見下ろす俺とギギナの下で、男は仰あお向むけになった。顎あごに治りかけたような傷があったが、どこか愛あい嬌きようのある顔をしていた。


    「おまえは追手か？　ユラヴィカたちの仲間か？」


    　男の鼻先へ、魔杖剣ヨルガの切っ先を突きつける。


    「追手？　ユラヴィカ？　なんですかあなたたちは!?」


    「面倒だ。殺そう」


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうが心臓の位置に突きつけられ、男の悲鳴があがる。


    「待ってください。私はニルギン、ええとたしかニルギン・ホイナン？」


    「疑問形で名乗るな」


    　ギギナがニルギンと名乗る男の顔を踏みつけ、蛙かえるのようなくぐもった悲鳴があがる。


    「いや、すいません。実は自分でも確証が持てないらしいっぽいのです」


    　踏まれながらも、男は丁てい寧ねいに名乗った。男の言葉にアナピヤが反応し、俺の左脇から顔を出してくる。


    「え？　それってまさか、私と同じような記憶喪失？」


    「ええ、噓うそみたいな噓ですけど」


    　平然と言いはなつ男の顔を、ギギナがもう一度踏んだ。骨が軋きしむ。


    「それがあなたたちの正義ですか。この業界のやりかたですか。私が汚お職しよくと賄わい賂ろに満ちたこの業界を変えてみせます！」


    　意味不明の強がり。鼻筋を踏んでいたギギナの足に体重がかかる。途端に鼻骨の軋きしむ音と、情けない悲鳴があがる。


    「すいません、すいません、もう強がりません！　靴くつの裏でも喜んで舐なめます！　犬の糞ふんをつけてから舐めます！　そして顎あごの傷と鼻が痛いです！」


    　ギギナが体重をかけるのを止やめると、男が落ちつく。足までは除けないのが、ギギナの凄すごいところだ。


    「……ああ、腐敗した権力の前に、私は無力だ」


    　ギギナがもう一度体重をかける。手足を虫のように動かして、ニルギンが怯えて叫ぶ。俺とアナピヤが視線を合わせる。そしてギギナと交わす。こいつは、とてつもなく胡う散さん臭い。


    「説明しますと、私は竜とかについて研究していると噂うわさされていると言えるかもしれない者でして。はい、証明として名刺に似たものを……」


    「動くな、こちらで調べる」


    　踏まれた体勢のまま、身じろぎする男を剣先で制止し、所持品を調べる。


    　懐ふところから出てきたのは、火薬式の六連発拳銃に手しゆ榴りゆう弾だん。魔ま杖じよう短たん剣けんも護身用の域を出ない。こんな軽武装で〈異い貌ぼうのものども〉が跳ちよう梁りようする辺境を渡っているニルギンは、勇気を通りこして少し考えが足りない。


    　あとは電子手帳に電子筆に紙かみ屑くず。最後にあった透かし彫りの入った名刺を手にとる。


    「ニルギン・ホイナン。竜事象対策研究所の所属研究員か」


    「竜事象対策派か」


    　ギギナの声には不ふ愉ゆ快かいな響きがあった。アナピヤが首を傾かしげる。


    「竜事象対策派とは、竜の存在に異議を唱え、人類の地上における覇は権けんの正当性を研究する民間団体のことだ」


    　俺の近所でも騒音を出していたが、公平に言おう。


    「竜と咒じゆ式しきの反対派でも、他の狂信的な団体とは一線を画かくし、学術的な調査のうえで、発言している。たまに放送番組や学会や論文で見かける程度には、常識的な活動をしている」


    　俺はニルギンを見据える。


    「ただ、やはり竜の否定から咒式の否定までを無理やりつなげているので、俺やギギナ、咒式士が好きになれる理由はないけどな」


    　俺は魔杖剣を掲げていく。


    「やっぱり埋めよう。変な姿で埋めておけば何世紀か後に発掘され、ツェベルンの歴史学が混乱すると楽しいし」


    　刃を振り上げた俺の腕に、アナピヤが縋すがりついてくる。


    「違うよガユス、この人はいい人だよ」アナピヤの声には優しさがあった。「だって、ニルギンさんはみんなのお墓を作ってくれていたんだよね？」


    　ニルギンの手から落ちた杭くいが墓標で、撫なでていた土の山が墓だとやっと気づいた。不ふ承しよう不ぶ承しようの演技で、俺は魔杖剣の切っ先を戻す。推定無罪は近代世界の原則だ。


    「もちろん、竜の悪あく行ぎようの調査らしいとの可能性は追究しますが、死者を葬ほうむる気持ちも忘れないことも、なきにしもあらずですよ」


    　地面に縫ぬいつけられたまま、ニルギンが得意気に胸を張る。自分から動いた苦痛で、ギギナの足裏でもがく。アホだ。ニルギンが涙目で俺たちを見る。


    「そういえば、あなたたちはどうしてここへ？」


    「あたしは、えっと、アナピヤっていうものなのですけど、お父さんの手掛かりがここにあったそうなの。だけど……」


    　アナピヤが周囲を見渡す。


    　廃はい墟きよとなった修道院には、すでに生者の姿はなく、手掛かりもなさそうだ。ニルギンが納得したようにうなずく。


    「このシタール修道院は、もともと十字教派の異端である戒かい律りつ派がさらに変形したものを信しん奉ぽうし、極度に閉鎖的でした。七年ぶりに訪れたのが私で、初めて修道院が崩ほう壊かいし、閉鎖されていたことが分かったくらいですからね」ニルギンは滔とう々とうと述べる。「七年ほど前に近隣の村人が、竜の飛ひ翔しようを確認していますから、その時期に破壊されたっぽいのです。うーん、やっぱり竜って悪い存在なのかも」


    「私には、竜の仕し業わざとは思えぬな」


    　ギギナの発言にアナピヤがうなずく。俺にしても同意見だ。


    「実際に遭そう遇ぐうしたものなら分かるだろうが、竜が本気で荒れ狂ったら、この程度の破壊では済まない」


    　あの夜の〈長命竜アルター〉、ムブロフスカなら、こんな村ごときは一撃で粉ふん砕さいし、焼しよう却きやくしつくしていただろう。


    「だから調査しているのかもしれません。我々は常に懐かい疑ぎ的で、自分自身すら信じてはいませんからね」


    「殊しゆ勝しような態度だがアホだな。それで、おまえは専門の調査員だろう？　この子」少女を顎あごで示す。「アナピヤについての情報はなかったのか？」


    　俺が覗のぞきこむと、ニルギンが顎と鼻の傷を歪ゆがめて考えこむ。意外と素直な男らしく、誠実に悩んでから、口を開いた。


    「そのアナピヤという子、個人については分かりません。先ほど言ったように、ここシタール修道院は恐ろしく閉鎖的で、自給自足で外部との接触は、ほぼ皆無なのです。記録も焼失したみたいですし、関係者がどこに逃げたのかも不明です」


    　ニルギンの説明に、アナピヤが薄い両肩を落とす。少女の腕に抱えられた黒猫が、どこか悲しげに鳴いた。


    　俺やギギナにしても、かける言葉がなかった。ニルギンの言葉で、アナピヤの過去を追う手段は完全に断たれたのだ。


    「おとりこみのところ誠に申し訳ないのですが、いい加減、この足をどけていただけたら嬉うれしいのですが？」


    　ギギナに踏まれたまま、ニルギンが小さくつぶやいた。


    



    



    　中天に月が上り、無む慈じ悲ひな光を地上に投げかけていた。


    　夜までかかって、俺とアナピヤ、協力を申しでたニルギンとで、残る死者の遺骨を埋まい葬そうした。


    　さらにシタール修道院を捜索したが、やはり手掛かりはなかった。


    　焚たき火びが、周囲の人間の表情を緋ひと橙だいだいに染めていた。


    　アナピヤのなにかを堪こらえるような顔、少女の胸の中で眠るエルヴィン、ニルギンの顎あごの傷、ギギナの物もの憂うげな美び貌ぼう。俺はどんな表情をしているのだろうか。


    　ポロック揚あげと携帯食料を俺が調理したものを、全員の晩ばん餐さんとする。金属の匙スプーンと食器の音と焚き火の音が、夜気に響く。


    「ガユスさん、意外と料理が上う手まいんですね」


    「携帯食料でも調理のしようはある」ニルギンの言葉に、素直に答えたが、すぐに肝心なことに気づく。「つーか、おまえまで飯を喰うな。いつまで俺たちにくっついている気だ？」


    　俺は匙を突きつけてニルギンに抗議する。ギギナが横目で失笑していることが不ふ愉ゆ快かい極きわまりない。


    「気にしないほうが、健康にいいらしいと専もつぱらの評判ぎみ、ですかね？　あとお代わり調なものをいただけたら嬉しいっぽいのではないでしょうか？　おそらく」


    　ニルギンは恬てん然ぜんとした表情で、皿を差しだしてくる。俺はこの男とまともに喋しやべることに疲労を覚え、お代わりの肉と野菜を盛ってやる。


    　こいつの喋りかたは、確実に俺の癇かんに触る。なぜかは分からない。視界の端にアナピヤが見えた。


    「そこのアナピヤ。海草サラダを避けているのがバレバレだ」


    「あたし、これ嫌い～」


    「こういう民間伝承がある。女性ホルモンのプロゲストロンが減ると、乳腺が萎い縮しゆくし胸が小さくなる。しかし、昆こん布ぶや若わか布め、寒かん天てんやひじきなどに含まれる、ボロンというミネラルが、プロゲストロンの分ぶん泌ぴつを高め、胸の脂し肪ぼうと乳腺を増やすのです。煮る・焼く・湯通しなどでボロンは減るので、生の海草サラダは女性の胸の味方です」


    　アナピヤは自分の薄い胸を見下ろし、長い溜ため息いきを吐つき、目線を上げてくる。


    「ガユスって、巨乳の方が好き？」


    「俺は乳で女を差別しないけど、平面愛好趣味はない。はっきり言って、若い男に対して大きな乳は核弾頭並みの武器になります。全滅です」


    　俺の講釈が終わるのを待たずに、アナピヤは半泣きでサラダを貪むさぼり食った。


    「ガユス、お代わり」


    　血けつ涙るいが流されていないのが不思議なくらいの目で、アナピヤが皿を差しだしてくる。俺は笑顔で山盛りの海草サラダを載せてさしあげる。


    「不味まずい～、死ぬ～。でも、なりたい自分になる～」という文句を垂れながらも、アナピヤは必死で食べている。俺の視線に気づいて、少女が怪け訝げんな表情を浮かべる。


    「どうしてガユスは幸せそうな顔をしているの」


    「アナピヤが、自己を革新するためには、辛つらい努力もできるいい子だからだよ」


    　俺の言葉にアナピヤの目が輝き、ギギナが鼻先で笑う。


    「他人が嫌なことを、本人に自発的にやらせることが、ガユスの好きな嫌がらせのひとつだ」


    「むきーっ」と叫んで激怒したアナピヤが、海草の皿を振りあげる。


    「でも、豊ほう胸きようの話は民間伝承だけど、海草が体にいいのは確かだよ？」


    　俺が小声でつぶやくと、アナピヤの小さな手の中で皿が震える。ゆっくりと皿が前に戻され、アナピヤは海草を口に運ぶ。


    　海草を咀そ嚼しやくするアナピヤは、凄まじい不信のこもった目を俺に向けていた。向けつづけていた。


    「どうしてあの子は怒っているの？　俺はアナピヤのために真心をこめて作った料理を、天使のように純粋な善意で薦すすめただけなのに？」


    　俺が話しかけると、ギギナは苦々しい表情となっていた。


    「たまに貴様の女、ジヴーニャを尊敬したくなるときがある。私はガユスの横にいることも耐えられないのに、あの女は、その貴様と恋愛を成立させているのだからな。この地上で最高の人道主義者、聖者であろう」


    　反論しようとして、俺の口からは言葉が続かなかった。


    　怖いことに、自分の人間的な美点を何一つ見つけられないことに気づいた。俺は人として大丈夫なのか？


    　自己の価値に疑問を持ちはじめた俺が食事を終えると、全員の食事も終わっていた。そして、焚たき火びを睨にらむだけの無む為いな時間が過ぎる。


    「しかし、これからどうするか。アナピヤの父も……」


    　俺は結論を濁にごした。ここの惨状や死者の遺骨は、人間による咒じゆ式しきの仕し業わざとしか思えない。人間が相手だとすると、なにを目的とした殺さつ戮りくかは知らないが生存者を残すはずがない。


    　だとすると、アナピヤの父が生きている可能性は低い。アナピヤの肉親の手掛かりが見つからない以上、エリダナに戻るしかないのだが。戻ってからどうすればいいのか。


    　結局、ベイリックやラルゴンキンたちによる、大人の判断が正しかったのかもしれない。


    「思い出した。みんなあの日に死んじゃったの。炎と轟音のなかで。お父さんは炎に巻かれて、あたしを逃がして倒れたの」


    　アナピヤの漏もらした一言が、俺とギギナの顔を跳はね上げさせる。


    「あたしって、一人なのかな？」


    　アナピヤの海色の双そう眸ぼうに、焚き火の炎が躍っていた。視線は目の前を見ておらず、自己の内面へと向けられているようだった。


    　アナピヤの瞳が潤うるむが、涙を零こぼすまいと顔の造ぞう作さくを中央に集めて耐えていた。張りつめたような雰囲気が、突如、破られた。


    「あたしのせいで」アナピヤがしゃくりあげる。「コルッペンさんとおばさんやお姉さんたちも死んで、死んでしまった。もう誰も、あたしを、愛して、くれる人はいないのかな？」


    　言葉とともにアナピヤの双そう眸ぼうから涙が零こぼれた。少女の全身から圧力が放射される。雷撃に打たれたように、エルヴィンがアナピヤの手から飛びだす。


    　俺とギギナが反射的に立ち上がり、ニルギンが呆ぼう然ぜんとしていた。


    　反り返ったアナピヤの体から放射される力。それは、膨ぼう大だいな咒じゆ力りよく波長だったのだ。


    　自己を責めるあまりに、アナピヤの精神に亀き裂れつが入っていく。心の傷口から漏もれた咒力が、虚うつろな咒力を放出しているのだ。


    　組成式をともなわない咒力は無力である。しかし、ここまで膨大な咒力だと不完全ながらも咒式になってしまっている。魔ま杖じよう剣けんや宝ほう珠じゆで制せい御ぎよされない咒力が、周囲の物体へと無目的に量子干渉を開始しているのだ。虚無からエネルギーが呼びだされ、物質の分子配列が変換されていく。小石や木の葉がエネルギーの嵐に巻きこまれて、乱れ舞う。


    「いかん、ガユス」


    　ギギナが叫ぶとおり、このままではアナピヤは危険だ。方向を失った咒力は形をなさず、自らの精神を蝕むしばむ。アナピヤの体や脳を構成する分子や原子に干渉して、ついには存在ごと崩ほう壊かいさせてしまう。


    　アナピヤの双眸から意志の光が遠のき、咒力の負荷で背が反りかえっている。ニルギンは呆ぼう然ぜんとするばかりで、俺がどうにかするしかない。


    　俺は咒力の嵐に足を踏み入れる。皮ひ膚ふに痛み。俺の体を分解しようとする量子干渉が、億兆の針となっていた。数十秒なら耐えられる。さらに前に出て、アナピヤの細い体を抱きしめる。


    「そんなことはない。俺も、ギギナもアナピヤが好きだ」


    　反りかえった自らの力で背骨を折りそうになるアナピヤを、必死で抱きとめる。咽むせび泣く声が途切れていき、洟はな水みずを啜すする音に変わる。


    　嵐のような咒力の放射が徐々に鎮しずまり、張りつめていた全身の力が抜けていく。


    「本当？」


    　アナピヤの海色の瞳が俺の顔を見上げて、不安そうに尋ねる。


    「本当にあたしのことが好き？」


    「本当だ」


    　正気を取りもどし、アナピヤは洟水を大きくすすった。咒力の放射が停止して、周囲への量子干渉が停止。浮いていた石や木の葉が落下していく。俺は安あん堵どの息を吐く。


    　安堵？　この少女を失うことに、俺が恐怖していたのか？


    「痛い、ガユス」


    　恥ずかしそうなアナピヤの声で、我に返り、慌あわてて手を放す。ギギナが腰を下ろし、ニルギンも止めていた息を吐く。猫のエルヴィンが木陰で警戒している。


    「アナピヤは咒式士だったようだ。専門教育を受けたようには見えないが？」


    　少女の裸身を見たとき、そして裁判所の翌日に抱いた違和感がやっと氷解した。擦すり傷や切り傷が翌日には完全に消えていたのも、これだけの咒じゆ力りよくがあればうなずける。


    　自然治ち癒ゆ力りよくを極限にまで上げる、超高位咒式士の恒こう常じよう咒式が働いているのだろう。それもまったく無自覚に。これは危険なことでもある。


    　アナピヤが周囲を見回し、なにかを思い出したような表情となった。


    「そういえば、ここでお父さんに簡単な理屈は教えられた記憶があるなぁ。でも必要ないからって、実じつ践せんは教えてくれなかったな」


    　アナピヤが懐かしそうな目をしていた。やはり大問題だ。感情の爆発が起こるごとに咒力の暴走が起こっては、アナピヤの身が持たない。


    　しばらく熟考し、俺は諦あきらめたような溜ため息いきを吐つく。


    「明日から、少し攻性咒式士としての授業をしよう」


    「わーい、ガユスがセンセーだ」


    　アナピヤが猫を拾い、掲げて跳ねまわる。猫のエルヴィンは迷惑顔。


    「余計なことは教えるな。人生の負けかたの秘ひ訣けつとか、眼め鏡がね臭さとか」


    「ギギナは、寝台ベツドの技術しか教えないだろうが」


    　背中越しのギギナの笑声に腹が立つので返しておく。立ち止まったアナピヤが首を傾かしげる。エルヴィンは再び落ちる。


    「それも習わないといけないの？」


    「習わせません！」


    　素直に問うてくるアナピヤを、視線で怒っておく。


    「では私が修しゆう辞じ学がくを……」


    　割りこんできたニルギンの顔を、とりあえず踏んでおく。ニルギンの悲鳴の向こうに、ギギナの真剣な横顔があった。アナピヤに気づかれないように、焚たき火びを見つめたまま、小声で話しかけてくる。


    「誰かが咒式士に追わせてくる理由の一端は、もしかしてアナピヤの咒力が目的ではないか？」


    　俺はその言葉を検討してみたが、小さく首を振る。


    「たしかに強大な咒力で、天才級かもしれない。それでもレメディウス級の頭脳かウォルロット級の技術がなければ、馬鹿力の子供と変わらない。どこかの誰かのように」


    「貴様は、どうしても私と、楽しい殺しあいをしたいようだな」


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうの刃が、俺の喉のどに突きつけられる。すぐに刃が退ひかれた。


    「しかし、わざわざ咒式士を雇ってアナピヤを追わせる誰かが思いつかない」


    「竜が追ってくる理由も、な」


    　結局は、最初の疑問に戻る。ユラヴィカたち六人の咒式士と竜ムブロフスカ。追手としては最悪で最強だ。俺とギギナは互いの視線の中に答えを探したが、あるわけもなかった。


    「あ、思い出した」


    　跳ね回っていたアナピヤが、急に立ち止まり高い声を出した。俺とギギナの視線がそそがれ、少女の瞳が周囲を見回す。アナピヤが示した先に、焼け焦こげた木が闇に浮かびあがっていた。


    「そう、ここよ。あたしやアティが見ている前で、いきなり木に登って、飛び降りて死んだ子供がいたの……」


    　死体が出た痕こん跡せきはすでになかったが、指摘されると気味が悪い。


    「そういえば、アティをイジめていたあの男の子だわ。嫌われていた子だったから、みんなとアティも『死んじゃえ』とか言っていたし、あたしも少しだけ言っていたけど」アナピヤの声が小さくなる。「本当に死んでびっくりした。お父さんはすごく怒ったわ。『人を憎むことはいけない』って。だから、すごく反省した」


    「前の言葉では、優しいお父さんだったんじゃないのか？」


    「うーん、あたしを常に庇かばってくれた記憶があるけど、そのときだけは怖かった。あ、お父さんは流れ者だったとか言っていた記憶があるから、目立つことは嫌いだったのかも」


    　一瞬だけ、少女の顔が曇り、すぐにまた明るいものに戻る。顔を右に傾けて、記憶をたどっていく。


    「だけど、シタールの人とはすっごく仲良くなれたよ。あたしのためにみんなが色々してくれて、お姫様みたいになっていたよ。修道女さんたちも、あたしを好きになってくれて。嬉うれしかったけど、あたしだけにお菓子をくれたりして困ったな」


    　楽しい記憶にアナピヤの顔が晴れていく。逃げていたエルヴィンが、少女の足首に擦すり寄ってきていた。慣れない猫がアナピヤにだけは慣れる。


    「あれ、でもそのときは、あたしってメーティーって呼ばれていたような？　どこで改名したんだろう？　まあいいや、アナピヤのほうがかわいいし」


    　アナピヤが一人で納得する。


    「そうそう、あたしを嫌っていた、一番インケンな修道女長のカリラエさんだって、そのうち『この子は聖女の雰囲気がある』ってかわいがってくれたもの。教会本部に聖女申しん請せいをするとか一人で騒いで困っちゃったな」


    　黒猫を抱き上げながら、寂しく笑うアナピヤ。その全員が死んだかもしれないと思い出したのだろう。たしかにアナピヤは、この子のためにしてあげなくては、と周囲の人間に思わせるなにかを持っている。


    「ねーギギナ、今日は横で寝ていい？」


    　無邪気に笑って、アナピヤはギギナへと顔を向ける。


    「私に少女愛好趣味はない」


    「前に使えないと言ったことは言いすぎたから、ごめんなさい」アナピヤが苦笑しつつ続けた。「私がガユスとばかりいて寂しいということにしない？」


    　ギギナの左横へと、アナピヤは腰をおろしていく。ドラッケンの狂戦士も、アナピヤを無む下げにすることはできなかったようだ。なにも言わずに、焚たき火びを囲んだままだった。アナピヤの頭がギギナの左肩に乗せられていた。


    　俺は傍かたわらの地面に腰を下ろし、煤すすけた石壁に背を預ける。


    　最近、続いている私生活や戦闘の疲労が、鉛なまりのように凝こごっていた。


    　眼前では、ギギナに甘えているアナピヤの姿があった。笑顔のアナピヤに、軽い嫉妬を覚えている自分に気づいた。嫉妬の原因も冷静に分析できる。


    　たまにアナピヤのような人間がいる。生まれながらに、王冠を持っているような人間に対する嫉妬。俺のような平凡な人間とは違う、魂たましいと肉体の特権階級への嫉妬だ。


    　俺は、人に好かれようと偽り騙だまし演技をしてきた。噓うそをつくのは、自分にないものを人に求められるから。偽るのは、ありもしない自らを演出するために。


    　そしてついに俺は、人の好意を求めることを諦あきらめて、安っぽい露ろ悪あく趣味を気どるしかなくなってしまったのだ。自分の攻撃的な言動が、弱さと不全感から来ていることくらいは自覚している。


    　アナピヤやギギナ、美び貌ぼうや強さ、魂の気け高だかさを持った人間。噓を必要としない人間は、世界をどう感じているのだろうか。


    　愛される人間にとって、世界は祝福に満ちているのだろうか。


    　自分の陰いん鬱うつな思考に苦笑してしまった。欠伸あくびとともに目を閉じた。


    　意識は眠りに誘われ、


    　静かに闇に墜おちていった。

  


  
    六章　遠雷は鳴りやまず


    



    



    　歴史上、栄光の決定的理由は存在せず、はっきり言えば、幸運という要素が強い。


    　だが、失敗の理由は必ず存在する。


    　敗者は、常に愚かで無能である。


    
      マイマン・ノズ・ヨワキム「世界を楽しむ方法」皇こう暦れき二三四年

    


    



    



    　目的を失った車が山道を走る。外には辺境の味気ない風景。


    　俺は車内のアナピヤへと視線を戻して、授業を続ける。


    「というわけで、世界を支配する相互作用は、重力、電磁気力、核力、弱い力の四つで説明できる。咒じゆ式しきの現れも、これら四つの力を逸いつ脱だつすることはない」


    　操縦環ハンドルを握る俺の説明に、座席の間から伸びているアナピヤの顔が神妙にうなずく。少女の顎あごの下に抱えられた黒猫のエルヴィンが、眠そうな顔を出している。


    「四つの力の種類と大きさは、宇宙の初期に偶然というか確率的に決定された。どこかに三つの力だけという世界もあるだろうな」


    「本当の教師みたいっぽいらしいですね」


    　後部座席のニルギンが、感心したような声を出した。同業者には笑われるのであまり言いたくないが、俺の副業は講師だ。


    「アホは放っておいて続けるぞ。四つの力の話に戻ると、まず質量が引きあう重力。原子核と電子を結びつける電磁気力。原子核の中で、陽子と中性子を結びつける核力は強い力とも言う。弱い力だけは、他の三つの力と異なる」


    　俺はそこでひとまず切って、アナピヤがついてきているかを確かめる。アナピヤがうなずき、講義の先を催促してくる。


    「単独の中性子は、約十五分の寿じゆ命みようで陽子に崩ほう壊かいする。このとき、電子とニュートリノも同時に放出される。このように素粒子の崩壊と変化を起こすのが弱い力だ。では問題。中性子から陽子への崩壊が起こる理由と、通常は逆の崩壊が起こらない理由は？」


    　アナピヤの目がヴァンの天井を見つめ、指を使って計算して、必死に思考を巡らしている。記憶の回復とともにアナピヤの思考力も戻っていると予想したとおりだ。少女のかわいい悩みかたに、俺も頰ほおが緩ゆるむ。


    「本当に授業だな。案外、攻こう性せい咒じゆ式しき士しなどより向いているのかもしれぬ」


    　本を読みながらのギギナの嘲ちよう笑しようが向けられてくる。


    「ギギナも受けるか？　狂犬でも躾しつけてやるぞ。薬物死という躾で」


    「初等学校からやりなおす気はない。そこでもおまえに教わるほど、勉学に絶望している訳でもない」


    「おまえ、もしかして読書したら賢いとか思っているバカ？　役立たてるとか心が豊かになるなどがないなら、単なるムダ知識だ」


    「そうでもない。結構使っている」


    　ギギナが本の表紙を向けてくる。


    「へえ『家庭で使える死刑と拷ごう問もんの百科事典』か、それは本の知識が実際に役立っているねって、怖いわ！」


    　俺たちの会話の間に、指を使ってのアナピヤの理論構築が終わったようだ。おずおずと解答を述べはじめる。


    「ええと、中性子から陽子への崩壊は、中性子が陽子よりも重いために可能となる。逆に陽子から中性子へ崩壊しないのは、陽子より中性子のほうが〇・一四％ほど重いから、陽子がその質量差に相当する熱量を周囲から用意できない……からだと思うけど？」


    「合格。逆に、その質量差から宇宙が約百五十億度以下という条件では、陽子と中性子の数の比は一〇〇対二二となるということを導きだせれば、満点だ」


    　俺が頭を撫なでて褒ほめてやると、アナピヤの表情が真夏の向日葵ひまわりのように輝く。


    　咒式物理学としては、ギギナですら鼻先で笑うような初歩の初歩なのだが、自分で理解できることが重要だ。努力したことを適切に褒められた生徒は、成績が伸びる。自分の限界を知り、人生を生き抜く力を得ることが、なにより大事だ。


    　うわ、本気の教師思考だ。攻こう性せい咒じゆ式しき士しとして失格のところまで来ているな。


    　自分の適性を心配しつつ操縦環ハンドルを左に切り、岩山を横手に見ながら山道を降りていく。エリダナに直行で戻る道はユラヴィカたちに待ち伏せを受ける危険性がある。ニルギンの提示した迂う回かい路ろをたどる。


    　ニルギンは、アナピヤが竜に追われる存在であることから、竜の悪事を証明できるとばかりに俺たちについてきていやがるのだ。追われているから危険だと言ったが、無意味に固い決意で離れなかった。


    　ニルギンが教えてくれた裏道でユラヴィカたちの追撃がなかったので、俺も強くは出られない。最短の道を避けたため、エリダナへはかなりのんびりとした帰き途とになりそうだ。


    「走りっぱなしで疲れましたね。遅いお昼ごはんにしませんか？」


    「さんせーい」


    　ニルギンの提案にアナピヤがはしゃいで、車内の空気が少し明るくなる。


    　山肌を曲がると、下方には砂海が広がっていた。黄金色の砂の海うな原ばらを一本の道路が横切り、大型車やバスが蟻ありのように律りち儀ぎに列をなして進んでいた。


    　山道を下りて近づくと、大型鍋や食器を括くくりつけた車から、観光バスまでもが鈍重に走っていた。


    　あまりに遅い。車の列を抜かすべく、俺は操縦環ハンドルを左に切る。ヴァンで左脇を抜けていくと、バスの窓から人々が顔を覗のぞかせる。


    「どこ行くの？」


    　気の良さそうな善ぜん男なん善ぜん女によが声をかけてくる。


    「エリダナに帰るとこー」


    　窓から顔を出して、アナピヤがエルヴィンの肉にく球きゆうを振って答えている。自分を拾ってくれたコルッペン一座を思い出してか、必死なまでに手を振っていた。少女と猫の手がふと止まる。


    「ねえねえお兄さんたち、遊ばない？」


    「そこの眼め鏡がねのお兄さんは、かわいいから安くしておくよ？」


    　車体に半裸の女体が描かれたバスから、商売女らしき一団が声をかけてくる。俺が曖あい昧まいな笑みを返そうとすると、アナピヤが前に身を乗りだしてきて、視界を塞ふさぐ。黒猫の上では、アナピヤの頰ほおが膨ふくれていた。


    「やらしーガユス、嫌い！」


    「この列はなんだ？」


    　ギギナが無感動な顔を向けると、娼しよう婦ふたちが息を呑のんで黙りこむ。絶世の美女を前に少年が黙りこむように、度を超えた美男はときに女を黙らせてしまう。美び貌ぼうはときに沈黙を強しいるのだろう。女たちは互いにつつきあって、喋しやべりだす。


    「アタシたち、オゾット祭りの隊商や観光客にくっついて、商売するのよ」「この先で小休止するらしいから、ちょっと寄っていってよ」「銀髪のお兄さんはタダでいいから、お願い！」「私のほうが先よ！」と、最後のほうは女たちのかしましい喧けん嘩かになっていた。どうやら、祭り目当ての隊商と観光客の集団らしい。


    「いいですね。合流してはいかが？」


    　ニルギンが神妙に言うように、この集団に紛れている間は、追手も分かりにくいだろう。悪くいえば人の楯たてだ。俺はヴァンの加速板アクセルを踏みこみ、先行することにした。


    「あ、見て、また砂すな鯨くじら」


    　アナピヤが指さす方角を見ると、街道の左右に広がる砂海を砂鯨の群れが並走していた。


    　砂の大だい瀑ばく布ふを巻きあげて、十数頭の砂鯨の巨きよ軀くが宙を舞っている。親鯨が天空に巨大な弧を描くと、子鯨が後を追って小さめの弧を描く。落下とともに遠い轟音。砂の波濤が膨ふくれあがり、散る。砂の海面から、また砂鯨が浮上する雄ゆう渾こんな風景。


    　俺ですら昨日を含めて二回しか見たことないものが、今日また見られるとは珍しい。隊商や観光客たちも、自らの幸運を喜びながら写真を撮り、手を振っている。


    　連なる重低音に熱い風。見る間に砂鯨たちの並走が近づく。巻きあげられた砂が掛かってくることに、人々が歓声をあげている。


    「凄すごーい、近ーい！」


    　アナピヤも窓から手を出して、降ってくる砂を受けては喜んでいる。


    　砂鯨が一ひと際きわ高く飛ひ翔しようし、巨体に遮られて日陰ができる。人々の手が止まり、俺は大おお慌あわてでヴァンを急停止。


    　眼前のバスの屋根を掠かすめて砂鯨の巨体が落下。バスが横転して、金属が道に擦こすれる大だい音おん声じようがあがる。道に悲鳴と怒号が溢れる。


    　穏おん和わなはずである砂鯨の群れは、道路を跨またいで飛び交いはじめ、人々に襲いかかっていた。


    　ギギナがヴァンの上へと抜けて、一気に飛翔。前方で転倒していたバスの窓に長ちよう軀くを着地。さらに前へと跳躍し、右から飛来してくる砂鯨へと空中で交差。


    　屠と竜りゆう刀とうの長大な刃が、砂鯨の下腹部に潜りこみ駆けぬけた。鮮血と内臓の赤黒い軌跡の尾を曳ひき、巨獣が砂海へと落下していく。


    　噴きあがる砂さ塵じん。屠竜刀を抱えたまま、隊商の先頭の混乱へとギギナが向かっていく。隊商に混じっていた護衛咒じゆ式しき士したちも、ようやく応戦しはじめた。道路と車のあちこちで爆裂や雷撃、刃と怒号が飛び交う。


    　ギギナにしてみれば突発的な娯楽行事なのだろうが、穏和な砂鯨が人を襲うなどありえない。疑問を抱えながらも俺が飛びだすと、砂鯨の胸むな鰭びれがヴァンの屋根を掠めていく。赤い火花の下を転がりながら、魔ま杖じよう剣けんは爆裂咒式を放つ。


    　頭上に弧を描く砂鯨の横腹で爆風が炸さく裂れつ。巨大質量に対しては、爆裂も致命傷には遠く、軌道を変えただけで街道に砂鯨が落下する。爆音と爆煙が撒まき散らされる。


    　のたうつ巨獣の殺意の目が、転がりおえた俺を確認。胸鰭で大地を叩き、轟音とともに前進。人間一人を飲みこめそうに巨大な口こう腔こうを開いて迫ってくる。


    　甘い匂いが鼻先を掠めたと思った刹せつ那な、砂鯨の大おお顎あごを左からの閃せん光こうが撃ちぬく。眼球が破裂し、脳や肉を飛散させるプラズマの破壊力。


    　雷球の放射された方向には、魔ま杖じよう短たん槍そうを抱え、縦たて縞じまの背広に包まれた後ろ姿が立っていた。


    　背広姿の前方から、桁けた外はずれに巨大な砂すな鯨くじらが砂をまとって跳躍してくる。まるで小山が飛んでくるような悪夢の光景。


    　竜なみに膨ぼう大だいな質量を一瞬で倒す咒じゆ式しきを高速検索。核かく融ゆう合ごう咒式、気化燃料爆弾咒式、ダメだ、間にあわない。


    　俺の思考より速く、前方に立つ影の魔杖短槍の先端から、咒式が放たれた。


    　位相空間で加熱し加速した、高温高速のプラズマジェットを発生。カリウムやセシウムなどのアルカリ金属粒子を添てん加かし、電気抵抗を低下。プラズマに放電し、導どう体たい中を電流が流れると、導体の周囲に磁じ場ばが発生。この磁場がプラズマの流れを誘導し、軌道を細く絞しぼりこんで安定させる収束効果が起きる。電流自体の効果と、荷か電でん粒子の熱量による伝導体の発熱で、プラズマが加熱される。


    　それは死の光輪となって迸ほとばしる。


    　縦の光輪が砂鯨の額ひたいに着弾。硬質の肌の抵抗など存在しないかのように、長大な体を両断していく。


    　巨体を両断した光輪が、背後から続こうとしていた砂鯨の頭部に命中。顎あごごと脳を破は砕さいして、砂海の彼方かなたへと迸っていく。


    　左右に分かたれた巨体が、慣性のままにヴァンの前後の大地に叩きつけられる。炭化した断面からは焦こげた内臓がブチ撒まけられ、人々の悲鳴があがる。


    　一平方センチあたり、百キロワットルの熱量密度でプラズマジェットを噴射すれば、厚さ二十センチメルトルの鋼はがねの塊かたまりでも、〇・八秒で貫通する。


    　それ以上の出力の光こう刃じんを放つ、電磁雷撃系咒式第七階位〈電乖天極輝光輪嶄アリ・オクス〉の前では、竜や禍まがつ式しき、〈古き巨人エノルム〉たちの物理的防御ですら意味をなくす。地上で成立する生物のすべてを一撃で絶命させ、単体攻性咒式では屈くつ指しの破壊力を誇る。背筋が凍るような、凄せい絶ぜつな切れ味。


    　俺はこの超咒式を使う咒式士を知っている。


    　だが、咒式を放った術者は、すでに姿を消していた。


    　我に戻ると、隊商の悲鳴と轟音は収まっていなかった。俺は残る砂鯨を掃そう討とうするために走っていく。


    



    



    　砂海を抜けた山の麓ふもと、林に囲まれた草原。七十人ほどの人々が、それぞれに天幕を張り、負傷者の治療にあたり、車を修理している。人々の間には、砂鯨の死体が山となっていた。血と体液の悪臭は、乾燥した大気のためにそれほどでもない。


    　内臓破裂や手足をなくした重傷者が何人も出たが、治ち癒ゆ咒式が使える医師や生体系咒式士が同行しており、死者は出ないようだ。高位の生体系咒式士であるギギナもどこかで治療しているはずだ。


    　俺の頭に閃せん光こうのような感覚が生まれ、勢いよく跳ねあがる。俺の頭に鼻をぶつけ泣き顔のアナピヤをニルギンに預ける。少女への謝罪を一言ですませ、俺は人々の間を歩く。


    　鼻先を掠かすめた香りの源みなもとを、俺は必死に探していた。懐かしい声に気づく。


    「命の恩人の私に報ほう酬しゆうを払えないとは、どういう冗談？」


    「だから、隊商についてきていたあんたが勝手にやったことだ。あんたの自己防衛に対して払うほど、儂わしも耄もう碌ろくしていない」


    　振りむいた俺の眼前に、隊商の棟とう梁りようらしき老人と言い争う女の姿があった。予想していたが、再会は衝撃があった。


    「クエ、ロ？」


    「ガユ、ス？」


    　俺を見つめ返すのは、悪戯いたずらを思いついた猫のような銀や紫水晶の瞳。


    　整った鼻筋の下で皮肉な笑みを浮かべた唇くちびるは、朝あさ露つゆに濡れる薔薇ばらの花弁のようだった。蜂はち蜜みつ色の肌の美び貌ぼうは変わらなかったが、印象が違う。灰白色の髪が、耳のあたりで切りそろえられていた。


    「では、あとはそういうことで」


    　クエロの横から老人が去っていく。クエロがなにか言いたそうに唇を開きかけ、そして止やめた。俺はようやく重い口を開いた。


    「クエロ、どうして……」


    「あなたは、本当に時機の悪さにかけては天才的。ちょっと尊敬する」


    　呆ぼう然ぜんとする俺を見て、クエロは長い溜ため息いきを吐ついた。


    「それより、座らない？」


    　平然とした顔でクエロが続け、負傷者の間で余っていた椅い子すに座る。俺は平静を装って、隣の席に腰を下ろす。


    　二人の前を、人々が慌あわただしげに通りすぎていく。


    　細い縦たて縞じまの背広で体を包んだ女を横目に見ながら、俺は心臓の鼓動を必死に抑えていた。


    　別れたかつての恋人に会うことは、郷きよう愁しゆうと胸の痛みを誘う。


    　雷撃系咒じゆ式しき士しの上級職たる雷らい轟ごう士しとして、エリダナどころか、エリウス群でも最強の使い手と呼ばれたクエロ・ラディーン。


    　美び貌ぼうと、たまに見せるあどけない少女のような微ほほ笑えみに油断すると、神速の短たん槍そうに喉のど笛ぶえを搔かき切られ、灼しやく熱ねつの雷撃に骨まで焼かれることになる。被害者は雷撃咒式の音、遠雷のような響きを聞きながら死ぬという。


    　クエロは、俺がもっとも信頼した咒式士にして、雷撃系咒式を教えてくれた師。


    　そして心から愛した女だった。


    　あの凄惨せいさんな事件が起こるまで、ジオルグ咒式士事務所が崩ほう壊かいするまでの話だが。


    「どうしてここにいる？　俺を殺しに追ってきたのか？」


    「かつての恋人に冷たい言葉ね」


    　クエロが悪戯いたずらめいた笑みを浮かべる。


    「私がガユスを追ってきた？　あなたは相変わらず自意識過か剰じようね」


    　そこでクエロの深い淵ふちのような瞳に、黒い炎が燃えたつ。


    「あなたを殺す気なら、話す前に殺している」


    「だろうな」


    　俺は息を呑のみ、続けた。


    「俺を殺す理由がおまえにはある」


    「あなたが私を殺す理由も、ね」


    　クエロが辛しん辣らつな言葉とともに、指先で襟えり元もとを開く。乳房の膨ふくらみの上、心臓に近い場所に醜みにくい傷きず痕あとが覗のぞいた。


    　凝ぎよう視ししてくるクエロの目線を俺は逸そらさない。緊張感による硬質な時間が過ぎた。クエロが軽く息を吐き、襟元を整えながら手を振った。


    「なしなし。今は重い話はなし。単なる偶然によって道が重なっただけのこと」


    「ああ」マヌケな返事を返すのが、俺の精一杯だった。「そのあれだ、髪形を変えたんだな」


    「これ？」短くなった髪を撫なでるクエロの指先。「これが失恋のためだと考えているなら、あなたは原始時代の男だけど？」


    　小さく笑ったクエロの髪が揺れる。立ちのぼった甘い芳香が、俺の鼻先をくすぐる。昔と変わらない、アルガモン社の〈欲望の九番〉の香水の匂におい。
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    「ガユスはどうしているの？」クエロの目は俺の周囲を見回す。「ギギナは？　あいかわらず今も仲が悪いの？」


    「ドラッケン族と仲良くなれる人類がいるかよ」芳香で陶とう然ぜんとなりかけた俺は現実に戻る。「少なくとも俺は違う」


    「あなたたちは、事務所で最も性格が合わなかったものね。初夏に見たときも、変わっていなかった」


    　無言。無関係な人々の遠いざわめきが、二人の間を流れていった。


    「やはり、あのときの声はおまえか」


    　俺は初夏の事件でのことを思い出した。街角で擦すれちがった声と匂いは、勘違いではなかったのだ。


    「レメディウスの暗殺、あれはやはりおまえがやったのか？」


    　クエロの漆しつ黒こくの目に、その野生の獣のような美び貌ぼうに、猫科の肉食動物の残忍な笑みが広がっていく。


    「そうよ。砂漠の国では、私を〈処刑人〉と呼んでいる」


    　クエロの返事に、俺の胸きよう郭かくに驚嘆の念が湧きあがる。


    　レメディウス・レヴィ・ラズエル。砂漠の国のために殉じゆん教きようした天才。俺が出会ったすべての攻こう性せい咒じゆ式しき士しでも、間違いなく最強の部類に入る男。


    「私も心苦しかった。強く、誇り高く、この世の誰よりも絶望していたレメディウス。彼ほどいい男はいなかったから。あなたよりもいい男だった」


    　魔ま杖じよう剣けんの柄つか頭がしらを握りしめながら、女は苦い想いを吐きだす。


    　レメディウスが最強で無敵でも、不敗は不可能だ。世界の非情さに彼が敗北したように、卑劣さを厭いとわない人間には、神さえも敗北する。ウォルロットがそうだったように。


    　レメディウスが守ろうとした無む辜この民や愛する者を人質にする。側近を買収し裏切らせる。寝台ベツドで交わっている最中。どこかで〈電乖天極輝光輪嶄アリ・オクス〉でも放てば、いかなレメディウスといえども助からない。


    　いや、それよりおぞましい手を使ったのかもしれないと、クエロの酷こく薄はくな笑みが語っていた。


    「変わったな、クエロ」


    「あなたのお陰でね。変わらないガユスがおバカさんなの」


    　かつてのクエロは、こんな陰惨な目をしてはいなかった。仲間のために命を張る勇ゆう敢かんさを持つ一方、俺の腕のなかでは明るく微ほほ笑えむ女だった。誰よりも正義感が強く、誰よりも優しい女だった。こんな目と笑みを浮かべるような女ではなかった。


    　過去を捨てるように、クエロは首を小さく振り、続けた。


    「いいえ、あなたは自分も変わったことを受け入れられていないだけ。なにも学んでいない」


    「クエロ、おまえはあのときのことを、俺を……！」


    　激情を発した俺を迎えたのは、クエロの疲労しきった顔だった。


    「だから、もう止やめましょう。こんな頭の悪い会話と過去の愚ぐ痴ちは。私はもう忘れた。あなたも忘れてしまえば、それでいいでしょう？」


    　無言。ジオルグやストラトス、ギギナとの闘争。笑いと衝突、愛と憎悪。そのすべてを忘れることはできない。


    　女は過去をいっさいの未練もなく捨てられるが、男は引きずってしまうという、酒場の戯ざれ言ごとが正しいのだろうか。溢あふれそうになる感情を俺は飲みこんだ。繰くり言ごとはなにも生まない。


    「今のクエロは、なにをしている？」


    　俺の問いに、クエロが猫科の笑みを浮かべた。長い足が振られ、足元の金属の塊かたまりを軽く蹴る。


    「今は〈処刑人〉の仕事を保留中。ベロニアス社の依頼で辺境にいる竜を捕まえ、献体として送る予定。そちらはあいかわらず？」


    「ご予想のように、金にもならない仕事をしているよ」


    　迷ったが、続きを口にした。


    「ある女の子の両親を探しに、シタール修道院へと向かったんだが……」


    　俺は溜ため息いきを吐つく。我知らず愚ぐ痴ちが漏もれる。


    「ついでにユラヴィカやチェデック。バモーゾは殺やったが、あとメルツァールにアインフュンフという、辺境でも指折りの攻こう性せい咒じゆ式しき士しが、俺たちを追ってきている」


    　勝気だったクエロの表情が曇る。


    「バモーゾにチェデックにアインフュンフか、厄やつ介かいな相手ね。ユラヴィカにいたっては最悪。〈処刑人〉と陰口を叩かれる私ですら関わりあいたくない」黒い目が俺を見据える。「ガユス、気をつけなさい」


    「心配でもしてくれるのか？」


    「一応はね。私があなたを殺す前に、他人に殺されて欲しくはない程度には」


    　左腰の魔ま杖じよう短たん槍そうの柄えをクエロの手が弄もてあそぶ。右腰には見慣れない魔杖剣を差していた。どこかで見たことがあるような美しい剣だったが、それどころではなかった。重苦しい雰囲気に耐えられずに、俺は続ける。


    「ギギナのアホを楯たてにしても、俺だけは生き残るつもりだ。こう見えて、〈長命竜アルター〉に〈大禍つ式アイオーン〉や〈古き巨人エノルム〉を相手にしても、俺は生き残ってきた」


    　少し得意気な俺の言葉。クエロが、真正面から俺の顔を見据えてきた。真っ直ぐな黒の瞳に、葬ほうむったはずの想いが騒ぎはじめた。


    「〈異い貌ぼうのものども〉は、いくら強くても、闘えばいいだけのこと」クエロは真剣だった。「だけど、あなたたちを追う敵は、本物の攻性咒式士。非情で手段を選ばず、あなたの甘さを突いてくる」


    「忠告は、ありがたく受けとっておくよ」


    　たしかにクエロが指摘したとおりだった。ニドヴォルク、アムプーラにヤナン・ガラン、そして人よりも聖人に近かったレメディウス。勇者に戻ったウォルロット。どんな強大な敵も天才も勇者も、平凡な人間の邪悪さと弱さには勝てなかった。


    　俺とギギナは、人間の恐ろしさに何度も苦く汁じゆうを舐なめさせられてきたのだ。


    「そろそろ出発するか」


    　クエロが席を立つ。大きな捕ほ獲かく檻おりを抱えて、帰り支じ度たくをはじめた。


    「ギギナに会っていかないのか？」


    「あの男は直線にすぎる。あなたと違って、口先では誤ご魔ま化かされない。だから会わないままで別れたほうがいい」


    　俺が別れのために手を掲げると、クエロも無言で返す。そして人々の中へと去っていく。俺が細い後ろ姿から目を放せないでいると、クエロが立ち止まった。


    「さっきの言葉、あれは噓うそよ」


    　肩越しのクエロの言葉が、周囲の雑音を貫いて、俺の耳へと飛びこんできた。


    「私は、ガユス、あなたのことを忘れたことはない。あなたと私が駆けぬけた日々を、いつか愛と呼べたらいい」


    　俺の胸にクエロの言葉の矢が刺さる。俺の口は、混乱した感情のままに動いていた。


    「クエロ、俺たちはまた……」


    「バカね。冗談よ」


    　褐色の横顔の口くち許もとは、笑みに似たものを浮かべていた。


    「辛つらいけど、私はジオルグの、死者たちの仇かたきを討つ。次に会うときはあなたと殺しあうだけ」


    　寂しげな笑みを前へと戻し、クエロは颯さつ爽そうと雑ざつ踏とうの中へと消えていった。


    　隊商の人々のなかで、若い恋人たちが、腕を組んで歩いている姿が目に入った。何事かを囁ささやきあい笑いながら、俺の横を通りすぎていった。


    　幸せな光景。


    　だが、俺の胸になにかの感情を巻き起こすこともなかった。


    



    



    　苦く鳴めいとともに、メルツァールが血ち反へ吐どを吐く。


    　仮面から僅わずかに覗のぞく口許から胸元が、黒血に染まる。零こぼれた吐血が、大地に染みを作っていく。


    「〈支配者ヘルシヤア〉職とは恐ろしいものだ。砂すな鯨くじらすら操ってしまうか」


    　無機質な柩ひつぎ、アインフュンフが嘲あざけるような声で老咒じゆ式しき士しを責める。


    「皮肉は願い下げだ。通用しなければ意味がない」


    　メルツァールが右手で口許を拭ぬぐって立ち上がる。超集中ゆえの吐血に、唇くちびるが蒼白となっていた。


    　砂海を見下ろす崖には、攻性咒式士たちが集っていた。


    　大岩の突端に座るユラヴィカは無言。小刀で石を削っているチェデックも言葉を閉めだしていた。咒式士たちの下方には、森と平原と砂海が広がる。緑と黄緑色と黄土色の間に、いくつかの村や街が小さく点在していた。


    「たしかに儂わしも焦あせっていたようだ」


    　魔ま杖じよう錫しやくを杖つえとし、メルツァールが一歩を踏みだす。憎悪の滴したたるような一歩だった。


    「操りやすいとはいえ、巨体だけの砂すな鯨くじらでは攻こう性せい咒じゆ式しき士し相手には力不足だった。間が悪いことに隊商に腕利きの攻性咒式士が混じっていた」無機質な仮面の下で、メルツァールの唇くちびるが壮絶な笑みを象かたどる。「が、次は成功させる。搦からめ手てで攻める」


    　老人は歩きだす。勝利を確信した力強い足取りだった。


    「悪趣味な咒式だ」


    　瞑めい目もくしたユラヴィカが言葉を投げかけると、メルツァールの歩みが止まる。


    「強いおまえには分からぬよ」


    　深海色の瞳で吐きすてて、メルツァールが歩みを再開する。通り道にいたチェデックが、不吉なものを感じたように身を退く。老咒式士の体が進む。全員の目は、老人が背後の森へと消えていく姿を見送るだけだった。


    「老人のあの必死さと執念だけは買う。私くらいはつきあってやるか」


    　アインフュンフの柩ひつぎが老咒式士の後に続いて消えていく。


    「私も別の手で行くか」


    　ユラヴィカも腰を上げ、別の追跡路を選ぶ。チェデックの手元に目を留める。気づいたチェデックが、小刀で削った石を太い指先でつまんで見せる。


    「これが？　オデは石工だったがらな。美とかに煩うるさいんだ」


    　芋いも虫むしのような太い指先にあったのは、灰色の石で彫りあげられた子こ兎うさぎの彫刻。巨漢の手から生み出されたとは思えないほど精せい緻ちかつ繊せん細さいで、眠たそうな子兎が見事に表現されていた。


    　ユラヴィカは瞳に反応も現さない。森の手前に停めていた強化馬の手前まで歩む。足音。不機嫌そうに、ドラッケンの戦士が振りかえる。


    「なぜ私についてくる？」


    　後に続いていた巨漢が顔を上げる。チェデックは子兎の彫刻を握ったままで考えこむ顔をし、やがて答えた。


    「別に理由はねえよ」


    　思い出したように、チェデックが補足する。


    「それに、他の連中と一いつ緒しよにいるのは耐えられない。メルツァールにアインフュンフ。オデは、ああいう殺しが大好きなヤヅらは、やはり好かん」


    　ユラヴィカが銀の髪を揺らして笑った。


    「私も似たようなものだ。闘って倒した相手の顔を持ち歩く、あいつら以上の狂気を孕はらんでいると思うが？」


    　自じ嘲ちようするような戦士の歪ゆがんだ笑みに、巨漢がまた考えこむ。


    「オデは頭がワルいがら、上う手まくは言えないけど、でも、あんだはあいづらとは違う気がする」


    「……本当に頭が悪いようだな」


    「放っでおげ」


    　チェデックが、太い笑みを浮かべる。


    「だけど、理由がどうあろうど、あんだがオデを救った恩は恩だ。ランドック人は義理堅い。恩を返すまではついていく」


    「ランドック人に誇りがあるとは初耳だ」


    「誇りなんがねえ」


    　ユラヴィカの美しい顔からは、疑問の色が去らない。チェデックの目は深い憂ゆう愁しゆうに彩られていた。


    「オデには正直、誇りとか分からない。そんなものが許されるような環境ではなかっだよ」


    　巨漢の横顔に厳しい表情が浮かび、黙りこんでいた。ユラヴィカも黙っていると、やがてチェデックが重い唇くちびるを開く。


    「故郷のウルムンは、産業がなくて政治は最悪だった。ズオ・ルーちゅう、偉い人がなんとかしてくれると思ったが、ダメだった。あの国には絶望しかない」


    　チェデックの唇からは、とめどなく内心が零こぼれていく。


    「五等市民だった両親は、仕方なくオデを石工に売った。後は咒じゆ式しき石工として、来る日も来る日も鉱山の石を掘っていた」


    　ユラヴィカの双そう眸ぼうに、感情の波は紋もんに似た揺らぎが生まれる。


    「ウルムンの四等市民といえば最下層の人間。五等市民ともなれば、人権すら存在しない奴ど隷れい階級だ。家畜は肉の重さが価値だが、五等市民は死ぬことが価値だったよ」


    　チェデックは故郷の状態を汚お泥でいのような言葉にした。


    「力だけはあったオデはいろんな依頼主に買われ、いくつもの殺しを請け負ってきた。今度の依頼主の仕事を達成すれば自由身分になれる。失敗すれば鉱山に払いもどされ、地の底の強制労働で惨みじめに死ぬだけだ」


    　チェデックの丸顔に迷いにも似たものが浮かぶ。大きな掌てのひらのなかでは子こ兎うさぎの彫像が揺れていた。


    「ま、あの女の子にはワルいけんど、依頼主に渡して、自由を買いもどす。だから、あんだらドラッケン族の誇りだとかは分からない。あくまでランドック人としての義理を通したいだけだ」


    「だろうな」


    「オメぇ、オデをバカにしてるだろ？　あんだと違って、誇りだとかで生きられる人間なんかそんなにいやしねえんだ」


    「だが、誇りがなければ生きている資格はない」


    　チェデックが大きな掌の中で子兎の彫刻を握りつぶし、粉ふん塵じんとなった石が地面に零こぼれる。ユラヴィカの銀の双そう眸ぼうは、遠くを見据えていた。


    「自分の名にかけて行動し、責任を負うからこそ人なのだ。自らの内なる律りつ法ぽうがなければ、その身が解放されたとしても、お主の心は奴隷のままだろう。そんなお主の作る美とやらも、造形が整っているだけの人形の美にすぎぬ」


    「遠慮のねえ男だな」


    　どこか敗北感を抱いたようにチェデックがつぶやく。ユラヴィカの唇くちびるが自嘲に歪ゆがんだ。


    「だが、誇りや闘争などに命をかける、我らドラッケン族も、誇りに囚われた奴ど隷れいなのかもしれない」


    「辛つらくて苦しいならそんなこと止やめればいいのに。オメたちのほうが、オデより頭ワルいぞ？」


    　チェデックが朗ほがらかに笑った。ユラヴィカも静かに笑みを零こぼす。夜と血が似合う、寂しい笑みだった。


    「そうだな。刃に身を晒さらしている瞬間だけ、生きていると実感できるとは、生物としては欠けつ陥かん品ひんだ」


    　ユラヴィカは自分を見つめる巨漢の目に気づいた。


    「かわいそうだな」


    　巨漢の目は、象のような瞳をしていた。


    「私を哀れむな。私には悲しみを感じる力がない。そんな繊せん細さいなものを感じる部分がない」


    　ユラヴィカは怒りのような、悲しみのような表情を浮かべていた。


    「だからこそ、好敵手を求めて、その顔を、感情を集めているのかもしれないな」


    　そこでユラヴィカが首を振る。銀の髪が揺れる。


    「自己分析など意味がない。忘れろ」


    　巨漢と銀髪の二人の咒じゆ式しき士しが歩きだすと、ユラヴィカの耳飾りから電子音が鳴り響く。番号表示はないが、戦士は通信をつなげる。


    「なんの用だ？」


    「依頼者ですよ。そこにチェデック氏も居ますね？」


    　ユラヴィカが巨漢へと視線を向け、音声を開放する。


    「だからなんだ？　私はギギナの追跡に忙しいのだ」


    「常に変わらず無愛想な御方ですね」電子音声が苦笑する。「まあいいでしょう。標的の逃走経路が予想できたので、お二人にもご報告をと思いまして」


    　転送されてくる情報を、ユラヴィカとチェデックが確認していく。二人の胸中に、どこか釈しやく然ぜんとしないものが発生したが、依頼主の情報網はたしかだと思いなおす。


    「そこで罠を張ると、メルツァール氏やアインフュンフ氏から連絡がありました。急がないと先を越されますよ」


    「分かった。その情報に乗ろう。だが、群れも共きよう闘とうもしない」


    　連絡を切ったユラヴィカが、身を翻ひるがえして強化馬に飛び乗る。強化馬が嘶いななきをあげ、ユラヴィカを乗せて走りだす。魔ま杖じよう丸まる鋸のこを抱えたチェデックが後に続く。


    「ついてくるな」


    「オデはオデで勝手に戦うだけだ」


    　二人の咒式士がそれぞれに不敵に笑みを浮かべた。


    　そして、砂漠を駆けぬけていった。


    



    



    　砂すな鯨くじらの襲撃から隊商が立ちなおっていた。負傷者の救助や治療も終わり、草原に隊商の出店が生まれ、観光客が遅い昼食を食べたりしている。


    　さながら小さな町が出現したようだった。


    　隊商の簡易出店で、俺と隣に座ったアナピヤが肉叉フオークで料理をつついている。向かい側のニルギンは紅茶を啜すするだけだ。左側の席のギギナは、手で握った鳥の腿もも肉にくを黙々と齧かじっている。


    　平穏な風景を見ていても、俺の胸中では、クエロとの思い出が吹き荒れていた。


    　夜の水族館に忍びこみ、水すい槽そうの魚たちと泳いで愉ゆ快かいそうに笑うクエロ。


    　ケーキを切らずにまるごと食べ、俺にも齧かじらせるクエロ。


    　湖の小舟の上でスカートの裾すそを持ち上げて、なにも穿はいていない中身を見せて、誘惑してくるクエロ。


    　素敵なことや楽しいこと。世界が生きるに値するかどうか。それは一人で経験することは不可能で、二人次第なのだと教えてくれたのは、クエロだった。


    　だが、もう元には戻れない。理解していて、なぜあんな未練がましいことを言おうとしたのか分からなかった。


    　眼前のギギナは、傍かたわらの女店主から何回目か不明なお代わりを受けとり、料理の掃そう討とう作戦を続けている。


    　クエロに会ったことをギギナに言うべきかどうか、俺は迷った。


    「さて、本当にこれからどうしますか」


    　ニルギンの言葉に、俺の意識が戻る。最近は、とりとめのない思考に浸ってばかりだ。どうにも脳の調子が悪い。


    　長いパスタを飲みこむ途中で、アナピヤの動きが止まった。


    「ごめんなさい。あたしの記憶が戻らないから迷惑を……」


    「無理はするな」


    　手を伸ばして、アナピヤの髪を搔かき回してやる。言うべきことがないゆえの気安い行動だ。ギギナに視線を向けると、また料理のお代わりを注文していた。美び貌ぼうの両脇で空き皿が山を作っている。


    「ギギナ、数々の女を騙だましてきた口で料理を頰ほお張ばるなよ」


    「貴様こそ、金と欲に塗まみれた薄汚い前まえ脚あしで料理に触るな」


    　俺とギギナの視線が合っただけで、素晴らしく仲良しな会話が生まれる。料理を運んできた女店主も、呆あきれた顔をしていた。他に客もおらず、女店主は子供を抱いて椅い子すに座り、ギギナの昼食を眺めることにしたようだ。


    「あんたの綺き麗れいなお連れさんは、よく食べるね。惚ほれ惚ぼれするわ」


    「ギギナの取り柄は、他に何一つとして存在しないけどね」


    　女の感嘆をこめた言葉に、俺が苦笑しつつ答える。ギギナは会話に参加しないようだ。


    「あ、アタシはシェス。料理人だ。こっちの憎ったらしい子供がボスホク」


    　艶いろっぽい笑顔の女だった。その腕の中で、まだ幼児にも満たない男の子が、丸い瞳をしていた。親子に紹介していく。


    「俺はガユスで、こちらが……」


    「あの、あたしはアナピヤ。よろしくです」


    　俺に続いて、アナピヤが黒猫エルヴィンの前まえ肢あしを掲げて挨あい拶さつする。男の子にありがちな引っこみ思案らしく、腕に抱かれたボスホクは恥ずかしそうに母親にしがみつく。


    　アナピヤが幼児に触りたいらしく、手をわきわきさせていた。俺はアナピヤに代わって言ってやることにした。


    「あの、シェスさん、失礼でなければアナピヤにボスホク君を抱かせてもらえませんか？」


    「いいけど、この子はすごく人見知りするから、たぶん泣くよ？」


    　シェスは笑いながら、アナピヤの腕へ我が子を預ける。慌あわてて、エルヴィンは少女の膝ひざから飛び下りる。猫は部屋の隅でこちらへ振りかえる。


    　少女の腕に抱えられたボスホクがむずかる。アナピヤが海色の瞳で覗のぞきこむと、幼児が微ほほ笑えむ。薄い胸の中で揺らしてやると、きゃっきゃっと声をあげて喜びだす。


    「すごいね。この子は子守の天才なの？」


    　シェスが心からの感嘆の声をあげた。アナピヤは子供と遊んでいる。


    「わー、熱い、柔らかーい」


    「水」


    　ギギナの声に、シェスが我に返った。女は急いで陶とう杯はいに水をそそごうとする。だが、ギギナは水差しのほうを奪いとり、あっという間に飲み干す。零こぼれる水が白い喉のどを濡らす、神話の一節のような光景にシェスが見とれていた。再び料理へと襲いかかるギギナの喰いっぷりに賛嘆の溜ため息いきを漏もらす。正気に戻って、俺へ目を向ける。


    「お客さんたちは旅行者には見えないけど、オゾット祭りへ行くの？」


    　シェスがつぶやくように問いかけた。


    「用があって行けなくなった」


    「残念ね。ここらでオゾット祭りに行かないのは拗すね者だけよ。私も商売でいくのだけど、純粋に楽しみだもの。ね、ボスホク？」


    　シェスが操縦環ハンドルを握る真ま似ねをすると、アナピヤに抱かれていたボスホクが無邪気に笑う。アナピヤも釣られるように笑う。


    「なんか懐かしいな。こういうの……」


    　言った瞬間、少女の顔が輝く。


    「そうだ、あたしもこんな感じで、両親に抱っこされていたわ」


    「両親？　肉親は父親と従姉妹いとこだけじゃなかったのか？」


    　椅い子すから腰が浮いた俺の言葉に、アナピヤが微笑む。


    「うん、まあ思い出したんだけど、ちょっと複雑な両親」


    　アナピヤの話に、全員の注目が集まる。途端にアナピヤが頰ほおを染めてしまう。


    「やだ、そんなに注目しないで」


    「いえ、重要な話ですから、どうぞ続けてくださいな」


    　ニルギンの真ま面じ目めな顔に、アナピヤが続ける。


    「お父さんがあたしとアティを逃がしてくれたあとかな、遠くに焼け落ちる修道院を見て泣いている、あたしとアティを助けてくれた人がいたの。アズルピって名前の男の人と、イナヤって女の人が」


    　少女の瞳は、記憶を愛いとおしむように輝いていた。


    「アズルピさんとイナヤさんに連れられて、二人の町へ行くことになったの。車の中で、緊張するあたしとアティを、イナヤさん、ううん、新しいお母さんが抱きしめてくれたの。こんな感じでね」


    　アナピヤがボスホクを抱きしめる。ボスホクが不思議そうな目で、少女を見上げる。アナピヤの姿は、世界のすべてから子供を守ろうとする母の姿にも見えた。


    「その途中、二人が『私たちの子供にならないか？』って言ってくれたの。本当に嬉うれしかった。アティは行きたくないって断ろうとしたけど」アナピヤが首を傾げる。「あれ、アティってそんなに意志の強い子だったっけ？」


    「まあ、弱い子でも譲ゆずれないものがあるよ」情報を整理する。「しかし、アズルピとイナヤという義父母の名前は重要だ。そこからたどれるかもしれないな」


    　俺は携帯の短縮番号でヴィネルを呼びだす。アナピヤとシェスが喜びあっている間に、話を進める。


    「ああ、その二人で頼む。前に頼んでおいたことはどうだ？」


    　立体光学映像の白塗りの仮面が、膨大な情報を読みとる。頭の上に古典的な発光する電球を表示して、口を開く。


    「会社の行動表の情報だと、そこから離れたロイナンテの町に出張中らしい」


    「意外と近いな」


    　俺は驚きを隠しきれず、地図で場所を確認する。本当に近い。ヴィネルが続ける。


    「携帯は電源を切っているか、届かない場所だね。辺境のほうだと当たり前だけど、さすがに宿泊場所までは分からないね」


    「ああ、それで充分。じゃまたな」


    　ヴィネルに礼を言って、通信を切る。


    「最後のはなんなの？」


    「いや、ちょっとした私用」


    　アナピヤの疑問に、自然体を装って答えてやる。


    「おいギギナ、帰るぞ」


    　ギギナは最後に残った海え老びを殻からごと嚙かみ砕き、飲みこむ。アナピヤがボスホクを母親へと返還して席を立つ。


    「じゃあな、シェスに」俺は母親の胸で親指を咥くわえる子供に微ほほ笑えみかける。「恥ずかしがり屋のボスホク」子供は俺から顔を背そむけて、母親にしがみつく。本当に恥ずかしがり屋だ。俺はシェスへの支払いのついでに、忠告をつけくわえておく。「オゾットに行くなら、ミスカ街道が安全だ」


    「たしかベルガ村があった道だね。分かった、隊商の長に伝えておくわ」


    　シェスがうなずき、俺たちは天幕の外に出る。商しよう魂こん逞たくましい商人や芸人たちが、商売や見せ物を始めていた。


    「少し休息だ。俺はちょっと用を思い出した」


    　アナピヤとニルギンが興味深そうに辺りを見回し、ギギナが自分を盗み見してくる女たちへと、憂うれいを帯びた視線を向ける。一方、俺は歩きだしていた。


    　俺はもう一度、クエロに会って話したくなったのだ。


    　今なら、まだなにかを取りもどせるかも知れないと思って。


    



    



    　クエロはすでに去ったらしく、どこにもいなかった。


    　停車した車やバスの間を抜け、ヴァンに戻っても誰もいなかった。


    　疲労しきってヴァンの裏に廻ると、扉の日陰に美しい彫像があった。


    　それは椅い子すのヒルルカに座るギギナの姿。長い睫まつ毛げが、頰ほおに影を作っている。


    「娼しよう婦ふと遊ばなかったのか？」


    　ギギナは俺へと銀の瞳を向けてくる。


    「気が乗らない」


    「アナピヤとニルギンは？」


    「まだ二人で店の物色に回っているらしいな」


    　ギギナの顎あご先さきに、遠くで商人と談笑しているアナピヤと、傍かたわらで大おお仰ぎような動きをしているニルギンが見えた。敵が襲撃する気配もない。放置していて大丈夫だろう。


    　草原の上で、立ちつくす俺と座るギギナが視線を交わす。


    「いい子なのだろうな」


    「さあな」


    「それでギギナは、一人寂しく椅子と哲学を語っていたわけか。どうかしているね」


    「貴様こそ、地上で一番どうかしている存在だと思うがな」


    　心底から俺を哀れむような目をギギナが向けてきた。俺はふと疑問を覚えた。


    「ギギナ、前から聞こうと思っていたが、おまえはどうやって、その崩ほう壊かいした精神の均きん衡こうをとっているんだ？」


    　俺の問いかけ。ギギナの瞳に金属質の光が宿った。


    「俺たち攻こう性せい咒じゆ式しき士しは、一般人が思うほど非日常の存在ではない。戦闘以外は、普通の人間の生活となんら変わらない」俺の疑問は止まらない。「ラルゴンキンのように、温かい家庭を持ち、俺のようにふざけているものもいる。いや、意識的にそうしているといっても過言ではない。そうしないと、おかしくなるからだ」


    　問いを紡ぐ。


    「だが、おまえは攻こう性せい咒じゆ式しき士しにあっても異質だ」


    　俺の疑問は恐怖に近くなっていた。言葉にして初めて、相棒のギギナの異質さに気づいてきた。


    「私生活でも、人を寄せつけず、女を道具のように使いすてにし、破滅的に生きている。まるで、地獄の猟人かりゆうどの生きざまだ。なにがおまえの精神を保っている？」


    　最後の響きが夕陽に溶けた。


    「闘争、それ自体が我が存在意義のすべてだ」


    　不吉な言葉が、ギギナの口から零こぼれおちた。俺がたまに見る、よそよそしい他人の顔だった。


    「闘争に次ぐ闘争。無意味な世界において、それ以外になにがある？」


    　ギギナの声が、俺の心臓に杭くいのように打ちこまれる。以前からギギナに感じていた、不吉さの一端が垣かい間ま見みえた。


    「愛だの友ゆう誼ぎだの、すべては状況次第で容易に壊れるものだ。だが、命と命の奪いあい、闘争には真実がある」


    　ギギナの美しさから、繊せん細さいなものが灼やかれるように消失していた。残ったのは、獰どう猛もうな戦士の笑み。白はく刃じんの輝きだけだった。


    「そこでは、ただ強さという裁きだけがある。向かいあう二人の戦士の他は、世界すら消え失せる。愛だの友誼だの、そんな紛まがい物はすべて灼きつくされる」


    　銀の瞳が坩る堝つぼとなる。


    「ラルゴンキン、イェスパー、ニドヴォルク、ヤナン・ガラン、そしてウォルロットといった剣と拳こぶしを振るう本物の戦士たちとの戦いは、最高に素晴らしかった。女や金、賭と博ばくや栄光などより、何倍、何百倍もの素晴らしさ、高い次元が広がっていた」


    　ギギナの笑みに、俺は圧倒されていた。


    　こいつの世界には、人間は存在できない。弱さも醜みにくさも、そこでは罪なのだ。


    「それは狂信だ。理解できない」


    「理由を知りたければ、私の刃の前に立て。そろそろ貴様も私の前に立つ資格がある」


    　この世で最も鋭い剣のような目と言葉が俺に向けられる。俺の心臓は、凍りつくような恐怖に摑つかまれていた。


    「正気の世界ではない」


    　俺が不器用な笑みを作ると、ギギナが失望したような表情を浮かべていた。


    「我ら闘争者の心は、貴様にはついに理解できぬか」


    　長い睫まつ毛げを伏せて、ギギナが自じ嘲ちようめいた言葉を漏もらす。


    「だからこそ、私はユラヴィカとの再びの対決を望んでいるのかもしれぬ」


    　珍しい。ギギナが自分のことについて語るなんて、夏の暑さで頭が茹ゆだっているらしい。まあ、俺も似たようなものだが。


    「男同士の愚ぐ痴ち大会でも始めるのか？」


    「いや、止やめておこう」


    　ギギナが打ち切った。俺は前々からの疑問を問いたかった。


    「これは本当に疑問だが、ユラヴィカに負けた理由が分からない。どうしてあのような隙すきを見せた？」


    　ユラヴィカとの決闘は不思議な展開だった。エリダナ随ずい一いちとされるギギナの剣技と立ち技は、ユラヴィカにも劣るものではない。しかし結果は圧倒されてしまった。


    　夏の光に照らされたギギナの顔は、しかし、青白さを増して死人のようだった。


    「それは……」


    　ギギナが言葉に詰まった。俺としても予想できることがある。


    「いや、あまり使ったことがない関節技や寝技が苦手なら、苦手と言ってくれ。あれから、俺たちの連係は上う手まくいかないし、これからの戦いも心配だ。苦手なら、俺が補助するし……」


    「貴様には関係ない！」


    　切りすてるような怒号。ギギナの心底からの怒りが、俺を打った。まるで獅し子しの咆ほう吼こうだ。


    　ギギナの指先が、自らの剝むきだしの腕を摑つかんでいた。大理石の肌から血が滲にじんでいた事実に気づき、俺は混乱した。


    　俺の無ぶ遠えん慮りよな発言が、ギギナの戦士の誇りを傷つけたのかもしれない。


    「そんなに怒るなよ。冗談だって。今日の俺はさすがに喋しやべりすぎだ」


    　それだけ言うのが精一杯だった。どうやら俺は、他人との距離が計れなくなっているようだ。ギギナにしても過敏になってきている。


    　ギギナが出立の風景へと関心を移し、それ以上の会話を拒否した。俺はひとつだけ付け加えておく。


    「言い忘れていたが、決闘だか殺しあいは俺のいないところでやれ。俺といるときは共同作戦しか認めない。そして、二度と俺を攻撃するなよ」


    　会話をいつもの軽口に戻そうとすると、ギギナが苦痛を堪こらえるように、無理な笑みを浮かべる。


    「私はクエロではない。ガユスでもない」


    　俺は言葉を失った。ギギナの瞳は問うような色を浮かべていた。


    　草原の隊商の駐ちゆう屯とん地ちに満ちる、不自然な沈黙。人々が行き交っても、俺とギギナの間には言葉も音もなかった。だが、隠し事はすべてを悪化させる。俺は真実を告げる決心をした。


    「食事の前に、クエロに会ったよ」


    　ギギナの顔に、極大の嫌悪が浮かびあがる。


    「その、あいつも元気そうだったよ」


    「貴様、どうしてその場でクエロを殺さなかった！」


    　椅い子すから立ちあがり、ギギナが俺に詰めよる。襟えり元もとを摑む手の向こうに、ギギナの激げつ昂こうした瞳があった。


    「だからすぐに言わなかったんだよ。おまえは、ギギナはクエロを許さない」


    「私にクエロを許す理由がない。だが、貴様こそクエロを許せないはずだ」


    「ジオルグ所長の死は、俺とおまえにも責任がある。クエロのせいだけではない。それは分かっているはずだ」


    　俺とギギナの視線に込められた激情が、静かに激突する。


    　先に耐えられなくなった俺が、視線を逸そらした。ギギナも分かっていた。だから、それ以上は言ってこなかった。軽い足音が俺たちの間に響く。


    「元気な美少女が、やってきたーって、……なに？」


    　アナピヤとニルギンが現れるが、俺たちの不自然な沈黙に足を止めた。


    「どうした、の……？」


    　アナピヤのかすれたような声にも、誰も動けなかった。落日の赤しやつ光こうの中で、俺たちは言葉を無くしていた。


    「なんでもない」


    　俺とギギナがまったく同じ台詞せりふを吐く。ギギナが俺の襟えり元もとを摑つかんでいた手を放し、無言のままでヴァンに向かう。


    　俺たちは微妙な、そして決定的な擦すれ違いを抱えたまま、歩いていった。


    



    



    　支し度たくを終えた人々が車に乗りこみ、次々と発車しはじめる。


    　ヴァンが走り、隊商や観光客の車の列と森の手前で分かれる。車を運転しているシェスが見えた。窓からは、母親に抱かれたボスホクが小さな手を振ってくる。アナピヤが千ち切ぎれんばかりに手を振り返す。


    　夕陽のなかに、車の列が遠ざかっていくのを眺めながら、ヴァンは進む。


    　携帯が鳴った。通信をつなげると、再び白塗りの夜会用仮面の立体光学映像が浮かびあがる。


    「またヴィネルか」


    　動どう揺ようを隠すために、俺は不機嫌な声を出した。


    「ご挨あい拶さつだね。アナピヤという子に関する獲れたての情報が手に入ったから、親切にご報告に参上したのに」


    　ヴィネルが皮肉げに笑った。俺が顎あごで促す。


    「アズルピとイナヤという名前からは追跡できなかった。最初から偽名か、念入りに身元を隠しているかだ。修道女のカリラエのほうは、七年前のシタール修道院の炎上のあと、離れた場所の人間に保護されていた。直後に病院から逃げだして行方ゆくえ不明だ」


    「その程度の情報はアホでもたどれる。問題はそこからだろうが」


    　俺は答えを待つ。


    「まあ待ってくれ。カリラエとよく似た容よう貌ぼうと経歴の老ろう婆ばが、二日前に近くの村で保護された記録がある。そこからほど近いベルガ村で、北北西に約二〇キロってところだ」


    　立体映像の端に、ヴィネルからの情報が転送されてくる。情報の出元の日付は今日だった。


    「異常な速さの情報だな」


    「ああ、獲れたて新鮮な情報だ」


    「本当にカリラエ本人か？」


    「さあねえ。違うかもしれない。しかも、記録では、恍こう惚こつ老人になっているらしいから、本人に会ってもなにも分からないかもしれないな」


    　立体映像のヴィネルの白い仮面が、拗すねたように傾いてみせる。七年前に消失したシタール修道院の修道女が、今になって発見される。途中の経過が想像できない。


    「……それでも会いたい」


    　アナピヤが、海色の真しん摯しな目で俺を見つめてくる。


    「分かった。行こう。もしかしたら途中でシェスやボスホクたちに再会できるかもな」


    　少女が力強くうなずく。


    「では、口座への多大な振りこみをよろしく」


    　ヴィネルが消えた。俺はヴァンを走らせた。一行を乗せて、辺境を進む。


    　一路ベルガ村へと向かう。そこになにかがある。


    



    



    　闇色に染められた辺境の大地。夜に沈む岩山の間を縫ぬうように道があった。


    　暗灰色のアスファルトの路上に、人影と塊かたまりがわだかまっていた。


    　仮面の老人と柩ひつぎという異常な姿。メルツァールと柩のアインフュンフだった。


    「メルツァール、おまえの咒じゆ式しきは、実に最低だ。たしかに、ユラヴィカやチェデックという単純な攻性咒式士には耐えられない」


    　声は、メルツァールの足元に横たわる物体、黒塗りの柩から発せられた。


    「それは光栄なことだ」


    　傍かたわらのメルツァールが、嗄しわがれた笑声を返す。見下ろすメルツァールと、見上げるアインフュンフ。仮面と柩の隠された視線が、不可視の火花を散らす。柩から、アインフュンフの声が陰いん々いんと響く。


    「しかし、私としても金が必要だ。莫大な金がなければ、この体は保てない。ユラヴィカのように、誇りや気け高だかさでは一秒も生きていけない」


    　声には、子供の絶望と、老ろう婆ばの哀しみが等分に含まれていた。仮面の奥にあるメルツァールの青い瞳に感情が揺らぐ。


    「事情は知らぬが、難なん儀ぎな体らしいな」


    「詮せん索さくか？」


    「〈柩のアインフュンフ〉の本当の姿を見たものはいないと聞く。美び姫きか醜しこ女めか、老女か童女か、儂とて興味がないとは言えない」


    　柩ひつぎの奥から、殺意と怒気が膨ふくれあがる。慌あわてて老人が間合いを取る。


    「怖いな。儂わしとて同じだよ。儂は絶対にこの仕事を成功させなければならないのだ。そして、弱者には、弱者なりの闘いかたがある」


    　メルツァールが強い力をこめた瞳で、黒塗りの柩を見下ろした。そして皺しわに覆われた顔を夜空へと戻す。


    「誇りも気け高だかさも、美しさもない闘いを厭いとわない。それは最強の力にもなる」


    　岩山の陰から、前方灯が闇を切り裂いた。白い光の向こうには、車の輪りん郭かくと、急停止しようとする運転手の女の、驚きよう愕がくの顔が浮かびあがった。背後のバスや車が急停止しようとして列を乱す。


    「始めるか。願いを叶えるために」


    「ええ、弱きものが強きものを倒すための技を」


    　タイヤがアスファルトを嚙かむ悲鳴と、メルツァールとアインフュンフの覚悟の声が、唱和された。

  


  
    七章　屍人の宴


    



    



    　僕らは深遠を覗のぞきこむ。


    　だけど、彼女の破片は見つからない。


    　僕らは闇夜に耳を澄ます。


    　だけど、彼女の悲鳴は聞こえない。


    　彼女も、そして僕などというものは最初から存在しないから。


    
      イェム・アダー「虚無の貌かお」皇こう暦れき四九二年

    


    



    



    　四方を崖に囲まれ、谷底に這はうように家屋が並ぶ。


    　ベルガ村は、廃村寸前の静せい謐ひつに包まれていた。


    　羽虫がたかる街灯だけが、景気の悪そうな商店が並ぶ通りを照らしていた。オゾット祭りに向かう街道の途中にある村だが、賑にぎわいの喧けん騒そうから見放されているとしか思えない。


    　村人らしき中年女が歩いていたので、ヴァンを停めて窓を開ける。


    「カリラエという修道女が、この村にいると聞いたのだけど？」


    　俺の愛想のよい問いかけ。しかし、中年女は外部の不審者を見るような目を返してきた。


    「あの、あたしがお世話になった人で、捜しているんです」


    　俺の後ろからアナピヤが顔を出すと、途端に村人の顔が相そう好ごうを崩くずす。


    「そうかい、大変だねぇお嬢じようちゃん」


    　中年女が笑顔で腕を掲げる。


    「カリラエって名前かどうかは知らないけど、村外れ、すぐ先の家に保護されたばかりの婆ばあさんがいるよ」


    　村人の指先は、傾斜地になった村の奥を指していた。


    　手を振るアナピヤを乗せてヴァンが駆けぬけていく。道はすぐに緩ゆるやかな上りになる。崖の下の傾斜地に、石を積み上げただけの壁が並ぶ。


    　進めなくなったヴァンを停めて外に出る。途端に寄ってくる夏の羽虫が鬱うつ陶とうしい。見るとヴァンの車体にも貼りついていて、腹が立つ。ついでに人にも腹が立ってきた。


    「俺の愛想が通じないとは、あの婆さんは絶対に生理が終わっている」


    「貴様を正当に評価しているだけだ。誰も路ろ傍ぼうの石ころに興味など向けない」


    　俺とギギナが言葉の矛ほこを交わしながら歩いていると、すぐに到着した。


    「これが言われた家か。しかし、人間が住んでいるのか？」


    　崩くずれ落ちそうな石いし塀べいに囲まれた廃はい屋おく。門柱の照明が不規則に点滅しており、恐怖映画の演出みたいだった。アナピヤとニルギンも不安そうにしている。


    「カリラエさん、居ますか？」


    　アナピヤが呼びかけても誰も出ない。腐りかけた木製の扉は開けはなたれていた。奥には灯りもない屋内の闇が見える。


    　俺とギギナは手信号で意思を交わし、魔ま杖じよう剣けんを握りつつ敷地に踏みこむ。開けはなたれていた扉を抜けて、室内に足を踏み入れる。


    　乱雑な室内にカリラエの姿を捜す。放置されているのか並べられているのか分からない、古びた戸と棚だなや椅い子すがあった。床には紙片と塵じん埃あいが降り積もっている。もともとは廃屋だったところに、見つかった老人が放りこまれたとしか思えない。


    　室内を抜け、裏庭に出る。


    　乾いた夜風が吹きぬける裏庭。揺り椅子に老ろう婆ばが座っていた。古びた修道女服を律りち儀ぎにまとい、枯れはてた古木のような横顔を乗せていた。額ひたいまで帽子に隠れた老婆の目は、眼前の光景を映していなかった。


    「カリラエさん？」


    　俺たちの間からアナピヤが歩みでる。古木のうろのような、闇色の目が少女の姿を捉える。


    「あたしです、アナピヤです！」


    「……アナ、ピヤ？」


    　老婆の口が確認するように名前を舌先で転がす。七年見つからなかった理由も予想できる。おそらく精神崩壊を起こして同じか違う宗派の修道院を放浪していたのだろう。カリラエという自分の名前を思い出せたのも最近なのだろう。


    「ああ、ええと、小さい時はメーティーです。みなさんにかわいがってもらっていたメーティーです」


    「メーティー？」カリラエの瞳に、意志が宿っていく。「ああ、ああ！　メーティー、メルティア！」


    「カリラエさん、あたしのお父さんは死んだんですかっ？　シタールはどうなったんですか？　アティと養父母がどこに居るか知りませんかっ!?」


    　少女の両腕が老ろう婆ばの両肩を摑つかむと、落ち窪くぼんでいた双そう眸ぼうが見開かれる。


    「メルティア、なんてことだ。おまえが生きているなんてっ！」


    　アナピヤを突き飛ばして、カリラエが飛び退のく。アナピヤの目が驚いていた。


    「メル、ティア？　メーティーって名前は、愛称だった、の？」


    「呪われた子、シタールはあなたを引きとったせいで滅ぼされたっ！」


    　口こう角かくに泡を飛ばして、老婆は叫びつづける。


    「忌いまわしい子、淫いん売ばい、悪魔が連れてきた呪いの子。夜の褥しとねへ帰れ暴帝、ああ、みんな死んでしまった」


    　呆ぼう然ぜんと立ちつくすアナピヤの前で、カリラエは錯乱しつづける。アナピヤを聖女と呼んでいた同一人物とは思えない口汚さに、俺は混乱した。アナピヤを嫌っていた大昔に退行したのだろうか。真相が得られる可能性が低いなら、やるべきことも分かる。


    「残念だが、カリラエは話ができる状態ではない」


    　黙りつづけるアナピヤの細い肩を、俺が抱き留める。


    「行こうアナピヤ」


    　それでもアナピヤは黙っていた。しかし、やがて小さくうなずく。カリラエを残して、裏庭から去る。荒れた家屋を回って通りに戻る。暗い裏通りだ、全員が黙っていた。長い旅路のすえに得られたのは、正気を失った老女の戯たわ言ごとでしかなかった。


    　悲鳴。


    　振りむくと、門柱の上から投げかけられる蛍けい光こう灯とうが見えた。光の環わの外延部から、着地と液体が零れる音が放たれた。


    　それは先ほど別れたばかりのカリラエだった。


    　流れる血で、見る間に黒い染みを地面に作りながら、それでも老婆は上半身を起こして、言葉を吐きだす。


    「メルティア！」老婆の目が俺たちへと向けられた。先ほどとは違い、少し正気が戻っている目だった。「メトレーヤよ、メトレーヤに行きなさい。そこにあなたの地獄があるっ！」


    「カリラエさんっ！」


    　アナピヤが叫んだ瞬間。背後の闇から伸びた物体が、カリラエの顎あごを摑む。


    　それは、青白い肌をした人間の五指だった。


    　老ろう婆ばが悲鳴をあげようとすると、背後の闇から、次々と青白い腕が伸び、老婆の肩や腕など上半身の各所を摑つかみ、そして一気に闇の中へと引きずりこんでいった。


    　呆あつ気けに取られていた俺たちが、弾かれたように後を追った。


    　朧おぼろげな街灯の下に、引きずられたように続く黒々とした血けつ痕こんを追って、大通りに飛び出る。


    　村にあったのは、地獄の光景だった。


    



    



    　ベルガ村の通りは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の様相を呈ていしていた。


    　路上で、店の前で、車内で、窓の向こうで。無表情な殺さつ戮りく者しやたちの、静かな虐ぎやく殺さつが行われていた。


    　青白い顔と肌の人間たちが蠢うごめき、村人たちに牙を爪を立てていく。


    　眉まゆ一つ動かさずに、数人が男の腹部に爪を立てる。指先が腎じん臓ぞうを引きだし、腸詰めのような小腸が夜気に湯気を立てた。


    　一人が女の上うわ顎あごに手をかけ、もう一人が下顎に手をかけて、剛ごう力りきで引き裂いていく。女の悲鳴は途中で呼吸音に変わり、やがて絶命して途と絶だえる。それが、先ほど道を教えてくれた中年女の最期だと気づきたくはなかった。


    　アナピヤとニルギンが口を開けたまま、硬直している。


    　俺たちに助けを求めたカリラエも、灰色の肌をした三人の下で、内臓を引きだされながら断だん末まつ魔まをあげていた。


    　一歩を踏み出したギギナの屠と竜りゆう刀とうが閃ひらめき、三人の虐殺者を一刀で両断する。指令系統を失った下半身が黒い血ち飛沫しぶきをあげて崩れ落ちる。


    　アナピヤの悲鳴が夜の大気に響く。


    　切断され、大通りの向こうに落下した上半身は、動きを止めない。自らの下半身を捜すように手で這はっていく。両断された他の個体も上半身だけで動いている。


    　大通りには、見渡すかぎり、青白い肌の人間たちが溢あふれていた。青白い人間たちの正体が分かってきた。最悪だ。これこそが本当に最悪の事態だった。


    「なん、ですかこれは？　村人はどうなったのですか？　死んでいるのに動くなんて！」


    　ニルギンの声には怯えがあった。死者が動くなどというありえない光景を説明できる咒じゆ式しきを、俺は知っている。


    「生体生成系第五階位〈屍葬兵操成法ガミ・ギン〉の咒式を使った、外げ道どうがいやがる」


    　だが、信じたくはなかった。


    「死者の脳に宝ほう珠じゆを埋めこみ、生きているかのように操作する禁断の咒式。特殊な才能を必要とする悪鬼の法だよ、クソったれ！」


    　喉のどの奥に苦いものが生まれる。


    「生ける死者を作るにしても、生体組織が腐敗しきっていては、酸素の運搬がなく、脳は活動できない。この咒式は、脳に埋めこまれた宝珠からの指令で、死者本人の咒力を使って動作をさせる。つまり、生体組織が使える生者か、死にたての死体に宝ほう珠じゆを埋めこむことが必要だ」


    　殺され、さらに咒じゆ式しきで操作されて動く死者たちが、街に放たれていたのだ。両断されても、脳につながる上半身だけが動けるのも、咒式原理からの論理的帰結だ。


    「まだまだ宝珠の制せい御ぎよ率が低いな」


    　老いた声は、大通りの向こうからだった。死者たちの林の中に屹きつ立りつする車の屋根の上、老人の口から発せられたのだ。


    　異国の人喰い鬼を模した仮面が、俺たちへと向けられる。


    「前例に倣ならうとするか。儂わしは屍し葬そう士しメルツァール。アナピヤ奪還を狙う六人の攻性咒式士の一人だ」


    「おまえ、精神支配咒式を」唇くちびるを嚙かみしめる。「禁断の咒式を使いやがったな」


    　俺の叫びに、メルツァールが包帯に包まれた指先で白しろ鬚ひげを撫なでる。


    「いかにも」


    「正気か、てめえ……」


    　人の精神や脳活動を操作する咒式は、核かく融ゆう合ごう咒式や気化燃料爆弾咒式と同じくらい、いや、それ以上に厳格に禁止されている。


    　人の心を操る咒式は、一般の人々の不安を煽あおる。自分の愛情や憎悪が、いつの間にか咒式士に操られていたものだとしたら、という激しい不安を呼ぶのだ。


    　武装査さ問もん官かんの激烈な追及を受ける以上に、咒式士と咒式士以外の人々の対立と国家の悪用を防ぐため、精神支配の咒式だけは、誰も手を出さないのだ。


    　咒式士としての最低限の掟おきてを、目の前の老人は軽々と破っていたのだ。


    「儂は正気も正気だ。では、その屍し葬そう兵へいの力を見せてやろう」


    　老咒式士の言葉で、動いていた死者たちが立ち止まる。意志が宿らない魯ろ鈍どんな目が、一斉に俺たちを注視する。感情を持たない冷血動物、魚類の目だった。


    「行け、死者どもよ！」


    　枯れ木のような手に握られた魔ま杖じよう錫しやくが振りかざされ、屍葬兵どもが走りだす。七十人を越える死者が、無表情のままに前進してくる光景。凄まじい圧力と不快感があった。


    　耐えられなくなったアナピヤの絶叫。ニルギンがアナピヤを抱えて、絶叫を抑える。


    「わ、わた私がアナピヤさんをっ、なんとかしてみたりっ！」


    「任せる」


    　ニルギンが青い顔をしながら、アナピヤの手を引いて後退し、俺とギギナが突進を開始する。


    　屠と竜りゆう刀とうが火を噴き、ギギナの全身を〈衂蟹殻鎧ドラメルク〉の強化キチンと硬化クチクラが覆い、同時に白はく刃じんが放たれる。一〇七一ミリメルトルの巨刃が薙なぎ払われ、殺到してくる死者たちの手や足、頭が吹き飛ぶ。死者たちはそれでも前進してくる。


    　ギギナの剣の嵐が吹き荒れる。刃で死者たちが解体されていくが、圧倒的な数を抑えきれない。剣の間合いの外を上半身、もしくは右や左半身だけとなった死者たちが抜けていく。


    「後ろに抜けられるなっ！」


    　俺の〈爆炸吼アイニ〉が連続炸裂。トリニトロトルエンの爆風が、死者たちを肉片へと変え、夜空へと巻きあげる。弾倉を交換し、次の咒じゆ式しきを紡いでいると、物陰から死者が飛びでてくる。反射的に包丁を持った細い両手首を切り飛ばすが、気にもせずに突進してくる。


    　屍し葬そう兵へいの顔が、料理人のシェスだと気づいたときには、女の口こう腔こうへと魔ま杖じよう剣けんを突きだしていた。


    　剣に脳のう幹かんまで貫かれながらも、死人のシェスは手首から先がない腕を振りかざす。届かない腕の断面から、黒い血ち飛沫しぶきが舞う。俺の指は無む惨ざんさに硬直した。


    　それでも俺は爆裂咒式を放つ。近距離爆発で、シェスの首から上が消失し、断片が後方へと撒まき散らされる。倒れるシェスだった物体の陰から飛ひ翔しようする物体。首に激痛。


    　首に小さな歯を立てている、幼児の無機質な瞳。


    　屍葬兵となったボスホクの姿に、胸腔が闇色に塗りつぶされる。


    　倒れこみながら、渾こん身しんの力で引き剝はがそうとしても離れない。無理に引き剝がせば、幼児の歯が胸鎖乳突筋から頸けい動どう脈みやくを食い破り、俺が死ぬ。


    　視界が真紅に染まるなか、俺は魔杖剣を逆手に持って、ボスホクの耳孔へと突きこむ。即座に〈雷霆鞭フユル・フー〉を発動。体液に感電しながら俺も倒れる。


    　ボスホクの小さな死体の頭部からは、白煙と脳が焦こげた異い臭しゆうが立ちのぼる。


    　無惨な幼児の死体を確認したと同時に、胃の底から喉のどへと、熱いものがこみあげる。左手で口を覆うが、止められない。指の間から吐と瀉しや物ぶつが噴きだす。


    　大地に手をついて、逆流する胃の内容物を吐きつづける。


    　接近してきた死体の鉈なたの一撃を、反へ吐どを零こぼしながらも横転回避。同時に死者の両りよう脛すねを切りはらう。倒れてくる死者の頸部へと刃を突きたて、体重を利用して引き斬る。


    　転がる首の断面へと、俺の吐瀉物が滝のように吐かれる。胃と喉が一本の道になったかのようだった。吐きおわると、苦い胃液の味が口に絡みついた。


    　左手で口くち許もとを覆いながら、襲ってくる死者の首を魔杖剣で薙なぎ払う。涙と洟はな水みずを零しながら、俺は顔を上げる。


    　死人の兵団の向こうに広がる闇に、老人の無感動な顔が浮かんでいた。


    「てめえ、隊商の人間を屍葬兵にしやがったのか!?」


    　嫌悪感が嘔おう吐と感となって、言葉として唇くちびるから溢あふれる。


    「攻性咒式士、の戦い、にも最低限の法があるだろうが！　自分で闘え！」


    「それはおまえの世界観だ」


    　老咒式士の口こう唇しんが、苦い感情を吐きすてる。


    「正々堂々とやって、おまえたちに勝てるなら、私もそうしている。しかし、無む階かい梯ていである儂わし一人の咒式戦闘力では、絶対におまえたちには勝てない。だとしたら、この方法をとるしかないだろう？」


    　一人称の混乱と、仮面の穴から覗のぞく海色の目が、俺の心を射抜く。深い悲しみの青だった。


    「弱者だって勝ちたいのだ。それがなぜ悪い？　生死をかけた戦いで、手段にこだわってどうする？　死んだ後で誉ほめられようと好かれようと、無意味だ。死者は語らず、生者のみがすべてを語り、決定する」


    　仮面の向こうから発せられる、圧倒的な覚悟の宣告。俺は咄とつ嗟さに反はん駁ばくできなかった。


    「儂わしには愛するものを救う悲願がある。そのためなら、悪鬼と謗そしられようと構わぬよ」


    　俺の傍かたわらまで後退してきたギギナが、屠と竜りゆう刀とうの柄つかをさらに延ばす。全長一八五〇ミリメルトルの槍型から、二九五〇ミリメルトルという両手持ちの長大な姿を現す。


    「全滅させるぞ」


    「だがギギナ、こいつらは！」


    　大地に横たわる、親子の死体を見下ろし、苦いものが胸に込みあげる。


    　最先端の医療咒じゆ式しきでも、死者の復活はできない。生きながら屍し葬そう兵へいになったものもいるだろう。しかし、治療できる施設に連れていくまでに、限界を越えさせられた活動は肉体を破壊しつくしているだろう。


    「肉か敵か、私にはそれだけだ」


    　ギギナの横顔に、修しゆ羅らの笑みが浮かぶ。そして屠竜刀を一回転させ、突撃を開始する。俺は嘔おう吐とを堪こらえながらも、ドラッケンの戦士の背に続く。


    　右に放たれた死の刃が、腕や頭を両断。左に回転した白銀の光が胴体や首を輪切りにし、蘇よみがえり人たちに二度目の死を与えていく。


    　それは死告天使が翼を広げたかのような凄せい絶ぜつな殺さつ戮りく。ギギナの屠竜刀の間合いに入ったすべての肉と物体が破壊されていく。


    　死神の化身を追う俺の前に立ちふさがる屍葬兵。不快な思いを振りきるように、爆裂咒式で吹き飛ばす。死の恐怖が存在しない死人たちは、爆煙と肉片の嵐から迎撃してくる。


    　同時に紡いでいた爆裂咒式で死者の突撃を破は砕さいする。腕や足を失ったくらいでは死者たちの突進は止まらない。俺の連続咒式を阻止すべく、右手からの突進。降り下ろされる農機具や鉈なたを魔ま杖じよう剣けんで受け止める。


    　さらに現れた刃や穂先が、俺の太ふと股ももや脇腹を狙う。直撃を躱かわすべく半回転。革帯や戦闘装束の裾すそを切られるだけで済んでいた。


    　俺の予備弾倉が大地に散らばっていることに気づいた。もはや追撃してくる凶器の群れを受け止めるしかなかった。撥はねかえしてプラズマの咒式を紡ぎ、死者たちを葬ほうむりながら俺は後退。追いすがる死者の刃が大地を叩く。


    　敵の狙いは、最初から俺の咒弾。残るは、魔杖剣ヨルガと予備弾倉ひとつだけ。


    　大型咒式を紡ごうとすると、眼前で金属音。ギギナが天から着地し、掲げた屠竜刀の表面で、矢が折れていた。


    「世話のかかる眼め鏡がねだな」


    「貴重品だからな。俺の知覚眼鏡クルークブリレはむしろ本体だ」


    　しかし、空中を飛ひ翔しようしてきたギギナの背中には、死人たちの限界を越えた筋力で放たれた投槍や矢が刺さっていた。死者たちは家々にあった骨こつ董とう品ひんや日用品で武装していた。


    　さらに迫る槍や矢をギギナの剣風が閃ひらめき、俺たちは村の通りを駆けていく。屍し葬そう兵へいたちが並走し、包囲網を縮めるように追ってくる。


    　気づくと、アナピヤとニルギンの背中に追いつくまで後退していた。


    　精肉店の看板の下で、ついに死者たちに追いつめられた。アナピヤの恐怖に見開かれた目が、前方の死人たちから離れない。


    「ニルギン、貴様も偶然にしてはよく守ったと認めなくもない」


    「ギギナさん、素直に誉ほめてください」ニルギンは自らの顎あごの傷を右手で撫なで、震える声で続けた。「しかし、敵が多すぎてこれはダメですねと言ったら言いすぎでしょうか？」


    　他に傷がないことを確認して、ギギナへと視線を疾はしらせる。


    　メルツァールの作戦は粗雑ながら有効だ。


    　脳から切り離されないかぎり駆動するという頑丈すぎる屍葬兵を、これだけの数でそろえられては、咒じゆ弾だんと体力を消耗させられる。しかも見知った人間を使うことで、俺の精神をも磨ま耗もうさせている。横のギギナを確認。


    「ギギナ、おまえが飛んでメルツァールを叩け」


    　屍葬兵たちを制せい御ぎよする術者を叩けば、生ける死者は元の死肉に戻る。ギギナだけならば、包囲網を抜けてメルツァールを倒せる。俺はアナピヤとニルギンを守るつもりだが、果たしてどちらが早いか。正直、ここまで分ぶの悪い賭かけはしたくないが、仕方がない。


    　俺とギギナが視線で意志を交換。結論は出た。


    　ギギナが矢となって跳躍。死人たちの緩かん慢まんな視線が追う上空を渡る。運動慣性をこめたガナサイト重咒合金が、瀑ばく布ふとなって降り下ろされる。


    　メルツァールの額ひたいに刃の影が落ちるまで接近するが、軌道が急速変化。ギギナが自らの右体側に屠と竜りゆう刀とうを掲げる。表面で、予期しない方向からの爆裂が発生する。


    　ギギナが横へ吹き飛び、回転しながら衝撃を減げん殺さい、四足獣の姿勢で大地へと着地する。斜めに疾走していた俺が、剣けん舞まい士しの隣に並ぶ。死者たちも動きを止めている。


    　俺とギギナは反撃も忘れて、眼前の異様な光景を注視していた。メルツァールが建物に寄りかかっている。


    　老人の前方の路上に、黒い長方体が浮遊していた。


    　正確には、六角形を長く延ばしたような物体、闇色の柩ひつぎだった。表面には、金で縁取りされた十字印と、文字が描かれていた。十字印の中央に象ぞう嵌がんされた目が、周囲を睥へい睨げいしていた。


    「助かったぞアインフュンフ」


    　メルツァールが浮遊する柩の背後へと隠れていく。


    「おまえの順番は、終わりと考えていいのだね？」


    　柩の内部から、谺こだまのような女の声が響く。追手の一人の名前だった。


    　道服を夜気にはためかせ、メルツァールはすでに駆けだしていた。


    「あとは頼む」


    　メルツァールの捨て台詞ぜりふを俺とギギナが追う。同時に咒式が炸さく裂れつした。俺と柩の中間で、爆風と爆風が激突。互いを食らおうと吹き荒れ、間で引き裂かれた死者たちが倒れる。


    　俺とギギナは建物の陰に吹き飛ばされ、家屋の壁に叩きつけられる。胸きよう郭かくが軋きしみ、肺から空気が抜ける。


    　逃走するメルツァールの背中が見えたが動けない。ギギナの手が雷のように伸びて、俺の胴体を抱え、壁を蹴って跳躍。俺たちが張りついていた壁に、爆裂と光線、毒液が降りそそぎ、破壊していく。同時に俺が放っていた雷撃が、黒い柩ひつぎの前で消失した。


    　俺とギギナが着地。爆風や掠かすめた雷撃で、全身を負傷していたが、構わず疾走。浮遊する柩が並走してくるのと同時に、建物が崩ほう壊かいした轟音が響く。


    　ギギナの横顔に驚きよう愕がくがあった。俺も動どう揺ようしきっていた。


    　アインフュンフは、重力咒じゆ式しきで飛ひ翔しようし、化学咒式で爆裂を、電磁咒式で雷を、生体咒式で毒液を放つ。そして数法咒式で量子干渉結界を展開し、さらに強化咒式が全部を補助している。つまり、合計で六つ、しかも、五大系統の咒式を並列発動しているのだ。


    「そんなバカな！」


    　多系統の咒式使用は高位咒式士としての基本であり、俺だって化学系ほどではないが、他に補助の電磁と生体の二系統は使える。それでも並列発動は意味がまるで違う。


    　天才レメディウスは、六つ以上の咒式と結界を同時に使えたが、それは、干渉結界を前もって展開していたからだ。それとて数法系の枠内に限定されていたものだからこその並列展開であって、超定理系を除いているとしても、別系統を六つ同時に発動できるなど、前ぜん代だい未み聞もんだ。


    　俺の思考を嘲あざ笑わらうかのように、飛翔する柩の周囲で五つの攻性咒式が展開し、放射される。化学鋼こう成せい系咒式第四階位〈遮熱断障檻フオエニク〉を展開し、爆風や雷撃を防ぐと同時に、俺とギギナは左右に分かれる。


    　楯の背後にいた屍し葬そう兵へいの一体に黒点が浮かぶ。次の瞬間、周囲の数人の死者たちごと、巨人に握りつぶされたかのように圧あつ搾さくされる。


    　弾けた血と肉を見ながら、俺とギギナは走りつづける。


    　重力系が使えるのならもしやと思ったが、重力力場系第五階位〈轟重冥黒孔濤ベヘ・モー〉を使いやがった。重力波は防御ができないため非常に厄やつ介かいだ。ニドヴォルクほどの破壊力はないが、それでも俺とギギナも完全に回避できず、肌や肉に裂傷を作っている。


    　それでも二陣の颶ぐ風ふうとなって、間合いを詰めていく。俺たちの前方で、咒式の爆裂が起こる。急停止した俺は滑りこむように地を這はい、ギギナは上空へと跳躍する。


    　間の爆煙を〈光条灼弩閃レラージエ〉のレーザーが貫通していく。重力咒式は扱いが難しく、連発できない。また、爆裂咒式の距離設定が甘すぎることから、煙えん幕まくだと瞬時に判断したのだ。


    　俺は前傾姿勢を上げ、ギギナは急降下攻撃で爆煙を抜けて、アインフュンフの柩に刺突を放つ。金属音とともに、柩の表面に叩きこまれる二振りの剣。


    　高硬度の柩の表面を、俺の剣が貫通、化学錬れん成せい系第一階位〈矢髑ビ・ネ〉を発動。猛毒のｄ‐ツボクラリンをブチ撒まける。ギギナの屠と竜りゆう刀とうが、柩を半ばまで切り下ろす。血ち飛沫しぶきが噴出し、絶叫が不協和音となってあがる。


    　俺とギギナが離脱、柩ひつぎから放たれる重力波や、爆裂咒じゆ式しきの嵐を躱かわす。あの柩の姿では、受け流しや受け身などの体術を使いようもないという作戦が上う手まくいった。


    　転がりつつ、戦闘態勢をとる。


    　柩は重力咒式で空中を転がりながら、生体変化系咒式第二階位〈白翼翅スヴアイ〉で合成された白翼を広げて、空気を摑つかんで姿勢制御。後方へとはためいて飛ひ翔しようしていく。


    　柩に象ぞう嵌がんされた単眼が、滴したたるような憎悪をこめて俺たちを見下ろしていた。


    「この借りはいずれ返すぞ」


    　柩は夜空へと消えていく。負傷と疲労状態からの追撃の〈雷霆鞭フユル・フー〉は、夜空を虚むなしく貫いていくだけだった。


    　弾倉を交換しながらの俺と、ギギナが立ちあがる。振りかえると、大通りには、死者たちが肉片となって散乱していた。


    　静寂のベルガ村。村と隊商の生存者は一人もいないだろう。


    　視線を巡らせると、ニルギンが立っていた。傍かたわらでは、膝ひざをついているアナピヤの姿が目に入った。


    　少女の指先は、ボスホクの黒くろ焦こげになった幼い顔を撫なでていた。


    「瞼まぶたがなくなった目を、どうやって閉じさせたらいいの？」


    　アナピヤの双そう眸ぼうから、静かに涙が零こぼれていた。黒猫のエルヴィンが慰めるように、アナピヤの足首へ漆黒の毛皮を擦こすりつける。


    「あたしのせいだ。狙われているあたしが来たから、隊商やベルガ村の人たちは……」


    　俺はかけるべき言葉もなく、アナピヤが他の死者の目を閉じさせている姿を眺めていた。


    　アナピヤが触れる死者の頭部が破壊されていないと気づいた瞬間、青白い腕が跳ね上がる。腕はアナピヤを抱える。俺が魔ま杖じよう剣けんを向けるのと同時に、後方へと飛び退すさっていく。


    「捕らえたっ！」


    　アナピヤを捕らえた死者が、壁に隠れて隙すきを窺うかがっていたメルツァールの傍かたわらに立ち、少女を受けわたす。呆あつ気けにとられた俺が回復する間も与えず、身をひるがえして逃走していく。


    〈雷霆鞭フユル・フー〉の精密咒式を放つが、左右から壁となった死者の脳のう髄ずいを焦がすだけ。脳を沸ふつ騰とうさせて、死者たちが倒れる。死者たちは物語のための障害物ではない。元は生きて笑って泣いていた人間なのだ。苦さが俺の胸に満ちる。


    「追うぞ！」


    　ギギナが疾走し、立ちふさがる死者の胴体を斬り上げる。


    　舌打ちしながら、俺もギギナの背中と、刃が生みだす鮮血に続く。


    



    



    　アナピヤを抱えた老咒式士が飛翔するように逃げる。俺とギギナは必死で追う。子供一人を抱えているはずなのに、恐ろしい速度だった。老人との距離が縮まらない。


    　ギギナが立ち止まって刃を振るう。左右の木陰から飛びかかってきた死者たちの頭ず蓋がいが両断。灰色の脳のう漿しようが飛散。死者が倒れ、転がっていく。


    　確認して再び追跡に移る。間断なく迫る死者の妨害による時間稼かせぎが効いている。数は力だ。


    　逃走者と追跡者は村を抜ける。峡きよう谷こくらしい崖に沿って走りつづける。


    　崖を曲がると、前方に橋が現れた。メルツァールが猿のような身軽さで渡ろうとしているところだった。俺とギギナも橋に向かう。


    　橋は、錆さびたワイヤと鉄板で構成された、今どきありえないほど老ろう朽きゆう化した吊り橋だった。地鳴りのような響きは、橋の下の激流からのものらしい。


    「吊り橋の上で告白すると、高所での胸の高鳴りを恋の高こう揚ようと勘かん違ちがいするらしいね。この場合、なにに恋すればいいのやら」


    　軽口を叩いて、張りつめた夜の空気を和やわらげようとする。


    「貴様は、死に恋するのがお似合いだ」


    　橋の下へと目を向ける。


    　ギギナ以外は助からない高さで、下には黒い激流が渦うず巻まいていた。巨大洗濯機、ただし汚れた人生も綺き麗れいさっぱり落とします、と考えて、自分の恐怖を誤ご魔ま化かす。


    　足を踏み入れるが、一歩目で橋が揺れる。前方を進むメルツァールの速度も緩ゆるんでいた。足裏で老ろう婆ばの悲鳴のような軋きしみ声をあげる。周囲には水蒸気。怖すぎる。


    「ガユス、止まれ」


    　ギギナの鋭い指示の声に急停止すると、橋きよう床しようからの一ひと際きわ高い悲鳴があがり、俺の心臓が縮みあがる。


    　前方で逃げていたメルツァールも、立ち止まっていた。


    　橋を吊るワイヤを支える塔、その根元にドラッケン族の戦士が背を預けていた。


    　眉み間けんに踊る青い蝶ちようの翅はね、右手から延びる禍まが々まがしい刃。凶戦士ユラヴィカの、三度目の登場だった。


    　ギギナの左目が咎とがめるような刃物の輝きを帯び、歩を進める。構わず俺は、ギギナの背中に続く。


    　たしかに、俺のような爆裂や雷撃咒じゆ式しきを使うものが出ていっても意味がない。せいぜい橋を壊して、奈な落らくへと落下する手助けをするくらいだ。


    「おお、ユラヴィカか。標的は確保したぞ」


    　メルツァールが、救援の背に小走りで進む。


    「敵を足止めしてくれ。儂わしはこの子供を依頼主へと運ぶ」


    　老人の左脇で、アナピヤが暴れる。逃げようと四し肢しを振るっていた。


    「暴れるな。儂とてこんなことはしたく……」


    　メルツァールの細い左上腕が、赤黒い断面を見せる。血ち飛沫しぶきがあがり、メルツァールが身をのけ反らせる。


    　老人の左腕を胴体に巻いたままのアナピヤが落下する。逞たくましい腕が少女の脇に差しこまれ、頭を打つことを防いだ。


    　アナピヤが見上げる。俺たちを見据えたまま血刀を提げた、ユラヴィカの顔があった。


    　異常事態に、俺とギギナは咒じゆ式しきを紡ぐのも忘れていた。


    「ユラヴィカぁ、なにをするっ!?」


    　吊り橋の欄らん干かんに寄りかかりながら、メルツァールが呪いの声をあげる。治ち癒ゆ咒式の達人でもあるのか、右手で押さえた左腕の断面からは鮮血が零こぼれない。


    「死者たちに隠れ、子供を楯たてにし、お主の戦術は少々見苦しい」


    　ドラッケンの凶戦士は、屠と竜りゆう刀とうゾリューデを片手に下げてつぶやく。


    「……おまえになにが分かる」


    　仮面の下から、メルツァールが吠える。


    「私は血族を探さねばならない。最後の一人を探しだしてもらうためなら、儂わしはなんでもやって見せる！」


    「執念は見事だ。しかし、こちらもギギナとの対決を成立させるためには、この少女が必要なのだ」


    　ユラヴィカはアナピヤを少し持ち上げてみせる。戦士の闘志を秘めた双そう眸ぼうは、最初からギギナだけを見据えていた。一いち瞥べつもされないメルツァールは悔しげに半面を歪ゆがめる。


    「くだらぬ誇りだ。いつかおまえの命取りになるぞ」


    　言いすてた瀕ひん死しの老咒式士が、橋の欄干を背で跨またいで半回転。激流のなかに身を躍らせていく。凄まじい執念の逃走だった。


    　アナピヤを抱えたユラヴィカ、そしてギギナと俺が橋きよう上じようで対たい峙じする。


    「餌えさは返す」


    　ユラヴィカが、抱えていたアナピヤを前へと投げだす。転びそうになりながらも、踏みとどまる。均きん衡こうを保つアナピヤが迷う。


    「こっちへ来いアナピヤ！」


    　俺の叫びに、アナピヤが走り出す。しかし、立ち止まって背後のユラヴィカへと振りかえる。


    「あの、助けてくれて、ありがとうございます」


    「敵に礼を言うな。お主はただの餌えさでしかない」


    　ユラヴィカが自じ嘲ちようぎみに吐き捨てる。


    「それでも助けてくれたことには代わりがないから、お礼を言います。あたしはそうしたいんですっ！」


    　ユラヴィカへと頭を下げる。戦士は無言。礼を終えた少女が橋を走ってくる。俺はアナピヤを抱き止めて、魔ま杖じよう剣けんをユラヴィカへと向ける。


    　即座に咒式を発動したかったが、アナピヤの強い視線が向けられていることに気づき、俺は断念した。少女は、自分を餌にした卑ひ怯きような手を許さなかった。


    　さらにギギナの広い背が、俺の咒式の射線を塞ふさいでいたのだ。


    「ギギナ、道理と闘争の掟おきては分かる。それでも、ここは退却か、数を頼みに畳たたみこむべきだ」


    「知らぬな」


    　屠と竜りゆう刀とうを抜ばつ刀とうしながら、ギギナが悠ゆう然ぜんと進んでいく。ユラヴィカも短たん冊ざくを重ねたような背マ外ン套トをなびかせながら、静かに距離を縮めてくる。


    　橋の中央へ、優雅なまでの歩調で進む二人のドラッケン族の剣士。二人の歩みが停止する。


    「ユラヴィカよ、今回は貴様一人か」


    「無ぶ粋すいだが、邪魔を防ぐ介かい添ぞえ人にんを用意した」


    　ユラヴィカの声と同時に、咒じゆ式しきを放とうとした俺の足元の橋きよう床しようが弾けた。


    　衝撃で後方回転しながら見えたのは、鋼板の破片と、唸うなりをあげて旋回する多重円えん刃じん。そして穴から飛び出す巨漢。


    　着地するのと同時に、俺の鼻先にチェデックの円刃が突きつけられる。突きだした俺の魔ま杖じよう剣けんも、チェデックの胸元へと突きだされていた。


    　刃の交差を目にし、脇のアナピヤが硬直している。


    　嫌な間合いだ。この距離では、チェデックの一撃のほうが早い。しかも、超近接戦闘でも紡げるような低位咒式では、チェデックの重じゆう装そう甲こうを貫通することは難しい。俺の目算では半々以下の賭かけ。その確率での勝負を、俺はしたくないほうだ。動けなくなった。


    　チェデックは橋の下に潜んで奇襲してきたのだが、妙な戦法だ。


    「なぜ、足の下から俺に直接攻撃しなかった？」


    　魔杖剣を突きつけながら問いかけると、チェデックの丸顔に真しん摯しな表情が浮かぶ。


    「オデは介添人だ。あの二人の決闘にオメえの介かい入にゆうはなしだ」チェデックが背後に向ける。「それで貸し借りはなしだぞ、ユラヴィカ！」


    　叫ぶチェデックの右脇の向こうに、ギギナの背中が見えた。対面に立つユラヴィカが、静かにうなずく。


    「籖くじ引びきで決めた、全員の襲撃の順番が終わった。最後は私がギギナと楽しむ番だ」


    「さすが私の同族。いい趣味をしている」


    　二人の屠竜刀が振られ、刃が再び長く長く延びる。


    「それとも、物陰に隠れて策略のかぎりを尽くし、咒式を矢のように撃ちあい、闇やみ討うちをしたいか？」


    「断じて否」


    　ギギナが微ほほ笑えみ、歩みを再開する。


    「そのようなものは闘争とはいわない。臆病者と弱者の惨みじめな小突きあいだ。我らドラッケンは一振りの剣。敵とは常に真正面から向かいあうものだ」


    　呼応するようにユラヴィカが笑みを浮かべ、足を進めてくる。


    「ドラッケンの先人の言う〝垂直に突き立つ刃であれ〟か。愚かだが快い言葉だ。そして快い意志だ」


    　二人が歩む。互いに下げた屠竜刀の先端が橋床の鋼材を掠かすめ、小さな火の花弁を散らす。


    「腕を無くし、足がもがれるような戦を、それでも制するのが我が法ほう悦えつ。痛みのない闘争など無価値で無意味だ」


    「私は内臓を搔かきまわされ、血ち反へ吐どを吐くような最悪の剣の交わりを欲している。無傷の勝利など恥でしかない」


    　歩みが速くなり、早足になっていた。


    「お主の顔を、命と魂を愛めでてやろう」


    「貴様が消えたあとの虚無が、私の望みだ」


    　屠と竜りゆう刀とうはすでに床を舐なめるのを止やめ、滑空していた。二匹の凶獣の早足は、疾走になっていた。


    　ギキナの竜の刺青いれずみとユラヴィカの蝶ちようの刺青が、青い残像を描いて宙を舞う。


    　ユラヴィカが描いた上じよう弦げんの月と、ギギナが描いた下か弦げんの月。二条の刃が、星ほし屑くずの火花を散らして激突する。


    　円舞を踊るように、狂戦士ギギナと凶戦士ユラヴィカが剣撃を交わす。


    　ユラヴィカの背外套マントが翻ひるがえり、八つの人面が覗のぞく。同時に裾すそに隠されていた水晶の短剣が放たれる。数十の銀の奔ほん流りゆうを、ギギナは回避もせずに突進。全身に刃を突き立てられながら、跳ね上がるような斬ざん撃げきを放つ。


    　ユラヴィカの屠竜刀ゾリューデが、半円を描いて強襲を阻止、片手では完璧な受けにはならず、太ふと股ももから血が跳ねる。


    　両者の屠竜刀が雷光のように旋回、彗すい星せいとなって互いの眼前で激突。


    　再度旋回し、放たれたユラヴィカの刺突を、ギギナが受ける。剣先が屠竜刀の峰みねを滑り、剣けん舞まい士しの甲こう殻かく鎧よろいごと肩を貫通、血ち飛沫しぶきが跳ねる。刃を受けながしたギギナが、背を見せて回転。ギギナの長い右足が死神の鎌となって放たれるが、横に倒れて躱かわすユラヴィカの頭髪を、引きちぎっていくだけ。


    　さらに回転したギギナの刃と、同じく側転から放たれたユラヴィカの刃が打ちあわされる。


    　人外たちの膂りよ力りよくが拮きつ抗こうし、ネレトーの刃とゾリューデの刃が、互いを喰らおうと軋きしり声をあげる。


    「楽しいぞギギナ。この闘いが永遠に続けばいいのに」


    「ああ、最高に愉ゆ快かいだ。これほどの猛たけりはひさかたぶりだ」


    　血に濡れた刃を挟んで、ドラッケンの美神たちが笑っていた。


    　両者の心底からの笑顔に、俺の背筋が寒くなった。傍かたわらのチェデックも、恐怖に似た表情を浮かべていた。


    　狂気が凶気を呼び、狂喜に達しているのだ。


    「なんだ、なんなんだおまえらは!?　これは殺しあうための殺しあいだ。無意味すぎる！」


    　俺の叫びが、剣士たちの口くち許もとに同時に肉食獣の笑みを浮かべさせた。


    　ギギナを見据えながら、ユラヴィカが優雅な笑みを零こぼす。


    「ならばそこの咒じゆ式しき士しに問おう。前提なき偶発性で規定されたこの世界において、お主はどうやって生きる？」


    　なにも答えられない俺に、ユラヴィカの言葉の雷が放たれつづける。


    「世界は無意味だ。ならば愛や価値という虚構を[image: ]造し、概がい念ねんに生きるしかない。それがなければ、豚の鳴き声をあげるしかない」


    　屠と竜りゆう刀とう同士が絶叫をあげ、ユラヴィカとギギナの間で、凄まじい鍔つば迫ぜりあいが続く。


    「我らドラッケンは闘争を好み、義務としている。高貴な誇りと価値は、戦さの肯定と怯きよう懦だの否定形からしか生まれないからだ」


    　それは真実の響きを持って、俺の胸板を突き刺す。


    　戦いを諦あきらめ、酒場で不平不満を語りあう人間ほど惨みじめで醜みにくいものはない。それは俺のような凡ぼん庸ような人間を切りすてる、残ざん酷こくな言葉の刃。


    　凶戦士の高らかな宣告は止まらない。


    「相手の次の一手を知りたいと渇かつ望ぼうし、どうすれば刃を突き立てられるかと思考を巡らす。互いに与える痛みだけが、魂たましいの輪りん郭かくを確かめることを可能にする。これほど真しん摯しな人間同士の結びつきが、他にあるか？」


    　ユラヴィカの瞳に、炎が猛たけ々だけしく吠えていた。応えるように、剣けん舞まい士しの青い刺青いれずみが雄お々おしく燃えあがる。


    「命の取りあいをする闘争者たちの魂の結びつきに比べれば、友ゆう誼ぎや性愛など、不真面目にすぎる」


    　ギギナの唇くちびるから、雪色の犬歯が覗のぞく。


    「だが、ドラッケン族にしては互いに口数が多すぎる。我らには弱きものの言葉遊びは不要だ」


    　ギギナが刃の陰に半身を取り、同時に左手が毒蛇のように延びる。


    「ただ、剣と拳こぶしで語るのみ」


    　ユラヴィカの右手首を摑つかんだ瞬間、ギギナの小手返しが放たれる。ユラヴィカの長ちよう軀くが旋回し、背中から叩きつけられる寸前、左手を地面について反回転し、足から着地。


    　連動して、ユラヴィカの右手の屠竜刀が水平に薙なぎはらわれるが、ギギナは沈みこんで躱かわす。剣舞士は、手放していなかった相手の左手をさらに返す。


    　投げると同時に、右手の屠竜刀の柄えでユラヴィカの左肘ひじを押さえて、肘と肩の関節を破は砕さいする投げに変化。反射的にユラヴィカの長い足が伸び、ギギナの左脇腹へと蹴りを放つ。


    　ユラヴィカの左肘が破壊され、ギキナの肋ろつ骨こつが折れる凄せい絶ぜつな音が重なる。


    　反動で二人の戦士の距離が離れる途中、二条の剣光が放たれる。血の軌跡を描いて空を飛び、戦鬼たちが四足をついて着地。


    　橋の上で対たい峙じする互いの額ひたいから鮮血が流れ、狂戦士と凶戦士の青い刺青を赤く染めていた。


    「戦いって、こごまで綺き麗れいになるのか」


    　俺の鼻先に切っ先を突きつけているチェデックが、賛嘆のつぶやきを漏もらしていた。巨漢の胸板に刃を向けている俺も、眼前の光景に魅み了りようされていた。


    　敵の肉体を破壊するための野や蛮ばんな技術を、神こう々ごうしいまでに美しいと感じてしまっていたのだ。


    　剣を抱えた二匹の美獣が、一瞬で間合いを詰める。


    「るるるううううええええええええっ！」


    「いいいえあああああああああああっ！」


    　空気と摩ま擦さつを起こしそうなギギナの刺突。後方へと倒れながら躱かわすユラヴィカ。連動して、刃の外側から放たれた右回し蹴りを、ギギナが顔を引いて回避。


    　だが、ユラヴィカの四し肢しは、屠と竜りゆう刀とうを握って延ばされたギギナの右腕に絡みつく。飛びつき式腕十字固めに入っていた。連動して、逆さに下がるユラヴィカの両足が、ギギナの側頭部を挟みこむように放たれる。極きめると同時に打撃で相手の頭ず蓋がいを破は砕さいする、超体技だった。


    　ギギナの左肘ひじが、左からの爪つま先さきを止め、左掌てのひらが右からの踵かかとを受け、血が跳ねる。その防御は、両足で頸けい動どう脈みやくを締める三角締めへと移行されることも防いでいた。


    　後方に伸ばされたユラヴィカの頭頂が地面につき、接地面を軸に回転。ギギナも逆らわずに同速度で裏返って、極められたままの右肘が破壊されることを防ぐ。仰あお向むけに倒れながら、足の戒いましめの間からギギナの左手の短刀が繰りだされ、敵の左手の甲へと襲いかかる。


    　ユラヴィカの左手刀が短刀を弾くと同時に、拘こう束そくから逃れたギギナが半回転。凶戦士の胸板の上へ跨またがる。


    　一転して上になったギギナが、左手の短刀を振り下ろす。短刀を持つ左手首を左手で、左肘を右手でユラヴィカが摑つかむ。ギギナが右手の屠竜刀で第二撃を放とうとするが、左手を固めたユラヴィカが身を[image: ]よじって剣けん舞まい士しの長ちよう軀くごと左へと滑る。凶戦士がギギナの背中に廻って、脇固めに入った。


    　凄まじい技と返し技の応おう酬しゆうだった。目で追うことしかできない。


    「寝技と関節技では、やはり私に一日の長があるようだな」


    　獲物の背後で捕食者となったユラヴィカが囁ささやく。言葉の間にも、ギギナの剝むきだしになった白はく磁じの左肩と腕の筋肉が隆起し、ユラヴィカの剛ごう力りきに抗している。


    　それでも、あの体勢では、いくら強大な筋力と常識外れに広い関節可動域を持つギギナといえど、いつか押しきられる。


    　苦痛に歪ゆがむギギナの耳元で、ユラヴィカがなにかに気づいたように、銀水晶の瞳を見開いていく。


    「そうか、貴様は技そのものより……」


    「がああああああああああああああっ！」


    　雄お叫たけびをあげたギギナが屠竜刀を握ったままの右手を床について前方回転。両爪先で着地し左肩への関節技を無効化。


    　縦回転が横回転に変換され、屠竜刀ネレトーが水平の閃せん光こうとなって疾はしる。


    　ユラヴィカの胸元に刃が叩きこまれ、衝撃で後方へ吹き飛ぶ。体は鮮血を空中に吐きだしていた。


    　折り畳たたまれた屠竜刀ゾリューデが斬ざん撃げきを受けていなければ、即死であっただろう。


    　それでもユラヴィカは両膝ひざと屠竜刀を折り畳み、低空で高速回転。途中で足を延ばし、床を蹴って、後方へと間合いを取ろうとする。後方跳躍が、空中で停止した。


    　ギギナが発動していた、生体変化系咒式第二階位〈蜘蛛絲スピネル〉のポリペプチドや蛋たん白ぱく質しつの複合繊せん維いが、ユラヴィカの胸元と屠と竜りゆう刀とうネレトーの先端を結んでいた。


    　糸の張力が限界に達し、ユラヴィカは強制的に戻される。狂戦士の刃が迎え撃つ。


    　激突の寸前、床を蹴って回避しようとするユラヴィカの体を、両手持ちの二九五〇ミリメルトルの長槍形体になった屠竜刀が、疾はしりぬける。


    　左胸から左脇まで斬り下げられながら、ユラヴィカが剣けん舞まい士しの上空を飛ひ翔しようしていく。ゾリューデの刃で縛ばく鎖さを切り裂いて、橋に舞い下りる。


    　着地した足元に鮮血が滴したたり、続いて豪雨のような鮮血が降りそそぎ、血溜まりを作る。左胸と脇腹からの滝のような流血は、ユラヴィカの半身を朱あけに染めていた。


    　対するギギナも、ゾリューデの切っ先を受けて、首筋と胸板までを深く切り裂かれていた。


    　ギギナとユラヴィカの戦闘力は、まったくの互角。だが、ギギナはこの俺と長く組んでいて、奇策のやりかたを覚えた。


    　ドラッケン族の剣技に、俺の奇策が乗った分だけ、ギギナの戦闘力がユラヴィカを凌りよう駕がした。あくまで一人で戦ってきたユラヴィカは、二人分の戦闘経験に敗北したといえよう。


    「なるほど、そのような用法があったのか」


    　化学珪けい成せい系咒じゆ式しき第四階位〈晶珪連結癒ビフロン〉で発生した珪けい素そ繊維がユラヴィカの傷口を強引に閉じる。致命傷に達していなかったギギナが走りこみ、間合いに捉えていた。


    　疾走の勢いを乗せて、瀑ばく布ふのような斬ざん撃げき。ユラヴィカが屠竜刀を両手で掲げて防ぐ。


    　負傷ゆえに力負けして、ユラヴィカは後方へと吹き飛ぶ。


    　重傷のために、狂戦士の蝶ちようのような体術は消えていた。着地してからは、ギギナの追撃に防戦一方になる。


    　下段からの刺突へと変化。空気分子が焦こげるような一撃。


    　轟音。


    　ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんに半ばまで切断された鋼鉄の柱が、必殺の一撃を止めていた。


    　先にはチェデックが咒式を発動している姿。化学鋼成系咒式第一階位〈錬成ベリス〉で傍かたわらにそびえる橋の支柱を曲げて、障壁としたのだ。


    　しかし、分子間組成を変化させる咒式とはいえ、十数トーンはある鉄柱を一気に曲げるとは咒力の量が尋じん常じようではない。


    　俺が魔ま杖じよう剣けんを突き出して止めようとすると、巨漢が自らの生みだした鉄の橋の上に飛び乗り転がっていく。


    　ギギナが構わずに膂りよ力りよくを集中。生体強化系咒式第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。ドラッケンの戦士の全身を覆う甲こう殻かく鎧よろいが軋きしむほどに、筋肉組織が増大し、最活性化。


    　阻はばまれたはずの刃が、ついに人間の体ほどもある柱を切断。ユラヴィカの眼前へと迫った刃が、再度の停止を余よ儀ぎなくされた。


    　横から突きだされた魔杖丸まる鋸のこを支えるのは、全身の筋肉を震わせたチェデックだった。


    「余計な手出しをするなっ！」


    　憤怒の声をあげたのは、瀕ひん死しのユラヴィカだった。


    　チェデックが巨きよ軀くを覆う筋肉の力を集中し、ギギナの刃を撥はね上げる。


    　即座にひるがえってくるギギナの怒りの刃を、さらに円えん刃じんで弾く。砕けたタングステンカーバイドの刃が両者の間に散乱する。


    　チェデックが折れた円刃を突きだし、体勢を崩くずしていたギギナが後退。同時に巨漢の丸太のような左手が延ばされ、鮮血に塗まみれたユラヴィカを抱える。


    「神聖なドラッケンの決闘をなんだと心得るっ！」


    　怒声をあげるギギナの渾こん身しんの一撃を、魔ま杖じよう丸まる鋸のこが再度迎撃する。


    　幾いく重えもの巨刃が、薄紙のごとく両断され、巨漢の顔面にネレトーの刀身が吸いこまれる。


    　側頭部から右目、右頰ほほ、喉のど、そして一気に、厚い積せき層そう装そう甲こうごと右肩、肩幅からはみ出た腹、右脇の下まで、刃が縦断していく。


    　駆けぬけた刃を追って、内臓と鮮血が橋きよう床しように零こぼれて跳ねる。


    　右腕が千ち切ぎれかけよろめく巨人の胴体に、旋回したギギナの横よこ薙なぎの斬ざん撃げきが放たれる。刃を追って、横向きの濁だく流りゆうとなった小腸と黒血が迸ほとばしっていく。


    　流れたギギナの体の反対方向へ、チェデックが走りだしていた。


    　ネレトーの刀身の長さであっても、チェデックの巨体の厚みを両断できなかったのだ。


    「放せチェデック！　私はまだ戦える！」


    　ユラヴィカの叫びを無視するように、巨人は弾丸のように疾走し、前方へと飛ぶ。


    　ギギナの追撃の刃が空を灼やいて疾走し、チェデックの太い左足首を切断。


    　全身から鮮血の弧を描きながら、ユラヴィカを抱いたチェデックが前転。血ち飛沫しぶきを撒まき散らす車輪となって転がっていく。


    　朱色の球体は、橋の先に到達していた。


    「いかん、ギギナ、後退しろ！」


    　アナピヤを抱えて後ずさりながら俺が絶叫する。


    　突進していたギギナの眼前。チェデックの魔杖丸鋸の先端が、橋の床に叩きつけられる。


    　太く長い腕の先の折れた刃が、巨大な円弧を描いた。橋の終点の支柱と床材を、右端から左端まで破は砕さいする。同時に化学鋼成系咒じゆ式しき第一階位〈錬成ベリス〉が、橋全体へと干かん渉しようを開始していた。量子干渉で橋の輪りん郭かくが歪ゆがむ。続いて、俺たちの足元に大地震が発生したような揺れが発生する。


    　ギギナが後方跳躍するのに続き、チェデックの破壊した向こう岸のほうから、橋が崩ほう壊かいしていく。


    　悲鳴を置き去りにしながら、俺とアナピヤが全力後退していく。後方跳躍していたギギナが、俺の前方に着地。再跳躍しようとして、その場から動けない。ユラヴィカ戦の負傷は、ついにギギナの限界を越えさせていたのだ。


    　俺は疾走の勢いのままにギギナの右脇へと潜りこみ、押し上げるように飛びだす。


    「助けなど不要」


    「黙れ、誇りバカっ！」


    　アナピヤもギギナの左脇から顔を出し、二人で大型単車なみにクソ重いドラッケンを引きずるように、歩みを進める。


    　視界の端にさらなる異変。俺たちの後ろでは、支柱が倒れ、吊り橋を支えていたワイヤが断裂した。続いて橋きよう床しようが次々に崩ほう落らくしていく、心臓が凍りそうな光景があった。


    　加速度的に早くなる崩ほう壊かいは、俺の足元にまで迫ってきていた。三人でひたすら逃げる。


    　右足が岸を踏んだ瞬間、左足を支えるべき床材が抜けた。俺の体が傾き、重力が消失。背後に逆巻く怒ど濤とう、川の激流が覗のぞく。


    「うごあおええええええええええっ!?」


    　俺は意味不明な絶叫を上げながら、魔ま杖じよう剣けんヨルガを背後へと向け、ありったけの爆裂咒じゆ式しきを、三重発動。反動がかかるように放ったため、腕や背骨に折れそうな衝撃がかかる。さらに爆風が俺たちに押しよせる。胸きよう郭かくと肺が押しつぶされ、呼吸ができない。


    　三人の傾斜が少し戻るが、このままではまた落ちるだけ。


    　だが、俺たちは落下せずに、不自然な水平を保っていた。


    　横を見ると、アナピヤを抱えた俺の胴体を摑つかむ左手。斜め上に伸びた右手が崖に摑まっていた。そして屠と竜りゆう刀とうを唇くちびるに銜くわえたギギナの戦鬼の横顔。凄まじい剛ごう力りきが発生し、三人が一気に上の岸へと引きよせられ、乗り上げる。


    　崖に額ひたいを乗せたまま、俺は動けなかった。


    　跳ね上がる鼓動と荒い呼吸が、ようやく落ちついてきた。横を見ると、アナピヤが目を回していた。


    「活劇、映画みたい、だけど、自分で体感する、と、凄すごい迫力」


    　汗を搔かく間もない恐怖だったらしく、アナピヤが、息も絶え絶えに叫ぶ。路上で三人は疲労しきっていた。


    「やあ皆さん、お元気だったらいいなと必死に考えているフリをしていましたよ」


    　峡きよう谷こくの向こうから、ニルギンの呑のん気きな顔が現れた。手招きをして呼びよせる。ニルギンの手を借りて立ち上がる。そして俺は足を引いて、ニルギンの尻を蹴っておいた。


    「なにするんですっ!?　私になにかよろしくないところがありましたかっ!?」


    「ダメなところだけしかないだろうが！」


    　前方では、ギギナが全身に刺さった短剣を抜いているところだった。


    「貴様は、毎回毎回、本当に世話が焼けるな」


    「うわ、意地でも感謝の言葉を言いたくないな」


    　知覚眼鏡クルークブリレを上げながら、俺は苦笑いをうかべるしかなかった。


    「むしろ、ユラヴィカを仕留めた駆け引きは、俺の真ま似ねだろ？」


    　落雷に打たれたように、短剣を引きぬくギギナの手が止まる。


    「あまりに恥ずかしい手段だから、それは指摘するな」


    　笑おうとして、途中で止やめた。間接的に自分をバカにすることに気づいたのだ。俺は全身に張りつめていた力を抜いた。ついでに相棒へと声を投げかける。


    「なにが原因かは分からないが、少しは吹っ切れたようだな」


    　ギギナは鼻先で笑い、黙々と治ち癒ゆ咒じゆ式しきを発動していくだけだった。


    　振りかえると、轟ごう々ごうと唸うなる川と、ほとんど原型を残さない橋の残ざん骸がいが見えた。鉄骨やワイヤーは、すぐに荒々しい流れに消えていった。


    　川面から視線を上げる。


    　月下の向こう岸には、すでにユラヴィカとチェデックの姿はなかった。


    



    



    　遠くから、夜の森に跳ちよう梁りようする〈異い貌ぼうのものども〉の吠え声が響いた。


    　木々の間を、山間やまあいの道を、ユラヴィカを小脇に抱えたチェデックが駆けぬける。


    「もういい、放せっ！」


    　ユラヴィカが身を[image: ]よじり、巨漢の拘こう束そくを振りほどく。背外套マントで螺ら旋せんを描きつつ、華か麗れいに着地するドラッケン族。珪けい素そ基きの鎧よろいが月光を撥はねかえす。


    「どういうつもりだチェデック!?　ドラッケンの決闘に介かい入にゆうするとは、私の誇りを汚すつもりな……」


    　降り積もった落ち葉を吹き散らしつつ、ユラヴィカは振りかえる。戦士は続けるべき言葉をなくした。


    　大地に尻を落とし、背を大樹の幹に預け、チェデックが両足を投げだしていた。


    　左足首の断面は、土に汚れ赤黒くなっていた。十字に割さかれた腹部からは、破壊された肺や心臓が覗のぞく。傷口からは小腸が零こぼれ、滝のような鮮血が流れていた。断ち割られた顔面からは脳のう漿しようが零れ、右の眼球が視神経の糸を引いて垂れていた。


    　そこには、陽気だった丸顔の原型もなかった。


    　頑がん健けん極きわまりない攻性咒式士といえども、致命傷だった。


    「愚かなことを……」


    「ランドックはは、絶対に、約束、を、守るんだ。命には命をって、ね」


    　チェデックが、申しわけなさそうに太い指で禿はげ頭あたまを搔かいた。ユラヴィカは、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。


    　彼の苛か烈れつな人生でも初めての経験に、脳が働かない。ドラッケンの唇くちびるが疑問を紡ぐ。


    「なぜ、だ？」


    　残った顔の半分だけで、チェデックが笑った。


    　戦士の不敵な笑みではなく、ランドック人の素そ朴ぼくな笑顔だった。


    「戦っているときのあんだらは綺き麗れいだった。人間じゃないみだいに、そう、二匹の猛獣か二振りの刃みだいに綺麗だった」


    　チェデックの残った左目が、記憶を愛いとしむように夜空へと向けられる。


    「あん、だの言っだように、誇りも意地もなぐしで生きるなら、奴ど隷れいか、ら解放されでも、オデの心、は奴隷のままだ、と思えたんだ」


    　チェデックは存在しない首を振った。


    「えへへ、そこまで分かっているのに。オデ、バカだから、あんだの誇りを汚しても死んで欲しくながったんだ」


    　ユラヴィカは、我知らず手を延ばしていた。指先が巨漢の笑顔に触れていた。


    「触っぢゃなんね、オデの血で汚れ……」


    　動かない体を、それでも動かして逃げるチェデック。ユラヴィカは、その頭を引きよせて胸に抱きしめる。


    　噴出する男の血が、ユラヴィカの顔と全身を真紅に染める。


    「ああ、綺き麗れいだな」


    　チェデックが小さく笑う。巨漢の頭を抱きしめていたユラヴィカが、ゆっくりと体を離す。


    　顔を断ち割られ、右目を失いながら、それでも陽気な笑顔のまま、チェデックは絶命していた。


    　月光が複雑な陰影を作る森のなかで、言葉を失ったドラッケンが立ちつくしていた。


    　優しい巨漢が、返事をしてくれることを待つように。


    「愚かな」


    　ユラヴィカが吐きすて、夜の森を歩きだす。


    　木の葉を踏む音。ドラッケンの戦鬼が背後を振りかえる。


    　木々の間の闇に、緑や青、緋色のおびただしい燐りん光こうが並んでいた。


    　チェデックの血の臭いに誘われて、肉食の〈異い貌ぼうのものども〉や獣たちが集まってきたのだ。


    　飢うえた牙たちは、凶気をまとったユラヴィカが去っていくのを、今か今かと待っているのだ。


    　常と変わらぬ水晶の静けさを瞳に湛たたえ、ユラヴィカが歩きだす。それを合図に森の闇から、獣毛に包まれた前まえ肢あしを踏みだしてくる。


    　凶戦士の背後からは、巨体が押し倒される音と、金属鎧よろいを引き剝はがそうとする牙鳴りが届いてくる。


    　ユラヴィカの足が止まって両腕が交差された。次の瞬間、後方へと跳ねあがる。


    　獣の苦く鳴めい。


    　肉食獣たちの眼球、鼻面、口こう腔こうの舌に鋭利な水晶の刃が突き刺さっていた。


    　獣たちが最後に見たのは、ユラヴィカの蝶ちようの刺青いれずみと、背中から放たれる銀の閃せん光こう。


    　血ち霧ぎりを噴きあげ、顔や胴体を両断された夜の獣たちが倒れる。剣士の歩みは停滞せず、巨漢の死体の傍かたわらを進んでいき、屠と竜りゆう刀とうが一いつ閃せん。長大な刀身が納められるとともに、綺麗に切断されたチェデックの丸顔が、宙空に飛ぶ。


    　落下してくる肉と皮の塊かたまりを、ユラヴィカの白い左手が摑つかみ、黒血に濡れていく。


    　森の奥から、さらに集まってきた野獣たちの威い嚇かくの唸うなり声が輪唱される。もはや武装している人間であろうと、喰い殺せるほどの数になったのだ。


    「この顔は、お主らのような下等な存在が触れていいものではない……」


    　ユラヴィカの声は、激情を、それ以上のもので抑えた強さを孕はらんでいた。


    「この顔は、もっとも誇り高き戦士……いや、優しき男の顔だ」


    　ドラッケン族の背中から立ちのぼる鬼気に打たれ、獣たちの咆ほう哮こうが一気に消失する。


    　差しだされた腕の下で、背外套マントが魔鳥の両翼のごとくに広がる。ユラヴィカの手が伸び、八つの人面の環わに、チェデックの死に顔が収まる。


    　巨漢の血ち塗まみれの笑顔が覗のぞくが、漆しつ黒こくの布地が畳たたまれて隠れていく。


    「私の誇りは、無意味で愚かだ」


    　ユラヴィカの黒血に染まった左手が、額ひたいの蝶ちようの刺青いれずみを摑つかんでいた。


    「チェデックよ、お主が救ったこの命、それでも無駄に使わせてもらう」


    　五指の鉤かぎ爪づめの間から、凄まじい意思を秘めた眼光が覗く。


    　敵の血を渇かつ望ぼうする復ふく讐しゆう者しやの目、自己すら顧かえりみない殉じゆん教きよう者しやの目だった。


    「お主が寂しくないように、すべての敵の顔を並べてみせよう」


    　屠と竜りゆう刀とうを提げたユラヴィカが、純粋な殺意の嵐となって森に突進していく。途端に獣や〈異い貌ぼうのものども〉が逃げまどう。


    　咒じゆ式しきで大地より噴出した水晶の青白い刃が、逃走する〈異貌のものども〉を切り刻み、無意味な肉の断片に変える。別の獣のあらゆる穴から、紫の二酸化珪けい素そが侵入、内臓まで達して生命活動を停止させ、輝く柩ひつぎに埋まい葬そうしていく。


    　森の中に存在するすべての〈異貌のものども〉や獣が、血と肉の塊かたまりになり、水晶の彫像に変えられるまで、ユラヴィカの疾走は止まらないだろう。

  


  
    八章　長いくちづけ


    



    



    　「自分のなにが悪なのか」と吠えるとき、罪人は自らの悪を認めている。


    　どこかで悪を理解しているからこそ問うているのだ。


    　問いの存在を知らずして、問いを発することは不可能であるから。


    
      ゼザスカ・ネガリ・リヒテッド「黄金律の反証」皇こう暦れき四二七年

    


    



    



    　朝焼けが地平線から昇っていく。日射しは、錆さびが浮いた街道標識の下に停車したヴァンと、俺たちを照らしだしていた。


    　ベルガ村から離れた街道の路上で、俺たちは、それぞれの姿で沈黙していた。


    　建設途中で廃はい棄きされたコンクリ製の壁。荒野でなにを守ろうとしているのか無意味な物体の上に、それ以上に無意味な存在たる俺が腰を下ろしていた。


    　目や肩に重い疲労を感じ、言葉もなかった。


    　ユラヴィカとの対決。クエロとの再会。メルツァールの執念、カリラエとシェス親子の死。全員の心が傷つき疲れはてていた。


    「……どうして、みんな仲良くできないのかな」


    　猫のエルヴィンを胸に抱きしめたアナピヤのつぶやきが、路上に重く響いた。俺に答えることはできない。


    「メトレーヤでは、みんな仲良しだった。アティに、アリーシャと、ツバイにドレウの五人の妹たち。喧けん嘩かもしたけどすぐに仲直りできたの」


    　アナピヤの過去が語られる。アナピヤの記憶が、次々とつながっていく。


    「お義と父うさんとお義か母あさんとも仲良しだった。みんなで水遊びした時もそうだった。あたしがアリーシャを苛いじめたとき、あたしがもう絶対しませんって言ったら、お義父さんは『自分を責めてはいけない。人はいつも仲良くするようにできていないから。でもいつかは』と言ってくれた。お義母さんは『アナピヤがなにをしようと、私は愛しているわ』と言ってくれたの」


    　アナピヤが少しだけ笑顔を見せた。大切な記憶を思い出しているのだろう。


    　人には宝石のような記憶がある。


    　だが、幸福な時代が、今日でも昨日でもなく、常に遠い過去であるのはなぜなのだろう？


    　俺とクエロの煌きらめくような日々も、遠い過去でしかなかった。


    「一年半前、ある事件が起こった。悲ひ惨さんで理不尽な死で彩られた事件だ」


    　俺の唇くちびるは昔話を紡いでいた。古い話は、喋しやべるだけで俺の胸を鋭い棘とげで抉えぐる。


    「互いが互いを理解し、歩みよることもできなかった。それらが原因でクエロは俺を殺そうとし、俺はクエロを殺そうとした」


    　互いの刃に刺し貫かれた瞬間。憎悪と愛が入り混じったクエロの目を、その瞳に移った自分の醜みにくい姿を今でも覚えている。


    　ギギナが止めなければ、俺はあのときに死んでいたのかも知れない。


    　本当は、それが良かったのかも知れない。


    　あのときに俺が死んでクエロの気が晴れるなら、それでも良かった。


    　憎悪と痛みが去った今では、そう思えてしまう。


    「人間は、自分の過ちを認められず、しかも、他人の過ちを許すことができないのですよ」


    　ニルギンが背後から言葉を発した。視線を向けると、男の顎あごの傷が見えた。道路標識の下に屈かがんでいたアナピヤが、俺たちを見上げる。


    「どうして？」アナピヤの目には幼い純粋な問い。「どうして？」


    「原因はいろいろです。でも、その感情をどうしたらいいのか、誰にも分からないのです」


    　急に千年も年老いたような、ニルギンの溜ため息いきが吐つかれた。


    「卓たつ見けんだな」


    　訳知り顔のニルギンへと、言葉を投げてやる。


    「いえいえ、自分でもいいことを言ったっぽいですし」


    「バカにしているんだよ」


    　俺は鼻を鳴らして吐きすてる。


    　精神分析にはなんの意味もない。


    　だからどうしたらいいのか？　その答えを誰もが渇かつ望ぼうしているのだ。


    　これだけ科学と咒じゆ式しきが発展しながら、いまだに人類は憎しみを癒いやし、自らを許す手段を発見してはいない。


    　俺は、これまで無視していた男について聞きたくなった。


    「ニルギン、どうしておまえは竜を憎む？」


    「私は、竜が嫌いなわけではないらしいですよ。人も竜も、同じなのかもしれないと思えてきましたのでね。風の噂うわさですけど」


    　ニルギンが欠伸あくびをし、そのまま言葉は途と絶だえてしまった。


    　携帯が鳴った。ヴィネルから咒じゆ弾だんの補給地候補の情報が届き、続いて地図が転送されてくる。


    　全員が集まってきて、路上に立体地図を開く。


    　四人と一匹の視線は、老修道女が語った地名、メトレーヤの位置に灯った光点に注がれていた。


    「ここに、お父さんとお母さんが居るんだね……」


    　アナピヤが、エルヴィンを強く抱きしめて、メトレーヤがあるという場所を見据える。


    「地図では空白になっているな」


    「ヴィネルの情報では、メトレーヤは山に囲まれたこの盆地を指した地名らしい。付近には誰も住んでおらず、さらに大昔の名前だから、今では国土院くらいしか知らない地名だ」


    　地図を見ている俺の横顔に、ギギナの視線を感じた。


    　過去のアナピヤが連れられていったのは、地図に存在しない街。そこに住む友人たちと義理の両親。どうにも嫌な感じだ。組織的で大がかりな隠いん蔽ぺいが行われたとしか思えない。


    　アナピヤを見ると、俺たちの予測くらいは理解しているといった顔をしていた。


    「それでも、あたしは行きたい。たくさんの人を死なせてしまう、あたしの過去と真実を知りたい」


    　アナピヤの決意は、朝日の中で俺たちに告げられる。


    「あたし一人でも行くなんて言わない。ガユスやギギナが手伝ってくれないと、なにもできない子供だって知っているから」


    　少女は言葉を切り、決心とともに告げた。


    「だから、素直に言う。お願い、あたしを助けてください！」


    　答えは考えるまでもなかった。


    「俺とギギナも最後までつきあうよ。もうアナピヤだけの旅ではない」


    　俺の言葉に、ギギナが苦笑しながら同意し、アナピヤの顔が朝焼けの空のように晴れていく。


    　アナピヤを置いて逃げることは簡単だ。


    　だが、怖いから逃げるということを繰りかえしていては、俺は一歩も進めない。


    　そんな速度では、クエロとアレシエルの呪いは振りきれないのだ。ギギナにしても、ユラヴィカとの決着をつけなければならないだろう。


    「あの、私が数に入っていないようですけど？」


    　俺たちの決意の背後で、ニルギンが拗すねたような声を出す。


    「いいですよ。私は勝手についていったりしたりしなかったりしますから」


    　ニルギンが小石を蹴ると、アナピヤが少し笑う。


    「どういう道を取るか、だな」


    　ギギナが口火を切り、全員の視線が地図に戻った。メトレーヤまでの道をたどる。道に詳しいニルギンが指で示す。


    「メトレーヤに向かうなら、少し大変ですが、主街道のまま一気に進む道がいいのでは？　追手がかかっている以上、野宿しかないですし」


    「いや、メトレーヤは遠いし、待ち伏せも考えて街道は迂う回かいするべきだ。それに高位咒じゆ弾だんと咒式具を補給する必要がある。少し遠いが、今日一日走って、明日の朝にソボスの町に入る道なら敵も読めないはずだ」


    　ギギナが考えを述べると、アナピヤが疲労した顔を見せた。ギギナもニルギンも、急に疲労を思い出したかのように、重い息を吐いた。


    　だが、俺の注意は一点に注がれていた。


    「交代で仮眠をとりながら進んで、今夜はロイナンテの町に寄ろう」


    　俺は街道から外れた宿場町を指差す。疑問を露あらわにした全員の視線が俺に集中する。


    「再度の襲撃がないとは限らないから、少しでも咒弾の補給が必要だ。そして一夜を休んで、明日の午後にソボスで本格的な補給を行えばいい」


    　どこか納得できないといった目で主張してくるニルギンを無視し、俺はヴァンへと向かう。


    　ギギナも、納得はできないのだが、特に反論する要素がないといった横顔をしていた。


    　ロイナンテへの道を選んだわけは分かっていた。急ぎたいアナピヤには悪いが、俺はあまりにも疲れ、不安だったのだ。


    　朝焼けに染まる辺境の景色を、ヴァンが疾しつ駆くしていく。


    



    



    　一日中、ヴァンが疾駆しつづけ、ロイナンテへと到着したのは、月夜も更ふけてからのことだった。


    　商業拠点となっているロイナンテの街並み。街の灯とネオンの街灯を抜けて、街の中心にあるビルの陰に停車する。


    　それぞれに、情報収集と咒弾などの補給に分かれ、あとで集合することにする。アナピヤの不機嫌そうな目が、自らの隣に立つ青年に向けられる。


    「あたしは、またニルギンさんと一いつ緒しよなの？」


    「なにがご不満なのですか？　このニルギン、淑しゆく女じよの扱いにはいささか自信を持っているつもりであったりしなかったりですよ？」


    　ニルギンが憤慨してみせる。少女は拗ねたように口を尖とがらせて、俺へと向きなおる。


    「べつに～。それで、ガユスはまた個人行動？」


    「すぐに、いや、少しかかってから戻る」


    「それでは、私とギギナさんと買いだし風味にいくのでしょう」


    　ニルギンに連れられて、アナピヤが去っていく。ギギナは一瞬迷ったが、ニルギンとアナピヤの後に続くことにしたようだ。


    　俺は一人で裏通りを歩いていく。


    　ヴィネルに頼んで、ジヴーニャがオゾット祭りの場所を越えて、ロイナンテに出張している情報を手に入れた。前に言っていたように、辺境で〈異い貌ぼうのものども〉から採取される薬品原料の、業者見本市に顔出しをしているらしい。ついでにジヴのいるホテルの位置はすぐに分かった。


    　最近はすれ違いが多かったので、いきなり行って驚かせたい。旅先での再会を演出して、仲直りだ。


    　ジヴの驚く顔を想像すると、下へ手たな鼻唄まで出てくる。俺の歩みが止まる。


    　ホテルの前の歩道にジヴの姿が見えた。尖とがった耳に白金の髪。なにかを熱心に見ている姿がかわいらしい。路地を抜けて声をかけようとして、俺は硬直する。


    　ジヴの隣に、見知らぬ男が立っていた。


    　栗色の髪に緑の瞳。背広に長身の、いかにも実直そうな横顔の男だった。


    　男が顔を寄せ、ジヴがおずおず迎える。そして重ねられる唇くちびる。


    　時間が凍りついたかのように、二人の光景を俺はただ眺めていた。


    　唇が離れて、女と男は見つめあった。


    　ジヴが目を逸そらすと、男は路肩に停めていた車に乗りこみ、運転席からジヴに手を振りながら発車。


    　小さくなっていく車の後ろ姿を見送ったジヴが、ホテルの玄関へと戻っていく。


    　お兄さんとか従兄弟いとことかそういう古典的なオチが待っているのですか指先から寒気がしてきたしかしジヴに兄や弟がいるとは聞いていないし嘔おう吐と感みたいなものがするあの男にアルリアン特有の尖った耳もなかったし心臓が痛いどっちにしろ血縁者で唇まで重ねる習慣もないだろうとそこまで考えて、俺の足が一歩動いた。


    　続いて一歩。自動的な衝動に駆られて、俺は歩道を走りだした。


    　ホテルの扉が閉まっていく間に体を滑りこませて突入。受付の男が俺になにかを言っているが、聞こえない。俺の視線の先にある自動昇降機エレベーターは、すでに下へ移動中の表示。


    　廊ろう下かの端に向かい、階段を下っていく。脳裏に広がる最悪の事態を、必死に隅に追いやる。黒々とした感情が俺の中に広がっていく。


    　壁を摑つかんで半回転。寒々とした地下駐車場が広がり、車の列を見回す。


    　奥に、車の扉に鍵かぎを差しこんでいたジヴの姿が目に入る。


    「ジヴッ！」


    　俺の言葉に、車の扉を開けたジヴの肩が跳ね上がる。


    　続いて顔がこちらを向いた。緑の目が、近寄っていく俺を凝ぎよう視ししていた。俺の心拍数は急上昇し、呼吸も苦しい。全力疾走が原因ではない。


    「ガユ、ス……？　どう、して、ここに？」


    　把とつ手てを握ったままのジヴの顔には、笑顔があった。顔筋のすべてが強こわ張ばった、不自然な笑顔だ。


    　俺は無言でジヴに近づいていく。車の扉を押さえながら、笑顔を返す。怒ってはすべてがブチ壊しだ。


    「先ほど、上で会っていた男は誰だ？」


    　出てきた声は、俺の声とも思えない昏くらく嫌な声だった。俺とジヴの視線が間近で向きあう。扉を押さえる俺の手に力がこもる。


    「さっきの男は誰だと聞いているっ！」


    　雷のように放たれた怒ど声せいが、地下駐車場に反響した。俺自身も驚き、ジヴが怯えたように瞼まぶたを閉じる。


    　そしてゆっくりとジヴの瞳が開かれていった。翡ひ翠すいの目には、静かな嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。


    「会社の合同業務で前の彼氏と会っただけ。でも、あなたには関係ないわ」


    　ジヴの唇くちびるからは、冷たい声が吐きだされた。凍こごえた言葉が寒々としたコンクリ床に落ちて、散った。


    「そうか前の恋人、クラナスか、あいつか」


    「だからなに？」


    　こんな毒気を含んだ声を、俺はジヴの口から聞いたことがなかった。想像が俺の理性を圧していく。考えてはいけない。言ってはいけない。問うてはいけない。


    「あいつと……」


    　乾いた舌が勝手に動いて、答えを聞きたくない問いを紡いでいた。


    「あいつと、寝たのか？」


    　ジヴは一瞬迷った。自動的に唇が動いたように見えた。


    「……だとしたら、なんだというの？」


    　ジヴの平坦な声が、蛍けい光こう灯とうに照らされた駐車場のコンクリ壁に床に反響し、消えていった。


    　俺の脳裏に悪夢が生まれる。ジヴの細い裸身に他の男が覆いかぶさる。愛あい撫ぶや腰の動きの下で、ジヴが甘い喘あえぎ声をあげるという想像が、俺の内臓を黒い炎で焦こがす。かつての最悪のこととしての妄もう想そうが、現実化していた。


    　そして俺の目を見返してくるジヴの緑の瞳。今までにない憎悪と憤怒の色だった。


    「あなたがしたように、私もした」ジヴは自らの語気に興奮しているようだった。「それのなにが悪いの？　なにか文句があるの、ガユス・レヴィナ・ソレルさん？」


    「そんな、昔の話を……」


    「今年の始めが昔の話かしら？」


    　なにかを言いかえそうとしたが、舌が上う手まく動かない。わーお、膝ひざも震えている。これが別れの予感というものだろうか？　それに衝撃を受けている？　この俺が恋愛ごときに？


    「分かった。ちょっと待て。この空気はおかしい」最近の霞のように不明瞭な思考を振り払う。「様々な事件を俺とジヴ、二人で乗り越えてきた。こんなことを、レメディウス事件やウォルロット事件のときのようなことを繰り返す理由がない」


    　俺は仕切りなおしの会話を始める。俺の舌先よ、今こそ全力疾走して主人を助けろ。


    「素直に謝る、俺が悪かった。でも、この問題はずいぶん前に解決していた。ジヴも冷静になってくれ。そんな物言いは、おまえの性格じゃないだろ？　ちょっとおかしいぞ？」


    「それは……」ジヴはなにかに迷い、そして決然と続けた。「いいえ違うわ。違うつもり」


    　ジヴはそれっきり無言のままで、俺を睨にらんでいるだけだった。ダメだ、これでは、責任転てん嫁かをしているだけだ。会話を軌道修正。


    「本当にすまない。何度でも謝る」


    「もうイヤなの」ジヴの逸そらした横顔には、重苦しい疲労が浮かんでいた。「もうイヤなの。あなたのような自分勝手な子供と付きあっても、私が辛つらいだけ。先になにも見えない」


    「今が、いや、俺だって考えている。今の咒じゆ式しき士し事務所をもっと大きくして、いや、違う、いつか、もっと安全な仕事に就いて、君と……」


    「それはいつ？　何年後？　確約できるの？」


    「そっ……」俺の舌先が止まった。続きを探そうと、俺の後言げん語ご野やと前言語野が全開で働くが、なにも見つからない。なにもなかったのだ。

  


  [image: ]


  
    「私は十代の小娘じゃないのよ？　顔や手、優しさや料理。それらは愛する理由にはなっても続かせる力はないの！」


    　ジヴの、女の、徹底的なまでの現実主義が、俺の、男のいい加減さを深く抉えぐった。


    　夢見るころをすでに過ぎて、それでも愛だけは無条件で続くと思っている。無意識にそう思っているのは、俺のようなマヌケ男だけなのだ。


    　潤うるんだジヴの眼まな差ざしが、真っ正面から俺を見た。


    「私にだって、幸せになる権利がある！　浮気したダメ男と、いつまでも関わっているほど、ヒマじゃない。暗い過去を仄ほのめかしては秘密にするのをカッコいいとでも思っているの？　あなたは糞くそドラッケンと、能天気な咒じゆ式しき士しごっこでも続けて死ねばいい。じゃあねっ！」


    　車に乗ろうとしたジヴの左手を、俺の右手が反射的に摑つかんでいた。続いて左手が重ねられるように、ジヴの右手首を握って振りむかせる。


    　ジヴと俺が互いの心を読もうと睨にらみあう。


    「分かってガユス。先ほどはなぜか言いすぎたけど、私は強くないの」


    　ジヴの顔に、悲痛な表情が浮かんでいく。


    「あなたを愛しているけど、愛だけでは続けられないの。私は噓うそも無も愛せない。お願い、弱い私を分かって……」


    　俺の右手が離され、うなだれた。だが、左手を離すことまではできなかった。この手を離したら、終わってしまう。すべてが終わってしまう。だから縋すがりつく子供のように力が籠こもってしまい、ジヴの瞳に憤怒の色が復活してくる。


    「……痛いから放してくれる？」


    　ジヴの白い手が乱暴に振られ、左手が離れた。俺の眼前で、車の扉が緩かん慢まんに閉まっていく。扉に隠れていくジヴの後ろ姿。俺の胸で激情が沸ふつ騰とうし、脳のう髄ずいにまで噴きあがり、視界を真紅に染めた。


    　扉を撥はね開け、振りむいたジヴの驚きよう愕がくの顔が眼球に飛びこむ。女の細い肩を摑み、抱きよせる。


    「ジヴ、待ってくれっ！」


    「放してっ！」


    　女が身を[image: ]よじって抵抗し、爪が俺の首を引っかく。痛みとともに、真っ黒な溶よう岩がんのような感情が噴き出す。女を車の座席へと押したおす。


    　俺の腕のなかで女が暴れた。摑つかんでいた服の釦ボタンが弾け、胸元がはだける。女が狂乱し、足が絡まる。二人は縺もつれるようにコンクリ床に倒れていく。


    　咄とつ嗟さに思考が閃ひらめき、打たないようにジヴの頭を抱え、俺の右肩から落ちる。重い衝撃で、幾分かの冷静さが戻る。


    　ダメだ、これではいつもの、前の繰りかえしだ。


    「大丈夫っ……」


    　手をついて上半身を起こす。そこには、零こぼれそうになる涙を堪こらえた憤怒の双そう眸ぼうが俺を見返していた。


    「あなた、本当に最低ね」


    　何事もなかったかのように、片手で襟えり元もとを整え、ジヴは立ち上がる。


    　俺が見上げると、ジヴの目からすべての感情が消え去っていた。それは冷えきった緑の宝玉でしかなかった。


    「私は行くわ。あとガユス、一刻も早く死んでくれる？」


    　それだけ言うと、身を翻ひるがえして車に乗りこみ、発車していく。重苦しい音を立てて、地下駐車場を駆けぬけていくジヴの車を、俺は呆ぼう然ぜんと見送っていた。


    　車の姿が消えて、どれくらいの時間が経ったのか。


    　俺は震える膝ひざで立ち上がる。真まっ直すぐ立っていられず、壁に寄りかかった。嘔おう吐と感にも似た重苦しいものが胸を圧迫して呼吸が苦しい。酸素を求めるかのように、喘あえいでしまう。


    　深呼吸するが、事態はなにも変わらない。それでも俺は歩きはじめた。傾斜したコンクリ床を上り、駐車場の外へと出る。


    　夜の町は静かだった。


    　冷ややかな月光が俺を迎えるだけだった。


    　そこから一歩も動けずに、俺は自らに問うていた。


    　どこで間違ったのか？　なにが悪かったのか？


    　答えは明らかだ。人はその生きかたの報むくいを受ける。最低の生きかたには最低の結末がやってくる。


    　当たり前すぎる真理。俺の生きかたがジヴを傷つけ、寸分狂わず同じ分が返ってきただけだったのだ。


    　夜空に貼りつけられた月の光が、俺を嘲ちよう笑しようしていた。


    



    



    　ベルガ村から遠く離れた森。木々の下に、水を滴したたらせて歩く孤影があった。


    　メルツァールが肩を上下させ、荒い呼吸を吐いて歩きつづけていた。


    　ようやく濁だく流りゆうから抜けだしたが、着替えもできずに全身は濡れたまま。左腕の断面は、流水によって白くなっていた。


    　異様なのは、包帯が解ほどけて現れた素肌と、割れた仮面の間から覗のぞく素顔だった。


    　猛火に炙あぶられたような酷ひどい火傷やけどが、残った腕や両足、胸元と肌のすべてを覆っていた。顔にいたっては、瞼まぶたも鼻も溶け崩くずれていた。


    「単なる死人は脆ぜい弱じやくにすぎる。儂わしには時間が足りないというのに……」


    　仮面から溢あふれるような独白が滴る。


    「おやおや、仮面の下は、かなりの不ぶ細さい工くちゃんだね」


    　斜面に並ぶ木々の間から、月光と黒々とした背広をまとった[image: ]そう軀くが現れる。メルツァールが、醜みにくい火傷やけどの傷きず痕あとを隠しもせずに吐きすてる。


    「おまえは最初に死んだと思ったが？」


    　傷痕もなく服装も乱れない青年の姿。血を含んだようなバモーゾの唇くちびるが、不敵な笑みを浮かべていた。


    「手の内を見せるほどバカでもないけど、僕はそう簡単には死なないよ」青年の双そう眸ぼうには、鬼火のような感情が揺らめいていた。「誰にも僕は殺せない。殺すことはできないんだ」


    　一転して淫いん猥わいな笑みを浮かべたバモーゾの姿が、月光に切り取られる。


    「しっかし、片腕無くして丸半日流されて、ここまで歩いて生きているなんて、爺じいさんこそ不死身かな？」


    「おまえとは違って、儂わしは単なる死体を操るだけの咒じゆ式しき士しだ。だが、私には是非にでも生きねばならない理由がある」


    　仮面の割れた隙すき間まに、地獄の業ごう火かに炙あぶられたかのような肌と、焰ほのおそのもののように燃えあがる瞳があった。


    「一人称に混乱があるね。必死すぎ」


    　バモーゾが笑う。メルツァールは意に介しない。


    「儂自身も操られているのかもしれぬな。その必死さ、理由や意地とやらに」


    「私もその意地とやらで生きている」


    　反対側の木陰からは、影より昏くらい黒塗りの柩ひつぎ、アインフュンフが出現する。柩の四方が歪ゆがみ、傷ついていた。メルツァールが残る咒式士の姿を捜す。


    「ユラヴィカは？　あやつは儂たちを裏切って、決闘に向かいおったが……」


    「彼は先勝し、今回は引き分けました」


    　声の元を捜す咒式士たちの目が、即座に一地点へと収束する。


    「ただ、チェデックが庇かばって戦死しましたから、一勝一敗が公平な判断でしょう」


    　いつの間にか、木の幹に、お馴な染じみの罅ひび割われた拡声器スピーカーが設置されていた。


    「あなたの声を聞くと、すぐに不ふ愉ゆ快かいな気分になれるね」


    「どこに行っても拡声器がある。依頼主の正体を教えて欲しいものだ」


    　バモーゾとメルツァールが、それぞれに不愉快さを隠さない声を放つ。アインフュンフが冷静な判断を下す。


    「それにしても、あの凶戦士ユラヴィカまでもが敗れたとは、敵は存外に強い」


    「全員が敗北したということです」


    　拡声器の冷たい宣告。メルツァールが全員の意見を代表するような反はん駁ばくを向ける。


    「我らは完全に負けたわけではない。また闘うだけだ」


    「さて、これからどうするか。次はどの順番で行く？　前のように籖くじ引びきで決めるのか？」


    　柩の内部から、汚お泥でいが煮立つようなアインフュンフの笑声があがる。全員の顔と殺気が、険悪な雰囲気を作りだす。


    「いい加減に気づきなさい。一人一人では、あの二人には勝てないと」


    　依頼主の厳しい声に、歴戦の咒式士たちの顔に殺気が宿る。


    「どういう意味だ？　儂わしらの力量を疑うというのか？」


    「そうではありません」


    　無機質な声が木立の間に響く。


    「あなたたちは十二や十三階かい梯ていの咒じゆ式しき士しとして、一人一人の力量は敵に劣るわけではありません。一対一で戦うかぎりなら、ガユスとギギナにも勝てるでしょう」


    　声は冷静だった。


    「しかし、ギギナとガユスは、両者の特性を活かし欠点を補うように戦っています。あなたたちは同じ人数で当たっても、それぞれ個人で戦っているに過ぎません。それでは永遠に一対二の戦いにしかならない」


    　沈黙。咒式士たちが、自らの敗北の原因を思い知っていた。


    「つまり、全員で共闘しろと？」


    　白しろ鬚ひげを右手で撫なでながら、メルツァールが結論を先取りする。


    「そのとおり。しかし、これは強制ではありません。ただ、次も同じように立ち向かうなら、私としても仕事を依頼した自分の見識を疑わざるをえません」


    　拡声器スピーカーからの声に、嘲ちよう弄ろうめいた響きはなかった。


    「次はありません。殺しあいを、いや、すべての物事がやり直しのできる遊びだと思っているような甘い人間は、ここにはいないはずです」


    　皮肉を装った厳しい弾だん劾がいに、咒式士たちが立ちすくむ。


    　攻性咒式士たちが互いの顔を見合わせる。


    　辺境に名高い攻性咒式士である矜きよう持じと自尊心、打算と効率が、それぞれの瞳で揺れていた。炎と氷が争うように揺れていた。


    「儂は共きよう闘とうに賛成する」


    　メルツァールが賛意を表わす。老人の右手は、左腕の断面を押さえていた。


    「私にも反対する理由はない」


    　陰いん々いんとして響くアインフュンフの声が、柩ひつぎから零こぼれる。


    「僕は、ガユスの手足をもいで殺したいだけで、報ほう酬しゆうは二の次だし、喜んで賛成するよ。でも、ちょっと試したいことが出てきたんだよね♪」


    　魔ま杖じよう短たん剣けんを弄もてあそんでいたバモーゾもうなずく。口火を切ったメルツァールが爛らん々らんと光る目を拡声器へと向ける。


    「チェデックが死に、ユラヴィカが抜けたことで、不協和音がなくなったといえるな」


    「共同戦線を張るなら頭数は多いほうがいい。だとしたら、最初に聞いた六人目の咒式士はどこにいるのか？」


    　アインフュンフが全員の疑問を代弁した。拡声器からは笑声めいた答えがあった。


    「六人目はあなたたちの前には現れません。最初からそういう役目です。しかし、仕事を進めています。重大な仕事をね」


    　拡声器が答えると、疑問が広がる。


    「それとも、三人では不安ですか？」


    「まさか」


    　メルツァールは割れた仮面から鋭利な眼光を零こぼす。バモーゾが細い指先で自らの艶つややかな唇くちびるをたどる。柩ひつぎのアインフュンフは忍び笑いを漏もらす。


    「では行きなさい。メトレーヤで仕留め、少女を奪還するのです！」


    　縛いましめから解き放たれたように、攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが再びの夜へと向かって駆けだす。


    



    



    　ホテルからヴァンまで、どうやって帰ったのかは分からない。


    　気がつくと、俺の体はヴァンの運転席に座っていた。


    　操縦環ハンドルに両肘ひじをついて頭を抱えてうつむいているしかなかった。耳には夜の街を疾はしる車の音が遠く聞こえ、そして無音となった。


    「わーお、これって破局？　昼下がりの三文芝居みたいな展開だな」


    　道化を気どった独り言に感情が沸ふつ騰とうしそうになり、必死に押し止とどめる。心を急速に凍こごえさせ、頭の上で重ねた手を握る。左右の爪が両手の甲を突き破るのが分かった。痛みだ、痛みで耐えろ。俺はなにも感じていない。感じていないとしたい。


    「ガユス、どしたの？」


    　両手の間から見ると、ヴァンの外にアナピヤが立っており、街灯が小さな顔を照らしていた。


    「明かりをつけないの？」


    「つけないでくれ」


    　俺の喉のどから掠かすれた声が出た。アナピヤが怪け訝げんそうな表情をしているのが見えた。


    「いや、やーらしい妄もう想そうをしていたから、気分を出していたいんだ」


    「ふーん、男の人って大変だね」


    　バカか俺は。こんな場合にまで、くだらないことしか言えない。


    「他の二人は？」


    　今度は平気そうな声が出た。どこまで余裕ぶりたいのだか。自分の虚栄心に吐き気すらしてくる。


    「うーん、ギギナが街の咒式士と喧けん嘩かして、警察の事情聴取にニルギンがあの調子で話したらメンドーなことになって、あたしは先に帰れって。それで今ここにいるよ」


    　暗闇のなか、アナピヤがヴァンの助手席へと乗りこんでくる。そして無言。


    　また車が走り、去っていく。辺境の夜の街は、無意味に静かだ。


    「あの、大丈夫？　なにかあったの？」


    　鋭いねアナピヤ。だけど俺には答えられない。


    「ごめん、余計なことだった。あたしって子供だね。一人でいたい？」


    「ああ」と言った瞬間、伏せている俺の後頭部に、温かいものが乗せられた。俺の頭を、アナピヤが包むように抱いていた。


    「うっとーしかったら言ってね？」


    　鬱うつ陶とうしいアナピヤの抱ほう擁ようを、しかし、俺は払いのけられなかった。


    「あたしってさ、昔のことが思い出せないし、両親の生死も分からないでしょう？　んで、哀しくて泣くの。そんなとき、コルッペンおばさんがこうしてくれたの」


    　アナピヤの言葉と体温に、俺の堪こらえていたものが、ついに溢あふれた。


    　少女の細い腕のなかで、俺の口から押し殺した嗚お咽えつが漏もれた。胸が張り裂けそうな激痛。


    　天てん涯がい孤独の少女に失恋を慰なぐさめてもらう俺は、最低にダメだ、ダメすぎだ。そりゃ、ジヴも愛想を尽かすよ。涙を堪えても洟はな水みずが垂れることは止められない。


    　世界一ダメな男を、アナピヤが無言で抱き留めていた。


    「大丈夫。ガユスはあたしが守る」


    　頭の上にあったアナピヤの顔が下へと動き、熱い温度を額ひたいに感じた。


    「元気が出るおまじないよ。どうしてもお礼がしたかったから」


    　羞しゆう恥ちに頰ほおを桜色に染めたアナピヤの笑顔が、俺の正面にあった。そして紅色の唇くちびるが、俺の顔に近づいてきた。


    「これはコルッペンおばさんの受け売りだけど、女の子の生まれて最初の口づけは、男の子に元気を与える魔力があるの」


    　アナピヤの唇だけが俺の視界一杯に広がり、ひどく真剣な言葉を吐いた。


    「お願い、ちょっと恥ずかしいから目を閉じて……」


    「アナピヤ……」


    　抵抗する気力も去り、俺は目を閉じて唇を許した。


    　少女の唇は火のように熱く、少しだけ震えていた。


    　裏切りと許しの唇は、不誠実な分だけ長く続いた。


    



    



    　一筋の光こう明みようも射さない狭い暗室。青白い光を放つ画面だけが並んでいた。


    　右上の画面のなかでは、老咒じゆ式しき士しが膨ぼう大だいな咒式を紡いでいる。左上の画面では青年が蟲むしを放ち、左下では、生命維持装置から延びた管が柩ひつぎの内部へとつながっていた。


    　右下の画面には、蝶ちようの刺青いれずみの剣士が夜を疾走する姿があった。


    　画面を眺めるのは、絡みつくような視線。暗闇には視線の主の組んだ足の裾すそ、そして球形の椅い子すだけが画面の朧おぼろな光に浮かびあがっていた。


    「五人は、私の依頼と配役を忠実に果たしているようだ」


    　監視者の笑声が喉のどの奥で鳴り、やがて唐突に止まった。


    「そして、おまえを直接差しむけてくるとは、向こうも心配性だな」


    　男の声が発せられる。


    　背後には、いつの間にか影が立っていた。闇に隠れて輪りん郭かくも見えない。ただ、狭い部屋を圧する不吉な無言の圧力だけがあった。


    「忘れてなどいないよ。おまえが、私と計画の監視役だということをな。六人目の私の、いや私たちの計画は順調に進行中だと、そちらに伝えてくれ」


    　男の言葉に、影が無言でうなずいた。


    　そして扉が閉まる音が続き、室内から熱量が去っていった。


    　影の手早さに男が満足そうにうなずく。


    　そして、静せい謐ひつだけが狭い部屋に満ちた。


    　闇に伸ばされた指先が画面に触れる。愛いとしげに撫なで回す指は、どこか性的な愛あい撫ぶを思わせた。


    「さあ、序幕は終わり、これからが本番だ。誰もが裏切り、騙だまし、殺しあう。メトレーヤに向かって、すべてが収束していく」


    　画面では、録画された少女の映像が凍りついたように停止していた。


    　アナピヤが微動だにせずに、微ほほ笑えみつづけていた。


    「暴ぼう虐ぎやくたる〈暴帝〉か、愛すべき〈天使〉か。さて、ベギンレイムから受け継いだどちらの夢が結実するのか楽しみだ」


    　男の静かな述じゆつ懐かいだけが、闇に響く。


    



    



    
      To be continued.

    

  


  
    付録
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    あとがきではなくあくまで後記


    



    担当Ｙ（以下Ｙ）「こんにちは。今日は浅井さんとの打ち合わせ現場からです。店は浅井さんお勧めのなぜかチェーン店です、って今戻ってこられました」


    浅井ラボ（以下浅）「よく出ました。最近はカロリーメイトが主食なんでよく浮……」


    Ｙ「トイレの報告をしないでいいです。さて本題ですが、あとがきをそろそろ書いてもいい時期ではないでしょうか？」


    浅「先に言っておくと店の名前は出さないように。ついでに私はあとがきを拒否しています。理由は宗教上の理由です。おっと蚊が出た」


    Ｙ「眼前でジューダスプリーストのＴシャツでカツ丼食べて蚊を殺している人は、これほど違反できるかというくらい世界の多くの宗教の戒律に反していますが？」


    浅「じゃあ体質。あとがきを書くとアレルギーで死にます。本当に嫌なんです。なんぼや？　なんぼ払ったらあとがき書かなくてええんや？」


    Ｙ「お金で解決できることではなく、上からあとがきを書けという指令が来ました」


    浅「あとがきに関しては、前向きな未来に向けた全拒否です」


    Ｙ「あとがきと作品は切っても切れない赤い糸で結ばれているのですよ」


    浅「その赤い糸の先に結ばれたものは、さっきトイレで流してきましたが？」


    Ｙ「凄い拒否ですね」


    浅「ダメな自分に、さらにダメなあとがきをつける理由が分からないだけです」


    Ｙ「では、ここ数年のことなどを書いてはどうでしょう？　移籍のあたりのお話では？」


    浅「そういえば担当さん。ここの丼チェーンの漬け物はすっごく美味いですから、食べてみてください」


    Ｙ「はあ？　まぁそういうなら（食べて、いきなり無言）」


    浅「ここの漬け物は食べ物としては失格ですが、毒薬としては合格でしょう？」


    Ｙ「これは本当にマ、いや凄い味です。凄い。店の名前が出せないのが残念ですね」


    浅「私の気持ちもそうですよ？」


    Ｙ「なにがです？」


    浅「だからなにがとはなんです？　ラブじゃなくてライクですか？」


    Ｙ「触れにくいことをより触れにくいことで返さないでください」


    浅「かかったなアホが！　勝った！　第三部完！」


    Ｙ「それらの台詞を言った人たちはそろって次のページで負けていますよ。それでは聞きやすいところで、最近の調子はどうでしょうか？」


    浅「下巻もがんばっていますよ。新作長編も書いたり短編も書いたりしていますよ」


    Ｙ「このどーでもいい会話をあとがきにしてはどうでしょうか？」


    浅「なんか担当と作者の会話ってのも、作中キャラと話しているのと同じレベルじゃないですか？」


    Ｙ「考えたら負けです」


    浅「じゃあ考えません。宇宙空間で考えることを止めます」
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